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「指導ガイド」でより発展的な学びへ！

高校3年間のゴール

言葉を的確に理解し、
効果的に表現する力を身につける

教科書ラインナップ

●「指導ガイド」でできること

●入試を意識した教材
□教材横断型テスト（「論理国語」）

野家啓一「歴史を哲学する」／遅塚忠躬「史学概論」
島尾　新「水墨画入門」／原　研哉「白」
丸山圭三郎「言葉は貨幣である」／岩井克人「経済学の宇宙」

□古典についての評論文（「古典探究」）

小川剛生「『徒然草』をよみなおす」（古文編）
俵万智「言葉か、心か」（古文編）
田中謙二「『史記』の笑い」（漢文編）
湯川秀樹「本の中の世界『荘子』」（漢文編）

●印刷版をご用意しました
「印刷する時間がない」「科内で共有するのに冊子が必要」と
いうご要望にお応えして、印刷版をご用意しました。

特長1
指導の流れを視覚化した

「指導ガイド」画面
（指導計画案）

授業の流れを直感的に把握できるので、
授業前の短時間で本時の内容を確認でき
ます。

特長2
Web版で
いつでもどこでも

スマホ、タブレットなどでスキマ時間に授業
準備ができます。
ＵＲＬリンクで、発展的な学びにも対応。

特長3
アプリで課題配信。
データを生徒さんと共有

予習段階で「品詞分解」・「現代語訳」を、復
習段階で「学習課題ノート」・「テスト問題」・

「参考」（参考文献）を送信するなど、個別
最適な学びを促進。

P54〜57
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生

自分の言葉のルーツを知る 自分の考えを持ち、表現する
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自分の言葉で文化を伝える

自分の言葉を豊かにする

自分の考えを伝え、
説得する

自分の考えを効果的に伝え、
共有する
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精選 古典探究 漢文編
古探714

Ｐ46〜51

精選 古典探究 古文編
古探713

Ｐ38〜43

精選 文学国語
文国707

Ｐ30〜35

精選 論理国語
論国709

Ｐ20〜27●充実したワークシート
言語活動に適した「ワークシート」をご用意

主体的に言語活動を進めるだけでなく、相互評価や、「主体的に学習に
取り組む態度」の評
価では必須です。

●「問題データベース」と直接リンク
教科書と、同じ教材
や著者の入試問題
を、すぐに授業に取
り入れられます。
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こ
と
の 

窓 

　
　

2

書
の
す
す
め 

5

読

3

定

定
定
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国
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定
＝
定
番
教
材

精選 現代の国語
目次①

わかりあえない�
ことから� 平田オリザ
「対話」とは、話し合いで個々
の読みからより深い読みを得
ることでもある。それを知る
のによい教材である。（岸洋輔
／早稲田大学講師）

執筆協力者の
おすすめ

未来を予測する�
最善の方法� 松田雄馬
「人工知能」が人間の知能を
超える「シンギュラリティ」に触
れ、情報化社会の中でどう生
きるべきかを問う、数理科学
者による示唆的な文章。構造
的な読み方を身につける。

加藤 一「蒼の亜空間」（Sub-espace azur）1972年

「亜」とは「次の」という意味です。新たな世界へ飛び立っていく
イメージを表しています。

特長1
生徒自身が

何を学ぼうとしているのかが分かる
「領域別・テーマ別構成」

特長2
主体的に学びやすい

単元構成

特長3
多様な課題に対する

意識づけを目的とした
「探究活動」の設置

精
選 

現
代
の
国
語

分かりやすい！ 
領域別・テーマ別の単元構成



❖
単
元
の
言
語
活
動

８

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
３

　話
合
い
の
し
か
た
や
結
論
の
出
し
方
を
工
夫
し
よ
う    

186

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
 

188



〈
普
遍
語
〉と
は
何
か
？   

 

水
村
美
苗 
190



漢
文
脈
と
近
代
日
本   

 

齋
藤
希
史 

197

❖

打
ち
言
葉 

―
―
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
に
応
じ
た
言
葉
の
使
い
方
を
学
ぼ
う
―
―   

 

204

　
　
　
　
　
　

   

論
文
・
レ
ポ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
文
体   

 

208

❖
単
元
の
言
語
活
動

９

書
く
こ
と
４

　紹
介
文
を
書
こ
う   

 

210

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
 

212

日
本
文
学
史
年
表   

 

214

参
考
図
録   

 

223

常
用
漢
字
表   

 

225

常
用
漢
字
表 

付
表   

 

239

高
等
学
校
で
学
習
す
る
音
訓
一
覧   

 

240

『
生
命
誌
絵
巻
』   

 （
前
見
返
し
）

『
ク
ォ
・
ヴ
ァ
デ
ィ
ス
』・
電
車
マ
ナ
ー
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
観
光
ポ
ス
タ
ー   

 （
前
見
返
し
）

会
議
の
原
理   

 （
後
見
返
し
）

書
の
す
す
め 

8

読

9 

言
語
・
歴
史

書
く
こ
と
の 

窓 

　
　

4 

書
の
す
す
め 

9

読

付
録

5



生
命
誌
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
―
細
胞
か
ら
見
え
て
く
る「
生
」と「
性
」   

 

中
村
桂
子 

116



人
と
動
物
、
共
存
の
場
所   

 

祖
田

　
修 

123



時
間
を
め
ぐ
る
衝
突   

 

内
山

　
節 

132

❖

解
説 

―
―
読
み
手
が
必
要
と
す
る
情
報
を
明
確
に
示
そ
う
―
―   

 

137

　
　
　
　
　
　

   

文
章
執
筆
の
構
想   

 

138

❖
単
元
の
言
語
活
動

６

書
く
こ
と
２

　意
見
文
を
書
こ
う   

 

142

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
 

144



マ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
の
知
恵   

 

岩
井
克
人 

146



現
代
社
会
は
ど
こ
に
向
か
う
か   

 

見
田
宗
介 

153

❖

手
順
書 

―
―
手
順
を
正
確
に
伝
達
し
よ
う
―
―   

 

161

　
　
　
　
　
　

   

文
章
を
分
か
り
や
す
く
す
る
方
法   

 

164

❖
単
元
の
言
語
活
動

７

書
く
こ
と
３

　説
明
資
料
に
ま
と
め
よ
う   

 

166

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
 

168



世
界
中
が
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー   

 

多
木
浩
二 

170



対
話
す
る
社
会
へ   

 

暉
峻
淑
子 

177

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
話
の
目
的
と
話
合
い
の
方
法   

 

184

6 

環
境
・
自
然
・
生
命

書
く
こ
と
の 

窓 

　
　

2

書
の
す
す
め 

6

読

7 

経
済
・
社
会

書
く
こ
と
の 

窓 

　
　

3

書
の
す
す
め 

7

読

8 

世
界
・
平
和

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
の 

窓 

　
　

3

4

❖
単
元
の
言
語
活
動

８

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
３

　話
合
い
の
し
か
た
や
結
論
の
出
し
方
を
工
夫
し
よ
う    

186

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
 

188



〈
普
遍
語
〉と
は
何
か
？   

 

水
村
美
苗 

190



漢
文
脈
と
近
代
日
本   

 

齋
藤
希
史 

197

❖

打
ち
言
葉 

―
―
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
に
応
じ
た
言
葉
の
使
い
方
を
学
ぼ
う
―
―   

 

204

　
　
　
　
　
　

   

論
文
・
レ
ポ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
文
体   

 

208

❖
単
元
の
言
語
活
動

９

書
く
こ
と
４

　紹
介
文
を
書
こ
う   

 

210

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
 

212

日
本
文
学
史
年
表   

 

214

参
考
図
録   

 

223

常
用
漢
字
表   

 

225

常
用
漢
字
表 

付
表   

 

239

高
等
学
校
で
学
習
す
る
音
訓
一
覧   

 

240

『
生
命
誌
絵
巻
』   

 （
前
見
返
し
）

『
ク
ォ
・
ヴ
ァ
デ
ィ
ス
』・
電
車
マ
ナ
ー
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
観
光
ポ
ス
タ
ー   

 （
前
見
返
し
）

会
議
の
原
理   

 （
後
見
返
し
）

書
の
す
す
め 

8

読

9 

言
語
・
歴
史

書
く
こ
と
の 

窓 

　
　

4 

書
の
す
す
め 

9

読

付
録

5

定 定
定

定 定
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生命誌からの�
メッセージ� 中村桂子
生命誌に触れることで、多様性
や個性の重要性、またいのちの
大切さやヒトの在り方について
考えさせたい。（木戸有希/埼玉
県立所沢中央高等学校教諭）

執筆協力者の
おすすめ

	 118ページ『生命誌絵巻』　協力：団まりな　絵：橋本律子

単元の言語活動
�表現させる前後の指導内容や
評価の観点が具体的に書か
れており、授業作りに大きく貢
献することと思います。（金巻
秀樹／早稲田大学高等学院教諭）

執筆協力者の
おすすめ

➡ P9

定
＝
定
番
教
材

精選 現代の国語
目次②

現代社会はどこ�
に向かうか� 見田宗介
ロジスティック曲線がテーマで
す。図を使った評論として、現
代社会を考えるための評論と
しておすすめです。�（加藤玲奈
／東京都立八丈高等学校教諭）

執筆協力者の
おすすめ

●コラム
総論から各論へ展開。学習活
動を進めるうえで必要になる
知識・技能に対する理解を助
け、「単元の言語活動」で生
かせるコラム「話すこと・聞く
ことの窓」３つ「書くことの窓」
４つを設けた。

➡ P9

読
む
こ
と

論
理
的
な

文
章
を
読
み

批
評
し
よ
う

単元1
他
の
形
式
に

書
き
か
え
よ
う

単元4話
す
こ
と
・ 

聞
く
こ
と

相
手
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
に

表
現
を
工
夫
し
よ
う

単元2
集
め
た
情
報
を

ま
と
め
発
表
し
よ
う

単元5
話
合
い
の
し
か
た

や
結
論
の
出
し
方

を
工
夫
し
よ
う

単元8書
く
こ
と

自
分
の
意
見
を

書
こ
う

単元3
意
見
文
を

書
こ
う

単元6
説
明
資
料
を

ま
と
め
よ
う

単元7
紹
介
文
を

書
こ
う

単元9 単
元
の 

言
語
活
動

精
選 

現
代
の
国
語



考
え
て
み
よ
う
。

4
「
都
市
の
同
質
性
を
知
覚
か
ら
染
み
込
ま
せ
」（
一
七
五
・
4
〜
5
）
る

と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

5
『
世
界
中
が
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
込
め
ら
れ
た

筆
者
の
意
図
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。
ま
た
、

フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド
に
つ
い
て
の
自
分
の
体
験
を
発
表
し
、
筆

者
の
考
え
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

　
画
一
的
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
そ
の
他
の
例
を
あ
げ
て
み
よ

う
。
ま
た
、
そ
の
例
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

�

　
画
一
化
さ
れ
た
も
の
の
見
方
に
よ
っ
て
、
見
失
っ
た
も
の
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
ん
だ
社
会
を
生
き
る
に
あ
た
り
、
留
意

す
べ
き
事
柄
は
何
か
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
探
究
活
動

❖
言
葉
と
表
現

1
本
文
中
か
ら
カ
タ
カ
ナ
語
を
抜
き
出
し
、
意
味
を
調
べ
て
み
よ
う
。

2
本
文
に
お
い
て
各
形
式
段
落
の
文
頭
か
ら
接
続
語
を
抜
き
出
し
、

そ
れ
ら
の
接
続
語
に
注
意
し
な
が
ら
、
本
文
の
構
成
に
つ
い
て
ま

と
め
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
「
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」（
一
七
〇
・
4
〜
5
）
と
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
、
本
文
に
沿
っ
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

2
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド
の
流
行
」（
一
七
〇
・
8
）
に
つ
い
て
。

⑴
こ
の
原
因
を
筆
者
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
二
点
に
分

け
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

⑵
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド
の
流
行
」
は
、
都
市
に
ど
の
よ
う
な

変
化
を
も
た
ら
し
た
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

3
「
無
視
で
き
な
い
力
の
兆
候
的
現
象
」（
一
七
四
・
10
）
と
あ
る
が
、

「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド
」
の
存
在
が
無
視
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
、

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

対
話
す
る
社
会
へ

　「
対
話
が
続
い
て
い
る
間
は
殴
り
合
い
は
起
こ
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
ド
イ
ツ
の
友
人
が
教
え
て
く

れ
た
と
き
、
最
初
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
映
画
な
ど
に
出
て
く
る
け
ん
か
早
い
男
た
ち
の
姿
で
し
た
。
な
ぜ

か
そ
の
言
葉
が
引
っ
掛
か
り
、
カ
フ
ェ
で
一
息
入
れ
な
が
ら
、
ノ
ー
ト
に
そ
の
ド
イ
ツ
語
を
書
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。
格
言
と
ま
で
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
、
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
そ
の
言
葉
に
含
蓄
さ
れ
た
意
味
が
私
に
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
私
は
、「
戦
争
・
暴
力
の
反
対
語
は
、
平
和
で
は
な
く
対
話
で
す
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
日
本
人
の
多
く
は
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
暴
力
行
為
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
平
穏

な
生
活
を
、
平
和
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
平
和
と
は
受
け
身
で
何
も
し
な
い
こ
と
で
は
な
い
、
平

和
も
民
主
主
義
も
努
力
し
て
作
っ
て
い
く
も
の
だ
と
、
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
お
任
せ
主
義
の
毎
日

が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
他
方
で
平
和
（
平
穏
な
生
活
）
を
支
え
て
い
る
の
は
、
暴
力
的
衝
突
に
な
ら
な
い
よ
う
に
社
会

暉て
る

峻お
か

淑い
つ

子こ

＊

●

●

問
「
戦
争
・
暴
力
の
反
対
語

は
、
平
和
で
は
な
く
対
話

で
す
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ

か
。

510

格
言

問
「
お
任
せ
主
義
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

177 176

単
元 

8

論
理
的
な
文
章
　  

対
話
す
る
社
会
へ

cam0083_現代の国語_168-185.indd   176-177 2021/01/26   16:29:13

　  

考
え
て
み
よ
う

•

「
世
界
中
が
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」
か
ら
読
み
取
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
を
指
摘
し
よ
う
。

•

「
対
話
す
る
社
会
へ
」「
会
議
の
原
理
」（
後
見
返
し
）
を
踏
ま
え
て
、

問
題
解
決
の
た
め
の
話
合
い
の
意
義
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

　  

話
し
合
っ
て
み
よ
う

•

　
で
分
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
問
題
解
決
に
お
け
る
「
話
合

い
」
に
お
い
て
何
が
大
切
か
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
意
見
を
共

有
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

会
話
の
目
的
と
話
合
い

の
方
法
（
一
八
四
～
一
八
五
ペ
ー
ジ
）
を
参
考
に
し
な
が
ら
話
し
合
お

う
。

12

1
ポ
イ
ン
ト

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
の 

窓 

　
　
3

「
世
界
中
が
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」
を
読
み
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
が
も
た
ら
す
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
に
つ
い

て
指
摘
し
よ
う
。
ま
た
「
対
話
す
る
社
会
へ
」「
会
議
の
原
理
」
を
参
照
し
な
が
ら
、
問
題
解
決
に
お
け
る

「
話
合
い
」
に
お
い
て
何
が
大
切
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

　  

評
価
し
よ
う

•

　
で
行
っ
た
話
合
い
を
、「
会
議
の
原
理
」
の
十
二
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク

し
な
が
ら
、
相
互
評
価
し
よ
う
。

　  

改
善
し
よ
う

•

話
合
い
の
意
義
に
つ
い
て
各
自
で
考
え
を
深
め
、
よ
り
よ
い
話
合

い
に
向
け
て
の
改
善
点
を
共
有
し
よ
う
。

3

2

4 ❖
単
元
の
言
語
活
動

8

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
３ 

話
合
い
の
し
か
た
や
結
論
の
出
し
方
を
工
夫
し
よ
う

ル
ー
ル

•

ア
イ
デ
ィ
ア
は
質
よ
り
量

•

出
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
批
判
し
な
い

マ
ッ
ピ
ン
グ
・
メ
モ（
個
人
の
発
想
を
深
め
る
）

　テ
ー
マ
を
中
心
に
置

き
、
発
想
を
広
げ
て
い

く
。
注
意
す
べ
き
は
、

関
連
と
対
比
・
対
立
。

矢
印
な
ど
を
活
用
し
て
、

テ
ー
マ
に
関
す
る
項
目

を
整
理
し
、
深
化
さ
せ

よ
う
。

ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ（
自
由
に
発
想
を
出
し
合
う
）

悪いこと？

妥協

全人格 対話

子供の言葉
市民の言葉

新しいもの
生まれる

どうやって？勝ち負け理性も
感情も含めた

あってよい 感情はどうなる？

老若男女誰とでもできる？話
合
い
の
相
互
評
価

□
参
加
者
全
員
の
発
言
を
促
せ
た
か
。

�

…
「
会
議
の
原
理
」
で
の
項
目
①
④
⑥

□
質
問
し
合
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
か
。

�

…
「
会
議
の
原
理
」
で
の
項
目
⑦
⑧

□
意
見
を
ま
と
め
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
か
。

�

…
「
会
議
の
原
理
」
で
の
項
目
③
⑤
⑨
⑩
⑪

□
情
報
は
分
か
り
や
す
く
提
示
さ
れ
た
か
。

�

…
「
会
議
の
原
理
」
で
の
項
目
②

 

「
会
議
の
原
理
」（
後
見
返
し
）
参
照

単
元 
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話
す
こ
と話話
話
こ
と
話　

話
合
い
の
し
か
た
話
話
話
の
話
し
話
を
話
話
し
よ
う
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読
書
の
す
す
め 

8

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
錯
綜
す
る
現
代
を
生
き
る
た
め
に
、

世
界
の
潮
流
や
異
な
る
文
化
と
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
学
ぼ
う
。

暉
峻
淑
子
『
豊
か
さ
と
は
何
か
』

西
ド
イ
ツ
滞
在
の
体
験
と
対
比
さ
せ
て
、
日
本
人
の
生
活
の
あ
り

方
を
実
証
的
に
問
い
直
し
、
真
に
豊
か
な
社
会
の
姿
を
模
索
す
る
。

細
川
英ひ

で

雄お

『
対
話
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

　伝
わ
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
』

対
話
を
、
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
の
自
己
発
見
に
至
る
方
法
と

捉
え
、
具
体
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
、
対
話
に
よ
っ
て
他
者
と

つ
な
が
る
道
を
探
る
。

カ
ン
ト
著
、
池
内

　紀お
さ
む
訳
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』

世
界
の
恒
久
的
な
平
和
の
実
現
の
た
め
に
、
人
間
一
人
一
人
に
平

和
へ
の
努
力
を
課
題
と
し
て
説
く
、
十
八
世
紀
の
哲
学
者
に
よ
る

平
和
論
の
古
典
。

多
木
浩
二
『
眼
の
隠
喩
』

視
線
の
分
析
か
ら
浮
か
び
上
が
る
、
近
代
都
市
の
「
も
の
」
と
精

神
。
考
え
の
枠
組
み
を
考
え
る
知
の
冒
険
の
、
先
駆
け
と
な
っ
た

一
作
。

伊い

豫よ

谷た
に

登と

士し

翁お

『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
』

局
地
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
も
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
一
側
面
に
す
ぎ
な
い
。
現
代
世
界
は
こ
の
認
識
か
ら
始

ま
る
。

青
木

　保た
も
つ

『
異
文
化
理
解
』

「
異
文
化
を
理
解
す
る
」と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
に
つ
い
て
、
文

化
人
類
学
者
と
し
て
の
筆
者
自
身
の
体
験
を
交
え
つ
つ
、
真
の
相

互
理
解
へ
の
糸
口
を
追
究
し
て
い
る
。

言
語
・
歴
史

9

「〈
普
遍
語
〉
と
は
何
か
」「
漢
文
脈
と
近
代
日
本
」
や
「
打

ち
言
葉
」
を
読
み
、「
日
本
語
」
と
は
ど
の
よ
う
な
言
語

で
あ
る
か
ま
と
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
手
に
、
分
か
り
や
す

く
紹
介
し
よ
う
。

❖
単
元
の
言
語
活
動
9

書
く
こ
と
１ 

自
分
の
意
見
を
書
こ
う�

64
ペ
ー
ジ

書
く
こ
と
２ 

意
見
文
を
書
こ
う�

142
ペ
ー
ジ

書
く
こ
と
３ 

説
明
資
料
に
ま
と
め
よ
う�

166
ペ
ー
ジ

書
く
こ
と
４ 

紹
介
文
を
書
こ
う�

210
ペ
ー
ジ

日
本
語
と
い
う
言
語
に
つ
い
て
考
え
る

読
み
手
に
合
わ
せ
て
文
体
に
配
慮
す
る

文
章
の
構
成
や
展
開
を
工
夫
す
る

•

〈
普
遍
語
〉と
は
何
か
？

　水
村
美
苗	

•

漢
文
脈
と
近
代
日
本

　齋
藤
希
史

❖

打
ち
言
葉
―
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
に
応
じ
た
言
葉
の
使
い
方
を
学
ぼ
う
―

書
く
こ
と
の	

窓
4
論
文
・
レ
ポ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
文
体

書
の
す
す
め 

9

読
論
理
的
な
文
章

実
用
的
な
文
章

188
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界
化
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
繰
り
返
す
よ
う
だ
が
、
今
や
、
世
界
の
ど
の
都
市
に
行
っ
て
も
、

同
じ
看
板
、
同
じ
内
装
、
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド
に
遭
遇
す
る
。
こ
れ
は
巨
大
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
巨
大
な
帝
国
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
で
さ
え
あ
る
。
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド
は
都
市
の

構
造
を
変
え
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
世
界
へ
の
く
ま
な
い
分
散
に
よ
っ
て
、
都
市
の
同
質
性
を
知

覚
か
ら
染
み
込
ま
せ
て
い
る
。

16

＊

16
メ
デ
ィ
ア
　m

edia

（
英

語
）。
情
報
伝
達
手
段
。

媒
体
。

5

兆
候
的
　
同
質
性

170
超
（
超
高
層
）
　170
施
（
施
設
）
　171
圏
（
共
産
圏
）
　171
憧
（
憧
憬
）
　171
憬
（
憧
憬
）
　171
唆
（
示
唆
）
　171
廷
（
宮
廷
）
　172
脱
（
脱
出
）
　

172
娯
（
娯
楽
）
　172
裾
（
裾
野
）
　172
宴
（
宴
会
）
　172
析
（
分
析
）
　173
挿
（
挿
入
）
　173
廃
（
廃
止
）
　173
拒
（
拒
否
）
　173
猛
（
猛
烈
）
　174
籍
（
無
国
籍
）

174
奇
（
奇
妙
）
　175
遭
（
遭
遇
）
　175
帝
（
帝
国
）

漢
字
の
整
理

多
木
浩
二
（
た
き 

こ
う
じ
）　
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
〜
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
。
評
論
家
。
兵
庫
県
の
生
ま
れ
。
芸
術
・
歴
史
・
建

築
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
記
号
論
的
な
視
野
か
ら
探
求
し
論
考
を
展
開
し
た
。
著
書
に
『
生
き
ら
れ
た
家
』『
天
皇
の
肖
像
』『
眼め

の
隠
喩
』『
シ

ジ
フ
ォ
ス
の
笑
い
』『
肖
像
写
真
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
都
市
の
政
治
学
』〔
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

ラ
ン
な
ど
、
グ
ル
メ
と
称
す
る
風
俗
が
い
ろ
い
ろ
多
様
化
し
て
広
が
っ
て
い
る
中
で
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を

中
心
と
し
た
規
格
化
さ
れ
た
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド
は
、
確
か
に
ア
メ
リ
カ
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
ア

メ
リ
カ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
ア
メ
リ
カ
」
と
て
実
体
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
一
種
の
無
国
籍

的
な
食
べ
物
を
提
供
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
無
国
籍
さ
が
ど
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
も
こ
れ
ほ
ど
受

け
入
れ
ら
れ
、
世
界
的
に
広
が
り
え
た
理
由
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
固
有
の
文
化
の
希
薄
化

に
役
立
っ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
都
市
の
食
文
化
に
と
っ
て
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド
が
占
め
る
位
置
は
、
コ
ン
ビ
ニ
が
買
い
物

行
動
に
対
し
て
占
め
る
位
置
と
同
様
、
全
面
的
で
は
な
い
。
し
か
し
多
種
多
様
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
い
た
る

と
こ
ろ
に
叢そ

う

生せ
い

し
て
く
る
中
に
、
一
つ
の
均
質
化
す
る
力
と
し
て
割
り
込
み
、
か
つ
ロ
ー
カ
ル
な
都
市
を

世
界
的
な
規
模
に
ま
で
広
が
っ
た
同
一
の
網
目
に
組
み
込
む
こ
と
は
、
無
視
で
き
な
い
力
の
兆
候
的
現
象

な
の
で
あ
る
。

　
恐
ら
く
こ
う
し
た
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド
の
経
験
は
、
意
識
さ
れ
て
い
る
事
柄
以
上
に
、
ほ
と
ん
ど
意

識
さ
れ
な
い
感
覚
的
な
影
響
の
ほ
う
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
か
つ
て
の
食
の
内
容
か
ら
見
る
と
、
貧
困
と
し

か
言
い
よ
う
の
な
い
メ
ニ
ュ
ー
に
慣
れ
る
こ
と
、
あ
え
て
社
会
的
関
係
を
破
壊
し
よ
う
と
し
な
い
で
も
、

人
々
は
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド
の
利
用
に
よ
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
都
市
の
遊
民
に
な
っ
て
い
く
こ
と
、

そ
し
て
こ
の
食
形
式
の
共
有
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
奇
妙
な
形
で
、
わ
れ
わ
れ
自
身
を
い
つ
の
間
に
か
世

●

14

＊

15

●

問
「
一
種
の
無
国
籍
的
な
食

ベ
物
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ

「
無
国
籍
的
」
な
の
か
。

14
ロ
ー
カ
ル
　 

local （
英

語
）。
地
方
の
。
地
方
的

な
。

15
遊
民
　
こ
こ
で
は
、
固
有

の
文
化
的
な
よ
り
ど
こ
ろ

を
持
た
な
い
人
々
の
意
。

問
「
こ
の
食
形
式
の
共
有 

…
…
世
界
化
し
て
い
る
」

と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
。

51015

174175

単
元 

8

論
理
的
な
文
章
　  

世
界
中
が
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
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話すこと・
聞くことの

窓
ろ
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
、
な
ぜ
そ
う
考
え
る
の
か
の
根

拠
を
示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
の
共
通
点
を
整
理
し
よ
う
。

　
話
合
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
意
見
陳
述
に
始
ま
り
、
そ
の

意
見
の
妥
当
性
の
主
張
、
そ
の
他
の
立
場
か
ら
の
質
疑
と
そ
れ
に
対
す

る
応
答
、
そ
し
て
最
終
的
な
結
論
の
方
向
性
を
確
認
す
る
と
い
う
形
で

行
う
の
が
一
般
的
な
流
れ
で
あ
る
。

　
話
合
い
で
、
ま
ず
必
要
な
の
は
原
案
作
り
だ
。
原
案
と
は
、
議
論
・

検
討
す
る
た
め
の
最
初
の
案
、
つ
ま
り
た
た
き
台
の
こ
と
で
あ
る
。
難

し
い
内
容
で
あ
れ
ば
、
事
前
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
練
っ
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

　
決
議
の
方
法
に
は
、
多
数
決
と
、
全
員
一
致
を
目
指
し
て
話
合
い
を

続
け
る
と
い
っ
た
方
法
が
あ
る
。
多
数
決
と
い
う
と
、
少
数
派
の
意
見

が
切
り
捨
て
ら
れ
る
印
象
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
多
数
決

と
は
、
最
終
的
な
採
択
に
「
多
数
決
」
を
用
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
参

加
者
が
全
員
一
致
で
肯
定
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
も
の
だ
。
す

ぐ
結
論
を
出
す
べ
き
も
の
な
の
か
、
留
保
可
能
な
も
の
な
の
か
、
状
況

に
応
じ
て
決
定
し
よ
う
。

　
話
合
い
の
形
態
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

話
合
い
の
形
態

　
　
　
　
参
加
者
が
形
式
ば
ら
ず
に
、
あ
る
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

も
の
で
、
互
い
の
発
想
を
出
し
合
う
場
面
な
ど
に
最
適
。
参
加
者
の
意

見
の
一
致
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
会
者
を
お
く
が
、
参
加
者
が
い
ち
い
ち
発
言

許
可
を
求
め
ず
に
自
由
に
意
見
を
交
換
す
る
も
の
で
、
書
物
な
ど
の
感

想
を
述
べ
合
う
、
試
合
後
の
反
省
会
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
数
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
見
解
や
立
場
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
発
言
に
つ
い
て
参
加
者

（
フ
ロ
ア
ー
）が
質
問
し
、
さ
ら
に
パ
ネ
リ
ス
ト
が
こ
れ
に
答
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
参
加
者
全
体
が
討
議
を
重
ね
る
形
式
の
公
開
討
論
会
。
パ

ネ
リ
ス
ト
の
意
見
や
立
場
の
対
立
点
が
明
確
で
あ
る
場
合
は
、
パ
ネ

ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
な
集
団
を
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
単
位
に
分
け

て
、
話
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
形
態
。
参
加
者
が
多
く
、
短
時
間
に
全

員
を
話
合
い
に
参
加
さ
せ
た
い
場
合
に
用
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ
に
対
し
て
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、

互
い
の
考
え
を
知
り
、
参
加
者
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
の
話
合

い
。
解
決
策
や
結
論
を
出
す
こ
と
を
目
的
と
は
し
な
い
。
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
が
、
グ
ル
ー
プ
間
の
移
動
も
可
能
な
た
め
、
多
様

な
意
見
や
情
報
に
触
れ
ら
れ
、
活
発
な
話
合
い
が
で
き
る
。

座
談
会

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

バ
ズ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

3
会
話
の
目
的
と
話
合
い
の
方
法

　　　　　　
　
原
案
作
り
の
方
法

　
　
決
議
の
方
法

　　　　　 会
話
の
目
的

①
挨
拶

②
説
明
・
報
告

③
ス
ピ
ー
チ
・
語
り

④
命
令
・
説
得

⑤
会
議
・
話
合
い

話
合
い
の
技
術

話
合
い
の
形
態

座
談
会

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

バ
ズ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

　
私
た
ち
が
人
と
会
話
す
る
目
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、

大
き
く
分
け
る
と
次
の
五
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
人
間
関
係
を
形
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
を
伝
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
か
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
人
を
動
か
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
か
を
決
定
す
る
。

　
例
え
ば
「
お
な
か
す
い
た
な
ぁ
」
と
い
う
の
は
、
空
腹
の
訴
え
と
い

う
情
報
を
伝
え
る
と
同
時
に
、
食
事
を
用
意
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
図

を
伝
え
る
会
話
で
あ
り
、
①
〜
④
は
日
常
生
活
の
中
で
意
識
し
な
く
て

も
自
然
に
行
っ
て
い
る
が
、
⑤
の
会
議
や
話
合
い
は
、
意
識
的
に
場
を

設
け
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
集
団
の
中
で
発
生
し
た
問
題
は
、
話
合
い
に
よ
っ
て
解
決
す
る
の

が
、
最
良
の
方
法
で
あ
る
。「
話
合
い
」は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
行
わ
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
規
模
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
目
的
に
合
わ
せ
た
最

善
の
話
合
い
の
形
態
を
選
択
す
る
と
と
も
に
、
目
的
を
外
れ
た
話
合
い

と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
よ
う
。
ま
た
、
絶
対
に
相
手
の
立
場
を
否
定

し
な
い
こ
と
も
重
要
だ
。
互
い
に
尊
重
し
合
う
中
で
賛
同
で
き
る
と
こ

会
話
の
目
的

①
挨
拶

②
説
明
・
報
告

③
ス
ピ
ー
チ
・
語
り

④
命
令
・
説
得

⑤
会
議
・
話
合
い

話
合
い
の
技
術

184185

単
元 
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話
の
目
的
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方
法
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　「
打
ち
言
葉
」と
は
、
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
や
り
取
り
に
用

い
ら
れ
る
、「
話
し
言
葉
」
の
要
素
を
含
む
、
新
し
い
「
書
き
言
葉
」 

の
こ
と
で
あ
る
。

　
情
報
通
信
技
術
が
急
速
に
発
達
し
、
通
信
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中

で
、
空
間
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
文
字
を
通
し
て
瞬
時
に
思
っ
た
こ
と

や
考
え
た
こ
と
を
伝
え
合
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
が
出
現
し
、
私
た

ち
の
「
言
葉
」
は
多
様
化
し
て
い
る
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
、
電
子
通

信
機
器
は
機
能
を
高
め
つ
つ
、
多
く
の
世
代
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地

「
打
ち
言
葉
」の
広
が
り

域
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
利
用
目
的
も
ビ
ジ

ネ
ス
か
ら
日
常
の
お
し
ゃ
べ
り
と
い
っ
た
娯
楽
的
な
も
の
ま
で
幅
広

い
。

　
デ
ジ
タ
ル
通
信
機
器
の
利
用
者
の
増
加
に
と
も
な
い
、
今
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
。

そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
「
言
葉
」
は
、
思
考
の
文
字
化
に
よ
っ
て
成
立
す

る
と
い
う
特
質
か
ら
、「
書
き
言
葉
」
の
要
素
が
強
く
、
互
い
の
や
り
取

り
が
同
時
的
か
つ
短
時
間
に
行
わ
れ
、
一
度
に
交
わ
さ
れ
る
情
報
量
が

比
較
的
少
な
い
場
合
に
は
「
話
し
言
葉
」
の
要
素
が
強
く
な
る
。
電
子

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
や
り
取
り
で
用
い
ら
れ
る
「
打
ち
言
葉
」
の
特

性
や
利
用
の
実
際
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、「
話
し
言
葉
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。「
言
葉
」
に
よ
る

情
報
の
伝
達
と
直
接
的
、
対
面
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
同
時
的

に
行
わ
れ
る
た
め
、
身
振
り
、
表
情
、
声
の
ト
ー
ン
な
ど
言
葉
以
外
の

「
打
ち
言
葉
」の
特
性

要
素
が
相
手
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
。
ま
た
、
情
報
の
送
り
手
（
話

し
手
）
は
受
け
手
（
聞
き
手
）
の
相
づ
ち
、
声
、
表
情
な
ど
の
変
化
を

読
み
取
り
な
が
ら
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
「
書
き
言
葉
」
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
文
字
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た

文
章
を
通
し
た
間
接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
た
め
、
送
り
手

（
書
き
手
）
か
ら
受
け
手
（
読
み
手
）
に
渡
る
ま
で
に
は
時
間
差
が
生
じ

る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
相
互
の
関
係
に
応
じ
て
形
式
が
重
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
多
く
、
手
書
き
と
活
字
の
印
象
の
違
い
を
含
め
場
面
に
応

じ
た
使
い
分
け
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
手
書
き
の
場
合
は
毛
筆
、

硬
筆
、
和
紙
や
洋
紙
な
ど
の
筆
記
用
具
、
楷
書
、
行
書
、
草
書
な
ど
の

書
体
選
び
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
よ
る
活
字
の
場
合
に
は
使
用
す
る
フ
ォ

ン
ト
や
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
で
は
、「
打
ち
言
葉
」
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
。「
打
ち
言
葉
」
が
用

い
ら
れ
る
の
は
電
子
通
信
機
器
を
用
い
た
間
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
画
面
上
に
現
れ
る
文
字
の
み
が
意
思

伝
達
の
情
報
と
な
る
点
に
お
い
て
は
「
書
き
言
葉
」
の
要
素
が
強
い
。

相
互
理
解
を
支
え
る
文
字
以
外
の
要
素
が
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
、
心
理
的
な
距
離
は
近
い
が
、
物
理
的
な
距
離
は
大
き
い
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
電
子
通
信
機
器
の
技
術
進
歩
に

よ
り
、
相
手
と
の
通
信
条
件
が
整
う
場
面
に
お
い
て
は
「
書
き
言
葉
」

の
特
徴
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
差
が
解
消
さ
れ
つ
つ
あ

る
。「
話
し
言
葉
」が
用
い
ら
れ
つ
つ
も
、
瞬
時
に
消
え
て
い
く
音
声
で

は
な
く
、
形
を
と
ど
め
る
文
字
に
よ
る
即
時
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
最
近
で
は
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
、
商
品
を
実
際
に
利
用
し
て
の
感
想

な
ど
を
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
投
稿
す
る
場
面
も
多
い
。
不
特
定
多
数
の

人
々
が
閲
覧
す
る
公
的
な
場
で
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
、
特
に
批
判
的

な
コ
メ
ン
ト
を
す
る
場
合
に
は
、
感
情
に
任
せ
た
投
稿
で
事
実
を
誤
解

さ
せ
た
り
、
相
手
の
権
利
を
侵
害
し
た
り
、
不
当
な
不
利
益
を
引
き
起

こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
通
信
機
器
の
利
用
者
の
増
加
、
範
囲
の
拡
大
は
世
代
や
国

や
地
域
、
文
化
と
い
っ
た
違
い
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可

能
に
し
た
。
だ
が
、
人
に
よ
っ
て
、
場
面
に
よ
っ
て
、
使
用
の
目
的
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
利
用
者
の
年
代
や
生
活
様
式
、
個
人
の
好
み
に

よ
っ
て
、
理
想
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
と
し
て
思
い
描

く
も
の
が
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、
場
面
や
目
的
に
よ
っ
て
共
感
が
重

要
な
の
か
正
確
さ
が
重
要
な
の
か
、
そ
の
重
み
の
比
も
変
わ
る
。

　
情
報
の
送
り
手
と
受
け
手
の
間
で
、
理
想
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
あ
り
方
を
探
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
ふ
さ
わ

し
い
「
打
ち
言
葉
」
を
選
び
た
い
も
の
で
あ
る
。

打
ち
言
葉
　
　メ
デ
ィ
ア
の
特
性
に
応
じ
た
言
葉
の
使
い
方
を
学
ぼ
う

　
　

学
習
の
ね
ら
い

•

多
様
化
す
る
言
葉
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

•

メ
デ
ィ
ア
の
特
性
に
応
じ
た
言
葉
の
使
い
方
を
知
る
。
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読
書
の
す
す
め 

5

私
た
ち
の
生
活
を
取
り
巻
く
文
化
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
考
察
を
知

る
こ
と
で
新
た
な
視
点
を
持
ち
、
新
時
代
を
創
り
上
げ
る
礎
を
築
こ
う
。

環
境
・
自
然
・
生
命

6

「
生
命
誌
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」「
人
と
動
物
、
共
存
の
場

所
」「
時
間
を
め
ぐ
る
衝
突
」
や
「
解
説
」
を
読
み
、
意

見
文
を
書
い
て
み
よ
う
。

❖
単
元
の
言
語
活
動
6

書
く
こ
と
１ 

自
分
の
意
見
を
書
こ
う�

64
ペ
ー
ジ

書
く
こ
と
２ 

意
見
文
を
書
こ
う�

142
ペ
ー
ジ

書
く
こ
と
３ 

説
明
資
料
に
ま
と
め
よ
う�

166
ペ
ー
ジ

書
く
こ
と
４ 

紹
介
文
を
書
こ
う�

210
ペ
ー
ジ

矢
田
部
英
正
『
た
た
ず
ま
い
の
美
学

　日
本
人
の
身
体
技
法
』

労
農
に
従
事
し
続
け
て
き
た
日
本
人
の
身
体
性
は
、
履
き
物
、
着

物
、
芸
事
の
所
作
に
も
に
じ
み
出
る
。
身
体
の
自
然
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
型
と
そ
の
変
容
を
た
ど
る
。

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
著
、
金か

な

関せ
き

寿ひ
さ

夫お

訳
『
日
本
人
の
美
意
識
』

い
び
つ
な
茶
碗
、
不
規
則
な
庭
石
、
俳
句
の
曖
昧
さ
な
ど
西
洋
の

視
点
で
欠
点
と
捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
も
の
の
内
奥
に
真
理
が
暗
示

さ
れ
て
い
る
と
筆
者
は
説
く
。

芦あ
し

原は
ら

義よ
し

信の
ぶ

『
街
並
み
の
美
学
』

西
洋
と
日
本
そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
に
根
ざ
し
た
住
宅
や
街
の
捉
え
方

を
比
較
し
て
、
街
の
景
観
を
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の
人
間

の
視
点
に
立
っ
た
論
理
を
提
案
す
る
。

内
田

　樹
『
日
本
辺
境
論
』

「
日
本
は
辺
境
で
あ
る
」と
い
う
意
識
を
も
と
に
、
世
界
中
の
さ
ま

ざ
ま
な
事
象
を
自
分
自
身
で
考
え
よ
う
と
す
る
独
自
の
思
考
を
読

み
取
れ
る
。

今
村
仁ひ

と

司し

『
近
代
の
労
働
観
』 

労
働
の
中
で
、
私
た
ち
が
得
る
喜
び
と
は
何
か
。
将
来
を
考
え
始

め
る
と
き
に
、「
働
く
こ
と
の
意
味
」
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
。

沢
木
耕
太
郎
『
彼
ら
の
流
儀
』

さ
ま
ざ
ま
な
世
界
で
生
き
る
人
た
ち
の
人
生
を
「
生
き
る
流
儀
」

と
し
て
、
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
深
く
探
求
し
て
い
る
。
身
近
で

分
か
り
や
す
い
。

生
命
の
共
存
に
つ
い
て
考
え
る

情
報
の
扱
い
方
に
注
意
す
る

読
み
手
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
分
の
文
章
を
整
え
る

•

生
命
誌
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　―
細
胞
か
ら
見
え
て
く
る「
生
」と「
性
」

　中
村
桂
子

•

人
と
動
物
、
共
存
の
場
所

　祖
田

　修

•

時
間
を
め
ぐ
る
衝
突

　内
山

　節

❖

解
説 

―
読
み
手
が
必
要
と
す
る
情
報
を
明
確
に
示
そ
う
―

書
の
す
す
め 

6

読
論
理
的
な
文
章

実
用
的
な
文
章

書
く
こ
と
の 

窓
2
文
章
執
筆
の
構
想
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そ
う
は
言
っ
て
も
、
人
間
の
手
を
煩
わ
す
こ
と
な
く
、
自
動
的
に
デ
ー
タ
を
処
理
し
、
人
間
の
知
的
活

動
の
一
部
を
代
替
す
る
「（
弱
い
）
人
工
知
能
」
は
非
常
に
便
利
で
あ
る
。
ほ
ん
の
一
昔
前
の
ス
ー
パ
ー
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
凌り
ょ
う駕が

す
る
性
能
を
持
つ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
、
誰
の
手
に
も
収
め
ら
れ
、
膨
大
な
量

の
写
真
や
画
像
を
撮
り
貯た

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
人
で
す
ら
デ
ー
タ
を
持
て
余
す
こ
の
時
代
、
店
舗
や

工
場
や
企
業
に
は
、
天
文
学
的
な
量
の
デ
ー
タ
が
眠
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
適
切
に
処
理
で
き

れ
ば
、
潜
在
的
な
顧
客
の
ニ
ー
ズ
の
抽
出
や
、
業
務
の
効
率
化
が
で
き
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
デ
ー
タ
の

処
理
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
り
、
情
報
技
術
が
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
は
確
か
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
「
人
工
知
能
ブ
ー
ム
」
の
今
、
あ
ら
た
め
て
問
い
直
し
た
い
こ
と
が

あ
る
。

　
こ
の
情
報
化
社
会
、
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
ほ
ん
の
十
数
年
前
、「
ガ
ラ
ケ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
携
帯
電
話
が
一
人
に
一
台
普
及
し
、「
間
も
な
く
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
、
ど
ん
な
情
報
で
も
手
に
入
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
が
実
現
す
る
」
と
言
わ
れ
、

便
利
な
世
の
中
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
確
か
に
そ
の
後
、
無
線
通
信
技
術
は
大
き
く
進
歩
し
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
動
画
を
撮
影
で
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
簡
単
に
共
有
、
拡
散
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
が
ら
り
と
変
わ
り
、
世
界
中
の
人
々
が
瞬
時
に
つ
な
が
り
、
地
球
の
裏
側
の
情
報
も
、

掌
て
の
ひ
らの
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
い
と
も
簡
単
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
海
外
旅
行
の
際
も
、
ス
マ
ー
ト

＊

3

●
4

5

＊

3
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

sm
artphone

（
英
語
）。

携
帯
電
話
を
兼
ね
た
情
報

端
末
。

問
「
そ
う
し
た
『
人
工
知
能

ブ
ー
ム
』」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

4
ガ
ラ
ケ
ー
　「
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
携
帯
」
の
略
。
旧
来
の

携
帯
電
話
の
端
末
。
独
自

の
進
化
を
遂
げ
た
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
諸
島
の
生
物
の
よ
う

に
独
自
の
進
化
を
し
て
き

た
日
本
の
携
帯
電
話
を
総

称
す
る
。

5
Ｓ
Ｎ
Ｓ
　social�

netw
orking�service

（
英
語
）。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
会
員
制
サ
ー
ビ
ス

の
一
種
。

凌
駕
　
い
と
も

51015
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未
来
を
予
測
す
る
最
善
の
方
法

未
来
を
予
測
す
る
最
善
の
方
法

　
空
前
の
人
工
知
能
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
囲
碁
や
将し
ょ
う
ぎ棋

で
人
間
に
勝
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
例
を
引
用
す
る

ま
で
も
な
く
、
ニ
ュ
ー
ス
記
事
で
「
人
工
知
能
」
と
い
う
言
葉
を
目
に
し
な
い
日
は
な
い
ほ
ど
、
わ
れ
わ

れ
の
生
活
は
「
人
工
知
能
」
と
い
う
言
葉
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

　「
間
も
な
く
人
工
知
能
は
人じ
ん

智ち

を
超
え
る
」「
人
間
の
仕
事
は
人
工
知
能
に
奪
わ
れ
る
」

―
一
時
は
こ

う
し
た
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ン
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ー
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な
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が
人
々
の
心
を
動
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さ
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い
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が
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門
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は
、

人
間
の
知
能
を
超
え
る
よ
う
な
人
工
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が
つ
く
ら
れ
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と
は
考
え
づ
ら
い
と
い
う
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に
落
ち
着
き
つ

つ
あ
る
。
そ
の
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は
、
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門
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間
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と
に
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る
。
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れ
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前
に
、
人
間
の
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「
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ン
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ラ
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」
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は
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よ
く
読
む
と
「
も

し
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
人
間
の
知
能
を
超
え
た
ら
」
と
い
う
（
あ
る
種
の
）
物
語
を
描
い
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。

―
人
間
の
知
能
を
超
え
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

そ
の
議
論
す
ら
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
（『
人
工
知
能
の
哲
学
』）。

松ま
つ

田だ

雄ゆ
う

馬ま

1

2

2『
人
工
知
能
の
哲
学
』　
松

田
雄
馬
の
著
作
。
平
成
二

十
九
（
二
〇
一
七
）
年
刊
。

1
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
　

sensational

（
英
語
）。

人
々
の
感
情
を
強
く
揺
さ

ぶ
る
さ
ま
。

510

68

89 明治書院　先生専用フリーダイヤル　0120-595-170

●
深
い
学
び
の
た
め
に

●
コ
ラ
ム
学
習
活
動
を
進
め
る
う
え
で
必
要
と
な
る
知
識
・
技
能
に
対
す
る
理
解
を
助
け
、

「
言
語
活
動
」で
活
か
せ
る「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
の
窓
」「
書
く
こ
と
の
窓
」を
設
け
た
。

単
元
内
の
全
て
の
教
材
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
用
す
る
課
題
を
設
け
た
。

●
単
元
の
言
語
活
動

生
徒
の
生
活
感
覚
に
近
く

社
会
生
活
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
配
置
。

●
実
用
的
な
文
章

●読書のすすめ 高等学校1年時に読んでおきたい書籍、
知っておきたい書籍を紹介。

精選 現代の国語
組見本

「単元の言語活動」
●�単元内の全教材を活用した課題を設定
●ＰＤＣＡを基本とした活動の展開
　Ｐ…plan（考える）
　Ｄ…do（読む・話す聞く・書く）
　Ｃ…check（対話的な学び）
　Ａ…act（改善）

注意する語句
知っておきたい語句、
慣用句、難語句。

言葉と表現
語句の知識の整理
を中心とする問い
を設けた。

学習のポイント
「話すこと・聞くこと」「書
くこと」「読むこと」の学習
領域に関する問いを随時
設けた。

探究活動
「言語活動」を踏まえ、多様
な課題に対する意識づけと
なる問いを設けた。

語句の解説
固有名詞、外来語、
難語句などを解説。

脚問
本文読解上の注意
点を質問形式にした。

学びの流れを図式化
前後の「単元の言語活動」へ
の関連性、学習の全体像が
把握できる。

言語活動
各教材に関する
実践的な活動
を設けた。

漢字の整理
注意する漢字を用い
た熟語を掲げ、初出
のページを示した。

単元の構成
論理的な文章

実用的な文章

コラム��「話すこと・聞くことの窓」�
�「書くことの窓」

単元の言語活動

読書のすすめ
の順に構成

●
論
理
的
な
文
章

単
元
目
標
、採
録
教
材
を
掲
載
し
、

そ
の
単
元
で
の
学
習
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
。

●
単
元
扉

精
選 

現
代
の
国
語
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興味を持たせ理解を助ける。
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名
月

─
八
月
の
詩�

一い
っ

海か
い

知と
も

義よ
し�

　さ
て
、
仲
秋
の
名
月
を
う
た
っ
た
漢
詩
の
中
で
、
日
本
人
に
最
も
よ
く

知
ら
れ
て
来
た
の
は
、
白
楽
天
の
次
の
句
だ
ろ
う
。

　
　三
五
夜
中

　新
月
の
色

　
　二
千
里
外

　故
人
の
心

　当
時
詩
人
は
、
み
や
こ
長
安
に
い
た
。
そ
し
て
左
遷
さ
れ
て
湖
北
省
の

江
陵
に
い
た
親
友
元げ

ん

稹し
ん

に
思
い
を
は
せ
て
、
こ
の
句
を
作
る
。
詩
題
を

「
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
に
独ひ

と

り
直
し
、
月
に
対
し
て
元げ

ん

九き
ゅ
うを

憶お
も

う
」
と

い
う
。

　こ
の
句
は
わ
が
国
の
『
源
氏
物
語
』
須す

磨ま

の
巻
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

　
　

�

　月
い
と
は
な
や
か
に
さ
し
出い

で
た
る
に
、
今こ

宵よ
ひ

は
十
五
夜
な
り
と

お
ぼ
し
出
で
て
、（
み
や
こ
の
）
殿
上
の
御

お
ほ
ん

遊あ
そ

び
恋
し
く
、
所
々
な

が
め
た
ま
ふ
ら
む
か
し
と
思
ひ
や
り
た
ま
ふ
に
つ
け
て
も
、
月
の
顔

の
み
ま
も
ら
れ
た
ま
ふ
。「
二じ

千せ
ん

里り
の

外ほ
か

故こ
じ

人ん
の

心こ
こ
ろ。」

と
誦ず

し
た
ま
へ
る
、

例
の
、
涙
も
と
ど
め
ら
れ
ず
。

（
月
が
本
当
に
明
る
く
美
し
く
輝
い
て
出
て
き
た
の
で
、〈
光
源
氏
は
〉
今
夜
は
十

五
夜
で
あ
っ
た
よ
と
お
思
い
出
し
に
な
っ
て
、
宮
中
殿
上
の
間
で
の
詩
歌
管
弦
の

1

2

宴
が
恋
し
く
思
わ
れ
て
、
今
頃
は
み
や
こ
の
あ
の
方
こ
の
方
が
物
思
い
に
ふ
け
っ

て
お
い
で
で
あ
ろ
う
よ
と
想
像
な
さ
る
に
つ
け
て
も
、
月
の
顔
ば
か
り
を
お
の
ず

と
見
つ
め
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。〈
光
源
氏
〉「
二
千
里
外
故
人
心
。」
と
声
に

出
し
て
吟
じ
ら
れ
る
と
、
例
に
よ
っ
て
涙
も
抑
え
ら
れ
な
い
。）

　か
つ
て
私
は
『
源
氏
』
の
こ
の
一
節
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
た

こ
と
が
あ
る
。

　
　

�

　「名
月
を
な
が
め
て
、
白
楽
天
が
想お

も

う
の
は
、
親
友
元
稹
の
こ
と

で
あ
り
、
源
氏
が
想
う
の
は
、
都
に
の
こ
し
て
来
た
女
た
ち
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
主
と
し
て
男
性
の
文
学
で
あ
っ
た
中
国
古
典
詩

と
、
女
性
の
文
学
で
あ
る
『
源
氏
』
と
の
ち
が
い
を
示
し
て
い
る
、

と
い
え
な
く
も
な
い
。
な
お
、
白
詩
の
こ
の
句
は
、『
源
氏
』
成
立

後
数
年
、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

公き
ん

任と
う

の
『
和
漢
朗
詠
集
』（
一
〇
一
三
年
成
立
）
に

採
ら
れ
て
、
さ
ら
に
ひ
ろ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

　と
こ
ろ
で
句
中
に
い
う
「
二
千
里
」
と
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
距
離
を
さ
す

の
か
。
唐
代
の
一
里
は
約
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
だ
と
さ
れ
、
二
千
里
は
一
一

〇
〇
キ
ロ
ほ
ど
に
な
る
。
地
図
上
で
測
っ
て
み
る
と
、
た
し
か
に
長
安

3

4

古
典
に
関
す
る
文
章

162
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3 �詩文
漢詩とその和訳を読み味わう。
・春暁（孟浩然）
　→春あけぼの（土岐善麿）
・勧酒（于武陵）
　→コノサカヅキヲ
　　（井伏鱒二）

●古典に関する文章
近代以降の文学的な文章を読み、
古典に興味を持たせ理解を助ける。
1. 中国英傑伝（海音寺潮五郎）
2. 名月──八月の詩（一海知義）
3. 知るということ（金谷治）

春夜宴桃李園序（李白）
分野単元を超えたつながりを意識
して、松尾芭蕉『おくのほそ道』の
冒頭部分と比較して発表する「言
語活動」を設けた。

定
＝
定
番
教
材

定
＝「
古
典
B
」か
ら
採
録
の
定
番
教
材

●漢文の窓 1・2
漢文の知識について面白く読める
コラム。
1.�中国の寓話
2.�現在も使われる故事成語
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言い

は
れ
ぬ
仕し

義ぎ

を
何な

に

と
せ
ん
、
姉あ

ね

さ
ま
這は

入い

つ
て
も
叱し

か
ら
れ
は
し
ま

せ
ぬ
か
、
約や

く

束そ
く

の
物も

の

は
貰も

ら

つ
て
行ゆ

か
れ
ま
す
か
、
旦だ

ん

那な

や
御ご

新し
ん

造ぞ

に
宜よ

く
お
礼れ

い

を
申

〔
も
う
し
〕て

来こ

い
と
父と

ゝ

さ
ん
が
言い

ひ
ま
し
た
と
、
子し

細さ
い

を
知し

ら
ね
ば

喜よ
ろ
こび
顔が

ほ

つ
ら
や
、
ま
づ

く
〔
ま
ず
〕

待ま

つ
て
下く

だ

さ
れ
、
少す

こ

し
用よ

う

も
あ
れ
ば
と
馳は

せ
行ゆ

き
て
内う

ち

外と

を
見み

廻ま
は

せ
ば
、
嬢ぢ

や
う
さ
ま
が
た
は
庭に

は

に
出で

て
追お

ひ

羽は

子ご

に
余よ

う
と
す
る
動
き
は
、
清
水
豊
子
の
感
情
を
力
強
く
表
現
す
る
演
説

体
の
文
章
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
手
紙
も
「
候

そ
う
ろ
う」

文
が
普
通
で

あ
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
時
代
は
「
話
す
よ
う
に
書
く
」
と
い
う
動
き

が
高
ま
り
、「
言
文
一
致
」
が
唱
え
ら
れ
た
。
以
前
か
ら
の
人
々

の
生
き
た
言
葉
の
動
き
は
、
伝
統
的
な
話
芸
の
世
界
に
も
残
さ
れ
、

そ
れ
を
記
録
す
る
速
記
術
の
開
発
に
よ
り
、
三
遊
亭
円
朝
が
幕
末

か
ら
高
座
に
か
け
て
い
た
人

に
ん
じ
ょ
う
ば
な
し

情
噺
の
「
牡ぼ

た
ん丹

灯ど
う

籠ろ
う

」
も
、
書
物
の

形
で
広
く
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
は
古
め
か
し
い
表

現
も
散
見
さ
れ
る
二
葉
亭
四
迷
の
『
浮う

き

雲ぐ
も

』
も
、「
第
三
篇ぺ

ん

」
ま

で
書
き
進
め
る
う
ち
に
ロ
シ
ア
文
学
や
円
朝
の
影
響
の
も
と
、
心

理
を
見
据
え
、
そ
の
機
微
を
緻
密
に
描
く
文
体
を
持
つ
よ
う
に
成

長
し
、
二
葉
亭
に
よ
る
清
新
な
翻
訳
作
品
と
と
も
に
、
多
く
の
読

者
に
影
響
を
与
え
た
。

大
つ
ご
も
り

　
行ゆ

き

ち
が
へ
に
三
之の

助す
け

、
此こ

処ゝ
と
聞き

き
た
る
白し

ろ

銀か
ね

台だ
い

町ま
ち

、
相さ

う

違い

な
く
尋た

づ

ね
あ
て
ゝ
、
我わ

が
身み

の
み
す
ぼ
ら
し
き
に
姉
の
肩か

た

身み

を
思お

も

ひ
や
り
て
、

勝か
つ

手て

口ぐ
ち

よ
り
怕こ

わ

ぐ々
の
ぞ
け
ば
、
誰た

れ
ぞ
来き

し
か
と
竈か

ま
ど
の
前ま

へ

に
泣な

き
伏ふ

し

た
る
お
峯み

ね

が
、
涙な

み
だ

を
か
く
し
て
見み

出い
だ

せ
ば
此こ

の

子こ

、
お
ゝ
宜よ

く
来き

た
と
も

�

　 �

　『
文
学
界
』
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年

初
出

　
　明
治
期
の
文
語
文
と
口
語
文

　
明
治
の
新
時
代
に
入
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
的
な
表
現
が
出
現

し
た
が
、
そ
れ
ら
は
伝
統
的
な
文
語
文
か
ら
、
新
し
い
口
語
文
体

へ
の
大
き
な
変
遷
で
あ
っ
た
。
樋ひ

口ぐ
ち

一
葉
は
日
本
の
古
典
へ
の
造

詣
か
ら
、
庶
民
の
喜
怒
哀
楽
を
、
会
話
を
地
の
文
に
組
み
込
み
な

が
ら
雅
俗
折
衷
体
で
描
き
出
す
。
和
歌
の
伝
統
に
も
通
ず
る
こ
な

れ
た
文
体
は
、
過
渡
期
の
時
代
を
見
事
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

北
村
透
谷
は
、
西
洋
文
学
や
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、

そ
の
表
現
に
は
漢
文
学
の
教
養
が
う
か
が
え
、
当
時
の
若
者
の
言

語
世
界
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
自
己
の
内
部
の
奥
深
さ
を

見
つ
め
つ
つ
も
、
積
極
的
に
社
会
に
向
か
っ
て
表
現
を
拡
大
し
よ

参
考

51015177

参
考
　��

明
治
期
の
文
語
文
と
口
語
文
�
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羅生門（芥川龍之介）
近代の小説と中古の説話「今
昔物語集」とを読み比べる。

待つ（太宰治）
戦争が一人の若い女性の心
理や生き方に落とす影を、巧
みな語りで伝える作品。

うそとパン（幸田文）
女学生時代の思い出を通して、人生
を生き抜く知恵と優しさを語る。

青が消える（村上春樹）
何かをきっかけにして、それまで当たり前に
思っていた世界がまったく当たり前ではな
くなってしまう。コロナ禍を経験してきた生
徒たちに読んで欲しい作品。

〔参考〕�
明治期の文語文と口語文
江戸期から明治期への文体の変遷が
理解できる。

定
＝
定
番
教
材

話
し
合
う

単元1

発
表
す
る

単元3

文
章
を
書
く

単元2 単
元
の 

言
語
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動

写真班（梅崎春生）
高度成長期の世相への強烈な風刺
を笑いに込めた作品。

➡ P18

510

待
つ

　
省
線
の
そ
の
小
さ
い
駅
に
、
私
は
毎
日
、
人
を
お
迎
え
に
ま
い
り
ま
す
。
誰
と
も
、
分
か
ら
ぬ
人
を
迎

え
に
。

　
市
場
で
買
い
物
を
し
て
、
そ
の
帰
り
に
は
、
必
ず
駅
に
立
ち
寄
っ
て
駅
の
冷
た
い
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
ろ

し
、
買
い
物
籠
を
膝
に
乗
せ
、
ぼ
ん
や
り
改
札
口
を
見
て
い
る
の
で
す
。
上
り
下
り
の
電
車
が
ホ
ー
ム
に

到
着
す
る
ご
と
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
電
車
の
戸
口
か
ら
吐
き
出
さ
れ
、
ど
や
ど
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改
札
口
に
や
っ
て
来

て
、
一
様
に
怒
っ
て
い
る
よ
う
な
顔
を
し
て
、
パ
ス
を
出
し
た
り
、
切
符
を
手
渡
し
た
り
、
そ
れ
か
ら
、

そ
そ
く
さ
と
脇
目
も
振
ら
ず
歩
い
て
、
私
の
座
っ
て
い
る
ベ
ン
チ
の
前
を
通
り
駅
前
の
広
場
に
出
て
、
そ

う
し
て
思
い
思
い
の
方
向
に
散
っ
て
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。
私
は
、
ぼ
ん
や
り
座
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い
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す
。
誰
か
、
ひ
と
り
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笑
っ
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私
に
声
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け
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。
お
お
、
怖
い
。
あ
あ
、
困
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胸
が
、
ど
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ど
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す
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け
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も
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背

中
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冷
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を
待
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て
い
る
の
で
す
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私
は
、
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嫌

太だ

宰ざ
い

　
治

お
さ
む

1
＊

2

＊

＊

＊

＊

1
省
線
　
鉄
道
省
の
管
轄
に
あ�

っ
た
鉄
道
網
。

2
パ
ス
　pass

（
英
語
）。
こ

こ
で
は
、
定
期
券
。

　 �『
女
性
』
昭
和
十
七
（
一

九
四
二
）
年
六
月

初
出
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あ
な
た
が
待
ち
た
い
も
の
は
、
何
で
す
か
。

導
入
の
問
い

離さない（川上弘美）
知人から託された「人魚」に執
着していく様子を通して、人
間の弱さと強さを淡々とした
筆致で描いた作品。

精
選 

言
語
文
化

近
現
代
文
編

古典（古文・漢文）から、明治➡大正➡昭和➡現代へ
時代の流れを重視した教材構成
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金
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飯
田
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・
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羽
狩
行
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高
野
ム
ツ
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俳
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の
修
辞

   
 

282

俳
句
の
英
訳（
長
谷
川
櫂
）   

 

283

❖
単
元
の
言
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活
動
2 

　Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
を
鑑
賞
す
る   

 

284
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歌
編

付
録

文
法
要
覧   

 

308

日
本
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学
史
年
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重
要
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の
解
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お
よ
び
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引   

 

327

漢
文
の
基
本
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333
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重
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単
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335

常
用
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337

読
書
の
す
す
め   

 

352

参
考
図
録

　封
筒
・
は
が
き
の
書
き
方
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語
・
結
語
の
例（
手
紙
文
）

 

敬
称
の
例（
手
紙
文
）

 

原
稿
用
紙
の
使
い
方   

 

356

 

月
の
異
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と
二
十
四
節
気
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月
齢
表

 
 

十
干
・
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二
支
・
干
支

　古
方
位

　古
時
刻

　江
戸
時
代
の
不
定
時
法

お
わ
り
に

　大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史（
高
橋
源
一
郎
）   

 

299

❖
単
元
の
言
語
活
動 

　「自
分
の
文
学
史
」を
作
る   
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俳
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尾
芭
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与
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小
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和
歌万

葉
集

　
　天
皇
、
蒲か

ま

生ふ

野の

に
遊み

猟か
り

す
る
と
き
に
、
額ぬ

か
た
の
お
ほ
き
み

田
王
の
作
る
歌�

額
田
王

あ
か
ね
さ
す
紫

む
ら
さ
き
の野
行
き
標し

め

野の

行
き
野の

守も
り

は
見
ず
や
君
が
袖
振
る�

（
巻
一
・
雑
歌
）

　
　皇
太
子
の
答
ふ
る
御み

歌う
た�

大お
ほ
あ
ま
の

海
人
皇み

子こ

紫
の
に
ほ
へ
る
妹い

も

を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
我あ

れ

恋
ひ
め
や
も�

（
巻
一
・
雑
歌
）

　
　軽か

る
の皇み

子こ

、
安あ

騎き

の
野
に
宿
ら
せ
る
と
き
に
、
柿

か
き
の
も
と
の
あ
そ
み

本
朝
臣
人ひ

と

麻ま

呂ろ

が
作
る
歌�

柿
本
人
麻
呂

東
ひ
む
が
しの
野
に
か
ぎ
ろ
ひ
の
立
つ
見
え
て
か
へ
り
見
す
れ
ば
月
傾か

た
ぶき
ぬ�

（
巻
一
・
雑
歌
）

1

2

3

4

5

6

7

＊

8

9
10

5

額
田
王

　生
没
年
未
詳
。
七
世
紀
後
半
に
活
躍

し
た
。

1
天
皇

　天て
ん

智じ

天
皇（
六
二
六
年
〜
六
七
一
年
）。

2
蒲
生
野

　現
在
の
滋
賀
県
近お

う
み江
八は
ち

幡ま
ん

市
付
近

の
野
。

3
遊
猟

　こ
こ
で
は
、
鹿
の
角
や
薬
草
を
採
る

薬
狩
り
を
指
す
。
行
楽
を
伴
う
。

4
あ
か
ね
さ
す

　「紫
」
を
導
く
枕
ま
く
ら

詞こ
と
ば。

5
紫
野

　根
を
染
料
と
す
る
紫
草
（
ム
ラ
サ
キ

科
の
多
年
草
）
を
栽
培
す
る
野
。

6
標
野

　一
般
の
立
ち
入
り
を
禁
じ
た
野
。

大
海
人
皇
子

　生
年
未
詳
、
六
八
六
年
没
。
天

智
天
皇
の
弟
で
、
後
の
天
武
天
皇
。

7
紫

　こ
こ
で
は
、
紫
草
の
こ
と
。
花
は
白
い
。

柿
本
人
麻
呂

　生
没
年
未
詳
。
七
世
紀
か
ら
八

世
紀
初
め
に
活
躍
し
た
。

8
軽
皇
子

　文も
ん

武む

天
皇
（
六
八
三
年
〜
七
〇
七

年
）。

9
安
騎
の
野

　現
在
の
奈
良
県
宇う

陀だ

市
一
帯
の

野
。

紫草

額田王（安田靫
ゆき

彦
ひこ

筆）

    

和
歌

●

万
葉
集
●

天1

皇
、2
蒲か
ま

生ふ

野の

に3
遊
猟
み
か
り

す
る
と
き
に
、
額ぬ
か

田た
の

王
の
お
ほ
き
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作
る
歌

額
田
王
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ね
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行
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や
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生
没
年
未
詳
。
七
世
紀
後
半
に
活

躍
し
た
。

1
天
皇

天て
ん

智じ

天
皇
（
六
二
六
年
〜
六
七
一

年
）。

2
蒲
生
野

現
在
の
滋
賀
県
近
江
お
う
み

八は
ち

幡ま
ん

市
付

近
の
野
。

3
遊
猟

こ
こ
で
は
、
鹿
の
角
や
薬
草
を
採

る
薬
狩
り
を
指
す
。
行
楽
を
伴
う
。

4
紫
野

染
料
と
す
る
紫
（
ム
ラ
サ
キ
科
の

多
年
草
）
を
栽
培
す
る
野
。

5
標
野

一
般
の
立
ち
入
り
を
禁
じ
た
野
。

柿
本
人
麻
呂

生
没
年
未
詳
。
七
世
紀
か
ら

八
世
紀
初
め
に
活
躍
し
た
。

6
軽
皇
子

文も
ん

武む

天
皇
（
六
八
三
年
〜
慶
雲

四
〔
七
〇
七
〕
年
）。

7
安
騎
の
野

現
在
の
奈
良
県
宇う

陀だ

市
一
帯

の
野
。

8
か
ぎ
ろ
ひ

明
け
方
の
陽
光
。

5

5
和
歌

額田王（安田靫
ゆき

彦
ひこ

筆）

万葉集

303
258

❖
言
葉
と
表
現

1
次
の
枕
詞
に
つ
い
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

⑴
あ
か
ね
さ
す
（
二
五
八
・
３
）

⑵
ひ
さ
か
た
の
（
二
六
〇
・
９
）

⑶
ち
は
や
ぶ
る
（
二
六
一
・
７
）

⑷
足
乳
根
の
（
二
七
〇
・
２)

2�

1
で
話
し
合
っ
た
枕
詞
の
ほ
か
に
、
ど
の
よ
う
な
枕
詞
が
あ
る
か
、

調
べ
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
句
切
れ
に
注
意
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
を
音
読
し
て
み
よ
う
。

2
「
紫
の
」
の
歌
（
二
五
八
・
5
）
は
、「
あ
か
ね
さ
す
」（
二
五
八
・
3
）
の

歌
と
呼
応
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
呼
応
し
て
い
る
の
か
、
考
え

て
み
よ
う
。

3
　「
誰
か
ま
た
」
の
歌
（
二
六
三
・
四
）
と
、
そ
の
本
歌
で
あ
る
「
五
月

待
つ
」
の
歌
（
二
六
一
・
2
）
を
比
較
し
、
本
歌
取
り
の
効
果
に
つ
い

て
説
明
し
て
み
よ
う
。

4
　「
ふ
る
さ
と
の
訛
り
な
く
せ
し
」
の
歌
（
二
七
一
・
2
）
が
踏
ま
え
て

い
る
歌
を
、
こ
の
教
科
書
掲
載
歌
の
中
で
指
摘
し
、
そ
の
手
法
の

効
果
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
よ
う
。
　

5
　「
和
歌
」
の
中
で
、
係
り
結
び
を
用
い
て
い
る
歌
を
指
摘
し
、
現

代
語
に
訳
し
て
み
よ
う
。

6
　「
短
歌
」
の
中
で
、
助
詞
「
や
」「
よ
」「
ぞ
」「
か
も
」
を
用
い

て
い
る
歌
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
に
留
意
し
て
、
作
者
の
心

情
を
読
み
取
っ
て
み
よ
う
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

　
折
句
の
技
法
を
用
い
て
、
短
歌
を
作
る�

　
日
本
に
現
存
す
る
最
古
の
歌
集
『
万
葉
集
』
の
成
立
は
、
奈
良
時
代

後
期
の
八
世
紀
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

約
一
三
〇
〇
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
歌
が
詠
ま
れ
て
き
た
。

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
言
葉
の
表
現
や
歌
作
上
の
技
法
な
ど
に
変
化

は
見
ら
れ
る
が
、
表
出
さ
れ
た
人
々
の
心
に
は
、
時
代
を
超
え
て
共
感

で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
長
い
伝
統
に
培
わ
れ
た
歌
の
形
式
を
学
び
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
に
生
き
た
人
々
と
心
情
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
私
た
ち

の
感
性
は
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
情
趣
を
解
す
る
、
よ
り
豊
か
な
心
へ
と
導

か
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
心
に
浮
か
ぶ
気
持
ち
や

発
見
し
た
こ
と
な
ど
を
歌
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
。

　
歌
を
詠
む
に
当
た
っ
て
、
正
岡
子
規
と
そ
の
知
人
で
京
都
に
住
む
愚ぐ

庵あ
ん

和
尚
と
の
や
り
と
り
が
参
考
に
な
る
。

　
子
規
は
愚
庵
か
ら
柿
を
贈
ら
れ
た
際
、
次
の
歌
を
受
け
取
っ
た
。

　
　�

正
岡
は
ま
さ
き
く
て
あ
る
か
柿
の
実
の
あ
ま
き
と
も
言
は
ず
し
ぶ

き
と
も
言
は
ず

　「
正
岡
は
無
事
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
が
贈
っ
た
柿
の
実
を
甘
い

❖
単
元
の
言
語
活
動

1

と
も
渋
い
と
も
言
っ
て
こ
な
い
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
後
日
、
子
規

は
次
の
歌
を
返
し
た
。

　
　�

柿
の
実
の
あ
ま
き
も
あ
り
ぬ
柿
の
実
の
し
ぶ
き
も
あ
り
ぬ
し
ぶ
き

ぞ
う
ま
き

　「
柿
の
実
は
甘
い
の
も
あ
り
渋
い
の
も
あ
り
、
渋
い
の
が
お
い
し

か
っ
た
」
と
い
う
も
の
だ
。
諧か
い

謔ぎ
ゃ
くも
交
え
た
子
規
の
こ
の
よ
う
な
日
常

的
で
平
易
な
歌
の
詠
み
方
は
画
期
的
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
歌
を
詠
む

折
は
自
分
の
思
い
を
率
直
に
表
現
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と
よ
い
。

 
 

歌
は
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
詠
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
各

自
で
自
由
に
テ
ー
マ
を
立
て
、
こ
の
教
科
書
掲
載
歌
の
中
か
ら
、
そ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
歌
を
四
～
五
首
、
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

　（
例
）�「
春
の
歌
」「
秋
の
歌
」「
冬
の
歌
」「
恋
の
歌
」「
色
彩
が
印
象

的
な
歌
」「
孤
独
を
詠
ん
だ
歌
」「
父
母
を
詠
ん
だ
歌
」
な
ど
。

 
   

　で
抜
き
出
し
た
歌
の
中
か
ら
、
特
に
好
き
な
歌
一
首
を
選
び
、

心
情
を
表
現
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
の

１２
１

273

和
歌
・
短
歌
　��

単
元
の
言
語
活
動
1

272

 
 

今
ま
で
学
ん
で
き
た
歌
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
折
句
の
技

法
を
用
い
て
、
短
歌
を
作
っ
て
み
よ
う
。

課
題
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精選 言語文化・詩歌編
目次④

旧
課
程
の「
国
語
総
合
」で
は
、古
典
編
と
現
代
文
編
に
分
け
て

掲
載
し
て
い
た「
和
歌
」「
俳
諧
」「
短
歌
」「
俳
句
」「
詩
」を
詩
歌
編

と
し
て
一
つ
に
ま
と
め
、
時
代
の
流
れ
や
言
葉
の
変
遷
を
意
識

し
て
学
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

1 �和歌・短歌
単元の言語活動 折句の技
法を用いて、短歌を作る
文語ではなく、口語でも可
とすることで、折句の技法
を楽しみながら学べるよう
にした。

俳句の英訳�
（長谷川櫂）
英訳から日本語に訳し直
すことで、言葉の選び方の
工夫を学習する。

大人にはわからない日本文学史（高橋源一郎）
単元の言語活動「『自分の文学史』を作る」を通して、生
徒に自分も「言語文化」の担い手である自覚を促し、2年生以
降の選択科目へ誘う。

定
＝「
現
代
文
B
」か
ら
採
録
の
定
番
教
材

創
作
す
る

単元1

読
み
比
べ
る

単元3

鑑
賞
す
る

単元2 単
元
の 

言
語
活
動

精
選 

言
語
文
化

詩
歌
編

上代から近現代までの詩歌を
ジャンルと時代のまとまりごとに学習
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祇ぎ

園を
ん

精し
や
う
じ
や舎 

　
　

　
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
。
娑し

や

羅ら

双さ
う

樹じ
ゆ

の
花
の
色
、
盛

じ
や
う

者し
や

必
衰
の
こ
と
わ

り
を
あ
ら
は
す
。
お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、
た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
。
猛た

け

き
者
も
つ
ひ

に
は
滅
び
ぬ
、
ひ
と
へ
に
風
の
前
の
塵ち

り

に
同
じ
。
遠
く
異
朝
を
と
ぶ
ら
へ
ば
、
秦し

ん

の
趙て

う

高か
う

、
漢
の

王わ
う
ま
う莽

、
梁り

や
う

の
朱し

ゆ

异い

、
唐
の
禄ろ

く

山さ
ん

、
こ
れ
ら
は
み
な
旧
主
先せ

ん

皇く
わ
うの 

政
ま
つ
り
ご
と

 

に
も
従
は
ず
、
楽
し
み
を
極

め
、
い
さ
め
を
も
思
ひ
い
れ
ず
、
天
下
の
乱
れ
ん
こ
と
を
悟
ら
ず
し
て
、
民
間
の
憂
ふ
る
と
こ
ろ

を
知
ら
ざ
つ
し
か
ば
、
久
し
か
ら
ず
し
て
、
亡
じ
に
し
者
ど
も
な
り
。
近
く
本
朝
を
う
か
が
ふ
に
、

承じ
よ
う
へ
い

平
の
将ま

さ

門か
ど

、
天て

ん

慶ぎ
や
うの

純す
み

友と
も

、
康
和
の
義ぎ

親し
ん

、
平
治
の
信の

ぶ

頼よ
り

、
こ
れ
ら
は
お
ご
れ
る
心
も
猛
き
こ

と
も
、
み
な
と
り
ど
り
に
こ
そ
あ
り
し
か
ど
も
、
間
近
く
は
六
波
羅
の
入
道
前さ

き
の

太だ
い

政じ
や
う

大だ
い

臣じ
ん

平
た
ひ
ら
の

朝あ
つ

臣そ
ん

清き
よ

盛も
り

公こ
う

と
申
し
し
人
の
あ
り
さ
ま
、
伝
へ
承
る
こ
そ
、
心
も
言
葉
も
及
ば
れ
ね
。

�

（
巻
第
一
）

参
考

平 曲を聞
いてみよう

＊

＊

　
　
平
家
物
語
　
軍
記
物
語
。
作
者
未
詳
。
十
三
世
紀
前
半
の
成
立
か
。
十
二
巻
。
仏
教
的
無
常
観
を
基
調

と
す
る
叙
事
詩
的
物
語
。
源
平
の
動
乱
を
描
く
。
擬
態
語
な
ど
が
多
用
さ
れ
る
和
漢
混
交
文
で
、
琵
琶
法
師

が
語
り
伝
え
る
こ
と
で
広
ま
っ
た
。
本
文
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
よ
っ
た
。

こ
と
わ
り
　
猛
し

94

510

暗 唱
してみよう

琵び

琶わ

法
師（
太
平
記
絵
巻
）

精選 言語文化
組見本

51015

の
ザ
ル
を
持
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
。
次
の
間
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
部
屋
は
も
う
こ
れ
だ
け
し
か
な
い
。

そ
こ
を
は
み
出
る
と
も
う
庭
に
な
る
。
狭
い
庭
に
は
庭に

わ

樹き

が
た
く
さ
ん
繁し

げ

っ
て
い
る
。
彼
は
部
屋
の
真
ん

中
に
座
り
、
ぼ
ん
や
り
し
た
目
で
庭
を
見
回
す
。
何
か
不
法
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
正
体
が

は
っ
き
り
つ
か
め
な
い
。
こ
れ
が
夢
な
ら
、
何
か
の
拍
子
に
ふ
っ
と
判
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
夢
じ
ゃ
な

い
か
ら
そ
う
う
ま
く
は
い
か
な
い
。
カ
チ
ッ
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
音
が
し
た
。
低
い
声
で
二
人
が
台
所
で
何

か
相
談
し
合
っ
て
い
る
。
彼
は
さ
っ
と
そ
ち
ら
を
振
り
向
き
、
ま
た
顔
を
元
に
戻
し
て
、
思
い
切
っ
た
よ

う
に
ま
ず
い
残
り
ソ
バ
を
箸
で
つ
ま
み
上
げ
た
。
伸
び
て
団
子
状
に
固
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
容
易

に
つ
ま
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
そ
れ
を
全
部
無
理
や
り
に
口
の
中
に
押
し
込
ん
だ
。
目
を
白
黒

さ
せ
な
が
ら
そ
れ
を
か
ん
だ
。
二
人
の
写
真
班
は
何
か
こ
そ
こ
そ
話
し
合
い
な
が
ら
、
台
所
か
ら
茶
の
間

に
移
動
し
、
そ
の
ま
ま
彼
の
い
る
部
屋
に
侵
入
し
て
き
た
。
真
ん
中
に
座
っ
て
い
る
彼
を
無
視
し
て
、
二

人
は
立
っ
た
ま
ま
ガ
ラ
ス
戸
越
し
に
庭
の
ほ
う
を
し
げ
し
げ
と
眺
め
て
い
る
。

　「
ず
い
ぶ
ん
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
樹
が
生
え
て
い
る
ね
え
。」

　「
そ
う
だ
ね
え
。
ま
る
で
植
木
市
み
た
い
だ
な
。」

　
彼
は
ま
る
で
自
分
自
身
が
光
を
発
さ
な
い
光
源
体
み
た
い
な
感
じ
に
な
り
、
そ
い
つ
を
ぶ
ち
破
る
た
め

に
何
か
叫
び
出
そ
う
と
し
た
が
、
口
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
込
ん
だ
ソ
バ
の
た
め
に
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
声
に

な
ら
な
か
っ
た
。

＊

●

問
「
光
を
発
さ
な
い
光
源
体
み

た
い
な
感
じ
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
か
。

目
を
白
黒
さ
せ
る

梅
崎
春
生
（
う
め
ざ
き 

は
る
お
）　
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
～
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
。
小
説
家
。
福
岡
県
の
生
ま
れ
。
戦
時
中
の
海
軍
で

の
体
験
を
描
い
た
『
桜
島
』『
日
の
果
て
』
で
、
第
一
次
戦
後
派
の
代
表
的
存
在
と
な
る
。
戦
争
を
背
景
と
し
た
人
間
の
不
安
や
虚
無
感
を
描
い

た
が
、
ユ
ー
モ
ア
あ
る
作
品
も
手
が
け
た
。
ほ
か
に
『
ボ
ロ
家
の
春
秋
』『
幻げ

ん

化け

』
な
ど
。
本
文
は
『
梅
崎
春
生
全
集
３
』〔
昭
和
五
十
九
（
一

九
八
四
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

5
「
ソ
バ
」
が
出
て
く
る
箇
所
を
抜
き
出
し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

表
し
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
「
親
指
」「
足
」「
肩
」
な
ど
、
体
の
部
位
で
作
中
人
物
の
動
き
が

表
さ
れ
て
い
る
部
分
を
探
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
ら
は
、
ど
の
よ
う

な
印
象
を
読
者
に
与
え
る
だ
ろ
う
か
。

❖
言
語
活
動

1
時
代
状
況
が
表
れ
て
い
る
部
分
は
ど
こ
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
作
品
の

テ
ー
マ
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

2
自
分
の
行
為
が
他
人
に
決
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
の
は
、
ど
の
よ

う
な
場
面
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
漢
字
熟
語

来
訪
者
221

　充
満
221

　擦
過
221

　許
容
221

　
　収
容
222

　給
金
224

融
資
224

　
　先
刻
225

　外
郭
225

　軽
蔑
226

　
　音
色
226

　抗
弁
227

失
笑
227

　
　連
呼
228

　残
余
228

　等
価
値
229

　拍
子
230

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
作
中
人
物
が
ど
う
呼
ば
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、

人
物
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
か
、
彼
ら
の
言
動
と

合
わ
せ
て
考
え
て
み
よ
う
。

2
「
小
さ
な
玄
関
だ
な
あ
」（
二
二
二
・
13
）「
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
に
台

所
が
あ
る
な
」（
二
二
三
・
12
）「
ず
い
ぶ
ん
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
樹
が
生

え
て
い
る
ね
え
」（
二
三
〇
・
12
）
な
ど
の
写
真
班
の
家
に
対
す
る
評

価
は
、
な
ぜ
「
彼
」
を
不
安
に
さ
せ
る
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

3
「
彼
」
の
家
の
特
徴
を
整
理
し
、「
彼
」
が
ど
の
よ
う
に
家
を
入
手

し
た
か
を
ま
と
め
、
自
分
の
も
の
だ
と
言
い
切
れ
な
い
こ
と
に
、

ど
の
よ
う
な
事
情
が
か
か
わ
っ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

4
写
真
班
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
電
気
屋
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ど
の
よ

う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
か
、
内
容
の
類
似
や
相
違
、
語
ら
れ
る

順
番
な
ど
か
ら
整
理
し
て
み
よ
う
。
ま
た
、
両
者
が
描
か
れ
る
こ

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

231 230

近
代
2
　��

写
真
班
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永え
い

訣け
つ

の
朝

　
　
け
ふ
の
う
ち
に

　
　
と
ほ
く
へ
い
つ
て
し
ま
ふ
わ
た
く
し
の
い
も
う
と
よ

　
　
み
ぞ
れ
が
ふ
つ
て
お
も
て
は
へ
ん
に
あ
か
る
い
の
だ

　
　
　
　
　 

（
あ
め
ゆ
じ
ゆ
と
て
ち
て
け
ん
じ
や
）

　
　
う
す
あ
か
く
い
つ
さ
う
陰い

ん

惨ざ
ん

な
雲
か
ら

　
　
み
ぞ
れ
は
び
ち
よ
び
ち
よ
ふ
つ
て
く
る

　
　
　
　
　 

（
あ
め
ゆ
じ
ゆ
と
て
ち
て
け
ん
じ
や
）

　
　
青
い
蓴じ

ゅ
ん
さ
い菜の

も
や
う
の
つ
い
た

　
　
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
か
け
た
陶た

う

椀わ
ん

に

　
　
お
ま
へ
が
た
べ
る
あ
め
ゆ
き
を
と
ら
う
と
し
て

　
　
わ
た
く
し
は
ま
が
つ
た
て
つ
ぽ
う
だ
ま
の
や
う
に

宮み
や

沢ざ
わ

賢け
ん

治じ

1

2

●

510

1
あ
め
ゆ
じ
ゆ
と
て
ち
て
け
ん
じ
や
　「
雨
雪

を
取
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
の
意
。
病
床
の

妹
か
ら
作
者
へ
の
言
葉
。
岩
手
県
花
巻
地
方

の
方
言
。

2
蓴
菜
　
ス
イ
レ
ン
科
の
多
年
草
。
古
く
か
ら

食
用
と
し
て
な
じ
み
深
い
。

問
「
ふ
た
つ
の
か
け
た
陶
椀
」
と
い
う
表
現
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
か
。

萩
原
朔
太
郎
（
は
ぎ
わ
ら 

さ
く
た
ろ
う
）　
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
～
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
。
詩
人
。
群
馬
県
の
生
ま
れ
。
大
正
五
（
一

九
一
六
）
年
、
室む

ろ

生う

犀さ
い

星せ
い

と
『
感
情
』
を
創
刊
。
詩
を
定
型
の
韻
律
や
意
味
の
説
明
か
ら
解
放
し
、
鋭
い
感
覚
を
口
語
に
移
す
独
自
の
ス
タ
イ

ル
を
定
着
さ
せ
た
。
詩
集
に
『
月
に
吠ほ

え
る
』『
青
猫
』『
氷
島
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』〔
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
刊
〕

に
よ
っ
た
。

萩
原
朔
太
郎

明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
〜
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
。
詩
人
。
群
馬
県
の
生
ま
れ
。
詩
を
定
型
の
韻
律
や
意
味
の

説
明
か
ら
解
放
し
、
鋭
い
感
覚
を
口
語
に
移
す
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
定
着
さ
せ
た
。
詩
集
に
『
月
に
吠ほ

え
る
』『
青
猫
』

『
氷
島
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』〔
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

研
究

1

作
者
が
「
行
き
た
し
」（
五
五
・
2
）
と
し
て
い
る
「
ふ
ら
ん
す
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
と
考
え
ら

れ
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

2

こ
の
詩
が
呼
び
起
こ
す
情
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

言
葉
の
学
習

1

「
ふ
ら
ん
す
」
と
ひ
ら
が
な
で
表
記
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、「
フ
ラ
ン
ス
」
と
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
た
場
合

と
の
違
い
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

2

「
し
の
の
め
」（
五
五
・
9
）
と
同
様
に
夜
明
け
方
を
表
す
言
葉
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
類
語
辞

典
な
ど
で
調
べ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
夕
暮
れ
時
を
表
す
言
葉
も
調
べ
て
み
よ
う
。

詩

56

問
　「
心
臓
」
を
「
こ
こ
ろ
」、「
瞳
」
を
「
め
」

と
読
ま
せ
る
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
か
。

5

お
よ
ぐ
ひ
と

萩は
ぎ

原わ
ら

朔さ
く

太た

郎ろ
う

　
　
お
よ
ぐ
ひ
と
の
か
ら
だ
は
な
な
め
に
の
び
る
、

　
　
二
本
の
手
は
な
が
く
そ
ろ
へ
て
ひ
き
の
ば
さ
れ
る
、

　
　
お
よ
ぐ
ひ
と
の
心こ

こ
ろ臓

は
く
ら
げ
の
や
う
に
す
き
と
ほ
る
、

　
　
お
よ
ぐ
ひ
と
の
瞳め

は
つ
り
が
ね
の
ひ
び
き
を
き
き
つ
つ
、

　
　
お
よ
ぐ
ひ
と
の
た
ま
し
ひ
は
水
の
う
へ
の
月
を
み
る
。

●●
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日
本
文
学
史
年
表

重
要
古
語
の
解
説
お
よ
び
索
引

漢
文
の
基
本
句
形

漢
文
の
重
要
単
語

常
用
漢
字
表

常
用
漢
字
表

　付
表

読
書
の
す
す
め

参
考
図
録

付 

録

文

　
　
　
　
　
　
　
　語

口

　
　
　
　
　
　
　
　語

下
に
続
く
語
の
例

︱
ず

︱
け
り

︱
た
り

︱
て

　 言
い
切
り
︱
こ
と

︱
と
き
︱
ど

　

︱
ど
も
命
令
の

　

言
い
切
り

下
に
続
く
語
の
例

︱
な
い

︱
う

　

︱
よ
う

︱
ま
す

︱
た

　

︱
て

　
言
い
切
り

︱
こ
と

︱
と
き

︱
ば

命
令
の

　

言
い
切
り

活
用
の
種
類

行

例
語

語
幹

未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已い

然ぜ
ん

形
命
令
形
活
用
の
種
類

行

例
語

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形
連
体
形
仮
定
形

命
令
形

四　　　段

カ
咲
く

さ

かａ

きｉ

くｕ

くｕ

けｅ

けｅ

五　　　段

カ

咲
く

さ

かａ
・・
こｏ
き
ｉ・
い

くｕ

くｕ

けｅ

けｅ

ガ
脱
ぐ

ぬ

が

ぎ

ぐ

ぐ

げ

げ

ガ

脱
ぐ

ぬ

が
・
ご
ぎ
・
い

ぐ

ぐ

げ

げ

サ
流
す

な
が

さ

し

す

す

せ

せ

サ

流
す

な
が

さ
・
そ

し

す

す

せ

せ

タ
待
つ

ま

た

ち

つ

つ

て

て

タ

待
つ

ま

た
・
と
ち
・
っ

つ

つ

て

て

バ
遊
ぶ

あ
そ

ば

び

ぶ

ぶ

べ

べ

バ

遊
ぶ

あ
そ

ば
・
ぼ
び
・
ん

ぶ

ぶ

べ

べ

マ
読
む

よ

ま

み

む

む

め

め

マ

読
む

よ

ま
・
も
み
・
ん

む

む

め

め

ラ
散
る

ち

ら

り

る

る

れ

れ

ラ

散
る

ち

ら
・
ろ
り
・
っ

る

る

れ

れ

ハ
言
ふ

い

は

ひ

ふ

ふ

へ

へ

ワ
・
ア
言
う

い

わ
・
お
い
・
っ

う

う

え

え

◆　■
　

文
語
・
口
語
動
詞
活
用
表

ナ
変

ナ
死
ぬ

し

な

に

ぬ

ぬ
る

ぬ
れ

ね

ナ

死
ぬ

し

な
・
の
に
・
ん

ぬ

ぬ

ね

ね

ラ
変

ラ
あ
り

あ

ら

り

り

る

れ

れ

ラ

あ
る

あ

ら
・
ろ
り
・
っ

る

る

れ

れ

下
一
段

カ
蹴
る

（
け
）

けｅ

けｅ

けｅ
る

けｅ
る

けｅ
れ

けｅ
よ

ラ

蹴
る

け

ら
・
ろ
り
・
っ

る

る

れ

れ

上　一　段

ヤ
射
る

（
い
）

いｉ

いｉ

いｉ
る

いｉ
る

いｉ
れ

いｉ
よ

上　　　　一　　　　段

ア

射
る

（
い
）

いｉ

いｉ

いｉ
る

いｉ
る

いｉ
れ
いｉ
ろ
・
いｉ
よ

ワ
居
る

（
ゐ
）

ゐ

ゐ

ゐ
る

ゐ
る

ゐ
れ

ゐ
よ

ア

居
る

（
い
）

い

い

い
る

い
る

い
れ
い
ろ
・
い
よ

カ
着
る

（
き
）

き

き

き
る

き
る

き
れ

き
よ

カ

着
る

（
き
）

き

き

き
る

き
る

き
れ
き
ろ
・
き
よ

ナ
似
る

（
に
）

に

に

に
る

に
る

に
れ

に
よ

ナ

似
る

（
に
）

に

に

に
る

に
る

に
れ
に
ろ
・
に
よ

ハ
干
る

（
ひ
）

ひ

ひ

ひ
る

ひ
る

ひ
れ

ひ
よ

ハ

干
る

（
ひ
）

ひ

ひ

ひ
る

ひ
る

ひ
れ
ひ
ろ
・
ひ
よ

マ
見
る

（
み
）

み

み

み
る

み
る

み
れ

み
よ

マ

見
る

（
み
）

み

み

み
る

み
る

み
れ
み
ろ
・
み
よ

上　　二　　段

ハ
強
ふ

し

ひｉ

ひｉ

ふｕ

ふｕ
る

ふｕ
れ

ひｉ
よ

ア

強
い
る
し

い

い

い
る

い
る

い
れ
い
ろ
・
い
よ

ヤ
悔
ゆ

く

い

い

ゆ

ゆ
る

ゆ
れ

い
よ

ア

悔
い
る
く

い

い

い
る

い
る

い
れ
い
ろ
・
い
よ

カ
起
く

お

き

き

く

く
る

く
れ

き
よ

カ

起
き
る
お

き

き

き
る

き
る

き
れ
き
ろ
・
き
よ

ガ
過
ぐ

す

ぎ

ぎ

ぐ

ぐ
る

ぐ
れ

ぎ
よ

ガ

過
ぎ
る
す

ぎ

ぎ

ぎ
る

ぎ
る

ぎ
れ
ぎ
ろ
・
ぎ
よ

ダ
閉
づ

と

ぢ

ぢ

づ

づ
る

づ
れ

ぢ
よ

ザ

閉
じ
る
と

じ

じ

じ
る

じ
る

じ
れ
じ
ろ
・
じ
よ

タ
落
つ

お

ち

ち

つ

つ
る

つ
れ

ち
よ

タ

落
ち
る
お

ち

ち

ち
る

ち
る

ち
れ
ち
ろ
・
ち
よ

バ
滅
ぶ

ほ
ろ

び

び

ぶ

ぶ
る

ぶ
れ

び
よ

バ

滅
び
る
ほ
ろ

び

び

び
る

び
る

び
れ
び
ろ
・
び
よ

マ
試
む

こ
こ
ろ

み

み

む

む
る

む
れ

み
よ

マ

試
み
る
こ
こ
ろ

み

み

み
る

み
る

み
れ
み
ろ
・
み
よ

ラ
降
る

お

り

り

る

る
る

る
れ

り
よ

ラ

降
り
る
お

り

り

り
る

り
る

り
れ
り
ろ
・
り
よ
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書
の
す
す
め

読

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
訳
『Essays in Idleness

』

『
徒つ

れ

然づ
れ

草ぐ
さ

』の
英
訳
版
。
原
典
自
体
が
平
易
な
文
が
多
い
の
で
、
英

語
で
も
無
理
な
く
読
め
る
章
段
も
数
多
く
あ
る
。
興
味
の
赴
く
ま

ま
に
ひ
も
と
い
て
み
た
い
。

久
保
田
淳じ

ゅ
ん

『
日
本
文
学
の
古
典
　
選
』

上
代
・
中
古
・
中
世
・
近
世
の
代
表
的
な
古
典
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
、
文
学
史
の
流
れ
を
捉
え
る
概
説
と
略
年
表
を
付
す
。

古
文
編

50

木き
の

下し
た

順
二
文
　
瀬
川
康や

す

男お

絵
『
絵
巻
平
家
物
語
』

編
年
体
の
『
平
家
物
語
』
を
、
い
わ
ば
紀
伝
体
に
再
構
成
し
て
い

る
。
大
胆
に
人
物
中
心
に
話
を
絞
っ
て
い
る
の
で
理
解
し
や
す

い
。
絵
も
魅
力
的
で
あ
る
。

一
海
知と

も

義よ
し

『
漢
詩
入
門
』

漢
詩
っ
て
何
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
こ
の
一
冊
。
親
し
み
や

す
い
語
り
口
で
、基
礎
知
識
や
歴
史
、そ
し
て
魅
力
が
よ
く
分
か
る
。

江え

國く
に

香か

織お
り

文
　
立た

ち

原は
ら

位い

貫ぬ
き

画
『
竹た

け

取と
り

物
語
』

現
代
の
小
説
家
が
『
竹
取
物
語
』
を
忠
実
に
現
代
語
訳
。
ス
ト
ー

リ
ー
全
体
を
的
確
に
理
解
し
た
い
人
に
は
お
勧
め
。
小
説
家
の
文

章
だ
け
に
味
わ
い
深
い
も
の
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

俵
万ま

智ち

『
恋
す
る
伊い

勢せ

物
語
』

現
代
の
歌
人
に
よ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
現
代
語
訳
。
和
歌
ま
で
も

現
代
語
訳
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
読
み
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

大
岡
信ま

こ
と

『
紀き

の

貫つ
ら

之ゆ
き

』

『
土と

佐さ

日
記
』の
作
者
で
あ
る
紀
貫
之
に
つ
い
て
、
現
代
の
詩
人
が

読
み
解
く
。
的
確
な
論
理
で
貫
之
の
歌
人
と
し
て
の
評
価
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
を
記
す
。

鈴
木
健
一
『
知
っ
て
る
古
文
の
知
ら
な
い
魅
力
』

文
学
作
品
は
過
去
か
ら
未
来
へ
と
続
く
表
現
の
連
鎖
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
、
著
名
な
古
典
を
例
に
あ
げ
て
論
じ
る
。

中
島
敦あ

つ
し

『
山
月
記
・
李り

陵り
ょ
う

』

中
国
古
典
に
材
を
と
っ
た
諸
編
を
収
載
。
中
で
も
「
弟
子
」
は
、

門
人
子
路
の
目
を
通
し
て
孔
子
と
弟
子
た
ち
の
姿
を
活
写
す
る
。

小
川
洋
子
（
編
著
）『
小
川
洋
子
の
偏
愛
短た

ん

篇ぺ
ん

箱
』

編
著
者
が
宝
物
を
収
集
箱
に
納
め
る
よ
う
に
し
て
編
ん
だ
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
。
内
田
百

ひ
ゃ
っ

閒け
ん

「
件く

だ
ん

」
ほ
か
十
六
作
品
。
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説

エ
ッ
セ
イ
が
付
い
て
い
る
。

近
現
代
文
編

芥あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

『
羅
生
門
　

蜘く

蛛も

の
糸
　

杜と

子し

春し
ゅ
ん　

外
十
八
篇
』

「
鼻
」
や
「
地
獄
変
」
か
ら
「
歯
車
」
に
至
る
主
要
作
品
を
収
め

た
、
近
現
代
の
著
名
作
家
に
焦
点
を
当
て
る
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊

で
、
親
切
な
語
釈
と
評
伝
・
年
譜
を
付
す
。

足あ

立だ
ち

巻け
ん

一い
ち

『
や
ち
ま
た
』

本も
と

居お
り

宣の
り

長な
が

の
子
ど
も
春
庭
が
主
人
公
。
春
庭
は
独
自
の
分
類
で
古

典
文
法
を
確
立
し
た
。
今
、
我
々
が
使
っ
て
い
る
も
の
と
同
じ
よ

う
な
も
の
を
独
力
で
作
り
上
げ
る
様
子
が
感
動
的
に
語
ら
れ
る
。

多
久
弘ひ

ろ

一い
ち

『
故
事
成
語
で
中
国
を
読
む
』

故
事
成
語
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
豊
富
な
余
談
が
加
わ
る
こ
と
で
、
漢

文
が
描
く
世
界
を
楽
し
く
学
べ
る
。

漢
文
編

宮み
や

城ぎ

谷た
に

昌ま
さ

光み
つ

『
管
仲
』

管
仲
の
一
生
を
、
史
実
を
も
と
に
再
構
築
し
た
歴
史
小
説
。
管
仲

と
鮑ほ

う

叔し
ゅ
くの
友
情
が
興
味
深
く
描
か
れ
る
。

　
こ
の
教
科
書
掲
載
の
教
材
に
関
連
す
る
書
籍
を
紹
介
し
ま
す
。
こ

れ
ら
を
読
む
こ
と
で
、
教
材
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
読
書
を
通
し
て
、
新
し
い
知
識
を
得
た
り
、
自
分
の
考
え

を
広
げ
た
り
深
め
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

352353

付
録
　  

読
書
の
す
す
め

cam0081_352-355_付録_読書のすすめ／再.indd   352-353 2021/02/04   15:48:32

日
記
文
学
の
特
徴
や
成
立
の
背
景
を
理
解
す
る
。

諧か
い

謔ぎ
ゃ
くな
ど
の
表
現
の
工
夫
を
味
わ
う
。

変
体
仮
名
を
読
む
。

土
佐
日
記
門
出

阿
倍
仲
麻
呂

帰
京

男
の
文
章
と
女
の
文
章
（
橋
本
治
）

　
　

 

真
名
と
仮
名

❖
単
元
の
言
語
活
動

5

　変
体
仮
名
を
読
む

古
典
に
関
す
る
文
章

窓古
文
の4 日

記 

5
700

800

900

1000

1100

1200

1300

（南北朝）

1400

1500

1600

1700

1800

奈
良 万葉集

竹取物語
古今和歌集
伊勢物語
土佐日記
大和物語

新古今和歌集
平家物語
宇治拾遺物語
十訓抄
徒然草

おくのほそ道

玉勝間

平
安

鎌
倉

室
町

江
戸

（安土桃山）

北き
た

野の

天て
ん

神じ
ん

縁え
ん

起ぎ

絵え

巻ま
き

平
安
時
代
の
船
旅
の
様
子
。
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510

写
真
班

　
玄
関
の
ブ
ザ
ー
が
重
苦
し
く
鳴
り
響
い
た
。
二
度
短
く
、
三
度
目
は
長
く
。
茶
の
間
で
モ
リ
ソ
バ
を
平

ら
げ
て
い
た
彼
は
、
心
臓
を
ど
き
ん
と
さ
せ
、
慌
て
て
箸
を
置
い
て
よ
た
よ
た
と
立
ち
上
が
っ
た
。
彼
は

自
宅
の
こ
の
ブ
ザ
ー
の
音
を
ほ
と
ん
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ふ
だ
ん
の
日
は
勤
め
に
出
て
い
る
し
、
日

曜
日
に
は
来
訪
者
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
し
か
し
ど
う
も
こ
の
ブ
ザ
ー
の
音
は
心
臓
に
響
く
。

玄
関
の
ブ
ザ
ー
と
書
い
た
が
、
玄
関
に
あ
る
の
は
押
し
ボ
タ
ン
で
あ
っ
て
、
ブ
ザ
ー
の
音
源
は
台
所
に
取

り
付
け
て
あ
る
。
茶
の
間
は
台
所
の
隣
に
あ
る
の
だ
。
こ
の
ブ
ザ
ー
は
ず
っ
と
前
の
日
曜
日
、
見
知
ら
ぬ

電
気
屋
が
や
っ
て
来
て
、
半
ば
強
制
的
に
取
り
付
け
て
い
っ
た
も
の
だ
。
取
り
付
け
終
わ
っ
て
電
気
屋
は

言
っ
た
。
電
池
代
だ
け
は
お
マ
ケ
に
し
と
き
ま
す
。
お
マ
ケ
だ
っ
て
？
　
電
池
代
だ
け
が
お
マ
ケ
だ
っ

て
？
　
ブ
ザ
ー
の
響
き
の
充
満
し
た
台
所
を
、
彼
は
腹
を
立
て
な
が
ら
擦
過
し
、
玄
関
に
飛
び
出
し
た
。

腹
立
ち
の
対
象
は
も
ち
ろ
ん
ブ
ザ
ー
そ
れ
自
身
と
そ
れ
を
取
り
付
け
た
電
気
屋
。
そ
れ
に
そ
れ
を
許
容
し

た
自
分
自
身
も
だ
。
玄
関
の
扉
を
押
し
開
け
る
と
、
そ
こ
に
見
知
ら
ぬ
男
が
二
人
立
っ
て
い
た
。
一
人
は

四
十
前
後
の
赤
ら
顔
の
男
で
、
ど
う
い
う
つ
も
り
か
、
一
握
り
の
赤
茶
け
た
よ
う
な
鬚ひ

げ

を
、
顎
の
下
に
生

梅う
め

崎ざ
き

春は
る

生お

1
●＊

問
「
ブ
ザ
ー
の
音
を
ほ
と
ん
ど

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。」
か

ら
、「
彼
」
に
と
っ
て
ブ
ザ
ー

が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
分

か
る
か
。

1
ブ
ザ
ー
　buzzer

（
英
語
）。

こ
こ
で
は
、
家
の
中
に
い
る

人
に
、
来
客
を
音
だ
け
で
知

ら
せ
る
装
置
。

　 �『
新
潮
』
昭
和
三
十
一（
一

九
五
六
）
年
二
月

初
出赤

ら
顔

221

近
代
2
　��

写
真
班

	
 

あ
な
た
の
持
ち
物
が
あ
な
た
の
も
の
で
あ
る
と
、
ど
の
よ
う
に
証
明
で
き
ま
す
か
。　

導
入
の
問
い
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　変
体
仮
名
を
読
む�

　
私
た
ち
が
古
典
文
学
作
品
に
触
れ
る
際
は
、
活
字
に
な
っ
た
も
の
に

触
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
昔
の
人
が
活
字
を
書
い

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
昔
の
人
の
書
い
た
も
の
を
、
読
み
や
す
い
活

字
の
形
に
し
て
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
土と

佐さ

日
記
』
の

冒
頭
部
分
は
、
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
本
で
は
、
図
版
１
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
現
代
の
仮
名
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る

字
も
あ
る
が
、
字
母
が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
字
も
あ
る
。「
真ま

名な

と
仮
名
」

（
八
三
ペ
ー
ジ
）
に
も
あ
る
よ
う
に
変
体
仮
名
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ

と
は
古
典
文
学
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。

 
 

現
代
の
平
仮
名
と
字
母
が
異
な
る
仮
名
を
読
ん
で
み
よ
う
。

① 

図
版
２
の
「
仮
名
字
体
表
」
か
ら
、
図
版
１
の
　
で
囲
っ
た
部
分

の
字
母
と
な
っ
て
い
る
漢
字
を
探
す
。

② 

　
で
囲
っ
た
部
分
を
平
仮
名
に
置
き
換
え
る
。

 
 

変
体
仮
名
を
読
ん
で
み
よ
う
。 

課
題

１

 
 

図
版
１
を「
門
出
」（
七
四
ペ
ー
ジ
）の
本
文
と
比
べ
、
本
文
中
で
句
読

点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
句
読
点
を
加
え
て
み
よ
う
。

２

❖
単
元
の
言
語
活
動

5

図版１　藤
ふじわ

原
らの

為
ため

家
いえ

自筆嘉
か

禎
てい

二年古写本『土佐日記』

き

喜

幾

支

祈

貴

起

す

壽
（寿）

數
（数）

春

須

𛀣𛀣

𛀥𛀥

𛀦𛀦

𛀨𛀨

𛀩𛀩

𛀪𛀪

𛁋𛁋

𛁍𛁍

𛁎𛁎

𛁑𛁑

た

堂

多

當
（当）

な

南

名

奈

那

難

𛁞𛁞

𛁠𛁠
 
𛁡𛁡

𛁾𛁾

𛁿𛁿

𛂂𛂂

𛂅𛂅

𛂆𛂆

に

丹

二

仁

尓

耳

而

の

乃

濃

能

農

𛂇𛂇

𛂈𛂈

𛂉𛂉

𛂌𛂌

𛂍𛂍

𛂎𛂎

𛂙𛂙

𛂚𛂚

𛂜𛂜

𛂝𛂝

を

乎

尾

緒

越

遠

𛄖𛄖

𛄘𛄘

𛄙𛄙

𛄚𛄚

𛄜𛄜

図版２　仮名字体表
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窓漢
文
の

●
随
想

●
小
説

●
新
聞
記
事

2

『
三
国
志
』

「
骨
肉
の
別
れ
、
相
思
の
仲
の
別
れ
。
い
ず

れ
も
悲
し
い
の
は
当
然
だ
が
、
男
子
と
し

て
は
、
君
臣
の
別
れ
も
ま
た
断
腸
の
一
つ
だ
。

…
…
あ
あ
、
き
ょ
う
ば
か
り
は
、
何
度
思

い
止
ま
ろ
う
か
と
迷
っ
た
か
知
れ
ぬ
。」

　徐
庶
は
、
駒
を
早
め
て
い
た
。

　今
な
お
、
玄
徳
の
恩
に
、
情
に
、
う
し

ろ
髪
を
引
か
れ
な
が
ら
︱
︱
。

1
2

3

北き
た

大お
お

路じ

魯ろ

山さ
ん

人じ
ん

　明
治

十
六
（
一
八
八
三
）
年
～

昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）

年
。
京
都
府
の
生
ま
れ
。

吉よ
し

川か
わ

英え
い

治じ

　明
治
二
十

五
（
一
八
九
二
）
年
～
昭

和
三
十
七（
一
九
六
二
）年
。

神
奈
川
県
の
生
ま
れ
。

1
骨
肉

　肉
親
。

（
注
）

2
徐
庶

　後
漢
末
期
か
ら
三
国
時
代
の
魏ぎ

に
か
け
て
の

武
将
・
政
治
家
。

3
玄
徳

　後
漢
末
期
か
ら
三
国
時
代
の
武
将
、
蜀
し
ょ
く

漢か
ん

の

初
代
皇
帝
。

玄
米
は
白
米
と
は
別
な
意
味
で
非
常
に
う

ま
い
。
玄
米
の
ご
は
ん
に
ご
馳ち

走そ
う

を
つ
け

て
出
す
の
は
蛇
足
で
あ
る
。
漬
け
も
の
で

も
あ
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
い
く

ら
う
ま
い
と
い
っ
て
も
、
料
理
の
後
で
は

邪
魔
に
な
る
。

「
お
米
の
話
」

『
日
本
経
済
新
聞
』

（
二
〇
一
九
年
七
月
十
三
日
）

現
在
も
使
わ
れ
る
故
事
成
語

　故
事
成
語
は
現
在
の
文
章
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

身
近
に
使
わ
れ
て
い
る
故
事
成
語
を
探
し
て
み
よ
う
。

漢
文
入
門

　

  

漢
文
の
窓 

2

131
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古
　
文
　
編

近
現
代
文
編

詩
　
歌
　
編

漢
　
文
　
編

付
　
　
　
録

●
単
元
扉

・
単
元
目
標
、
採
録
教
材
を
掲
載
し
、
そ
の
単
元
で
の
学
習
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
。

・
採
録
教
材
の
成
立
年
代
が一覧
で
き
る
略
年
表
を
付
し
、
時
代
の
流
れ
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

●漢文の窓
各教材で学習した内容を、より深める
ことができるコラム

●
単
元
の
言
語
活
動

・�

具
体
的
な
手
順
や
例
を
示
し
、�

実
際
の
授
業
で
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
た
。

　
　
　楚そ

　
ニ

　有リ

　祠ま
つ
ル

　者
。賜た

ま
フ

　其そ

　
ノ

　舎
　人ニ

　卮し

　酒し
ゆ
ヲ

。舎
　人
　相
　謂い

　
ヒ
テ

　曰い

　
ハ
ク、

数
　人ニ

テ
　飲マ

バ
　之こ

れ
ヲ

　不ず

　足ラ

、一
　人ニ

テ
　飲マ

バ
　之ヲ

　有リ

　余リ

。請フ

　画ゑ
が
キ
テ

　地ニ

　為つ
く
リ

　

蛇ヲ

、先ま

　
ヅ

　成ル

　者
　飲マ

ン
ト

　酒ヲ

　一
　人ノ

　蛇
　先ヅ

　成ル

。引キ
テ

　酒ヲ

　且ま
さ
ニ

　飲マ
ン
ト。乃す
な
は
チ

　

左
　手モ

テ
　持チ

　卮ヲ

、右
　手モ

テ
　画キ

テ
　蛇ヲ

　曰ハ
ク

　吾わ
れ

　能よ

　
ク

　為ル
ト

　之ガ

　足ヲ

　未い
ま
ダ

　成ラ

、

一
　人
　之の

　蛇
　成ル

。奪ヒ
テ

　其ノ

　卮ヲ

　曰ハ
ク

　蛇
　固も

と
ヨ
リ

　無シ

　足
。子

　安
　能ク

　

為
　之ガ

　足ヲ

　遂つ
ひ
ニ

　飲ム

　其ノ

　酒ヲ

。為ル

　蛇ノ

　足ヲ

　者
、終つ

ひ
ニ

　亡
　其ノ

　酒ヲ

。

�

（『
戦
国
策
』）

1

二

2

一

二

3

4

一

「

レ

レ

レ

レ

5

レ

＊

レ

レ

。」

レ

6＊
す

レ

＊

レ

レ

、「●

＊

二

一。」＊ざル
ニ
レ

5

二

一

、「

レ

7＊

8
い
づ　ク
ン
ゾ

　ラ
ン

　
　ヤ
ト二

一。」

二

一

二

一

う
し
な

　
　ヘ
リ二

一

1
楚

　春
秋
戦
国
時
代
の
大
国
。
長
江
中
流

域
に
あ
っ
た
。

2
祠
者

　神
霊
を
祭
る
者
。
司
祭
者
。

3
舎
人

　貴
人
の
傍
ら
に
仕
え
る
者
。
こ
こ
で

は
、
召
し
使
い
の
こ
と
。

4
卮
酒

　大
杯
に
満
た
さ
れ
た
酒
。「
卮
」
は
、

取
っ
手
の
あ
る
大
杯
。

5
請
…

　「…
し
よ
う
」
の
意
。
勧
誘
を
表
す
。

6
且
…

　「…
し
よ
う
と
す
る
」の
意
。
意
志
を

表
す
。

「
吾
能
為
二

之
足
。」と
言
っ
た
の
は
、
ど
の
よ

う
な
気
持
ち
か
ら
か
。

7
子

　二
人
称
の
敬
称
。
こ
こ
で
は
、
あ
な
た

の
意
。

8
安
…

　「ど
う
し
て
…
か（
い
や
…
な
い
）」の

意
。
反
語
を
表
す
。

＊
為

　且

　乃

　能

　未

　子

無シ
レ
～
（
否
定
）

　安ク
ン
ゾ

～ン
ヤ（

反
語
）

問

一

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
1
本
文
を
書
き
下
し
文
に
し
て
み
よ
う
。

2
「
蛇
足
」
は
、
ど
の
よ
う
な
失
敗
談
で
あ
る
の
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
「
蛇
足
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
辞
書
で
調
べ
て
み
よ
う
。

1
身
近
な
「
蛇
足
」
の
例
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
あ
げ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

　
　戦
国
策

　三
十
三
巻
。
劉り

ゅ
う

向き
ょ
うの

編
。
戦
国
時
代
の
遊
説
家
の
主
張
・
政
策
の
記
録
を
国
別
に
ま
と
め
た
も
の
。

　
　劉
向

　前
七
七
年
頃
～
前
六
年
。
前
漢
の
儒
者
。

蛇

　
　足

故
事
成
語

　寓
話
は
、
人
が
世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
役
立

つ
教
訓
を
、
人
間
、
動
物
な
ど
を
主
人
公
に
し
て
、
分
か
り
や
す
く
描
い

た
例
え
話
で
あ
る
。

　中
国
で
は
特
に
戦
国
時
代
に
、
多
く
の
寓
話
が
生
ま
れ
た
。
戦
国
時
代
、

各
国
は
生
き
残
り
を
か
け
て
争
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
多
数
の
思
想
家
が
、

自
己
の
理
想
と
す
る
哲
学
や
、
国
家
を
強
く
す
る
政
策
を
各
国
の
為
政
者

に
説
い
て
回
っ
た
。
彼
ら
は
自
分
の
政
策
を
採
用
さ
せ
る
た
め
に
、
分
か

り
や
す
く
、
興
味
を
そ
そ
る
寓
話
を
好
ん
で
用
い
た
。
難
し
い
理
論
を
説

く
だ
け
で
は
、
聴
き
手
の
注
意
を
引
き
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　中
国
の
寓
話
は
、
意
表
を
突
く
筋
立
て
を
特
徴
と
し
、
ユ
ー
モ
ア
に
富

み
、
聴
き
手
を
話
の
中
に
引
き
込
む
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
戦
国
時
代
以

後
、
思
想
家
た
ち
は
し
ば
し
ば
寓
話
に
よ
っ
て
、
人
間
や
国
家
の
あ
る
べ

き
姿
を
描
き
出
し
、
ま
た
人
間
の
陥
り
や
す
い
過
ち
を
批
判
し
た
。
こ
う

し
た
寓
話
に
基
づ
い
て
、
数
多
く
の
故
事
成
語
が
生
ま
れ
た
。

窓漢
文
の1

中
国
の
寓ぐ

う

話わ

漢
文
入
門�

　

��

故
事
成
語
・
漢
文
の
窓
1
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く
ら
い
び
や
う
ぶ
や
か
や
の
な
か
に

　
　
や
さ
し
く
あ
を
じ
ろ
く
燃
え
て
ゐ
る

　
　
わ
た
く
し
の
け
な
げ
な
い
も
う
と
よ

　
　
こ
の
雪
は
ど
こ
を
え
ら
ば
う
に
も

　
　
あ
ん
ま
り
ど
こ
も
ま
つ
し
ろ
な
の
だ

　
　
あ
ん
な
お
そ
ろ
し
い
み
だ
れ
た
そ
ら
か
ら

　
　
こ
の
う
つ
く
し
い
雪
が
き
た
の
だ

　
　
　
　
　 

（
う
ま
れ
で
く
る
た
て

　
　
　
　
　
　
こ
ん
ど
は
こ
た
に
わ
り
や
の
ご
と
ば
か
り
で

　
　
　
　
　
　
く
る
し
ま
な
あ
よ
に
う
ま
れ
て
く
る
）

　
　
お
ま
へ
が
た
べ
る
こ
の
ふ
た
わ
ん
の
ゆ
き
に

　
　
わ
た
く
し
は
い
ま
こ
こ
ろ
か
ら
い
の
る

　
　
ど
う
か
こ
れ
が
天
上
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
な
つ
て

　
　
お
ま
へ
と
み
ん
な
と
に
聖き

よ

い
資か

糧て

を
も
た
ら
す
や
う
に

　
　
わ
た
く
し
の
す
べ
て
の
さ
い
は
ひ
を
か
け
て
ね
が
ふ

●

9

51015

9
う
ま
れ
で
く
る
た
て
…
う
ま
れ
て
く
る
　

「
ま
た
人
に
生
ま
れ
て
く
る
と
き
は
、
こ
ん

な
に
自
分
の
こ
と
ば
か
り
で
苦
し
ま
な
い
よ

う
に
生
ま
れ
て
き
ま
す
」
の
意
。
妹
の
言
葉
。

問
「
や
さ
し
く
あ
を
じ
ろ
く
燃
え
て
ゐ
る
」
と

は
、「
い
も
う
と
」
の
ど
の
よ
う
な
様
子
を
表

し
て
い
る
か
。
　

　
　人
生
の〈
救
い
〉と
し
て
の
詩

　
詩
が
扱
う
主
題
に
は
、
生
命
や
愛
の
賛
歌
だ
け
で
は
な
く
、
人
生
の
暗

い
面
、
は
か
な
い
面
を
取
り
扱
っ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
悲
し
み
の
歌
で
も
、
そ
れ
が
生
活
の
奥
底
に
触
れ
、
人
間
性
の
真
実

に
つ
な
が
っ
て
お
れ
ば
、
私
た
ち
を
強
く
感
動
さ
せ
ま
す
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
私
た
ち
の
人
生
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
輝
か
し
い
瞬
間
は
移
ろ
い

や
す
く
は
か
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
つ
ら
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
が
い
く

ら
で
も
あ
る
こ
と
を
、
誰
し
も
経
験
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
私

た
ち
の
詩
も
、
そ
の
よ
う
な
人
生
の
暗
い
面
か
ら
多
く
の
素
材
を
見
い
だ

し
、
生
活
の
真
実
を
啓
示
し
よ
う
と
し
ま
す
。

　
あ
る
意
味
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
本
当
に
一
人
の
友
を
求
め
、
心
の
慰
め

を
必
要
と
す
る
の
は
、
人
生
に
幻
滅
を
感
じ
た
と
き
だ
と
言
え
る
で
し
ょ

参
考

う
。

　
私
た
ち
は
、
決
定
的
最
終
的
な
救
い
が
、
こ
の
世
に
存
在
し
え
な
い
こ

と
を
知
っ
て
お
り
ま
す
。
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
、
最
終
的
な
も
の
は
あ

り
え
ず
、
い
つ
で
も
〈
救
い
〉
は
瞬
間
的
な
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
、
生
存
の
宿
命
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
苦
痛
や
困
難
、
あ
る
い
は
幻
滅
に
よ
っ
て
、

自
己
破
壊
の
道
を
た
ど
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
か
ら
生
長
し
て
ゆ
く
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詩
は
、
そ
の
よ
う
な
人
間
の
た
め
に
、
最
良

の
友
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

（
鮎あ

ゆ

川か
わ

信の
ぶ

夫お

『
日
本
の
抒じ

ょ

情
詩
』
よ
り
）

鮎
川
信
夫
　
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
～
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
。
詩

人
・
評
論
家
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
現
代
を

生
き
る
人
間
に
と
っ
て
本
質
的
な
救
い
と
な
る
べ
き
詩
の
可
能
性
を
追

求
し
た
。
本
文
は
『
鮎
川
信
夫
著
作
集 

第
三
巻
』〔
昭
和
五
十
（
一
九
七

五
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

宮
沢
賢
治
（
み
や
ざ
わ 

け
ん
じ
）　
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
～
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
。
詩
人
・
児
童
文
学
者
。
岩
手
県
の
生
ま
れ
。
高

等
農
林
学
校
時
代
に
詩
作
を
始
め
、
農
学
校
教
師
と
し
て
、
郷
土
の
風
土
に
密
着
し
つ
つ
、
農
民
生
活
を
真し

ん

摯し

な
態
度
で
歌
い
上
げ
た
。
作
品

に
『
春
と
修
羅
』（
詩
集
）、『
注
文
の
多
い
料
理
店
』『
銀
河
鉄
道
の
夜
』（
童
話
）
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
新
校
本 

宮
澤
賢
治
全
集 

第
二
巻
』

〔
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

293 292

近
現
代
詩
　��

永
訣
の
朝
・
　
　
　
人
生
の
〈
救
い
〉
と
し
て
の
詩
�

参
考
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●
深
い
学
び
の
た
め
に

漢字熟語
重要な熟語をまと
め、初出のページ
を示した。

学習のポイント
「読むこと」の学習領域に
関する問題を中心に、「書
くこと」の学習領域に関す
る問題を随時加えた。

基本句形
基本句形を掲載。
巻末付録の「漢文
の基本句形」にま
とめた。

注意する語句
重要単語を掲載。巻末付録の
「漢文の重要単語」にまとめた。

注意する語句
知っておきたい語句、
慣用句などを掲載。

語句の解説
固有名詞、外来語、
難語句などを解説。

言語活動
各教材に関する実践
的な活動を設けた。

言葉と表現
言葉の特徴や使い方に
関する問題と、語句や文
法の知識の整理を中心
とする問題を設けた。

脚問
本文読解上の注意点
を質問形式にした。

導入の問い
主体的に本文を読め
るようにした。

精
選 

言
語
文
化
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「家族の幸せ」の�
経済学� 山口慎太郎
「『家族の幸せ』の経済学」は、文章とグ
ラフで読みを深められ、効果的な数値
表現も味わえる教材です。（馬場祐一／
慶應義塾高等学校教諭）

編集委員の
おすすめ石上私淑言�

� 本居宣長
本居宣長が平安文学の理
念として唱えた「もののあは
れ」。複数の資料を根拠と
する宣長の主張を読み取る。
（佐藤至子／東京大学准教授）

編集委員の
おすすめ

加藤 一「はやてのごとく」（Comme un mistral）1983年

「疾
はやて
風」は変化の兆しです。学習の結果、大きく成長するイメージを

表しています。

特長1
学習目標が明確な

領域別・テーマ別単元構成

特長2
育成すべき資質・能力に

最適な教材

特長3
記述力を養うコラムや、

比較読み等の読解力を養う教材で、
実践的に書く力を養成

単
元

単
元
の
ね
ら
い

学
習
内
容

教
材

ページ数

題
材
の
収

集

情
報
・

デ
ー
タ
の

検
討

構
成
・
展

開
の
説
得

力

異
な
る
視

点
・
立
場

文
・

段
落
の
明

晰
さ

他
者
の
目

か
ら
の
推

敲

知
識
・
技
能
と
の
関
係

書くこと
1
世
界
・
地
域

�

世
界
や
身
近
な
地
域
が
直

面
す
る
課
題
を
考
え
る

�

多
様
な
表
現
を
知
り
、
使

う

�

題
材
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設
定
す
る

○

階
層
化
し
て
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解
す
る

二
一
〇
〇
年
の
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界
地
図

12

○

語
彙
を
豊
か
に
す
る

「
流
域
地
図
」
の
作
り
方

20

○

言
葉
の
働
き
を
理
解
す
る
「
自
分
の
主
張
を
立
て
よ
う
」
31

3
日
本
文
化

�

日
本
を
知
り
、
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界
を
知

る

�

文
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造
や
展
開
の
し

か
た
を
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す
る

�

構
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検
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る

○

文
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を
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る

「
間
」
の
感
覚

58
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る

日
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の
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種
性

69
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造
や
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る

「
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
を
想
定

し
て
論
を
展
開
さ
せ
よ
う
」

81

6
技
術
・
規
範

�

技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
何

が
起
こ
る
の
か
考
え
る

�

論
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の
展
開
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工
夫
す
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�

考
え
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し
記
述
す
る

○

階
層
化
し
て
理
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す
る

い
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Ａ
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法
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値
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と
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に
推
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し
よ
う
」
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域
別
教
材
一
覧
（
前
編
）

6

●学びに向かう力│自ら学び続ける工夫
何をどのように学ぶのか、どんな力が身につくのかを、先
生と生徒が共有できるように「領域別教材一覧」を教科書
の最初に配置しました。一年間の学習を見通すだけでなく、
振り返る際にも役立ちます。

精
選 

論
理
国
語

教材の配置は、指導事項の順番にできる限り従い
各学年で内容把握・題材設定〜共有までを網羅
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論国709

5 

言
語

•

記
号
論
へ
の
招
待   

 

池
上
嘉
彦 

306

•

消
え
ゆ
く
言
語
・
方
言
を
守
る
に
は   

 

木
部
暢
子 

316

•

段
落
論   

 

石
黒
　
圭 

325

表
現
の 

窓
4
み
ん
な
で
推
敲
す
る 

 

335

   
 

337

6 

平
等
・
制
度

•

憲
法
へ
の
招
待   

 

渋
谷
秀
樹 

340

•

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
平
等   

 

齋
藤
純
一 

348

論
理
の 

窓
7
資
料
に
合
わ
せ
て
結
論
を
練
る 

 

357

   
 

359

書
く
こ
と
2 

多
角
的
に
吟
味
し
論
を
固
め
よ
う

単
元
の
言
語
活
動

5

読
む
こ
と
4 

情
報
を
取
り
込
も
う

単
元
の
言
語
活
動

6

7 

近
代
・
現
代

•
私
の
個
人
主
義   

 

夏
目
漱
石 
362

•
「
で
あ
る
」こ
と
と「
す
る
」こ
と   

 

丸
山
真
男 
379

表
現
の 

窓
5
自
分
の
中
に
よ
い
読
み
手
を
持
つ 

 

398

   
 

400

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

 

402

付
録

書
く
こ
と
3 

論
を
見
直
し
て
完
成
度
を
高
め
よ
う

単
元
の
言
語
活
動

7

書
の
す
す
め 

4

読
日
本
近
・
現
代
文
学
史
年
表   

 

404

探
究
的
な
学
習
　
課
題
の
設
定    

417

　
　
　
　
　
　
　
情
報
の
収
集    

419

　
　
　
　
　
　
　
整
理
・
分
析    

421

　
　
　
　
　
　
　
ま
と
め
・
表
現    

423

『
ア
フ
ラ
シ
ア
を
中
心
と
す
る
世
界
』・

世
界
の
人
口
分
布
の
ツ
リ
ー
マ
ッ
プ
・

『
松
林
図
屛
風
』・『
笛
声
交
響
水
雲
間
』・

文
字
の
Ｃ
か
？ 

三
日
月
か
？

   
 （

前
見
返
し
）

学
術
論
文   

 （
後
見
返
し
）

5

後
編

1 

都
市
・
建
築

•

近
代
都
市
の
レ
ト
リ
ッ
ク 

―
―
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
塔
状
建
築   

 

陣
内
秀
信 

200

•

変
わ
れ
！
東
京   

 

隈
　
研
吾 

208

•

送 

薛
存
義 

序   
 

柳
　
宗
元 

216

❖

A
市
マ
ン
シ
ョ
ン
訴
訟
最
高
裁
判
決
― 

判
決
文
― �

 
218

論
理
の 

窓
5
要
点
を
捉
え
る 

 
222

   
 

224

2 

メ
デ
ィ
ア

•

イ
メ
ー
ジ
の
時
代
と
文
化
産
業   

 

石
田
英
敬 

226

•

視
覚
の
生
命
力   

 

柏
木
　
博 

239

•

多
様
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
・
ツ
ー
ル
と
子
ど
も   

 

本
田
和
子 

247

表
現
の 

窓
3
主
張
を
支
え
る
良
質
な
デ
ー
タ 

 

260

   
 

262

二

一

読
む
こ
と
1 

要
旨
を
把
握
し
よ
う

単
元
の
言
語
活
動

1

書
く
こ
と
1 

主
張
を
支
え
る
デ
ー
タ
を
そ
ろ
え
よ
う

単
元
の
言
語
活
動

2

3 

歴
史

•
歴
史
を
哲
学
す
る   

 

野
家
啓
一 

266

•
◆
読
み
比
べ
◆
史
学
概
論   

 

遅
塚
忠
躬 

273

❖

石
炭
火
力
発
電
の
ゆ
く
え 

―
社
説
―   

 

276

   
 

280

4 

社
会
・
体
験

•
語
り
と
実
在
の
つ
な
が
り   

 

岸
　
政
彦 

282

•
現
代
社
会
に
お
け
る
物
語   

 

河
合
俊
雄 

294

論
理
の 

窓
6
怪
し
い
情
報
に
だ
ま
さ
れ
な
い 

 

301

   
 

302

　
　
　
　
　
　
　
　
　   
 

304

読
む
こ
と
2 

多
角
的
に
評
価
し
よ
う

単
元
の
言
語
活
動

3

読
む
こ
と
3 

比
較
読
み
を
し
よ
う

単
元
の
言
語
活
動

4

書
の
す
す
め 

3

読

4
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精選 論理国語
目次（後編）

送薛存義序�
� 柳�宗元
「送薛存義序」の構成や論理展開の仕方
を読み解き、「古文」スタイルの力強い
主張や説得を味わってみよう。（前田康
晴／城西国際大学非常勤講師）

編集委員の
おすすめ

イメージの時代と�
文化産業� 石田英敬
戦争がメディアの中に転位したとされる現代。想像
力を取り戻す情報との関わり方を生徒自身に考え
させたい。（豊田佐和子／東京都立小山台高等学校教諭）

編集協力者の
おすすめ

語りと実在のつながり�
� 岸�政彦
現代社会における物語�
� 河合俊雄
複数の文章の内容から考えを深める単
元。自分の体験とも関連付けて、現代社
会の課題に向き合ってみてほしい。（美
谷島秀明／早稲田大学高等学院・中学部教諭）

編集委員の
おすすめ

●�実用的な文章�
「石炭火力発電のゆくえ」
複数の新聞社の社説を読み比べ、同じテーマなのに
見解がさまざまであることを実感してください。情報
への接し方を学びます。（石出靖雄／明治大学教授）

編集委員の
おすすめ

●単元の言語活動
単元で学んだ文章を用いて、読み方・
書き方のコツをより多角的・多面的な
観点から主体的に学びます。（坂口陽
子／富士見丘中学高等学校教諭）

編集委員の
おすすめ

➡ P27

消えゆく言語・�
方言を守るには� 木部暢子
この作品では、現在言語学で最もホッ
トな話題である「消滅危機言語」の多
様性が学べる。（石黒圭／国立国語研究
所教授）

編集委員の
おすすめ

精
選 

論
理
国
語

●資料一覧
前編単元１
「『流域地図』の作り方」言語活動�
「千曲川の霞堤」
後編単元２
単元の言語活動�
「高校生からの統計入門　加藤久和」
後編単元４
「語りと実在のつながり」本文内�
「質的調査とは　岸政彦」
後編単元４
単元の言語活動�
「記憶／物語　岡真理」
後編単元５
単元の言語活動�
「知的文章とプレゼンテーション　�
黒木登志夫」
後編単元６
「デモクラシーと平等」言語活動�
「人口減少社会のデザイン　広井良典」



2425 明治書院　先生専用フリーダイヤル　0120-595-170

著
　
者

教
材
名

掲
載

ペ
ー
ジ

テ
ー
マ

定
番

教
材
入
試
頻

出
作
家

著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

峯　
陽
一

（
み
ね�

よ
う
い
ち
）

二
一
〇
〇
年
の

世
界
地
図

P12

世
界
・
地
域

○

昭
和
三
十
六（
一
九
六
一
）年
～
。ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
者
。開
発
経
済
学
や
人
間
の
安
全
保
障
の

視
点
か
ら
地
域
研
究
に
取
り
組
み
、「
ア
フ
ラ
シ
ア
」（
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
）
と
い
う
概
念
を
基

礎
と
し
た
学
術
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。本
文
は
『
二
一
〇
〇
年
の
世
界
地
図　
ア
フ
ラ
シ
ア

の
時
代
』〔
令
和
元（
二
〇
一
九
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

大
竹　
文
雄

（
お
お
た
け�

ふ
み
お
）

行
動
変
容
を
起
こ
す

有
効
な
方
法

P34

社
会
行
動

○

昭
和
三
十
六（
一
九
六
一
）年
～
。経
済
学
者
。専
門
は
行
動
経
済
学
、労
働
経
済
学
で
あ
る
。人
の

心
を
扱
う
行
動
経
済
学
を
応
用
し
て
、労
働
、医
療
、防
災
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。本
文

は『
行
動
経
済
学
の
使
い
方
』〔
令
和
元（
二
〇
一
九
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

加
藤　
周
一

（
か
と
う�

し
ゅ
う
い
ち
）

日
本
文
化
の
雑
種
性 

P69

日
本
文
化

○

大
正
八（
一
九
一
九
）年
～
平
成
二
十（
二
〇
〇
八
）年
。評
論
家
・
小
説
家
。洋
の
東
西
を
問
わ
な

い
幅
広
い
知
識
で
、
日
本
の
文
化
、
文
学
か
ら
社
会
の
諸
問
題
ま
で
縦
横
に
論
じ
た
。本
文
は『
加

藤
周
一
自
選
集
２　
1
9
5
5
－
1
9
5
9
』〔
平
成
二
十
一（
二
〇
〇
九
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

野
矢　
茂
樹

（
の
や�

し
げ
き
）

猫
は
後
悔
す
る
か

P84

哲
学
・
認
知

〇

〇

昭
和
二
十
九（
一
九
五
四
）年
～
。哲
学
者
。ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
述
べ
た「
語
り
え
ぬ
も

の
」を
追
究
し
て
い
る
。現
実
の
感
覚
か
ら
逸
脱
せ
ず
に
語
ろ
う
と
す
る
そ
の
哲
学
は
、わ
れ
わ
れ

を
よ
り
深
い
世
界
に
導
く
。本
文
は『
語
り
え
ぬ
も
の
を
語
る
』〔
平
成
二
十
三（
二
〇
一
一
）年
刊
〕

に
よ
っ
た
。

今
井　
む
つ
み

（
い
ま
い�

む
つ
み
）

学
び
と
は
何
か
―
―

〈
探
究
人
〉に
な
る
た
め
に

P94

哲
学
・
認
知

〇

心
理
学
者
。専
門
は
、認
知
心
理
学
、発
達
心
理
学
、言
語
心
理
学
。言
語
に
関
す
る
基
礎
研
究
の

他
に
教
育
に
も
関
心
を
持
ち
、活
動
し
て
い
る
。本
文
は『
学
び
と
は
何
か　
〈
探
究
人
〉に
な
る
た

め
に
』〔
平
成
二
十
八（
二
〇
一
六
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

大
澤　
真
幸

（
お
お
さ
わ�

ま
さ
ち
）　

生
命
倫
理
と
自
由

P102

哲
学
・
認
知

〇

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
～
。社
会
学
者
。専
門
は
理
論
社
会
学
。現
代
社
会
に
つ
い
て
積
極

的
に
講
演
や
誌
面
で
発
言
を
行
っ
て
い
る
。本
文
は
『
自
由
と
い
う
牢
獄　
責
任
・
公
共
性
・
資

本
主
義
』〔
平
成
三
十（
二
〇
一
八
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

池
内　
了

（
い
け
う
ち�

さ
と
る
）　

な
ぜ
科
学
を
学
ぶ
の
か

P114

環
境
・
科
学

〇

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）�

年
～
。天
文
学
者
・
宇
宙
物
理
学
者
。科
学
者
と
し
て
の
知
見
を
活
か

し
て
、一
般
向
け
に
科
学
の
あ
り
方
や
科
学
者
の
活
動
な
ど
を
論
評
す
る
著
作
が
多
い
。本
文
は
、

『
な
ぜ
科
学
を
学
ぶ
の
か
』〔
令
和
元（
二
〇
一
九
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

西
谷　
修

（
に
し
た
に�

お
さ
む
）　

い
の
ち
の
か
た
ち

P138

技
術
・
規
範

〇

〇

昭
和
二
十
五（
一
九
五
〇
）年
～
。フ
ラ
ン
ス
哲
学
者
。パ
リ
の
大
学
で
学
び
、
思
想
家
で
あ
る
バ

タ
イ
ユ
に
影
響
を
受
け
た
。現
代
世
界
に
お
け
る
人
間
の
存
在
に
つ
い
て
、文
化
・
思
想
・
歴
史
・

医
療
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
領
域
か
ら
捉
え
直
す
作
業
を
続
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
る
。本
文
は『
理
性
の
探
求
』〔
平
成
二
十
一（
二
〇
〇
九
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

小
塚　
荘
一
郎

（
こ
づ
か�

そ
う
い
ち
ろ
う
）

Ａ
Ｉ
と
憲
法
的
価
値

P148

技
術
・
規
範

○

昭
和
四
十
四（
一
九
六
九
）年
～
。法
学
者
。大
学
で
商
法
な
ど
を
教
え
な
が
ら
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス

や
自
動
運
転
な
ど
科
学
技
術
を
応
用
し
た
場
合
に
生
じ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
的
な
問
題
に
つ
い

て
幅
広
く
研
究
し
て
い
る
。本
文
は『
Ａ
Ｉ
の
時
代
と
法
』〔
令
和
元（
二
〇
一
九
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

原　
研
哉

（
は
ら�

け
ん
や
）　

白

P164

芸
術

〇

〇

昭
和
三
十
三（
一
九
五
八
）年
～
。グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
。「
も
の
」の
あ
り
方
や「
ひ
と
」の

暮
ら
し
へ
の
深
い
洞
察
か
ら
、
人
間
を
覚
醒
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
を
創
り
続
け
て
い
る
。長
野
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
・
閉
会
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
愛
知
万
国
博
覧
会
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
日
本
文

化
に
根
ざ
し
た
仕
事
で
活
躍
し
た
。本
文
は『
白
』〔
平
成
二
十（
二
〇
〇
八
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

岩
井　
克
人

（
い
わ
い�

か
つ
ひ
と
）　

経
済
学
の
宇
宙

P189

経
済
・
資
本

〇

昭
和
二
十
二（
一
九
四
七
）年
～
。経
済
学
者
。理
論
経
済
学
者
と
し
て
独
自
の
不
均
衡
動
学
の
理

論
や
会
社
論
を
研
究
し
、文
明
批
評
の
分
野
に
お
い
て
も
活
動
し
て
い
る
。本
文
は『
経
済
学
の
宇

宙
』〔
平
成
二
十
七（
二
〇
一
五
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

前編（2年生）
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入試頻出作家・定番教材一覧

著
　
者

教
材
名

掲
載

ペ
ー
ジ

テ
ー
マ

定
番

教
材
入
試
頻

出
作
家

著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

隈　
研
吾

（
く
ま�

け
ん
ご
）　

変
わ
れ
！ 

東
京

P208

都
市
・
建
築

〇

昭
和
二
十
九（
一
九
五
四
）年
～
。建
築
家
。新
し
い
時
代
の
流
れ
を
捉
え
て
自
然
と
調
和
す
る
建

築
を
目
指
し
、
設
計
・
建
築
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
評
論
活
動
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
を
続
け

て
い
る
。本
文
は
隈
研
吾
・
清
野
由
美
著『
変
わ
れ
！�

東
京�　
自
由
で
、
ゆ
る
く
て
、
閉
じ
な
い

都
市
』〔
令
和
二（
二
〇
二
〇
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

柏
木　
博

（
か
し
わ
ぎ�

ひ
ろ
し
）

視
覚
の
生
命
力

P239

メ
デ
ィ
ア

○

昭
和
二
十
一（
一
九
四
六
）年
～
令
和
三（
二
〇
二
一
）年
。デ
ザ
イ
ン
評
論
家
。近
代
デ
ザ
イ
ン
史

を
専
攻
し
、
展
覧
会
の
監
修
な
ど
に
も
携
わ
っ
た
。本
文
は
『
視
覚
の
生
命
力　
イ
メ
ー
ジ
の
復

権
』〔
平
成
二
十
九（
二
〇
一
七
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

本
田
和
子

（
ほ
ん
だ�

ま
す
こ
）　

多
様
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
・

ツ
ー
ル
と
子
ど
も

P247

メ
デ
ィ
ア

〇

昭
和
六（
一
九
三
一
）年
～
。児
童
学
者
。子
ど
も
に
つ
い
て
、文
化
、社
会
、歴
史
な
ど
幅
広
い
視

点
か
ら
研
究
し
て
い
る
ほ
か
、少
女
論
に
も
関
心
が
あ
る
。本
文
は『
子
ど
も
が
忌
避
さ
れ
る
時
代　

な
ぜ
子
ど
も
は
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
た
の
か
』〔
平
成
十
九（
二
〇
〇
七
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

野
家　
啓
一

（
の
え�

け
い
い
ち
）　

歴
史
を
哲
学
す
る

P266

歴
史

〇

昭
和
二
十
四（
一
九
四
九
）年
～
。哲
学
者
。物
理
学
を
学
ん
だ
後
、
科
学
史
や
科
学
哲
学
へ
の
関

心
を
深
め
る
。近
代
科
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
過
程
を
中
心
に
、
言
語
や
歴
史
の
問
題
に
ま
で
幅

広
く
思
索
を
続
け
て
い
る
。本
文
は『
歴
史
を
哲
学
す
る
―
七
日
間
の
集
中
講
義
』〔
平
成
二
十
八

（
二
〇
一
六
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

岸　
政
彦

（
き
し�

ま
さ
ひ
こ
）

語
り
と
実
在
の

つ
な
が
り

P282

社
会
・
体
験

○

昭
和
四
十
二（
一
九
六
七
）年
～
。社
会
学
者
。沖
縄
や
被
差
別
部
落
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
個

人
の
生
活
史
に
着
目
し
た
研
究
方
法
を
実
践
し
て
い
る
。本
文
は
『
マ
ン
ゴ
ー
と
手
榴
弾　
生
活

史
の
理
論
』〔
平
成
三
十（
二
〇
一
八
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

岡　
真
理

（
お
か�

ま
り
）

記
憶
／
物
語

P302

社
会
・
体
験

〇

文
化
環
境
学
者
。単
元
の
言
語
活
動
４「
比
較
読
み
を
し
よ
う
」で
、
複
数
の
文
章
を
読
む
た
め
の

「
資
料
」と
し
て
採
録
。本
文
は『
記
憶
／
物
語
』〔
平
成
十
二（
二
〇
〇
〇
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

池
上
嘉
彦

（
い
け
が
み�

よ
し
ひ
こ
）　

記
号
論
へ
の
招
待

P306

言
語

〇

昭
和
九（
一
九
三
四
）年
～
。言
語
学
者
。意
味
の
問
題
を
日
常
の
言
葉
か
ら
文
学
の
言
葉
、
さ
ら

に
文
化
や
記
号
と
結
び
付
け
て
考
察
し
て
い
る
。本
文
は
『
記
号
論
へ
の
招
待
』〔
昭
和
五
十
九

（
一
九
八
四
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

齋
藤　
純
一

（
さ
い
と
う�

じ
ゅ
ん
い
ち
）

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
平
等

P348

平
等
・
制
度

〇

昭
和
三
十
三（
一
九
五
八
）年
～
。政
治
学
者
。専
門
領
域
は
政
治
理
論
、政
治
思
想
史
。現
代
政
治

の
課
題
を
自
由
、平
等
、デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、公
共
性
な
ど
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。本
文
は『
不
平

等
を
考
え
る　
政
治
理
論
入
門
』〔
平
成
二
十
九（
二
〇
一
七
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

夏
目　
漱
石

（
な
つ
め�

そ
う
せ
き
）　

私
の
個
人
主
義

P362

近
代
・
現
代

〇

慶
応
三（
一
八
六
七
）年
～
大
正
五（
一
九
一
六
）年
。小
説
家
・
英
文
学
者
。『
私
の
個
人
主
義
』は
、

大
正
三（
一
九
一
四
）年
十
一
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
講
演
の
筆
記
録
で
、
翌
年
の『
輔
仁
会
雑

誌
』に
掲
載
さ
れ
た
。本
文
は『
定
本　
漱
石
全
集　
第
十
六
巻
』〔
平
成
三
十
一（
二
〇
一
九
）年

刊
〕に
よ
っ
た
。

丸
山　
真
男

（
ま
る
や
ま�

ま
さ
お
）　

「
で
あ
る
」こ
と
と

「
す
る
」こ
と

P379

近
代
・
現
代

〇

〇

大
正
三（
一
九
一
四
）年
～
平
成
八（
一
九
九
六
）年
。政
治
学
者
。政
治
思
想
史
を
専
攻
し
、『
日

本
政
治
思
想
史
研
究
』
に
よ
っ
て
、
政
治
・
社
会
・
文
化
・
文
学
な
ど
の
各
界
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。「『
で
あ
る
』こ
と
と『
す
る
』こ
と
」は
昭
和
三
十
三（
一
九
五
八
）年
の
講
演
を
書
き
改

め
た
も
の
で
あ
る
。本
文
は『
日
本
の
思
想
』〔
昭
和
三
十
六（
一
九
六
一
）年
刊
〕に
よ
っ
た
。

後編（3年生）
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世
界
・
地
域

1

二
一
〇
〇
年
の
日
本
社
会
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
問
題
点
を
考
え
、
自
分
の
主
張
を
立
て
て

み
よ
う
。

単
元
の
言
語
活
動

1

世
界
や
身
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地
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す
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を
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る

多
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危機言語としての日本手話

高嶋由布子

日本学術振興会 特別研究員（RPD），東京学芸大学／国立国語研究所 共同研究員

要旨
　危機言語としての言語研究が国際的に行われるようになって以来，手話言語はその枠組みに入れ
られてきていなかった。2006年，国連の障害者の権利条約で，手話も言語であると定義され，その
重要性が認知され，手話研究の重要性は高まっている。これと同時に，重度難聴者への補聴を可能
とする人工内耳などの技術も高まっており，手話を第一言語として習得する者が減少してきている。
　本稿では，手話言語がどのように成り立ち，習得され，なぜ消滅の危機に陥るのかについて整理
した。これまで，地域共有手話や，発展途上国の都市型手話など，より強い都市型手話の影響に晒
され，手話言語間で，より優位な手話言語にシフトするという言語シフトについて議論がされてき
た。日本で使われている手話言語には，聾学校で発生した都市型手話であり，第一言語として身に
つけて使われる日本手話と，日本語を第一言語として身につけた上で日本語を表示するために使わ
れる代替手話としての日本語対応手話（手指日本語とも呼ばれる），およびそれらの混成が見られる。
このうち本稿では，都市型手話として発展してきた日本手話の音声言語への言語シフトの問題をと
りあげた。手話の類型を提示したのち，日本手話という都市型手話が，話者が周囲の優勢な音声言
語である日本語を身につけることによって消滅の危機にさらされていることを主張した *。

キーワード：手話言語，日本手話，消滅危機言語，都市型手話，手話の類型

1. 危機言語

　言語の消滅の危機が人類の文化遺産を失うことであると訴えた中で影響が大きかったのは，
1992年の Languageでの記事（Hale et al. 1992）だという（Seifart et al. 2018）。1990年代には，人
間の生活環境の変化が，環境破壊を引き起こし動植物の生態系を変えるなかで，絶滅危惧種を指
定し保護する運動や無形文化遺産を指定する運動などに加えて，言語もまたその文化に内包され
る価値観や知恵を語るものとして保護・保存すべきという考え方が広まった。1996年には
UNESCO（国際連合教育科学文化機関）が Atlas of the World’s Languages in Dangerという報告書
の初版（Wurm 1996）を出版し，2001年，2009年と版を重ねている。我が国でも，1994年より
日本言語学会に危機言語小委員会が設けられ，アイヌ語・琉球語そして日本語の諸方言の消滅の
危機について警鐘を鳴らしてきた。2009年に琉球諸語とアイヌ語が UNESCOの危機言語とし

* 本稿は，日本学術振興会特別研究員奨励費（JSPS科研費 17J40245），日本学術振興会若手研究（JSPS科研
費 19K13157）および国立国語研究所共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメ
ンテーションの作成」（プロジェクトリーダー：木部暢子）による研究成果の一部をなすものでもある。なお，
本稿は同プロジェクト研究発表会（2019年 3月 10日，国立国語研究所）での口頭発表「日本手話の動詞・
形容詞―何をどう記述するか―」で一部報告したものである。席上で多くの貴重なご意見を頂戴した。本稿
の執筆にあたり，Sherman Wilcox（University of New Mexico），林由華（国立国語研究所），岡典栄（明晴学園）
の諸氏から貴重なコメントをいただいた。ここに記して感謝を申し上げる。
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sign language）だと考えられている。これらは十分に複雑なシステムをもってはいるが，自然言
語である手話言語とは別のものだと考えられてきた（Pfau 2012）。代替手話は，第一言語が別に
習得されている状態で，その影響を受けながら使われるものであり，第一言語として習得される
自然言語としての手話は，これと異なる特別な地位にあると考えられている。表 1にこれらをま
とめる。6

表 1　手話の種類と話者
手話の種類 話者 どこで話されるか 第一言語話者がいるか

都市型手話 ろう児・ろう者・ろう者の
親を持つ子どもなど

聾学校とその卒業生のろ
う者コミュニティ ○

地域共有手話 ろう児・者とその家族・近
所のコミュニティ内の聴者

ろう者が多く含まれる小
規模なコミュニティ ○

触手話
盲ろう者 6（見えない /見
えにくいかつ聞こえない /
聞こえにくい者）

盲ろう者と手話話者のい
るところ ○

ホームサイン ろう児・者 ろう児・者のいる家庭 ○

国際手話
主にろう者，聞こえに関係
なく手話話者

別々の手話を話すろう者
が集まる場

×
（それぞれ第一言語の
手話がある状態）

ダイバーの手話 ダイバー 海中
（音声で会話できない） ×

修道院手話 聴者修道士 沈黙が重要とされた修道
会の中 ×

製材工場の手話 製材所作業員 騒音レベルの高い製材工
場 ×

狩猟民族の手話 狩猟民族 狩猟中，音を出したくな
い儀礼 × /△

方法的手話
（日本語対応手
話など）

ろう児と聞こえる教員，中
途失聴者，難聴者

聾学校での教示，難聴者・
中途失聴者の会議，多く
の手話サークルなど

△

　ここでいう自然言語の定義は，構造主義・生成文法の価値観によってもたらされたものである。
その定義は音声言語の特徴をいくつか抽出することで見いだされ，また，親から言語を継承する
モノリンガルの言語を「定型」と考えてきたといってよいだろう。Stokoe（1960）は，手話研究
の開始に当たって手話に二重分節性があることを示したが，手話言語が自然言語だと主張するに
は，音声言語と同様のさまざまな現象があるか調べる必要があった。
　狩猟民族の代替手話については，オーストラリア・アボリジニの手話，北アメリカ大陸に見ら
れる Plains Indian手話（PISL）などが報告されている。アボリジニの手話は通過儀礼や喪に服
するときなど場を限定し，かつある一定の年齢以上の人に使われる。PISLは，北アメリカのイ
ンディアンの広い範囲で流通しており，リンガ・フランカとして機能しているほか，ろうの構成

6 先天的な盲ろう，あるいは先天的なろうで後天的に盲・弱視になった者が触手話を第一言語として使うこ
とがある。先天的な盲で，聞こえがのちに落ちた場合は，音声言語を習得し，指点字などを用いる。
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の成り立ちについて検討できる事例となる（Meir et al. 2010）。
　一方で，手話言語は発現しても，社会の主流派の音声言語（優勢言語）がある中でのマイノリ
ティの言語であるため，安泰な状態とはいえない。また，ろう者のいるところに「現れては消え
ていく」性質を持っている。なぜなら，「ろう」という身体的条件が手話言語の継承を促す要素
だからだ。この身体的条件が失われること，つまりろうの夫婦にろうの子や孫が続かないことで，
継承が途絶えてしまう。実際，高確率でろう夫婦にろうの子どもは産まれないし（Mitchell and 

Karchmer 2004），何世代も続くろう家族は稀である。
　一般に，音声言語で議論されてきた言語の消滅危機は，社会的な交流範囲の拡大や優勢言語を
話せない不利益から起こっている。もちろん，ある言語を話す話者集団が疫病や災害，虐殺など
でなくなり言語が消滅することもあるが，現代の言語の消滅危機は，主に少数派言語から優勢言
語への言語シフトによって起こると考えられている。少数派の言語は，社会の変容によって，周
囲の優勢言語を習得することに社会的・経済的なメリットが大きくなることで侵食され，その言
語集団が優勢言語を話す集団に移行していくことで，少数派言語では上の世代から下の世代へと
いう継承が途絶え，その言語が消滅する（Bowern 2017; Mufwene 2017）。
　このことに照らして，手話言語の状況をタイプ別に考えてみよう。都市型手話は，ろう児を集
めた教育の開始によって発生するものとして定義される（Fenlon and Wilkinson 2015）。都市型手
話は，聾学校や地域のデフ・クラブなどのコミュニティで共有され，伝播していくため，聴覚障
害児教育の方針に影響される。地域共有手話は，聴覚障害者があるコミュニティに一定数以上産
まれると発生する（cf. Zeshan and de Vos 2012）。どちらもろう者がいなくなると失われるし，次
の世代にろう児が産まれないと継承されない。また，地域共有手話は，ろうのメンバーが都市型
手話のコミュニティに参加し，戻ってこないことでも失われる。つまり，地域共有手話から都市
型手話へという手話言語間での言語シフトも言語の存亡に関わってくる（Braithwaite 2019; 

Nonaka 2004）。

2.3.1 都市型手話の発生，伝播，競合

　手話言語のうち，都市型手話はその開始まで遡ることができる。聾教育の開始により，ろう児
が集まるところに手話が「発生」するからである。こうした言語の発生はニカラグアに初めての
聾学校ができたときに観察された（Senghas, Kita and Ozyürek 2004）。それ以前のろう者集団との
繋がりは，その時点での記録に残っていない限り，証明することが難しい。
　また，聾教育システム自体が輸出されるとき，教育者とともに手話言語が渡ることがある。ア
メリカ手話がフランス手話と系統関係にあるのはそのためである。聾教育がなかった土地を植民
地として支配すると同時に宗主国から植民地へ教育法が輸出されることもある。それで，教育者
と一緒に宗主国の手話言語が植民地にもたらされる。日本手話が台湾手話・韓国手話と姉妹関係
にあるとみられているのは，日本が占領統治時代に両国に聾教育をもたらしたからである（Sasaki 

2007）。これら植民地にもたらされた手話言語は，植民地解放後は，他の手話言語に上書きされ
ることもある。しかし，聾教育が手話を禁じ口話に集中した教育を指向すると，手話が公的に教
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員によって話され第一言語としても使われるため，地域共有手話より話者コミュニティが広範囲
にわたるが，地域共有手話に近いものだと考えられている。代替手話を用いるコミュニティにろ
う児が生まれると，それを第一言語として習得する者が現れ，地域共有手話のような特徴を持つ
ようになるようである（Davis 2010）。
　1990年代まで，ろう者はどんな方法でも用いて教育すべきというトータル・コミュニケーショ
ンの考え方が根強く，手話を音声言語と同時に使えるように人工的に改編して使用するべきだと
いう意見がもてはやされた。このなかで手指英語（Manually-coded English, Signed English）や，
日本語対応手話（手指日本語）といった方法的手話（methodical sign）が広まった。方法的手話は，
音声言語を手指で表すための手段であり，例えば英語の機能的な形態素である “-ed” や日本語の
格助詞などを手指で付与したり，内容語を形態素までに分解して表すこともある。こうした方法
的手話は，代替手話の一種である。つまり，音声言語を第一言語として身につけ（てい）ること
を前提とした手指コミュニケーションの手段である。
　方法的手話の起源は，18世紀ごろ手話での聾教育の祖といわれるド・レペが，フランスでろ
う児を集めた聾教育を始めたときに，ろう児の間で用いられていた手話を改変して提案したもの
である。方法的手話は，手話話者が音声言語に接触することを可能にしたが，ろう児の主たるコ
ミュニケーション手段になったことはこれまでなかった。また，方法的手話は手指モダリティが
要求する構造と齟齬を起こしており，これを通して音声言語を学ぶ必然性はないことが主張され
てきた。さらに，こうしたインプットを年少期に受けても，ろうの子どもたちが自然言語である
手話に近い構造を生み出すことも指摘されている（Supalla and McKee 2002 for review）。

2.3 手話の消滅の危機

　前節で述べたように様々な種類の手話（手指コミュニケーション手段）があり，言語学者はろ
う児が第一言語として身につける手話を完全な自然言語だと証明しようとしてきた。しかし 2006

年の国連の障害者の権利条約以降は，手話が言語であることを前提とした研究が可能になった。
　さて，ある言語が消滅の危機に瀕しているとし，記録するべきだと主張するとき，自然言語と
しての定義におさまることや，歴史の深浅は問われるのだろうか。話者がいなくなればアクセス
できなくなることに鑑みれば，どんな体系にでも記録・保存の意義は見いだされるべきであろう。
ただ，これに付随する継承や復興運動は，継承者の動機付けが必要であり，手話言語の場合，音
声言語に比べると血族的な動機は弱い。ではどのような動機がありうるのだろうか。
　まず，言語の文化的価値や言語理論の検証のための価値が主張されるのであれば，様々な種類
の手話は，人間の活動が生み出したものである以上，消滅の危機にさらされていれば種類を問わ
ず記録・保存すべき「危機言語」の一種となると考えて差し支えない。とりわけ手話言語は音声
言語とは異なる特徴を呈しており，わかっていないことも多い。人類にとって優勢である音声言
語と表現する媒体が異なると，人間の言語能力がどのように表れるのかを問う研究は，言語理論
の自然の実験室として興味深い。更に，手話言語は起源となる言語なしに発現（emerge）するの
を，現代でも観察できる機会がある。このため，ピジン・クレオール研究以上に「新しい言語」
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の成り立ちについて検討できる事例となる（Meir et al. 2010）。
　一方で，手話言語は発現しても，社会の主流派の音声言語（優勢言語）がある中でのマイノリ
ティの言語であるため，安泰な状態とはいえない。また，ろう者のいるところに「現れては消え
ていく」性質を持っている。なぜなら，「ろう」という身体的条件が手話言語の継承を促す要素
だからだ。この身体的条件が失われること，つまりろうの夫婦にろうの子や孫が続かないことで，
継承が途絶えてしまう。実際，高確率でろう夫婦にろうの子どもは産まれないし（Mitchell and 

Karchmer 2004），何世代も続くろう家族は稀である。
　一般に，音声言語で議論されてきた言語の消滅危機は，社会的な交流範囲の拡大や優勢言語を
話せない不利益から起こっている。もちろん，ある言語を話す話者集団が疫病や災害，虐殺など
でなくなり言語が消滅することもあるが，現代の言語の消滅危機は，主に少数派言語から優勢言
語への言語シフトによって起こると考えられている。少数派の言語は，社会の変容によって，周
囲の優勢言語を習得することに社会的・経済的なメリットが大きくなることで侵食され，その言
語集団が優勢言語を話す集団に移行していくことで，少数派言語では上の世代から下の世代へと
いう継承が途絶え，その言語が消滅する（Bowern 2017; Mufwene 2017）。
　このことに照らして，手話言語の状況をタイプ別に考えてみよう。都市型手話は，ろう児を集
めた教育の開始によって発生するものとして定義される（Fenlon and Wilkinson 2015）。都市型手
話は，聾学校や地域のデフ・クラブなどのコミュニティで共有され，伝播していくため，聴覚障
害児教育の方針に影響される。地域共有手話は，聴覚障害者があるコミュニティに一定数以上産
まれると発生する（cf. Zeshan and de Vos 2012）。どちらもろう者がいなくなると失われるし，次
の世代にろう児が産まれないと継承されない。また，地域共有手話は，ろうのメンバーが都市型
手話のコミュニティに参加し，戻ってこないことでも失われる。つまり，地域共有手話から都市
型手話へという手話言語間での言語シフトも言語の存亡に関わってくる（Braithwaite 2019; 

Nonaka 2004）。

2.3.1 都市型手話の発生，伝播，競合

　手話言語のうち，都市型手話はその開始まで遡ることができる。聾教育の開始により，ろう児
が集まるところに手話が「発生」するからである。こうした言語の発生はニカラグアに初めての
聾学校ができたときに観察された（Senghas, Kita and Ozyürek 2004）。それ以前のろう者集団との
繋がりは，その時点での記録に残っていない限り，証明することが難しい。
　また，聾教育システム自体が輸出されるとき，教育者とともに手話言語が渡ることがある。ア
メリカ手話がフランス手話と系統関係にあるのはそのためである。聾教育がなかった土地を植民
地として支配すると同時に宗主国から植民地へ教育法が輸出されることもある。それで，教育者
と一緒に宗主国の手話言語が植民地にもたらされる。日本手話が台湾手話・韓国手話と姉妹関係
にあるとみられているのは，日本が占領統治時代に両国に聾教育をもたらしたからである（Sasaki 

2007）。これら植民地にもたらされた手話言語は，植民地解放後は，他の手話言語に上書きされ
ることもある。しかし，聾教育が手話を禁じ口話に集中した教育を指向すると，手話が公的に教
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校で継承してきた日本手話はこれから継承されていく見込みが乏しい。
　この状況が変わり，手話言語を第一言語として身につけることが一般化することで，日本手話
は再興する可能性が十分ある。しかし，手話言語を言語として認め，合理的配慮として手話通訳
の配置や手話での対応が社会で一般化されない以上，ろう児をもつ親たちも，ろう児・者自身も，
手話を使い続けることが難しく，聴覚障害の「治療」をめざす。これには様々な見方があるが，
その社会的正義や是非はともかく，日本手話が第一言語として身につけられなくなることによる
言語体系の解体は早晩起こりうることである。
　このため，日本手話もほかの消滅の危機に瀕した言語と同様，アーカイブを前提に言語ドキュ
メンテーションを行うことが必要である。
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こからどこまでが言語要素として機能するものなのか，これらは意図してコントロールできるの
かなどにかなり疑問が残る。そこで，できるだけ作られた文ではなく，自然に発話された談話資
料を残すのが重要である。こうした資料はすべて，アノテーションを付与した映像で残していく
のがよいだろう。

4.4 手話の保存の意義

　日本手話は「消滅の危機に瀕している」というよりは，発展した都市型手話としてのシステム
を失いつつあるとまとめたほうがよいかもしれない。第 1節で危機言語研究は，文化を内包する
言語，民族のアイデンティティのよりどころとしての言語を記録するという意義を持つと述べ
た。手話言語はろう文化と密接な関係がある。しかし，手話を話す者たちは血族的な意味での「民
族」とは異なる集団である。とはいえ，聾学校ごとに異なる言語変異はその手話がろう者ととも
に伝播されてきた 100余年の歴史を内包している。第 2節でみたように音声言語に比べればかな
り短いスパンで発生や消滅を繰り返す，より小さな手話言語を統合してきたものだともいえる。
　ろう者が 2人以上いれば，何らかの手話言語は発生するため，ろう者のなかには，手話の消滅
に危機感を覚えない人もいる。しかし，その言語が言語発達を支える十分な言語になるにはそれ
なりの時間がかかる。手話の発生が観察されたニカラグア手話では，最初に聾学校に入った群と
のちに入った群の成人では，言語発達と相関関係があるとされる心の理論発達の違いが観察され
ている（Morgan and Kegl 2006）。また，当然のことながら，一度失われた言語と全く同じものは
発生しない。
　今後，教育の変容で都市型手話が発生・発展することは少ないかもしれない。現在の日本手話
を保存する意義を話者と共有し，言語の理論的な研究にも貢献するデータを収集することが急務
であると思われる。

5. まとめ

　本稿では，まず手話言語は，発生と消滅が頻繁に起こっている，少数者の言語であることを示
した。ろう者がコミュニティからいなくなることで手話言語は簡単に消滅する。そのなかで都市
型手話は，教育のために人為的にろう児が集められる聾学校を母胎とし，比較的安定している言
語である。日本手話はこの都市型手話だが，ろう児が聾学校に集められる，という環境が乏しく
なりつつあるため，消滅の危機へのシナリオを辿っていることを示した。
　現在の手話言語の縮小は，インテグレーション教育指向による聾学校の解体，医療技術の進歩
による補聴や人工内耳手術の発展が原因になっている。将来的には遺伝子診断と遺伝子編集も脅
威になる。これらは「聞こえないことは社会的不利」「音声言語を身につけることは有利」とい
う日本社会の現状を反映したものである。
　「手話」というコミュニケーション形態自体は，子どもが第一言語として身につける以外に，
日本語を習得したのちに代替コミュニケーション手段として日本語を表示する日本語対応手話が
あり，後者は今後も残っていくと考えられる。しかし，子どもが第一言語として身につけ，聾学
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論�Discussion（参考文献�References））を踏まえるとよい。�

▼資料
　表やグラフ，写真などを
用いるとより分かりやすい。

▼注
　細かい説明は，注として
ページ下部や文章末に付け
る。

　大学では研究した内容を学術論文としてまとめることが求
められる。ここでは、その学術論文の構成について説明する。
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書
の
す
す
め 

2

書
の
す
す
め

読
芸
術

原

　研け
ん

哉や『
日
本
の
デ
ザ
イ
ン

　美
意
識
が
つ
く
る
未
来
』

経
済
・
資
本

佐さ

伯え
き

啓け
い

思し
『
経
済
学
の
思
考
法

　稀き

少し
ょ
う性

の
経
済
か
ら

過
剰
性
の
経
済
へ
』

松
村
圭け

い

一い
ち

郎ろ
う・

中
川

　理お
さ
む・

石
井
美
保

『
文
化
人
類
学
の
思
考
法
』

本
書
中
の「
シ
ン
プ
ル
と
エ
ン
プ
テ
ィ
―
美
意
識
の
系

譜
」
で
は
、
日
本
人
の
「
空
白
」
に
関
す
る
美
意
識

が
、
多
く
の
事
例
と
と
も
に
論
述
さ
れ
る
。

危
機
に
瀕ひ
ん

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
は
転
換
が
図

ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
経
済
学
の
根
本
か
ら
再
検

討
し
、
現
代
社
会
の
あ
り
方
を
問
い
直
す
。

多
く
の
社
会
を
観
察
し
て
鍛
え
ら
れ
て
き
た
文
化
人

類
学
の
思
考
法
で
、
生
活
や
社
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
を
見
つ
め
直
す
。

　「「
読
書
M
A
P
」の
す
す
め

　教
科
書
で
取
り
上
げ
た
文
章
は
、
社
会
に
数
多
く
あ

る
文
章
の
う
ち
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
興
味
を
持
っ
た

分
野
の
、
他
の
文
章
に
も
目
を
向
け
、
自
分
の
読
書

M
A
P
を
作
っ
て
み
よ
う
。

読書ＭＡＰの例

198

「
消
費
」
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
高
年
層

全
体
で
み
る
と
、
貯
蓄
や
消
費
に
対
す
る
態
度
は
四
十
五
年
間
で
あ

ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
を
年
層
別
に
見
る
と

変
化
の
違
い
が
見
え
て
く
る
（
図
２
）。

若
年
層
で
は
、
一
九
七
三
年
の
調
査
開
始
以
来
、《
計
画
的
消
費
》
が

い
ち
ば
ん
多
く
、
常
に《
貯

蓄
》
を
上
回
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
の

調
査
で
は
《
貯
蓄
》
が
増

加
し
、《
計
画
的
消
費
》
が

減
少
し
て
両
者
の
差
は
な

く
な
っ
た
。
〇
七
年
に
発

覚
し
た
「
年
金
記
録
問

題
」
を
受
け
て
、
貯
蓄
を

意
識
す
る
人
が
増
え
た
の

か
も
し
れ
な
い
。《
無
計

画
消
費
》
も
七
三
年
は
一

「
計
画
的
消
費
」「
貯
蓄
」
は
ど
の
時
代
も
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台

「
一
か
月
分
程
度
の
臨
時
収
入
が
手
に
入
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
お
金

を
ど
う
す
る
の
が
い
ち
ば
ん
い
い
と
思
う
か
」
と
い
う
質
問
を
し
て
、

「
消
費
」
を
重
視
す
る
か
、
そ
れ
と
も
「
貯
蓄
」
を
重
視
す
る
か
尋
ね
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
三
つ
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
を
選
ん
で

も
ら
っ
た
。

１
．
先
の
こ
と
は
考
え
な
い
で
、
思
い
切
り
よ
く
使
っ
て
し
ま
う

《
無
計
画
消
費
》

２
．
何
に
使
う
か
計
画
を
立
て
て
、
そ
の
費
用
に
当
て
る
　
　
　

《
計
画
的
消
費
》

３
．
将
来
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
貯
金
し
て
お
く
　

《
貯
蓄
》

こ
れ
ま
で
の
結
果
を
グ
ラ
フ
で
表
し
た
の
が
図
１
で
あ
る
。《
計
画
的

消
費
》
と
《
貯
蓄
》
は
、
ど
の
時
代
も
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
で
拮き

っ

抗こ
う

し

て
お
り
、
二
〇
一
八
年
は
、
い
ず
れ
も
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。《
無

計
画
消
費
》
は
常
に
少
な
く
、
い
つ
の
時
代
で
も
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
で
あ
る
。

現
代
日
本
人
の
意
識
構
造 

― 

調
査
報
告 

―

60
貯蓄

計画的消費

無計画消費

％

40

20

0

11 11 11
13 12 12 11 10 10 11

42 41 40 42 42 41 40
43 42 43

44 45 47
42 43 44 46 44 46

43

図１　貯蓄・消費態度〈全体〉
’73 ’78 ’83 ’88 ’93 ’98 ’03 ’08 ’13 ’18年
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単
元 

2

実
用
的
な
文
章
　  

現
代
日
本
人
の
意
識
構
造

図
1

の
ど
、
て
い
つ
に
差
の
率
意
同
の
と
ス
ン
ラ
フ
と
本
日
、
で

し
明
説
く
し
詳
、
か
る
い
て
え
考
は
者
筆
と
る
あ
が
因
原
な
う
よ

。
う
よ
み
て

に
で
ま
後
年
一
に
め
た
の
康
健
「

10

」
い
し
難
が
い
た
し
量
減
㎏

表
、
て
し
と
た
い
が
人
る
え
考
と

2

。
う
よ
み
て
え
考
を
策
対
な
的
体
具
る
す
対
に
ク

・
〇
四
（

3

4
）

。
う
よ
み
て
し
明
説
、
か
ぜ
な
は
の

　

つ
一
を
例
事
動
行
な
理
合
不
る
け
お
に
会
社
は
い
る
あ
活
生
の
分
自

策
対
な
効
有
、
し
析
分
を
例
事
て
え
ま
踏
を
表
や
容
内
の
文
本
、
げ
あ

動
活
語
言

現
表
と
葉
言

文
本

カ
タ
カ
、
で
こ
そ
。
る
い
て
れ
さ
用
多
が
語
ナ
カ
タ
カ
は
で

そ
、
て
し
較
比
と
き
と
だ
ん
読
て
し
直
に
現
表
い
な
わ
使
を
語
ナ

。
う
よ
み
て
え
考
を
所
短
長
の

の
中
文
本

・
四
三
（

5
）

」
プ
イ
タ
「

・
同
（

13
）

、
に
う
よ
の

き
抜
ら
か
中
文
を
葉
言
な
う
よ
じ
同
。
る
あ
が
葉
言
る
い
て
れ
わ

ト
ン
イ
ポ
の
習
学

た
し
明
説
を
目
項
の
」
心
制
自
「
と
」
動
行
い
し
ま
望
「
の
１
表

よ
み
て
げ
あ
を
囲
範
の
れ
ぞ
れ
そ
、
り
取
み
読
ら
か
文
本
を
分
部

。
う

深
い
学

に
め
た
の
び

41

元
単

 

2

章
文
な
的
理
論

　

  

法
方
な
効
有
す
こ
起
を
容
変
動
行

記
表
① 

は
方
ち
打
の
点
読
句
。
か
い
な
が
字
脱
字
誤

が
複
重
の
現
表
や
語
用
な
切
適
不
。
か
切
適

。
か
い
な文

② 

長
の
文
一
、
け
受
り
係
の
語
述
語
主
や
順
語

。
か
切
適
は
体
文
や
さ

　

性
理
論
・
成
構
③ 

て
し
貫
一
は
題
主
。
か
切
適
は
方
て
立
の
落
段

力
想
発
・
容
内
④ 

。
か
る
い
て
い
用
を
拠
根
な
切
適
て
し
対
に

ト
ン
イ
ポ
の
動
活

　

  

う
よ
し
価
評•

。
う
よ
し
価
評
互
相
か
否
か
る
い
て

　

  

う
よ
し
善
改•

、
う
よ
る
な
に
現
表
る
あ
の
力
得
説
り
よ
、
え
ま
踏
を
点
た
れ
さ
摘
指

。
う
よ
み
て
し
直
き
書
、
し
敲
推
を
章
文

34

多くの人が知って
いる具体的な例を

示す。

内容を「つまり」
「すなわち」などを
用いてまとめる。

⑥「言いかえ」

出来事を時間的に
整理して変化を
伝える。

」に次「」に初最「※
などの接続表現を
用いるとよい。

⑤「経過」
自分が説明したい
ものと似たような
ものをまとめたり，
関連づけたりする。

④「分類」

自分が説明したい
ものと対照的な
別のものを取り
合わせて示す。

③「比較」

類似の関係を持つ
ものをあげて示す。

②「比喩」①「例示」

元
単

 

6

155

動
活
語
言
の
元
単

6　

  

書
く
こ
と
３　

総
合
的
に
推
敲
し
よ
う

活動のポイント

分かりやすい展開の例

　

  

う
よ
み
て
え
考

　

  

う
よ
み
て
い
書•

い
て
し
ぼ
及
を
響
影
な
き
大
に
会
社
間
人
、
で
中
の
野
分
の
術
技
学
科

。
う
そ
探
つ
一
を
例
事
な
的
体
具
、
ら
か
野
分
る
れ
ら
え
考
と
る

•

。
う
よ
め
と
ま
に
章
文
の
度
程
字
〇
〇
〇
一
に
と
も
を
拠
根
な
的
観
客

12

３
と
こ
く
書

　

う
よ
し
敲
推
に
的
合
総

動
活
語
言
の
元
単

6

「

ち
た
か
の
ち
の
い

に
化
進
の
学
科
の
間
人
は
者
筆
で」

示
図
を
成
構
の
文
本
、
し
摘
指
を
現
表
る
か
分
が
張
主

。
う
よ
し

「

値
価
的
法
憲
と
Ｉ
Ａ

判
の
間
人
に
化
進
の
学
科
は
者
筆
で
」

対
に
学
科
、
が
る
い
て
い
解
を
性
要
必
の
と
こ
る
え
加
を
断

る
い
て
げ
上
り
取
て
し
と
拠
論
の
そ
、
と
場
立
の
者
筆
る
す

。
う
よ
し
示
図
を
成
構
の
文
本
、
し
理
整
を
柄
事

の
力
得
説
、
い
合
み
読
を
章
文
た
い
書
、
た
ま
。
う
よ
み
て
じ
論
で
形
う
い
と」
。
る
な
に
…
…
は
会
社
間
人

推い
す

敲う
こ

。
う
よ
み
て
し

154

論理の
窓

論理の
窓文

章
の
構
成

　文
章
に
は
構
成
が
あ
る
。
構
成
と
は
、
大
事
な
内
容
を
ど
の
順
番
で

書
く
か
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
推
理
小
説
で
は
、

「
事
件
」
→
「
推
理
」
→
「
解
決
」
の
順
で
書
か
れ
る
の
が
一
般
的
だ
。

推
理
小
説
で
は
、
最
初
に
悲
惨
な
「
事
件
」
が
起
き
、
そ
こ
で
は
、
犯

人
が
誰
か
は
分
か
ら
な
い
。
続
く
「
推
理
」
の
場
面
で
は
、
そ
の
事
件

を
巡
っ
て
犯
人
の
可
能
性
の
あ
る
人
が
集
ま
っ
て
事
件
に
つ
い
て
話

す
。
ま
た
、
事
件
に
か
か
わ
る
証
拠
も
徐
々
に
整
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら

を
も
と
に
、
探
偵
は
そ
の
事
件
に
つ
い
て
「
推
理
」
し
て
い
く
。
最
後

の
「
解
決
」
の
場
面
で
は
、
探
偵
は
そ
の
推
理
を
真
犯
人
や
関
係
者
の

前
で
示
し
、
事
件
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　も
し
「
解
決
」
が
最
初
に
示
さ
れ
た
ら
、
読
者
は
謎
解
き
の
ス
リ
ル

が
味
わ
え
な
い
。
読
者
は
探
偵
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
事
件
の
謎
を
考

え
、
自
分
の
推
理
と
探
偵
の
推
理
を
結
び
付
け
て
い
く
と
こ
ろ
に
推
理

小
説
の
醍だ

い

醐ご

味み

が
あ
る
か
ら
だ
。
推
理
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
お
も

し
ろ
さ
を
出
す
た
め
に
、
推
理
小
説
が
「
事
件
」
→
「
推
理
」
→
「
解

決
」
と
い
う
構
成
を
採
る
こ
と
に
必
然
性
が
あ
る
。

三
部
構
成
を
意
識
し
よ
う

1

説
明
文
と
意
見
文
の
三
部
構
成

　推
理
小
説
の
「
事
件
」
→
「
推
理
」
→
「
解
決
」
の
三
部
構
成
の
よ

う
に
、
説
明
文
や
意
見
文
も
、「
序
論
」
→
「
本
論
」
→
「
結
論
」
の
三

部
構
成
が
基
本
で
あ
る
。「
は
じ
め
」
→
「
な
か
」
→
「
お
わ
り
」、
あ

る
い
は
「
開
始
部
」
→
「
展
開
部
」
→
「
終
了
部
」
と
い
う
言
い
方
が

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ど
の
呼
び
方
で
も
、
三
部
構
成
が
基
本
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
に
変
わ
り
な
い
。

　起
承
転
結
と
い
う
四
部
構
成
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。「
転
」
で
読
者
に
お
や
っ
と
思
わ
せ
て
、「
結
」
で
読
者
に
な

る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
効
果
が
あ
る
が
、
エ
ッ
セ
ー
な
ど
で
ま
れ
に
使
わ

れ
る
手
法
で
、
説
明
文
や
意
見
文
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
と
考

え
て
問
題
な
い
。

説
明
文
の
三
部
構
成

　同
じ
三
部
構
成
で
も
、
説
明
文
と
意
見
文
で
は
構
成
の
中
身
が
若
干

異
な
る
。
説
明
文
の
場
合
、「
序
論
」
で
は
、
説
明
す
る
事
柄
の
前
提
や

背
景
が
語
ら
れ
た
あ
と
、「
序
論
」
の
終
わ
り
で
何
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
観
点
か
ら
説
明
す
る
か
が
示
さ
れ
る
。
事
柄
の
前
提
や
背
景
は
、
身

近
な
経
験
、
最
近
の
事
件
、
意
外
な
出
来
事
な
ど
に
引
き
つ
け
る
と
、

読
み
手
が
入
り
込
み
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
説
明
の
枠
組
み
を

54
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運
動
し
な
い
日
が
あ
れ
ば
一
日
当
た
り
い
く
ら
か
の
お
金
を
支
払
う
と
い
う
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
運
動

に
よ
っ
て
体
重
を
減
ら
し
た
い
と
い
う
人
に
は
、
と
て
も
有
効
な
ナ
ッ
ジ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
手
段
は
、
本
人
が
特
に
望
ん
で
い
な
い
行
動
を
健
康
の
た
め
に
促
進
す
る
と
い
う
場
合
に

は
、
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
行
動
変
容
を
意
識
的
に
行
わ
せ
る
の
か
、
無
意
識
的
に
行
わ
せ
る
の
か
に
よ
っ
て
も
ナ
ッ
ジ
の

作
成
方
針
は
変
わ
っ
て
く
る
。
本
人
自
身
が
行
動
変
容
を
起
こ
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
手
段
を
新
た
に
取
る
こ
と
自
体
も
現
状
維

持
バ
イ
ア
ス
の
た
め
に
難
し
い
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
デ
フ
ォ
ル
ト
設
定
を
変
更
す
る
こ
と
が

有
効
に
な
る
。
本
人
が
明
示
的
な
意
思
表
示
を

し
な
い
場
合
は
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
手
段
を
利

用
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
と
み
な
し
て
、
そ
れ

を
利
用
し
た
く
な
け
れ
ば
簡
単
に
利
用
を
中
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
。

　
代
表
的
な
例
に
、
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
が

あ
る
。
日
本
人
の
四
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
人

＊

9
●

＊
10

変
容
　
促
進
　
明
示

3
現
在
バ
イ
ア
ス
　
現
在
の

楽
し
み
を
優
先
し
、
計
画

を
先
延
ば
し
し
て
し
ま
う

傾
向
。「
バ
イ
ア
ス
」（bias 

英
語
）
は
傾
向
の
意
。

4
ギ
ャ
ッ
プ
　gap

（
英
語
）。

差
異
。
ず
れ
。

5
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
　

com
m

itm
ent

（
英
語
）。

こ
こ
で
は
、
理
想
の
行
動

に
向
け
、
先
延
ば
し
を
し

な
い
た
め
の
仕
組
み
を
作

る
こ
と
。

6
天
引
き
　
こ
こ
で
は
、
あ

ら
か
じ
め
差
し
引
く
こ
と
。

7
タ
イ
プ
　type

（
英
語
）。

種
類
。

8
コ
ミ
ッ
ト�

　com
m

it

（
英
語
）。
こ
こ
で
は
、
約

束
す
る
の
意
。

9
デ
フ
ォ
ル
ト
　default

（
英
語
）。
こ
こ
で
は
、
初
期

設
定
、
基
準
、
標
準
の
意
。

表１　目的別のナッジの種類

自制心 望ましい行動
内的活性化 外的活性化 外的活性化

飲
酒
運
転
を
避
け
る
た

め
に
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
事

前
に
予
約

自
動
車
の
省
エ
ネ
運
転
を

促
進
す
る
た
め
に
燃
費
計

を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
設
置

税
制
を
簡
素
化
し
、
納
税

促
進

ゴ
ミ
の
投
棄
を
し
な
い
よ

う
に
標
識
を
設
置

意
識
的

お
金
を
別
勘
定
に
入
れ
て

無
駄
遣
い
を
防
止

不
健
康
な
食
品
を
手
の
届

き
に
く
い
と
こ
ろ
に
陳
列

多
く
の
人
が
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
を
し
て
い
る
と
広
報

ス
ピ
ー
ド
抑
制
の
た
め
に

錯
視
を
利
用
し
た
段
差

を
表
示

無
意
識
的

単
元�

2
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論
理
的
な
文
章
　  

行
動
変
容
を
起
こ
す
有
効
な
方
法

1
ナ
ッ
ジ
　nudge

（
英
語
）。

「
肘
で
軽
く
突
く
」
の
意
で
、

行
動
経
済
学
や
行
動
科
学

に
お
い
て
、
人
々
が
自
発

的
に
望
ま
し
い
行
動
を
選

択
す
る
手
助
け
と
な
る
仕

掛
け
や
手
法
の
こ
と
。
行

動
経
済
学
と
は
、
人
が
必

ず
し
も
合
理
的
に
行
動
し

な
い
こ
と
に
着
目
し
、
社

会
現
象
や
経
済
行
動
を
、

人
間
の
行
動
を
観
察
す
る

こ
と
で
説
明
し
よ
う
と
す

る
学
問
分
野
。

問
「
本
人
自
身
が
自
分
の
行

動
変
容
を
強
く
願
っ
て
い

る
」
パ
タ
ー
ン
は
、
表
1

の
ど
の
部
分
に
あ
た
る
か
。

2
パ
タ
ー
ン
　
二
七
ペ
ー
ジ

注
24
参
照
。

510

行
動
変
容
を
起
こ
す
有
効
な
方
法

行
動
変
容
を
本
人
が
望
ん
で
い
る
か

　
ナ
ッ
ジ
の
設
計
に
お
い
て
い
ち
ば
ん
重
要
な
の
は
、
本
人
自
身
が
自
分
の
行
動
変
容
を
強
く
願
っ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
本
人
が
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
行
動
変
容
を
起
こ
さ

せ
る
の
か
、
ど
ち
ら
の
パ
タ
ー
ン
な
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
で
あ
る
（
表
１
）。

　
も
し
、
前
者
で
あ
れ
ば
、
現
在
バ
イ
ア
ス
や
自
制
心
の
不
足
が
原
因
と
な
る
場
合
が
多
い
。
つ
ま
り
、

も
と
も
と
理
想
の
行
動
と
現
実
の
行
動
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
は
、
行
動
変
容
を
起
こ
し
た
い
相
手
に
対
し
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
手
段
を
提
供
し
た
り
、
自

制
心
を
高
め
た
り
す
る
よ
う
な
ナ
ッ
ジ
が
有
効
に
な
る
。

　
も
と
も
と
理
想
的
な
行
動
を
と
り
た
い
と
本
人
が
望
ん
で
い
た
な
ら
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
手
段
を
提
供

す
る
だ
け
で
、
彼
ら
は
そ
の
手
段
を
選
ぶ
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
。
貯
蓄
を
増
や
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
給
与
か
ら
の
天
引
き
貯
金
制
度
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
上
限
額
設
定
の
選
択
肢
を
提
供
す
る
こ

と
が
こ
の
タ
イ
プ
の
ナ
ッ
ジ
で
あ
る
。
体
重
を
減
ら
す
た
め
に
、
毎
日
運
動
す
る
こ
と
を
コ
ミ
ッ
ト
し
、

大お
お

竹た
け

文ふ
み

雄お

1

●

＊

2

3

4

5

6

7

8
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精選 論理国語
組見本

単
元
の
目
標
に
即
し
た
実
用
文
を
収
録
。

●
実
用
的
な
文
章

●単元の言語活動 単元内の全教材を活用した課題を設定。
手順を示し、自ら学びやすくしました。

●論理的な文章●深い学びのために
理解を深める実践的な課題を各教材末尾に配置。

●
コ
ラ
ム
「
論
理
の
窓
」「
読
む
こ
と
」領
域
・「
表
現
の
窓
」「
書
く
こ
と
」領
域
。

●読書のすすめ

●後見返し「学術論文」

●付録・探究的な学習
単元のテーマに合わせて関連する書籍を紹介。
視野を広げる知識の世界へ誘う。

書くことのゴールを示し、
大学などの学びにつなげる。

課題の設定→情報の収集→整理・分析→まとめ・表現
それぞれの課題ごとに解説とステップを踏んだ実践を収録、
新しい考えを生むための
手順をわかりやすく紹介。

脚問
読解の注意点に
設問を設けた。

言語活動
教材を用いた実践的
かつ探究的な活動。

言葉と表現
語句の知識を整理す
る問題。

脚注
語句解説は読解に
おいて役立つ解説。

学習の�
ポイント
学習領域に即
した課題。

●
単
元
扉

精
選 

論
理
国
語



精
選 

現
代
の
国
語

精
選 

論
理
国
語

『
精
選
　
現
代
の
国
語
』

単
元

教
材
名

活
動

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

単
元
5

坐
の
象
徴
論
（
矢
田
部
英
正
）

ア
資
料
に
ま
と
め
紹
介
す

る

単
元
2

わ
か
り
あ
え
な
い
こ
と
か
ら
（
平

田
オ
リ
ザ
）

イ
ス
ピ
ー
チ
す
る

単
元
5

働
く
こ
と
の
意
味
（
内
田
樹
）

論
拠
を
明
確
に
し
な
が

ら
話
し
合
う

単
元
8

対
話
す
る
社
会
へ
（
暉
峻
淑
子
）

対
立
す
る
立
場
に
立
っ
て

話
し
合
う

単
元
2

自
他
の
あ
い
だ
の〈
間
〉（
鷲
田
清一）

ウ
図
示
し
て
説
明
す
る

単
元
2

単
元
の
言
語
活
動
2　

話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
1
「
相
手
の
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
表
現
を
工
夫
し
よ

う
」

案
内
の
ス
ピ
ー
チ
を
す

る

単
元
5

単
元
の
言
語
活
動
5　

話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
2　
「
集
め
た
情
報
を
ま

と
め
発
表
し
よ
う
」

エ
話
合
い
を
も
と
に
プ
レ

ゼ
ン
す
る

単
元
8

世
界
中
が
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
（
多
木

浩
二
）

オ
具
体
例
が
妥
当
か
ど
う

か
話
し
合
う

単
元
8

単
元
の
言
語
活
動
8　

話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
3　
「
話
合
い
の
し
か
た

や
結
論
の
出
し
方
を
工
夫
し
よ
う
」

問
題
解
決
の
た
め
の
話

合
い
で
何
が
大
切
か
、

話
し
合
う

書
く
こ
と

単
元
3

美
意
識
は
資
源
で
あ
る
（
原
研
哉
）

ア
論
拠
を
明
確
に
し
て
書

く

単
元
6

生
命
誌
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
中
村

桂
子
）

資
料
を
初
め
て
見
る
人

に
紹
介
す
る

単
元
6

人
と
動
物
、共
存
の
場
所（
祖
田
修
）

イ
本
文
を
引
用
し
な
が
ら

意
見
を
ま
と
め
る

単
元
6

時
間
を
め
ぐ
る
衝
突
（
内
山
節
）

論
理
の
展
開
を
意
識
し

て
、
意
見
を
ま
と
め
る

単
元
7

マ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
の
知
恵（
岩
井
克
人
）

情
報
を
収
集
・
整
理
し

て
、
資
料
に
ま
と
め
る

単
元
7

単
元
の
言
語
活
動
7　

書
く
こ
と

3　
「
説
明
資
料
に
ま
と
め
よ
う
」

情
報
を
集
め
正
確
に
分

か
り
や
す
く
ま
と
め
る

単
元
9

漢
文
脈
と
近
代
日
本
（
齋
藤
希
史
）

さ
ま
ざ
ま
な
文
体
で
書

き
分
け
る

単
元
9

単
元
の
言
語
活
動
9　

書
く
こ
と

4　
「
紹
介
文
を
書
こ
う
」

さ
ま
ざ
ま
な
相
手
を
想

定
し
紹
介
文
を
書
く

単
元
3

上
手
い
、お
も
し
ろ
い
（
齋
藤
亜
矢
）

ウ
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に

描
写
す
る

単
元
3

単
元
の
言
語
活
動
3　

書
く
こ
と

1　
「
自
分
の
意
見
を
書
こ
う
」

表
現
を
工
夫
し
て

四
〇
〇
字
の
意
見
文
を

書
く

単
元
7

現
代
社
会
は
ど
こ
に
向
か
う
か（
見

田
宗
介
）

情
報
を
収
集
・
整
理
し

て
、
説
明
資
料
に
ま
と

め
る

単
元
6

単
元
の
言
語
活
動
6　

書
く
こ
と

2　
「
意
見
文
を
書
こ
う
」

エ
構
成
を
工
夫
し
て

六
〇
〇
字
の
意
見
文
を

書
く

単
元
9
〈
普
遍
語
〉
と
は
何
か
？
（
水
村
美

苗
）

書
き
言
葉
と
話
し
言
葉

の
特
徴
を
理
解
し
て
自

分
の
文
章
を
見
直
す

読
む
こ
と

単
元
1

自
分
の
時
間
で
読
み
継
ぐ
（
長
田

弘
）

ア
筆
者
の
主
張
の
具
体
例

を
考
え
る

単
元
1
「
ふ
と
」
と
「
思
わ
ず
」（
多
和
田

葉
子
）

筆
者
の
主
張
を
、
具
体

例
を
挙
げ
て
説
明
す
る

単
元
4

未
来
を
予
測
す
る
最
善
の
方
法（
松

田
雄
馬
）

本
文
を
要
約
し
二
〇
〇

字
の
意
見
文
を
書
く

単
元
4

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
人
工
知
能
（
西

垣
通
）

本
文
を
引
用
し
な
が
ら

考
え
を
ま
と
め
る

単
元
1

単
元
の
言
語
活
動
1　

読
む
こ
と

1
「
論
理
的
な
文
章
を
読
み
批
評

し
よ
う
」

イ
文
章
の
形
式
の
違
い
を

比
較
す
る

単
元
4

単
元
の
言
語
活
動
4
読
む
こ
と
2　

「
他
の
形
式
に
書
き
か
え
よ
う
」

意
見
文
か
ら
説
明
資
料

を
作
成
す
る

『
精
選
　
論
理
国
語
』（
前
編
）

単
元

教
材
名

活
動

『
精
選
　
論
理
国
語
』（
後
編
）

単
元

教
材
名

活
動

書
く
こ
と

単
元
1

二
一
〇
〇
年
の
世
界
地
図（
峯
陽一）

ア
思
考
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
問

題
を
整
理
す
る

単
元
1
「
流
域
地
図
」
の
作
り
方
（
岸
由
二
）

問
題
を
整
理
し
対
策
が

妥
当
か
意
見
を
述
べ
る

単
元
1

単
元
の
言
語
活
動
１　

書
く
こ
と
１

「
自
分
の
主
張
を
立
て
よ
う
」

観
点
を
考
え
、
自
分
の

主
張
を
立
て
る

単
元
3
「
間
」
の
感
覚
（
高
階
秀
爾
）

ウ
構
成
を
工
夫
し
て
、

六
〇
〇
字
の
意
見
文
を

書
く

単
元
3

日
本
文
化
の
雑
種
性
（
加
藤
周一）

反
論
を
想
定
し
て
、

八
〇
〇
字
の
意
見
文
を

書
く

単
元
3

単
元
の
言
語
活
動
３　

書
く
こ
と
２

「
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
を
想
定
し
て

論
を
展
開
さ
せ
よ
う
」

対
立
項
を
分
析
し
て

八
〇
〇
字
の
意
見
文
を

書
く

単
元
6

い
の
ち
の
か
た
ち
（
西
谷
修
）

オ
抽
象
的
な
こ
と
を
的
確

に
説
明
す
る

単
元
6

Ａ
Ｉ
と
憲
法
的
価
値
（
小
塚
荘一郎
）

課
題
を
探
し
、
解
決
策

に
つ
い
て
考
え
を
書
く

単
元
6

単
元
の
言
語
活
動
６　

書
く
こ
と
３

「
総
合
的
に
推
敲
し
よ
う
」

一
〇
〇
〇
字
の
意
見
文

を
書
き
、
推
敲
す
る

読
む
こ
と

単
元
2

行
動
変
容
を
起
こ
す
有
効
な
方
法

（
大
竹
文
雄
）

イ
資
料
を
踏
ま
え
て
事
例

を
分
析
す
る

単
元
2
「
家
族
の
幸
せ
」
の
経
済
学
（
山
口

慎
太
郎
）

筆
者
の
主
張
を
資
料
か

ら
検
討
す
る

単
元
2

単
元
の
言
語
活
動
２　

読
む
こ
と
１

「
構
成
を
把
握
し
よ
う
」

異
な
る
形
式
の
文
章
の

構
成
を
比
較
す
る

単
元
4

猫
は
後
悔
す
る
か
（
野
矢
茂
樹
）

ウ
根
拠
と
例
示
の
ふ
さ
わ

し
さ
を
検
討
す
る

単
元
4

学
び
と
は
何
か
（
今
井
む
つ
み
）

論
拠
の
妥
当
性
を
検
討

す
る

単
元
4

生
命
倫
理
と
自
由
（
大
澤
真
幸
）

論
拠
の
妥
当
性
を
検
討

す
る

単
元
4

単
元
の
言
語
活
動
４　

読
む
こ
と
２

「
根
拠
を
検
討
し
よ
う
」

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、

根
拠
を
検
討
す
る

単
元
5

な
ぜ
科
学
を
学
ぶ
の
か
（
池
内
了
）

エ
表
現
か
ら
、
筆
者
の
意

図
を
考
え
る

単
元
5

人
類
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
（
鷲
谷

い
づ
み
）

論
理
の
展
開
を
踏
ま
え
、

他
の
観
点
で
説
明
す
る

単
元
5

単
元
の
言
語
活
動
５　

読
む
こ
と
３

「
多
角
的
に
評
価
し
よ
う
」

八
〇
〇
字
の
意
見
文
を

書
き
、
表
現
を
多
角
的

に
評
価
す
る

単
元
7

水
墨
画
入
門
（
島
尾
新
）

オ
資
料
を
見
て
筆
者
の
主

張
を
検
討
す
る

単
元
7

石
上
私
淑
言
（
本
居
宣
長
）

筆
者
の
主
張
の
妥
当
性

に
つ
い
て
考
え
を
書
く

単
元
7

単
元
の
言
語
活
動
７　

読
む
こ
と
４

「
比
較
読
み
を
し
よ
う
」

複
数
の
文
章
を
比
べ
、

自
分
の
考
え
を
四
〇
〇

字
で
書
く

単
元
8

熱
帯
の
贈
与
論
（
奥
野
克
巳
）

カ
筆
者
の
主
張
を
踏
ま
え
、

自
分
の
考
え
を
ま
と
め

る

単
元
8

貨
幣
は
言
葉
で
あ
る
（
丸
山
圭
三

郎
）

複
数
の
文
章
を
読
み
、

自
分
の
考
え
と
比
べ
る

単
元
8

単
元
の
言
語
活
動
８　

読
む
こ
と
５

「
文
章
の
内
容
と
自
分
の
考
え
を

戦
わ
せ
よ
う
」

論
点
が
異
な
る
文
章
を

比
べ
、
自
分
の
考
え
を

一
〇
〇
〇
字
で
書
く

書
く
こ
と

単
元
2

イ
メ
ー
ジ
の
時
代
と
文
化
産
業（
石

田
英
敬
）

イ
論
拠
を
用
い
て
考
え
を

述
べ
る

単
元
2

視
覚
の
生
命
力
（
柏
木
博
）

妥
当
性
・
信
頼
性
の
高
い

根
拠
を
用
い
て
述
べ
る

単
元
2

多
様
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
・
ツ
ー
ル
と

子
ど
も
（
本
田
和
子
）

デ
ー
タ
を
根
拠
に
用
い

て
考
え
を
述
べ
る

単
元
2

単
元
の
言
語
活
動
２　

書
く
こ
と
１

「
主
張
を
支
え
る
デ
ー
タ
を
そ
ろ

え
よ
う
」

根
拠
を
示
し
て
、

八
〇
〇
～
一
二
〇
〇
字

の
意
見
文
を
書
く

単
元
5

記
号
論
へ
の
招
待
（
池
上
嘉
彦
）

エ
異
な
る
観
点
を
説
明

し
な
が
ら
考
え
を
述
べ

る

単
元
5

消
え
ゆ
く
言
語
・
方
言
を
守
る
に

は
（
木
部
暢
子
）

二
つ
の
観
点
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏

ま
え
て
、
考
え
を
ま
と

め
る

単
元
5

段
落
論
（
石
黒
圭
）

三
つ
の
観
点
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏

ま
え
て
、
考
え
を
ま
と

め
る

単
元
5

単
元
の
言
語
活
動
５　

書
く
こ
と
２

「
多
角
的
に
吟
味
し
論
を
固
め
よ

う
」

多
面
的
、
多
角
的
に
吟

味
し
て
一
六
〇
〇
字
の

意
見
文
を
書
く

単
元
7

私
の
個
人
主
義
（
夏
目
漱
石
）

カ
筆
者
の
主
張
に
対
す

る
自
分
の
考
え
を
ま
と

め
、
グ
ル
ー
プ
で
批
評

し
合
う

単
元
7
「
で
あ
る
」
こ
と
と
「
す
る
」
こ

と
（
丸
山
真
男
）

筆
者
の
主
張
を
具
体
的

に
説
明
し
、
批
評
し
合

う

単
元
7

単
元
の
言
語
活
動
７　

書
く
こ
と
３

「
論
を
見
直
し
て
完
成
度
を
高
め

よ
う
」

二
〇
〇
〇
字
の
意
見
文

を
書
き
読
み
手
を
想
定

し
て
説
得
力
を
高
め
る

読
む
こ
と

単
元
1

近
代
都
市
の
レ
ト
リ
ッ
ク
（
陣
内
秀

信
）

ア
構
成
を
把
握
し
、

二
〇
〇
字
で
要
旨
を
書

く

単
元
1

変
わ
れ
！　
東
京
（
隈
研
吾
）

構
成
を
把
握
し
、

二
〇
〇
字
で
要
旨
を
書

く

単
元
1

送
薛
存
義
序
（
柳
宗
元
）

論
拠
を
ま
と
め
る

単
元
1

単
元
の
言
語
活
動
１
読
む
こ
と
１

「
要
旨
を
把
握
し
よ
う
」

要
旨
を
把
握
し
表
現
形

式
の
違
い
を
比
べ
る

単
元
3

歴
史
を
哲
学
す
る
（
野
家
啓一）

エ
筆
者
の
意
図
や
論
理
の

展
開
を
分
析
す
る

単
元
3

単
元
の
言
語
活
動
３
読
む
こ
と
２

「
多
角
的
に
評
価
し
よ
う
」

立
場
の
違
い
と
根
拠
を

評
価
す
る

単
元
4

語
り
と
実
在
の
つ
な
が
り
（
岸
政

彦
）

オ
複
数
の
文
章
を
関
連
付

け
て
考
え
を
ま
と
め
る

単
元
4

現
代
社
会
に
お
け
る
物
語
（
河
合

俊
雄
）

複
数
の
文
章
を
関
連
付

け
て
考
え
を
ま
と
め
る

単
元
4

単
元
の
言
語
活
動
４
読
む
こ
と
３

「
比
較
読
み
を
し
よ
う
」

複
数
の
文
章
を
比
べ
、

自
分
の
考
え
を
八
〇
〇

字
で
書
く

単
元
6

憲
法
へ
の
招
待
（
渋
谷
秀
樹
）

キ
筆
者
の
主
張
を
他
の
例

を
挙
げ
て
検
討
す
る

単
元
6

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
平
等
（
齋
藤
純一）

複
数
の
文
章
を
踏
ま
え
、

自
分
の
考
え
を
ま
と
め

る

単
元
6

単
元
の
言
語
活
動
６
読
む
こ
と
４

「
情
報
を
取
り
込
も
う
」

情
報
を
収
集
し
、
自
分

の
考
え
を
一
〇
〇
〇
字

で
書
く
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「現代の国語」から「論理国語」への活動の流れ
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5 

伝
統
と
革
新

短
歌
の
輪
郭
─
現
代
に
と
っ
て
短
歌
と
は
何
か
─
（
小
池
光
）   

 

145

短
歌
十
二
首  

釈
迢
空
・
山
崎
方
代
・
塚
本
邦
雄
・
馬
場
あ
き
子 

栗
木
京
子
・
穂
村
弘   

 

149

　
　
　
　『桐
の
花
』の
言
葉（
俵
万
智
）   

 

151

俳
句
十
二
句  

村
上
鬼
城
・
河
東
碧
梧
桐
・
尾
崎
放
哉
・
原
石
鼎 

杉
田
久
女
・
芥
川
龍
之
介
・
高
野
素
十
・
後
藤
夜
半 

川
端
茅
舎
・
中
村
汀
女
・
篠
原
鳳
作
・
高
屋
窓
秋   

 

153

  

川
柳
の
現
在   

 

155

　❖
単
元
の
言
語
活
動
5 

　俳
句
を
詠
ん
で
み
る   

 

156

6 

戦
争
と
記
憶

現
場
に
来
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と（
高
野
秀
行
）   

 

157

空
缶（
林
京
子
）   

 

166

野
火（
大
岡
昇
平
）   

 

179

転
移
す
る
記
憶（
岡
真
理
）   

 

186

　❖
単
元
の
言
語
活
動
6 

　戦
争
と
い
う〈
出
来
事
〉を
伝
え
る   

 

194

文
学
の
窓

コ
ラ
ム

後
編

1 

都
市
と
移
動

本
を
読
む（
蜂
飼
耳
）   

 
195

  

本
を
読
む
楽
し
み   

 

199

檸
檬（
梶
井
基
次
郎
）   

 

200

　
　
　
　陰
翳
礼
讃（
谷
崎
潤
一
郎
）   

 

210

下
町（
林
芙
美
子
）   

 

214

歩
道
橋
の
魔
術
師（
呉
明
益
／
天
野
健
太
郎
訳
）   

 

229

都
市
は
／
を
語
る（
石
田
英
敬
）   

 

244

　❖
単
元
の
言
語
活
動
1 

　

 

暮
ら
す
、
生
き
る
、 

そ
し
て
そ
れ
を
描
く   

 

251

2 

自
然
を
見
る
、
自
己
を
見
る

流
れ
る
髪（
永
瀬
清
子
）   

 

252

羨
望（
伊
東
静
雄
）   

 

257

独
楽（
高
野
喜
久
雄
）   

 

259

韜
晦（
多
田
智
満
子
）   

 

260

高
度（
小
池
昌
代
）   

 

261

コ
ラ
ム

文
学
の
窓

3

3 

文
学
の
境
界
を
広
げ
る

鞄（
安
部
公
房
）   

 

51

  

〈
文
学
〉の
領
域
を
更
新
す
る   

 

58

地
球
か
ら
来
た
男（
星
新
一
）   

 

59

押
絵
と
旅
す
る
男（
江
戸
川
乱
歩
）   

 

69

マ
ン
ガ
は
哲
学
す
る（
永
井
均
）   

 

90

　
　
　
　映
画
の
中
の
花（
西
川
美
和
）   

 

99

　❖
単
元
の
言
語
活
動
3 

　

 

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
生
息
す
る 

〈
文
学
〉を
発
見
す
る   

 

101

4 
言
葉
の
力

こ
こ
ろ（
夏
目
漱
石
）   

 

102

夏
目
漱
石
・
芥
川
龍
之
介
往
復
書
簡   

 

123

山
東
京
伝（
内
田
百
閒
）   

 

129

「
東
京
語
」の
表
象
の
成
立（
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
）   

 

134

　
　
　
　群
れ
ず
集
ま
る（
田
中
和
将
）   

 

141

　❖
単
元
の
言
語
活
動
4 

　

 

言
葉
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
る
こ
と
を 

確
か
め
る   

 

144

コ
ラ
ム

文
学
の
窓

文
学
の
窓

目

　次

前
編

1 

小
説
入
門

言
葉
に
よ
っ
て（
大
江
健
三
郎
）   

 

6

  

小
説
文
の
形
式   

 

11

悪
童
日
記（
ア
ゴ
タ
・
ク
リ
ス
ト
フ
／
堀
茂
樹
訳
）   

 

12

山
月
記（
中
島
敦
）   

 

20

　
　
　
　小
説
と
は
何
か（
三
島
由
紀
夫
）   

 
32

　❖
単
元
の
言
語
活
動
1 

　小
説
の
方
法
を
読
む   

 

35

2 

詩
歌
入
門

詩
の
自
由
を
探
る（
藤
井
貞
和
）   

 

36

秋
の
祈（
高
村
光
太
郎
）   

 

40

雪（
三
好
達
治
）   

 

42

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…（
中
原
中
也
）   

 

43

崖（
石
垣
り
ん
）   

 

45

　
　
　
　詩
的
リ
ズ
ム
─
音
数
律
に
関
す
る
ノ
ー
ト

─
（
菅
谷
規
矩
雄
）   

 

47

　❖
単
元
の
言
語
活
動
2 

　〈詩
ら
し
さ
〉を
探
る   

 

50

コ
ラ
ム

文
学
の
窓

文
学
の
窓

2
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悪童日記　�
アゴタ・クリストフ／堀茂樹訳
誰もが衝撃を受ける物語。文章の書き方
にも着目できる。高校生のときに出会い
たい。（橋本陽介／お茶の水女子大学准教授）

編集委員の
おすすめ

山東京伝�
� 内田百閒
夢の世界を描いた短編小説。
読み手の想像力を喚起し、現
実や論理を超えた世界を生
み出す言葉の力を学びます。

（山岡正和／神奈川県立川和高等
学校教諭）

編集協力者の
おすすめ本を読む�

� 蜂飼耳
科学技術の発展が著しい現
代で、なぜ人は読書を求める
のか。この問いを通じて、人
間の本質について考えます。

（芝原玲那／東京都立両国高等学
校教諭）

編集協力者の
おすすめ

流れる髪�
� 永瀬清子
韻文でも散文でもない、広義
の「詩」としての心象の断片の
なかに、驚くほど豊かな日本
語が詰まっています。（田口麻
奈／明治大学准教授）

編集委員の
おすすめ

映画の中の花�
� 西川美和
映画監督が語る「映画で文
学する＝撮る」ことと「映画
を文学する＝観る」こと。文
学のメディアを広げます。

（堀佑史／千葉県立国府台高等
学校教諭）

編集協力者の
おすすめ

➡ P35

地球から�
来た男� 星新一
鮮烈な星文学のロジッ
クは、この世界に問いを
立て、未知の驚きを学び
合う案内役となります。

（小澤純／慶應義塾志木高
等学校教諭）

編集委員の
おすすめ

➡ P34

特長1
作品を深くつかむための

テーマ別単元構成

特長2
定番に新たな光を当てる

新教材

特長3
コラム・「文学の窓」

「単元の言語活動」で
深い学びを実現

歩道橋の魔術師�
� 呉明益／天野健太郎訳
マジックは本当のようでうそ
であり、うそのようで本当であ
る。人生もまたそのようなもの
ではないか。（橋本陽介／お茶の
水女子大学准教授）

編集委員の
おすすめ

➡ P34
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文学の扉を開き、感性や知性を磨くことをイメージしました。

小説や詩歌、随筆を読み、
書評や読み手を惹きつける文章を創作する力を身につける
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5 

抒
情
の
探
究

短
歌
十
四
首  

木
下
利
玄
・
会
津
八
一
・
岡
井
隆
・
河
野
裕
子 

福
島
泰
樹
・
水
原
紫
苑
・
斉
藤
斎
藤   

 

366

俳
句
の
力
学（
岸
本
尚
毅
）   

 

370

俳
句
十
二
句  

高
浜
虚
子
・
加
藤
楸
邨
・
石
田
波
郷
・
桂
信
子 

森
澄
雄
・
飯
田
龍
太
・
三
橋
敏
雄
・
飯
島
晴
子 

高
柳
重
信
・
池
田
澄
子
・
正
木
ゆ
う
子
・
田
中
裕
明   

 

374

　
　
　
　底
荷（
上
田
三
四
二
）   

 

377

　❖
単
元
の
言
語
活
動
5 

　自
分
で
選
ん
だ
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
作
る   

 

379

6 

近
現
代
を
問
う

一
瞬
の
共
同
性
を
生
き
る（
星
野
智
幸
）   

 

380

苦
海
浄
土 

―
も
う
一
ぺ
ん
人
間
に
―（
石
牟
礼
道
子
）   

 

385

日
本
文
化
私
観（
坂
口
安
吾
）   

 

397

現
代
日
本
の
開
化（
夏
目
漱
石
）   

 

405

　❖
単
元
の
言
語
活
動
6 

　近
現
代
の
諸
問
題
と
対
話
す
る   

 

415

付
録

　
日
本
近
・
現
代
文
学
史
年
表   

 

416

　
世
界
の
文
学
は
す
ば
ら
し
い
─
明
日
へ
の
読
書
の
た
め
に
─   

 

428

文
学
の
窓

　
　
　
　秋（
ラ
イ
ナ
ー
・
マ
リ
ア
・
リ
ル
ケ
／
茅
野
蕭
々
訳
）   

 

264

　❖
単
元
の
言
語
活
動
2 

　自
然
と
自
己
と
の
関
係
を
考
え
る   

 

265

3 

文
学
と
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著
者
一
覧 アイデン�

ティティ�藤野可織
人魚製造業という想像
的な設定を通じて、個
人だけでなく集団的な
アイデンティティのあり
方を考えます。（小平麻
衣子／慶應義塾大学教授）

編集協力者の
おすすめ

俳句24句�
（前編12句／ 
後編12句）
伝統的な詩型とされる
俳句も、さまざまな新し
さの形がある。時代を
代表する俳人たち24
名24句を精選した。（橋
本直／神奈川大学講師）

編集協力者の
おすすめ

短歌26首�
（前編12首／後編14首）
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　さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
生
息
す
る〈
文
学
〉を
発
見
す
る

　

 

文
学
の
分
布
図
を
広
げ
よ
う 

　

　こ
の
単
元
で
読
ん
だ
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
〈
文
学
〉
と
言
わ
れ
て
想

像
す
る
も
の
と
は
、
や
や
毛
色
の
異
な
る
作
品
群
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
コ
ラ
ム
「〈
文
学
〉
の
領
域
を
更
新
す
る
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

〈
文
学
〉
と
い
う
概
念
や
捉
え
方
は
常
に
変
容
す
る
も
の
で
あ
る
。
実

際
に
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
つ
い
て
調
べ
、
文
学
観
を
広
げ
て
み
よ
う
。

 
 

近
年
の
芥

あ
く
た

川が
わ

賞
と
直
木
賞
の
受
賞
作
品
や
候
補
作
品
を
調
べ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
賞
の
特
性
・
特
徴
を
考
え
て
み
よ
う
。

 
 

星
新
一
の
多
く
の
作
品
は「
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
」や「
Ｓ
Ｆ
」と
呼

ば
れ
、
安あ

部べ

公
房
の『
鞄か

ば
ん

』は「
寓ぐ

う

話わ

」と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
。

１２

こ
の
よ
う
に
文
学
作
品
に
は
い
く
つ
も
の
ジ
ャ
ン
ル
が
存
在
す
る
。

①� 

具
体
的
な
作
品
と
合
わ
せ
て
、
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る

か
調
べ
て
み
よ
う
。

②� 

あ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
特
性
・
特
徴
・
パ
タ
ー
ン
な
ど
を
調
べ
て
み

よ
う
。

 
 

あ
る
文
学
作
品
を
、
他
の
メ
デ
ィ
ア
で
表
現
し
た
り
、
そ
の
過
程

で
演
出
や
脚
色
が
加
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と（
漫
画
化
・
ア
ニ
メ
化
・

実
写
化
・
舞
台
化
な
ど
）を
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
。

①� 

具
体
的
な
作
品
を
取
り
上
げ
て
、
元
の
作
品
と
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
作
品
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

②� 

こ
の
単
元
で
読
ん
だ
作
品
を
他
の
メ
デ
ィ
ア
で
表
現
す
る
と
し

た
ら
、
ど
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
や
表
現
方
法
が
よ
い
か
考
え
て
み

よ
う
。

 
 

身
の
回
り
に
あ
る
身
近
な
作
品（
漫
画
や
映
画
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音

楽
の
歌
詞
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
作
品
な
ど
）か
ら
、
文
学
的
だ

と
思
う
も
の
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
理
由
と
合
わ
せ
て
紹
介
し
合
っ
て

み
よ
う
。

３４

❖
単
元
の
言
語
活
動
3

 
 

〈
文
学
〉
に
は
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
か
、
そ
の

特
性
・
特
徴
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
た
、
身
の
回
り
の
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
を
取
り
上
げ
て
、
読
解
し
た
り
、
深
く
考
え
た
り
し

て
み
よ
う
。

課
題

文
学
の
境
界
を
広
げ
る

　

��

単
元
の
言
語
活
動
3
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時
代
区
分
年

　
号

西
暦

詩
歌
・
歌
謡
な
ど

物
語
・
小
説
・
戯
曲
・
随
筆
・
評
論
な
ど

社

　
会
・
文

　
化

参

　
　
考
（
外

　
国）

現　　　　代

平成時代令和時代

三〇

平
成
三一

令
和
元二

二〇一八
二〇一九

二〇二〇

一か
ず

彦ひ
こ）

六り
く

六り
く

魚ぎ
ょ

（

小
島
ゆ
か
り）

お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も（

若
竹
千
佐
子）

夏
物
語（

未
映
子）

む
ら
さ
き
の
ス
カ
ー
ト
の
女（

今
村

夏
子）

小
箱（

洋
子）

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
世

界
的
に
流
行

　世
界
の
文
学
は
す
ば
ら
し
い
─
明
日
へ
の
読
書
の
た
め
に
─

　

フ
ョ
ー
ド
ル
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』�

�

（
一
八
八
〇
年
）

農
奴
解
放
を
経
た
ロ
シ
ア
を
背
景
に
、
新
興
地
主
で
欲
深
い
父
フ
ョ
ー
ド
ル

の
殺
害
を
め
ぐ
り
、
直
情
的
な
長
男
、
無
神
論
者
の
次
男
、
敬け

い

虔け
ん

な
三
男
を

主
軸
と
し
て
、
緊
迫
し
た
対
話
と
思
索
が
果
て
な
く
続
く
。〈
父
殺
し
〉
の

多
義
性
は
神
や
革
命
の
問
題
と
絡
み
合
い
、
矛
盾
に
満
ち
た
人
間
存
在
の
悲

喜
劇
を
抉え

ぐ

り
出
す
。
村
上
春
樹
や
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
は
じ
め
、
世

界
中
の
創
作
や
思
想
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

知
里
幸ゆ
き

恵え

編
訳
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』（
一
九
二
三
年
）

夭よ
う

折せ
つ

し
た
ア
イ
ヌ
の
少
女
が
伝
え
る
民
族
の
神
謡
の
数
々
を
紹
介
す
る
。

「
銀
の
滴

し
ず
く

降
る
降
る
ま
わ
り
に
、
金
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
」
と
謡
い
継

が
れ
た
言
葉
の
世
界
は
、
そ
れ
だ
け
で
人
々
の
心
に
沁し

み
入
っ
て
い
く
。

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
『
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』（
一
九
二
五
年
）

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
。
主
人
公
の
ク
ラ
リ
ッ
サ
・
ダ
ロ
ウ
ェ
イ

を
中
心
に
、
一
日
の
出
来
事
と
そ
の
交
錯
す
る
意
識
、
記
憶
を
描
く
。
そ
の

文
体
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
と
共
に
「
意
識
の
流
れ
」
の
手
法
を
代
表

す
る
も
の
と
さ
れ
、
繊
細
で
叙
情
的
で
あ
る
。
二
十
世
紀
の
文
学
に
多
大
な

る
影
響
を
与
え
た
。

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』（
一
九
二
七
年
～
）

「
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
」
は
、
大
衆
化
時
代
に
お
け
る
芸
術
を
論
じ
た
評

論
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
仕
事
は
狭
い
視
野
に
と
ら
わ

428

❖
言
葉
と
表
現

1「
も
っ
と
哲
学
的
な
人
」（
九
七
・
1
、
3
、
5
）「
も
っ
と
も
っ
と
哲
学

的
な
人
」（
九
七
・
10
）「
も
っ
と
も
っ
と
も
っ
と
哲
学
的
な
人
」（
九
七
・

14
）
と
、「
も
っ
と
」
と
い
う
語
句
を
重
ね
て
使
う
こ
と
に
は
、
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

1
自
分
な
り
に
「
哲
学
」
を
定
義
し
て
み
よ
う
。

2
身
の
ま
わ
り
の
マ
ン
ガ
や
小
説
な
ど
か
ら
哲
学
的
な
問
題
が
描
か

れ
て
い
る
も
の
を
探
し
、
紹
介
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1「
こ
の
世
の
中
で
通
用
し
て
い
る
通
念
や
規
範
を
最
終
根
拠
と
す
る

ご
立
派
な
主
張
」（
九
〇
・
5
）
を
、
具
体
的
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。

2「
赤
い
壁
」
と
「
Ｗ
ｈ
ｏ
！
」
で
は
、「
現
実
」
や
「
夢
」
は
ど
の

よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
み
よ
う
。

3「
哲
学
」の
意
味
を
辞
書
で
調
べ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
筆
者
は「
哲
学
」

を
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
か
、
本
文
中
の
言
葉
を

使
っ
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

永
井

　均
（
な
が
い
　ひ
と
し
）　
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
～
。
哲
学
者
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
幼
少
の
頃
に
抱
い
た
「
な
ぜ
こ
の
私
が
私
な

の
か
」
と
い
う
問
い
を
端
緒
に
、
様
々
な
根
源
的
問
い
を
追
究
し
続
け
て
い
る
。
著
書
に
『〈
私
〉
の
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
』『〈
子
ど
も
〉
の
た

め
の
哲
学
』『
な
ぜ
意
識
は
実
在
し
な
い
の
か
』『
哲
お
じ
さ
ん
と
学
く
ん
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
マ
ン
ガ
は
哲
学
す
る
』〔
平
成
二
十
一
（
二

〇
〇
九
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
も
っ
と
も
っ
と
も
っ
と
哲
学
的
な
人
が
、
ど
こ
ま
で
も
い
る
だ
ろ
う
。
哲
学
と
は
、
要

す
る
に
、
な
ぜ
だ
か
最
初
か
ら
少
し

0

0

哲
学
的
だ
っ
た
人
が
、
本
来
の
ま
と
も
な
人
の
い
る
場
所
へ

─
哲
学
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て

─
帰
ろ
う
と
す
る
運
動
な
の
だ
が
、
小
さ
な
隔
た
り
を
埋
め
よ
う
と
す
る
そ
の
運
動
こ

そ
が
、
往
々
に
し
て
深し
ん

淵え
ん

を
作
り
出
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

＊

●

「
深
淵
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

問
往
々
に
し
て

98

マ
ン
ガ
は
哲
学
す
る

　
私
は
ま
じ
め
な
話
が
嫌
い
で
あ
る
。
こ
の
世
の
規
範
や
約
束
事
を
越
え
た
、
途
方
も
な
い
く
ら
い
ま
じ
め
な

話
な
ら
い
い
。
少
な
く
と
も
ニ
ー
チ
ェ
の
よ
う
な
水
準
の
ま
じ
め
さ
な
ら
、
ま
あ
許
せ
る
。
中
途
半
端
に
ま
じ

め
な
話
は
だ
め
だ
。
と
こ
ろ
が
、
世
の
中
は
そ
う
し
た
中
途
半
端
に
ま
じ
め
な
話
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
私
だ
っ
て
ま
と
も
な
大
人
だ
か
ら
、
そ
れ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
百
も
承
知
だ
。
そ
れ
で
も
や

は
り
、
こ
の
世
の
中
で
通
用
し
て
い
る
通
念
や
規
範
を
最
終
根
拠
と
す
る
ご
立
派
な
主
張
を
耳
に
し
た
り
（
と

き
に
は
口
に
し
た
り
）
す
る
と
、
ば
か
ば
か
し
さ
が
込
み
上
げ
て
く
る
の
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ

う
し
た
全
て
を
ぶ
ち
壊
す
よ
う
な
真
実
の
声
を
聞
き
た
い
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
や
り
き
れ
な
い
で
は
な
い
か
！

　
マ
ン
ガ
に
、
と
き
に
そ
れ
が
聞
き
取
れ
る
こ
と
を
、
私
は
以
前
か
ら
感
じ
て
い
た
。
そ
の
点
で
、
つ
ま
り
発

想
の
破
天
荒
と
い
う
点
で
、
マ
ン
ガ
は
小
説
な
ど
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
を
は
る
か
に
凌
り
ょ
う

駕が

し
て
い
る
よ
う
に
私
に

は
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
二
十
世
紀
後
半
の
日
本
の
マ
ン
ガ
は
、
世
界
史
的
に
見
て
、
新
し
い
芸
術
表
現
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
世
の
中
の
内
部
で
公
認
さ
れ
た
問
題
と
は
違
う
、
世
の
中
の
成
り
立
ち
そ
の
も
の
に
潜
む
問

題
が
、
き
わ
め
て
鋭
い
感
覚
で
提
起
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
誰
も
が
自
明
と
思
い
、
そ
の
自
明
性
の

永な
が

井い

　
均

ひ
と
し

1

＊

　 �『
マ
ン
ガ
は
哲
学
す
る
』

平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）

年
二
月

初
出

1
ニ
ー
チ
ェ
　Friedrich�

�
W
ilhelm

�N
ietzsche

　

一
八
四
四
年
～
一
九
〇
〇

年
。
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。
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け
よ
う
が
な
い
。
ど
っ
ち
を
む
い
て
望
郷
の
念
を
い
だ
け
ば
い
い
の
か
、

そ
れ
す
ら
わ
か
ら
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。
い
た
た
ま
れ
な
い
気
分
。
さ

び
し
い
。
な
ん
と
い
う
残
酷
な
こ
と
だ
。
お
れ
を
こ
ん
な
目
に
あ
わ
せ

や
が
っ
て
。
郷
愁
を
持
て
あ
ま
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
い
つ
ま
で
も
す
ご

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
。

　
い
っ
そ
の
こ
と
、
お
れ
の
過
去
の
記
憶
を
み
ん
な
消
し
、
そ
の
上
で

こ
う
し
て
く
れ
た
ほ
う
が
、
ま
だ
人
間
的
な
あ
つ
か
い
と
い
え
る
。

ま
っ
た
く
、
ひ
ど
い
話
だ
。
お
れ
は
な
に
も
か
も
思
い
出
せ
る
の
だ
。

　
お
れ
は
小
さ
な
調
査
会
社
に
つ
と
め
て
い
た
。
商
品
に
つ
い
て
の
消

費
者
の
感
想
と
か
、
新
製
品
の
購
買
層
と
か
、
地
区
別
の
好
み
の
差
異

と
か
、
経
営
状
態
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
依
頼
を
引
き
受
け
、
調
査
す
る

の
が
仕
事
だ
っ
た
。

　
あ
る
日
、
上
役
に
呼
ば
れ
た
。

●1

地
球
か
ら
来
た
男

　
気
が
つ
く
と
、
お
れ
は
野
原
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
砂
漠
で
な
く
草

が
は
え
て
い
る
だ
け
、
ま
だ
ま
し
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。
い
や
、

こ
う
し
て
呼
吸
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
に
、
第
一
に
感
謝
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
か
ら
だ
を
起
こ
し
、
あ
た
り
を
見
ま
わ
す
。
小
さ
な
丘
が
並
ん
で
、

ま
わ
り
を
取
り
か
こ
ん
で
い
る
。
お
れ
の
い
る
の
は
、
く
ぼ
地
と
い
う

べ
き
場
所
だ
っ
た
。
ど
こ
に
も
人
影
は
な
い
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
。

丘
の
上
に
あ
が
り
、
む
こ
う
を
眺
め
よ
う
か
と
も
思
っ
た
が
、
そ
の
気

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ど
う
せ
、
ろ
く
な
も
の
は
な
い
に
き
ま
っ
て
い

る
。
怪
獣
の
た
ぐ
い
に
対
面
し
て
悲
鳴
を
あ
げ
る
の
は
、
少
し
で
も
お

そ
い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
も
の
だ
。
な
に
し
ろ
、
こ
こ
は
他
の
惑
星
な

の
だ
か
ら
。

　
お
れ
は
ま
た
寝
そ
べ
り
、
空
を
見
あ
げ
た
。
明
る
い
薄
曇
り
の
空
。

か
り
に
曇
っ
て
い
な
く
て
夜
だ
っ
た
と
し
て
も
、
お
れ
に
は
星
座
の
知

識
な
ど
、
ま
る
で
な
い
。
地
球
が
ど
っ
ち
の
方
角
な
の
か
、
見
当
の
つ

星ほ
し

　
新し

ん

一い
ち

　 �『
野
性
時
代
』
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
五
月

1
上
役
　
職
場
で
の
地
位
が
自
分
よ
り
上
の
人
。
上
司
。
　
　
　「
郷
愁
を
持
て
あ
ま
」
す
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

初
出

問

59

文
学
の
境
界
を
広
げ
る
　��

地
球
か
ら
来
た
男

文
学
の
境
界
を
広
げ
る
　��

地
球
か
ら
来
た
男

文学の境界を広げる

510

●
文
学
的
な
文
章　
作
品
全
体
を
省
略
す
る
こ
と
な
く
、深
く
味
わ
う
。

言
葉
に
よ
っ
て

　作
家
は
言
葉
に
よ
っ
て
人
間
を
捉
え
よ
う
と
し
ま
す
。
人
間
と
い
う
言
葉
を
、
な
お
三
つ
に
わ
け
て
考
え
ま

し
ょ
う
。
一
人
の
人
間
の
存
在
、
そ
の
行
動
、
そ
の
想
像
力
と
い
う
三
つ
の
点
に
お
い
て
。
そ
の
と
き
に
言
葉

と
は
、
こ
れ
ら
三
つ
を
、
あ
る
人
間
の
存
在
と
行
動
と
想
像
力
の
三
つ
を
一
挙
に
照
ら
し
出
す
力
を
持
つ
こ
と

が
明
瞭
に
な
る
は
ず
で
す
。
一
つ
の
言
葉
を
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
そ
れ
が
本
当
に
選
び
ぬ
か
れ
た
言

葉
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
自
分
の
存
在
と
行
動
と
想
像
力
を
ひ
と
ま
と
め
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

大お
お

江え

健け
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

＊ �
小
説
文
の
形
式
を
知
り
、
そ
れ
を
読
み
、
書
く
意
味
を
考
え
る
。

�

小
説
文
を
書
い
て
み
る
。

言
葉
に
よ
っ
て
大
江
健
三
郎

　
　
　
　小
説
文
の
形
式

悪
童
日
記

山
月
記

ア
ゴ
タ
・
ク
リ
ス
ト
フ
／
堀
茂
樹
訳

中
島
敦

文
学
の
窓 

小
説
と
は
何
か
（
三
島
由
紀
夫
）

単
元
の
言
語
活
動
1

コ
ラ
ム

小
説
入
門

1

　

 �

　『言
葉
に
よ
っ
て
』
昭

和
五
十
一
（
一
九
七
六
）

年
五
月

初
出

前 

編

6

5

小説入門

●
単
元
扉

●
文
学
な
ど
に
つ
い
て
の
評
論
文

　
文
学
的
な
文
章
と
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
で
相
互
の
理
解
を
深
め
る
。

●
深
い
学
び
の
た
め
に　
各
教
材
の
ま
と
め
と
発
展
的
課
題

●
付
録　
世
界
の
文
学
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
伝
え
る
文
学
案
内

ど
。　中

ち
ゅ
う

華か

商し
ょ
う

場ば

は
全
部
で
八
棟
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ「
忠
」「
孝
」「
仁
」「
愛
」

「
信
」「
義
」「
和
」「
平
」と
名
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ぼ
く
の
う
ち
は「
愛
」

棟
に
あ
っ
た
。「
愛
」
と
「
信
」
の
あ
い
だ
に
は
歩
道
橋
が
か
か
っ
て

い
て
、「
愛
」
と
「
仁
」
の
あ
い
だ
に
も
か
か
っ
て
い
た
。
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
、
ぼ
く
は
「
愛
」
と
「
信
」
の
あ
い
だ
の
歩
道
橋
が
好
き
だ
っ

た
。
な
ぜ
っ
て
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
長
か
っ
た
し
、
西
門
町
（
戦
前
よ
り

栄
え
る
台タ
イ

北ペ
イ

市
西
部
の
繁
華
街
）
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
歩
道

橋
の
上
に
は
物
売
り
が
た
く
さ
ん
い
た
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
包
み
パ

イ
（
焼
シ
ャ
オ

餅ビ
ン

）、
子
供
服
や
女
性
の
肌
着
、
あ
と
は
金
魚
、
亀
、
す
っ
ぽ

ん
…
…
そ
れ
に
「
海
和
尚
」
っ
て
い
う
真
っ
青
な
カ
ニ
を
売
っ
て
る
の

を
見
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
き
ど
き
警
察
が
来
て
物
売
り
を
追
っ
払
う

の
だ
が
、
歩
道
橋
は
四
方
八
方
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
、
物
売
り
た

1

2

●

歩
道
橋
の
魔
術
師

　母
さ
ん
は
よ
く
、「
稼
い
で
く
る
子
供
っ
て
の
は
、
な
か
な
か
い
ね

え
な
ぁ
。」
と
、
ぼ
く
に
言
っ
た
。
つ
ま
り
暗
に
ぼ
く
を
非
難
し
て
い

た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
く
ば
く
か
の
嘆
き
が
含
ま
れ
て
い
た
。
も
っ

と
も
、
こ
の
嘆
き
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
、

そ
れ
ま
で
ぼ
く
は
な
か
な
か
商
売
が
う
ま
か
っ
た
ら
し
い
。

　う
ち
は
靴
屋
だ
っ
た
。
た
だ
、
小
う
る
さ
い
ガ
キ
が
お
客
さ
ん
に
向

か
っ
て
、「
お
似
合
い
で
す
よ
。」
と
か
、「
お
安
く
し
ま
す
よ
。」
と
か
、

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
う
ち
儲も
う

け
が
出
な
い
ん
で
。」
と
か
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、

ど
う
に
も
遊
ん
で
る
み
た
い
で
説
得
力
に
欠
け
る
。
あ
る
と
き
、
母
さ

ん
は
や
っ
と
い
い
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
ら
し
く
、
ぼ
く
に
こ
う
言
っ

た
。
お
前
、
歩
道
橋
で
靴
ひ
も
と
中
敷
き
を
売
っ
て
お
い
で
。
子
供
が

売
っ
て
り
ゃ
、
み
ん
な
買
う
だ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
、
子
供
の
無
邪
気
な

顔
は
、
我
々
が
人
生
を
生
き
抜
く
た
め
に
与
え
ら
れ
た
最
初
の
武
器
だ
。

も
っ
と
も
そ
ん
な
こ
と
に
気
づ
い
た
の
は
、
ず
っ
と
あ
と
の
話
だ
け
れ

呉ご

　明め
い

益え
き

天あ
ま

野の

健け
ん

太た

郎ろ
う

訳

1
「
忠
」「
孝
」「
仁
」「
愛
」「
信
」「
義
」「
和
」「
平
」
　孫
文
が
唱
え
た
八
つ
の
徳
。
二
四
一
ペ
ー
ジ
注
15
参
照
。

　
　

�

2
台
北
市

　台
湾
の
北
部
に
あ
る
台
湾
最
大
の
都
市
。

229

都
市
と
移
動

　

��

歩
道
橋
の
魔
術
師

都市と移動

510

●
翻
訳
の
文
章
　
世
界
の
文
学
作
品
に
目
を
拓
く
。

〈
文
学
〉の
領
域
を
更
新
す
る

　
私
た
ち
が
〈
文
学
〉
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
ず
は
夏
目
漱そ
う

石せ
き

や
樋ひ

口ぐ
ち

一
葉
、
あ
る
い
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
や
カ
フ

カ
、
ま
た
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
書
店
で
は
現
代
作
家
の
活
躍
が
目
に
入

る
こ
と
だ
ろ
う
。
半
年
に
一
度
は
ニ
ュ
ー
ス
を
賑
わ
す
、
純
文
学
の
登

龍
門
と
さ
れ
る
芥
あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

賞
や
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
功
労

賞
と
言
え
る
直
木
三
十
五
賞
の
存
在
は
大
き
い
。
あ
る
辞
書
は
、〈
文

学
（literature

）〉
と
は
「
想
像
の
力
を
借
り
、
言
語
に
よ
っ
て
外
界

お
よ
び
内
界
を
表
現
す
る
芸
術
作
品
」
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
人
間
の

想
像
力
は
、
絶
え
間
な
く
作
品
を
、
さ
ら
に
新
た
な
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
を

も
生
み
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
他
の
領
域
と
交
流
す
る
こ
と
で
、〈
文
学
〉

は
自
ら
を
更
新
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
文
学
者
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
は
、
理

知
に
よ
る
美
と
驚
き
を
重
視
し
て
史
上
初
の
推
理
小
説
を
発
表
し
、
同

時
に
Ｓ
Ｆ
（
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
の
礎
を
築
い
た
と
さ
れ

る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
罪
と
罰
』
も
ポ
ー
の
影
響
を
受
け
た
し
、

日
本
で
は
そ
の
名
に
あ
や
か
っ
た
江
戸
川
乱
歩
が
、
谷
崎
潤
一
郎
の
耽た
ん

美び

を
享
受
し
つ
つ
、
ミ
ス
テ
リ
ー
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
定
着
さ
せ
る
た

め
に
多
方
面
で
活
躍
し
た
。
安あ

部べ

公
房
は
、
ポ
ー
か
ら
得
た
「
仮
説
の

文
学
」
と
い
う
想
像
力
優
位
の
着
想
に
よ
っ
て
黎れ
い

明め
い

期
の
日
本
Ｓ
Ｆ
に

伴
走
し
、
星
新
一
は
、
乱
歩
が
デ
ビ
ュ
ー
を
後
押
し
し
て
シ
ョ
ー
ト

シ
ョ
ー
ト
の
名
手
と
な
り
、
Ｓ
Ｆ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
人
口
に
膾か
い

炙し
ゃ

さ

せ
た
。
文
芸
諸
ジ
ャ
ン
ル
は
、
複
雑
に
絡
み
合
い
な
が
ら
読
者
を
増
や

し
て
き
た
。

　
現
在
、
い
わ
ゆ
る
純
文
学
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
は
相
互
浸
透
し

て
い
る
。
詩
歌
・
小
説
・
戯
曲
に
限
ら
ず
、
二
十
世
紀
に
隆
盛
を
極
め

た
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
漫
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ゲ
ー
ム
の
中
に
、
古
来
よ
り
〈
文
学
〉
が
担
っ
て
き
た
要
素
が
多

様
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
う
概
念
も
流
通
し
、
文

学
作
品
の
映
画
化
や
コ
ミ
カ
ラ
イ
ズ
と
い
っ
た
脚
色
（
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
）
は
ま
す
ま
す
盛
ん
で
、
作
家
イ
メ
ー
ジ
も
ゲ
ー
ム
な
ど
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
活
用
さ
れ
る
。
行
き
過
ぎ
た
商
品
化
に
は
弊
害
も
あ

る
が
、
他
の
領
域
に
移
植
し
再
解
釈
す
る
こ
と
は
、
従
来
の
文
学
観
を

揺
さ
ぶ
り
、
再
創
造
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
秘
め
る
。

　
私
た
ち
は
、
作
品
を
介
し
て
〈
こ
の
世
界
〉
や
〈
こ
の
私
〉
を
把
握

し
理
解
し
て
い
く
た
め
に
、〈
文
学
〉
同
様
に
〈
哲
学
〉
も
更
新
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
想
像
力
を
持
つ
人
間
に
と
っ
て
、
手
を
動

か
す
こ
と
と
頭
を
働
か
せ
る
こ
と
は
切
り
離
せ
な
い
。
新
し
い
作
品
や

芸
術
ジ
ャ
ン
ル
や
メ
デ
ィ
ア
環
境
が
登
場
す
る
た
び
に
、〈
文
学
〉
の

境
界
は
揺
ら
ぎ
、〈
文
学
〉
の
捉
え
方
や
考
え
方
は
変
容
し
て
い
く
。

5101520

58

●
コ
ラ
ム　
単
元
テ
ー
マ
に
関
す
る
書
き
下
ろ
し
解
説

●
単
元
の
言
語
活
動　
教
材
を
横
断
し
、単
元
の
ま
と
め
と
な
る
活
動

脚問
本文読解上の注意点を
質問形式にした。

脚注
本文読解上の注意点を
解説した。

言葉と表現
語句の知識を整理。

言語活動
各教材のまとめ
としての実践的
課題。

学習の�
ポイント
学習領域に即
した課題。

51015

も
映
画
を
撮
る
者
た
ち
は
花
に
引
き
つ
け
ら
れ
、
風
を
待
ち
、
花
び
ら
を

散
ら
し
、
カ
メ
ラ
を
動
か
し
、
懸
命
に
花
に
運
動
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
。

黒
澤
明あ

き
らも
小
川
に
お
び
た
だ
し
い
数
の
椿つ
ば
きの
花
を
流
し
て
『
椿
三
十
郎
』

の
演
出
を
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
映
画
の
中
に
あ
る
花
は
、
死
の
匂
い
を
放
つ
も
の
の
印
象

が
強
い
。
野
に
咲
く
花
で
思
い
出
す
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
デ
・
シ
ー
カ
監
督

の
『
ひ
ま
わ
り
』
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
極
寒
の
ソ
連
戦
線
で
行

き
倒
れ
た
兵
士
た
ち
の
死
肉
の
上
に
広
が
っ
た
見
渡
す
限
り
の
ひ
ま
わ
り

畑
が
、
底
抜
け
に
明
る
い
陽ひ

の
光
を
受
け
て
い
る
。
元
来
大
輪
の
ひ
ま
わ

り
さ
な
が
ら
の
タ
フ
な
美
貌
の
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
が
、
消
え
た
夫
を

求
め
て
色
あ
せ
た
亡
霊
の
よ
う
に
そ
の
大
地
を
歩
く
。
ほ
か
に
も
『
3－

4
Ｘ
エ
ッ
ク
ス10
月
』（
北
野
武た
け
し

監
督
）
で
観み

た
、
極
楽
鳥
花
の
花
畑
。
乱
暴
に
引

き
抜
い
た
そ
の
花
束
の
中
に
、
沖
縄
ヤ
ク
ザ
に
扮ふ

ん

す
る
ビ
ー
ト
た
け
し
が

基
地
の
米
兵
か
ら
入
手
し
た
機
関
銃
を
仕
込
ん
で
無
数
の
銃
弾
を
撃
ち
放

ち
、
ほ
ど
な
く
自
ら
も
復ふ

く

讐し
ゅ
うの
血
に
ま
み
れ
て
息
絶
え
る
。
極
楽
鳥
花
の

ど
ぎ
つ
い
ま
で
の
生
命
力
が
、
か
え
っ
て
は
っ
き
り
と
人
の
虚
無
や
死
に

欲
を
濃
い
沈
黙
の
ま
ま
物
語
る
。
切
り
花
で
思
い
出
す
の
は
漱そ

う

石せ
き

の
『
そ

れ
か
ら
』（
森
田
芳よ

し

光み
つ

監
督
）
の
中
の
真
っ
白
い
百ゆ

り合
の
花
。
確
か
一
つ

の
濡ぬ

れ
場
も
出
て
こ
な
い
映
画
だ
っ
た
が
、
暗
い
雨
の
夕
方
、
三
千
代
が

持
っ
て
き
た
百
合
の
花
に
、
一
つ
傘
の
下
で
代
助
が
そ
っ
と
鼻
先
を
近
づ

1

2

3

4

5

6

7

映
画
の
中
の
花�

西に
し

川か
わ

美み

和わ

　
花
の
美
し
さ
を
映
画
で
捉
え
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
難
し
い
と
私
は
思

う
。
言
わ
ず
も
が
な
の
そ
の
美
し
さ
が
、
落
と
し
穴
で
あ
る
。
目
で
見
て

美
し
く
感
じ
る
も
の
を
、
撮
れ
ば
そ
の
ま
ま
物
語
に
な
る
か
と
い
う
と
、

実
は
そ
う
で
は
な
い
。

　
映
画
は
時
間
を
縦
軸
に
し
て
、
物
事
の
「
運
動
」
を
捉
え
て
物
事
を
語

る
。「
好
き
だ
」
と
い
う
概
念
一
つ
と
っ
て
も
、
た
だ
思
い
巡
ら
せ
る
の

で
は
な
く
、
声
に
し
て
発
語
す
る
と
か
、
目
く
ば
せ
す
る
と
か
赤
面
す
る

と
か
と
い
う
何
ら
か
の
運
動
を
伴
わ
な
け
れ
ば
、
観
客
に
そ
の「
好
き
だ
」

は
伝
わ
ら
な
い
。
ど
ん
な
に
奥
深
い
テ
ー
マ
だ
ろ
う
と
、
主
人
公
に
机
の

上
で
腕
組
み
し
て
沈
思
黙
考
さ
れ
て
い
た
の
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
映

画
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
運
動
は
、「
動
き
」
と
「
音
」
と
で
表
現

さ
れ
る
が
、
花
に
は
そ
の
「
動
き
」
と
「
音
」
が
な
い
。
美
し
さ
が
、
あ

ま
り
に
も
静
的
な
の
だ
。

　
演
じ
手
の
中
に
も
、「
花
」
に
似
た
人
が
い
る
。
容
姿
端
麗
で
肉
眼
や

写
真
で
見
れ
ば
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
な
の
に
、
映
像
で
捉
え
て
み
る
と
、
ど

こ
か
血
の
通
わ
な
い
無
生
物
の
よ
う
な
映
り
方
を
す
る
。
き
れ
い
な
映
像

は
撮
れ
て
も
、「
映
画
」
が
生
ま
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で

文
学
の
窓

5101520

文
学
の
境
界
を
広
げ
る
　  

文
学
の
窓
（
映
画
の
中
の
花
）

99

●
文
学
の
窓　
教
材
と
併
せ
て
読
む
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
発
展
的
な
文
章

精
選 

文
学
国
語



精
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化

精
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文
学
国
語

近
現
代
文
編

小説（近代）

1 近代１

羅
生
門

◆
読
み
比
べ（『
今
昔
物
語
集
』）

城
の
崎
に
て

芥
川
龍
之
介

　
　

ー

志
賀
直
哉

1 小説
入門

山
月
記

中
島
敦

1 都市と移動

檸
檬

梶
井
基
次
郎

3 文学の境
界を広げる

押
絵
と
旅
す
る
男

江
戸
川
乱
歩

【
文
学
の
窓
】陰
翳
礼
讃

谷
崎
潤
一
郎

4 言葉の力

こ
こ
ろ

夏
目
漱
石

3 文学と歴史

【
文
学
の
窓
】日
和
下
駄

永
井
荷
風

2 近代 2

待
つ

う
そ
と
パ
ン

写
真
班

太
宰
治

幸
田
文

梅
崎
春
生

山
東
京
伝

内
田
百
閒

入
れ
札

菊
池
寛

小説（現代）

3 文学の境界を
広げる

鞄地
球
か
ら
来
た
男

【
文
学
の
窓
】群
れ
ず
集
ま
る

安
部
公
房

星
新一

田
中
和
将

1 都市
と移動

下
町

林
芙
美
子

4 自他への
配慮

巨
人
の
接
待

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

小
川
洋
子

藤
野
可
織

3 現代

青
が
消
え
る

離
さ
な
い

村
上
春
樹

川
上
弘
美

6 戦争と
記憶

空
缶

野
火

林
京
子

大
岡
昇
平

6 近現代を
問う

苦
海
浄
土

石
牟
礼
道
子

文語文→口語文

参考

明
治
期
の
文
語
文
と
口
語
文

樋
口
一
葉
ほ
か

4 言葉の力

夏
目
漱
石
・
芥
川
龍
之
介
往
復
書
簡

夏
目
漱
石
・

芥
川
龍
之
介

3 文学と歴史

舞
姫

み
づ
の
上
日
記

森
鷗
外

樋
口
一
葉

翻訳の文章

1 小説入門

悪
童
日
記

ア
ゴ
タ
・
ク
リ
ス
ト
フ

堀
茂
樹
訳

1 都市と移動

歩
道
橋
の
魔
術
師

呉
明
益

天
野
健
太
郎
訳

詩
歌
編

短歌

和歌・短歌

和
歌
の
修
辞

【
詩
歌
の
窓
】　

見
立
て

短
歌

正
岡
子
規
ほ
か

5 伝統と革新

短
歌
の
輪
郭

短
歌
十
二
首

【
文
学
の
窓
】『
桐
の
花
』の
言
葉

小
池
光

釈
迢
空
ほ
か

俵
万
智

5 抒情の探究

短
歌
十
四
首

【
文
学
の
窓
】底
荷

木
下
利
玄
ほ
か

上
田
三
四
二

俳句

俳諧・俳句

俳
句

俳
句
の
修
辞

俳
句
の
英
訳

正
岡
子
規
ほ
か

長
谷
川
櫂

5 伝統と革新

俳
句
十
二
句

村
上
鬼
城
ほ
か

5 抒情の探究

俳
句
の
力
学

俳
句
十
二
句

岸
本
尚
毅

高
浜
虚
子
ほ
か

詩

近現代詩

小
景
異
情

お
よ
ぐ
ひ
と

永
訣
の
朝

参
考　

人
生
の〈
救
い
〉と
し
て
の
詩

汲
む

室
生
犀
星

萩
原
朔
太
郎

宮
沢
賢
治

鮎
川
信
夫

茨
木
の
り
子

2 詩歌入門

詩
の
自
由
を
探
る

秋
の
祈

雪汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…

崖【
文
学
の
窓
】詩
的
リ
ズ
ム

藤
井
貞
和

高
村
光
太
郎

三
好
達
治

中
原
中
也

石
垣
り
ん

菅
谷
規
矩
雄

2 自然を見る、自己を見る

流
れ
る
髪

羨
望

独
楽

韜
晦

高
度

【
文
学
の
窓
】秋

永
瀬
清
子

伊
藤
静
雄

高
野
喜
久
雄

多
田
智
満
子

小
池
昌
代

ラ
イ
ナ
ー・マ
リ
ア・

リ
ル
ケ

茅
野
蕭
々
訳

評論・随想

はじめに

小
石
を
集
め
る

小
川
洋
子

1 小説
入門

言
葉
に
よ
っ
て

【
文
学
の
窓
】小
説
と
は
何
か

大
江
健
三
郎

三
島
由
紀
夫

1 都市と
移動

本
を
読
む

都
市
は
／
を
語
る

蜂
飼
耳

石
田
英
敬

おわりに

大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史

高
橋
源
一
郎

3 文学の境
界を広げる

マ
ン
ガ
は
哲
学
す
る

【
文
学
の
窓
】映
画
の
中
の
花

永
井
均

西
川
美
和

3 文学と
歴史

物
語
と
歴
史
の
あ
い
だ

野
家
啓
一

4 言葉の力

「
東
京
語
」の
表
象
の
成
立

イ
・
ヨ
ン
ス
ク

4 自他への
配慮

は
じ
め
て
の
沖
縄

愛
に
つ
い
て

岸
政
彦

竹
村
和
子

6 戦争と記憶

現
場
に
来
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と

転
移
す
る
記
憶

高
野
秀
行

岡
真
理

6 近現代を問う

一
瞬
の
共
同
性
を
生
き
る

日
本
文
化
私
観

現
代
日
本
の
開
化

星
野
智
幸

坂
口
安
吾

夏
目
漱
石

コラム

1 小説
入門

小
説
文
の
形
式

1 都市
と移動

本
を
読
む
楽
し
み

3 文学の境
界を広げる
〈
文
学
〉の
領
域
を
更
新
す
る

3 文学と
歴史

文
学
の
歴
史
に
つ
い
て
再
考
す
る

5 伝統
と革新

川
柳
の
現
在

4 自他へ
の配慮

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
文
学

『
精
選
　
言
語
文
化
』　
近
現
代
文
編
／
詩
歌
編

『
精
選
　
文
学
国
語
』（
前
編
）

『
精
選
　
文
学
国
語
』（
後
編
）
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5 

随
筆 

　

枕
草
子（
清
少
納
言
）

う
つ
く
し
き
も
の  

 

70

す
さ
ま
じ
き
も
の  

 

72

九
月
ば
か
り  

 

75

中
納
言
参
り
給
ひ
て  

 

76

参
考 

春
は
あ
け
ぼ
の  

 

78

　
　

 

後
宮
の
女
房
た
ち
の
活
躍  

 

79

  
 

　「美
」の
表
現
の
移
り
変
わ
り
を
調
べ
る  

 

80

2

2

古
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
5

6 

物
語
と
日
記 

　

源
氏
物
語（
紫
式
部
）

光
源
氏
誕
生  
 

82

小
柴
垣
の
も
と  

 

85

更
級
日
記（
菅
原
孝
標
女
）

門
出  

 

90

源
氏
物
語
を
読
む  

 

92

　
　

 

『
源
氏
物
語
』の
伝
来  

 

95

  
 

　「憧
れ
」プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン  

 

96

2

3

古
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
6

　花
山
天
皇
の
退
位  

 
103

◆
読
み
比
べ
◆  

花
山
天
皇
の
退
位（『
栄
花
物
語
』）  

 
107

　
　

 

歴
史
物
語  

 

109

  
 

　「花
山
天
皇
の
退
位
」を
読
み
比
べ
る  

 

110

4

古
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
7

9 

近
世
の
文
学

世
間
胸
算
用（
井
原
西
鶴
）

　蛸
売
り
の
八
助  

 

136

雨
月
物
語（
上
田
秋
成
）

　浅
茅
が
宿  

 

139

鹿
の
子
餅（
木
室
卯
雲
）

　蜜
柑  

 

145

　
　

 

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
誕
生  

 

147

  
 

　

 

近
世
の
商
人
や
流
通
に
つ
い
て
調
べ
、「
蜜
柑
」の
読
み
を 

深
め
る  

 

148

6

古
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
9

8 

詩
歌

和
歌  

 

112

狂
歌  

 

120

歌
論
︱
︱
古
今
和
歌
集

　仮
名
序（
紀
貫
之
）︱
︱

　

  
 

122

歌
謡  

 

123

俳
諧  

 

126

川
柳  

 

130

俳
論
︱
︱
去
来
抄（
向
井
去
来
）︱
︱

　

  
 

131

　
　

 

詩
歌
の
歴
史  

 

133

  
 

　俳
諧
の
発
句
と
和
歌
を
作
る  

 

134

5

古
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
8

7 

物
語 

　

大
鏡

　雲
林
院
の
菩
提
講  

 

98

　南
院
の
競
射  

 

101

2

5

2 

随
筆 

　

徒
然
草（
兼
好
）

世
に
語
り
伝
ふ
る
こ
と  

 

18

能
を
つ
か
ん
と
す
る
人  

 

20

世
に
従
は
ん
人
は  

 

21

こ
れ
も
仁
和
寺
の
法
師  

 

23
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　さ
ま
ざ
ま
な『
源げ

ん

氏じ

物
語
』の
現
代
語
訳

─「
物も
の

の
怪け

の
出
現
」よ
り

─

新
新
訳
源
氏
物
語�

与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

　源
氏
は
妻
の
手
を
取
つ
て
、

『
悲
し
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
に
こ
ん
な
苦
し
い
思
ひ
を
お
さ
せ
に

な
る
。』

　多
く
物
が
云い

は
れ
な
か
つ
た
。
唯た

だ
泣
く
ば
か
り
で
あ
る
。
平へ
い

生ぜ
い

は
源

氏
に
真
正
面
か
ら
見
ら
れ
る
と
と
て
も
き
ま
り
わ
る
さ
う
に
し
て
、
横
へ

外そ

ら
す
そ
の
目
で
じ
つ
と
良を

つ
と人

を
見
上
げ
て
居
る
う
ち
に
涙
が
其そ

処こ

か
ら

流
れ
て
出
る
の
で
あ
つ
た
。
其そ

れ
を
見
て
源
氏
が
深
い
憐あ

は
れみ
を
覚
え
た
こ

と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
余
り
に
泣
く
の
を
見
て
、
残
し
て
行
く
親
達
の

こ
と
を
考
へ
た
り
、
ま
た
自
分
を
見
て
、
別
れ
の
堪
へ
難
い
悲か

な
しみ
を
覚
え

る
の
で
あ
ら
う
と
源
氏
は
思
つ
た
。

参
考

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

訳
源
氏
物
語�

谷た
に

崎ざ
き

潤
一
郎

　お
ん
手
を
お
取
り
遊
ば
し
て
、「
ま
あ
、
ど
う
な
さ
つ
た
と
云い

ふ
の
で
す
。

悲
し
い
目
を
お
見
せ
に
な
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」
と
、
ろ
く
ろ
く
物

も
仰お

つ
し
や
れ
な
い
で
お
泣
き
に
な
る
と
、
い
つ
も
は
ひ
ど
く
お
気
む
づ

か
し
う
、
恥は

づ

か
し
さ
う
に
し
て
い
ら
つ
し
や
る
お
ん
眼ま

な

差ざ
し

を
、
さ
も
だ
る

さ
う
に
お
上
げ
な
さ
れ
て
、
じ
つ
と
見
守
り
給た

ま

ふ
う
ち
に
、
お
ん
涙
の
ほ

ろ
ほ
ろ
と
こ
ぼ
れ
落
ち
る
お
ん
あ
り
さ
ま
な
ど
、
ど
ん
な
に
哀
れ
が
深
い

こ
と
か
。

　
　与
謝
野
晶
子

　明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
～
昭
和
十
七
（
一

九
四
二
）年
。
歌
人
。
生
涯
に
二
度
現
代
語
訳
を
行
っ
た
。
本
文
は
、

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
～
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
刊
行
し

た
二
度
目
の
現
代
語
訳
。
本
文
は
『
鉄て

っ

幹か
ん

晶
子
全
集
』
第
二
十
八

巻
〔
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

　
　谷
崎
潤
一
郎

　明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
～
昭
和
四
十
（
一

九
六
五
）
年
。
小
説
家
。
生
涯
に
三
度
現
代
語
訳
を
行
っ
た
。
本

文
は
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
～
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に

刊
行
し
た
最
初
の
現
代
語
訳
。
本
文
は
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』

巻
四
〔
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

216

『
源げ
ん

氏じ

物
語
』の
現
代
語
訳
を
比
較
す
る  

　『源
氏
物
語
』
は
現
代
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
読
み
継
が

れ
て
き
た
。
明
治
時
代
以
後
、
著
名
な
作
家
た
ち
が
現
代
語
訳
を
試
み

て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
か
、
い
く
つ
か
の
現
代
語
訳
を
比

較
し
て
み
よ
う
。

 
 

「
物
の
怪
の
出
現
」の「
御
手
を
と
ら
へ
て
…
い
か
が
あ
は
れ
の
浅

か
ら
む
。」の
本
文
を
自
分
で
現
代
語
訳
し
て
み
よ
う
。

・�

現
代
語
訳
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

 
 

二
一
六
～
二
一
七
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
た
四
種
の
現
代
語
訳
を
比
較
し
、

ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

 
 

二
一
六
～
二
一
七
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
た
文
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
物も
の

の
怪け

の
出
現
」
の
「
御
お
ほ
ん

手て

を
と
ら
へ
て
…
い
か
が
あ
は
れ

の
浅
か
ら
む
。」（
一
九
七
・
8
～
11
）
の
箇
所
を
現
代
語
訳
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
し
、
そ
の
表
現
の
違
い
や
特

徴
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

課
題

１２

 
 

三
～
四
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、 

と  

の
結
果
を
持
ち
寄
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
現
代
語
訳
の
特
徴
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

・�

そ
れ
ぞ
れ
の
現
代
語
訳
の
特
徴
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

 
  

の
話
し
合
い
を
踏
ま
え
て
、
同
じ
箇
所
を
各
自
で
再
度
現
代
語

訳
し
て
み
よ
う
。
言
葉
の
選
び
方
な
ど
に
つ
い
て
、
工
夫
し
た
点
を

短
い
文
章
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

３

１

２

４
３

単
元
の
言
語
活
動
5

自
分
の

現
代
語
訳

１２

与
謝
野
晶
子
の

訳
の
特
徴

谷
崎
潤
一
郎
の

訳
の
特
徴

橋
本
治
の
訳
の

特
徴

角
田
光
代
の
訳

の
特
徴

218
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「
憧
れ
」プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン  

　『
更さ
ら

級し
な

日
記
』
の
「
門
出
」（
九
〇
～
九
一
ペ
ー
ジ
）
に
は
、
作
者
が

『
源げ
ん

氏じ

物
語
』
の
一
部
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
内
容
を
知
り
た

く
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
源
氏
物
語
を
読
む
」（
九
二
～

九
三
ペ
ー
ジ
）
に
は
、
念
願
の
『
源
氏
物
語
』
全
巻
を
手
に
入
れ
、
一

心
不
乱
に
読
み
ふ
け
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
行

く
末
を
「
光ひ
か
るの
源
氏
の
夕
顔
、
宇
治
の
大だ
い

将し
や
うの
浮う
き

舟ふ
ね

の
女
君
の
や
う
に

こ
そ
あ
ら
め
」（
九
三
・
13
～
14
）
と
願
っ
て
い
る
。「
夕
顔
」
と
は
光
源

氏
に
愛
さ
れ
た
女
性
で
あ
り
、「
浮
舟
」
と
は
宇
治
の
大
将
（
薫か
お
る

）
に

愛
さ
れ
た
女
性
で
、『
源
氏
物
語
』
に
登
場
す
る
こ
れ
ら
の
女
性
た
ち

は
菅す
が

原わ
ら
の

孝た
か

標す
え
の

女む
す
めに
と
っ
て
憧
れ
の
対
象
で
あ
り
、
生
き
る
う
え
で
の

目
標
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

 
 

『
更
級
日
記
』
の
作
者
、
菅
原
孝
標
女
が
『
源
氏
物
語
』
に

抱
い
て
い
る
「
憧
れ
」
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
よ
う
。
さ
ら
に
、

自
分
た
ち
の
抱
い
て
い
る
「
憧
れ
」
に
つ
い
て
発
表
し
て
み
よ
う
。

課
題

 
 

『
源
氏
物
語
』に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。

①�

「
夕
顔
」「
浮
舟
」
の
素
性
や
生
い
立
ち
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
か
を
資
料
集
な
ど
も
利
用
し
な
が
ら
調
べ
る
。

②�

菅
原
孝
標
女
が
な
ぜ
、「
夕
顔
」「
浮
舟
」
の
二
人
の
女
君
の
名
前

を
あ
げ
た
の
か
を
考
え
る
。

・�「
夕
顔
」「
浮
舟
」
の
素
性
や
生
い
立
ち
の
共
通
点
や
異
な
る
点

を
、
表
な
ど
に
見
や
す
く
ま
と
め
た
う
え
で
考
え
る
。

・�『
源
氏
物
語
』
に
登
場
す
る
他
の
女
性
た
ち
に
つ
い
て
も
簡
単

に
調
べ
て
、
比
べ
て
み
る
。

 
 

憧
れ
の
人
物
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
よ
う
。

①�

書
籍
、
コ
ミ
ッ
ク
、
映
画
等
の
登
場
人
物
で
、
現
在
憧
れ
て
い
る

人
物
を
あ
げ
、
ど
の
よ
う
な
所
に
憧
れ
て
い
る
か
、
整
理
す
る
。

・�

憧
れ
の
登
場
人
物
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
も
用
い
て
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
る
。

②�

自
分
が
憧
れ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
フ
リ
ッ
プ
一
枚
に
ま
と
め
て
、

そ
れ
を
使
い
な
が
ら
、
憧
れ
の
人
物
に
つ
い
て
発
表
し
合
う
。

・�

Ｂ
４
程
度
の
大
き
さ
の
用
紙
一
枚
に
ま
と
め
る
。

・�

伝
え
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
、
見
や
す
く
ま
と
め
る
。

・�

言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど
も
活
用
す
る
。

１２

単
元
の
言
語
活
動
6

96

た
く
あ
ら
が
は
ず
。
み
な
人
の
興
ず
る
虚
言
は
、
一
人
、「
さ
も
な
か
り
し
も
の
を
。」
と
言

は
ん
も
詮
な
く
て
聞
き
ゐ
た
る
ほ
ど
に
、
証
人
に
さ
へ
な
さ
れ
て
、
い
と
ど
定
ま
り
ぬ
べ
し
。

　
と
に
も
か
く
に
も
、
虚
言
多
き
世
な
り
。
た
だ
、
常
に
あ
る
、
珍
し
か
ら
ぬ
こ
と
の
ま
ま

に
心
得
た
ら
ん
、
よ
ろ
づ
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。
下し
も

ざ
ま
の
人
の
物
語
は
、
耳
お
ど
ろ
く
こ
と

の
み
あ
り
。
よ
き
人
は
あ
や
し
き
こ
と
を
語
ら
ず
。

　
か
く
は
言
へ
ど
、
仏ぶ
つ

神じ
ん

の
奇き

特ど
く

、
権ご
ん

者じ
や

の
伝
記
、
さ
の
み
信
ぜ
ざ
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。

こ
れ
は
、
世
俗
の
虚
言
を
ね
ん
ご
ろ
に
信
じ
た
る
も
を
こ
が
ま
し
く
、「
よ
も
あ
ら
じ
。」
な

ど
言
ふ
も
詮
な
け
れ
ば
、
お
ほ
か
た
は
、
ま
こ
と
し
く
あ
ひ
し
ら
ひ
て
、
ひ
と
へ
に
信
ぜ
ず
、

ま
た
、
疑
ひ
嘲
る
べ
か
ら
ず
。�

（
第
七
十
三
段
）

●

＊

＊

6

＊

7

8

＊

1
第
三
段
落
に
は
何
と
お
り
の
「
虚
言
」
が
書
か
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

2
作
者
の
主
張
が
最
も
現
れ
て
い
る
部
分
を
抜
き
出
し
、
そ
の
主
張
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

1
次
の
傍
線
部
を
、「
言
ふ
に
」「
語
り
て
」
の
場
合
と
の
違
い
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
し
て
み
よ
う
。

⑴
人
は
も
の
を
言
ひ
な
す
に
（
一
八
・
３
）　
　
⑵
言
ひ
た
き
ま
ま
に
語
り
な
し
て
（
一
八
・
４
）

1
文
章
全
体
に
対
し
て
、
各
段
落
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

言
葉
と
表
現

言
語
活
動

深
い
学
び
の
た
め
に

6
よ
き
人
は
あ
や
し
き
こ
と
を
語
ら
ず
　『
論

語
』
に
「
子ハ

不ず
レ
語ラ
二

怪
力
乱
神ヲ

。」
と
あ
る
。

7
奇
特
　
不
思
議
な
霊
験
。
奇
跡
。

8
権
者
　
人
々
を
救
う
た
め
に
、
仮
に
人
間
の

姿
と
な
っ
て
現
れ
た
仏
菩ぼ

薩さ
つ

の
こ
と
。
こ
こ

で
は
、
修
行
者
・
高
僧
の
意
。

世
　
あ
い
な
し
　
や
が
て
　
い
み
じ
　
か
た

く
な
な
り
　
さ
ら
に
…
ず
（
打
消
）　
か
つ�

聞
こ
ゆ
　
い
た
く
…
ず
（
打
消
）　
い
と
ど�

心
得
　
あ
や
し
　
ね
ん
ご
ろ
な
り 一

「
み
な
人
の
興
ず
る
虚
言
は
」は
、
ど
こ
に
掛

か
る
か
。

問

5

19

随
筆
1
　��

徒
然
草

徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

兼け
ん

　
好か

う

世
に
語
り
伝
ふ
る
こ
と

　
世
に
語
り
伝
ふ
る
こ
と
、
ま
こ
と
は
あ
い
な
き
に
や
、
多
く
は
み
な
虚そ
ら

言ご
と

な
り
。

　
あ
る
に
も
過
ぎ
て
人
は
も
の
を
言
ひ
な
す
に
、
ま
し
て
、
年と
し

月つ
き

過
ぎ
、
境
も
隔
た
り
ぬ
れ

ば
、
言
ひ
た
き
ま
ま
に
語
り
な
し
て
、
筆
に
も
書
き
と
ど
め
ぬ
れ
ば
、
や
が
て
ま
た
定
ま
り

ぬ
。
道
々
の
も
の
の
上
手
の
い
み
じ
き
こ
と
な
ど
、
か
た
く
な
な
る
人
の
、
そ
の
道
知
ら
ぬ

は
、
そ
ぞ
ろ
に
神
の
ご
と
く
に
言
へ
ど
も
、
道
知
れ
る
人
は
、
さ
ら
に
信
も
起
こ
さ
ず
。
音

に
聞
く
と
見
る
と
き
と
は
、
何
事
も
変
は
る
も
の
な
り
。

　
か
つ
あ
ら
は
る
る
を
も
顧
み
ず
、
口
に
ま
か
せ
て
言
ひ
散
ら
す
は
、
や
が
て
浮
き
た
る
こ

と
と
聞
こ
ゆ
。
ま
た
、
我
も
ま
こ
と
し
か
ら
ず
は
思
ひ
な
が
ら
、
人
の
言
ひ
し
ま
ま
に
、
鼻

の
ほ
ど
お
こ
め
き
て
言
ふ
は
、
そ
の
人
の
虚
言
に
は
あ
ら
ず
。
げ
に
げ
に
し
く
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
う
ち
お
ぼ
め
き
、
よ
く
知
ら
ぬ
よ
し
し
て
、
さ
り
な
が
ら
、
つ
ま
づ
ま
合
は
せ
て
語
る

虚
言
は
、
恐
ろ
し
き
こ
と
な
り
。
我
が
た
め
面
目
あ
る
や
う
に
言
は
れ
ぬ
る
虚
言
は
、
人
い

＊

＊

1

＊

●

2

＊

＊

＊

＊ 3
＊

4

5

＊

1
境
も
隔
た
り
ぬ
れ
ば
　
場
所
も
遠
く
離
れ
て

し
ま
う
と
。

何
が
ど
の
よ
う
に
「
定
ま
」
る
の
か
。

問5
う
ち
お
ぼ
め
き
　
曖
昧
に
し
て
、
は
ぐ
ら
か

し
て
。

2
道
々
の
も
の
の
上
手
　
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
能
に

巧
み
な
達
人
・
名
人
。

3
か
つ
あ
ら
は
る
る
　
話
す
そ
ば
か
ら
、
う
そ

だ
と
は
っ
き
り
す
る
。

4
鼻
の
ほ
ど
お
こ
め
き
て
　
鼻
の
あ
た
り
に
お

ど
け
た
様
子
を
見
せ
て
。

510
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『
徒つ

れ

然づ
れ

草ぐ
さ

』
を
よ
み
な
お
す

　こ
れ
か
ら
『
徒
然
草
』
を
読
も
う
と
す
る
人
、
あ
る
い
は
も
う
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
も
、
文
学
史
の

教
科
書
な
ど
で
、
こ
の
よ
う
な
解
説
を
目
に
し
た
記
憶
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　「『
徒
然
草
』
は
随
筆
で
あ
り
、
序
と
短
い
二
四
三
の
章
段
か
ら
な
る
。
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
無

常
観
を
主
題
と
す
る
。
無
常
観
の
支
配
し
た
中
世
は
、
文
学
も
そ
の
よ
う
な
思
潮
に
色
濃
く
染
ま
っ
た
。

心
あ
る
知
識
人
は
、
い
ち
は
や
く
無
常
を
察
知
し
て
出
家
を
遂
げ
、
い
わ
ゆ
る
遁と
ん

世せ
い

者し
ゃ

と
し
て
過
ご
し
た
。

『
徒
然
草
』
は
そ
の
よ
う
な
遁
世
者
の
手
に
な
り
、
無
常
観
を
美
学
に
ま
で
高
め
た
、
中
世
文
学
を
代
表

す
る
傑
作
で
あ
る
。」

　作
者
兼
好
法
師
は
遁
世
者
で
あ
り
、『
徒
然
草
』
は
そ
の
生
活
美
か
ら
生
ま
れ
出
た
文
学
作
品
で
あ
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

　こ
の
作
品
こ
そ
、
中
世
の
遁
世
者
の
像
を
形
作
っ
た
と
も
言
え
そ
う
で
す
。
た
と
え
ば
、
官
職
や
栄
典

そ
の
ほ
か
、
社
会
的
地
位
を
辞
退
す
る
。
主
人
や
家
族
を
は
じ
め
係
累
と
は
縁
を
切
る
。
財
産
を
持
た
ず
、

山
林
に
入
り
、
粗
末
な
草そ
う

庵あ
ん

を
結
ん
で
暮
ら
す
。
こ
う
い
っ
た
生
活
を
『
徒
然
草
』
は
こ
と
あ
る
ご
と
に

小お

川が
わ

剛た
け

生お

1

1
兼
好
法
師

　二
七
ペ
ー
ジ
参

照
。

　古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文

　
　
　
1

510

36

3

古
文
の

窓

『
源げ

ん

氏じ

物
語
』の
伝
来

　『源
氏
物
語
』
が
書
か
れ
た
の
は
千
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
物
語
は
ど
の
よ
う
に
し
て
今
日
ま
で
伝
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
作
者
紫
式
部
の
自
筆
原
稿
が
残
っ
て
い
る
と
考

え
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
現
存
し
な
い
。

『
更さ

ら

級し
な

日
記
』
の
作
者
菅す
が

原わ
ら
の

孝た
か

標す
え
の

女む
す
めが

読
ん
だ
『
源
氏
物
語
』
が

ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た
か
も
分
か
ら
な
い
。

　『源
氏
物
語
』
に
限
ら
ず
、
平
安
時
代
に
書
か
れ
た
り
写
さ
れ
た

り
し
た
本
が
そ
の
ま
ま
残
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
く
、
千
年
に
わ

た
っ
て
写
し
継
が
れ
、
江
戸
時
代
以
降
は
印
刷
も
さ
れ
て
伝
え
ら
れ

た
。
皆
さ
ん
が
今
手
に
取
っ
て
い
る
教
科
書
に
載
る
『
源
氏
物
語
』

は
、「
大
島
本
」
と
呼
ば
れ
る
室
町
時
代
の
写
本
な
ど
を
も
と
に
活

字
化
さ
れ
た
本
文
で
あ
る
。

　令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
の
秋
、
藤ふ
じ

原わ
ら
の

定さ
だ

家い
え

が
校
訂
し
た
と
見
ら

れ
る
鎌
倉
時
代
書
写
の
『
源
氏
物
語
』
の
「
若
紫
」（
一
帖じ

ょ
う）

が
発

見
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
た
。「
定て

い

家か

本
」
と
呼
ば
れ
る
写
本
の
五
帖

目
が
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
文
は
「
大
島
本
」
と
ほ
ぼ
同
じ
だ

が
、
書
写
年
代
が
「
大
島
本
」
よ
り
三
百
年
近
く
も
遡
る
写
本
が
出

現
し
た
意
義
は
大
き
い
。

　一
方
で
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
鎌
倉
時
代
の
「
定
家
ま
で
」
遡
れ

た
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
中
継
地
点
か
ら
作
者
紫
式
部
ま
で
の
隔
た
り
は

依
然
残
る
。「
定
家
本
」
と
は
性
格
の
異
な
る
写
本
と
突
き
合
わ
せ

る
と
、
本
文
に
細
か
な
違
い
も
見
受
け
ら
れ
、
誤
写
や
校
訂
の
可
能

性
も
個
々
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
紫
式
部
自
身
も
物
語
の

草
稿
本
を
書
き
換
え
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
『
紫
式
部
日
記
』
の
記

事
か
ら
う
か
が
え
る
。
平
安
時
代
の
『
源
氏
物
語
』
の
姿
は
今
も
謎

に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

定家本「若紫」

95

物
語
と
日
記
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古
文
の
窓
3

◆

読
み
比
べ◆花く

わ

山さ
ん

天
皇
の
退
位
（『
栄
花
物
語
』）

1
こ
の
御
心

　花
山
天
皇
の
出
家
し
た
い
と
い

う
お
気
持
ち
。

2
太
政
大
臣

　藤
ふ
じ
わ

原ら
の

頼よ
り

忠た
だ

。
九
二
四
年
～
九
八

九
年
。

3
中
納
言

　藤
原
義よ
し

懐ち
か

。
九
五
七
年
～
一
〇
〇

八
年
。
花
山
天
皇
の
叔
父
。

　こ
の
御み

心こ
こ
ろの
あ
や
し
う
尊
き
折
多
く
、
心
の

ど
か
な
ら
ぬ
御み

気け

色し
き

を
太お

ほ
き政

大お
と
ど臣

お
ぼ
し
嘆
き
、

御お
ほ
ん叔を

父ぢ

の
中
納
言
も
人
知
れ
ず
た
だ
胸
つ
ぶ
れ

て
の
み
お
ぼ
さ
る
べ
し
。

　説
経
を
常
に
花は
な

山や
ま

の
厳
久
阿あ

闍ざ

梨り

を
召
し
つ

つ
せ
さ
せ
給た
ま

ふ
。
御
心
の
内
の
道
心
限
り
な
く

1

2

3

4

5

お
は
し
ま
す
。「
妻
子
珍
宝
及
王
位
。」
と
い
ふ
こ
と
を
、
御

お
ほ
ん

口く
ち

の
端
に
か
け
さ
せ
給
へ
る
も
、
惟こ

れ

成し
げ

の
弁
、
い
み
じ
う
ら
う
た
き
も
の
に
つ
か
は
せ
給
ふ
も
、
中
納
言
も
ろ
と
も
に
、「
こ
の
御

お
ほ
ん

道だ
う

心し
ん

こ
そ
う
し
ろ
め
た
け
れ
。
出
家
入
道
も
み
な
例
の
こ
と
な
れ
ど
、
こ
れ
は
い
か
に
ぞ
や
あ
る
、

御
心
ざ
ま
の
折
々
出い

で
来
る
は
、
こ
と
ご
と
な
ら
じ
、
た
だ
冷れ

い

泉ぜ
い

院ゐ
ん

の
御

お
ほ
ん

物も
の

の
怪け

の
せ
さ
せ
給
ふ

な
る
べ
し
。」
な
ど
嘆
き
申
し
わ
た
る
ほ
ど
に
、
な
ほ
あ
や
し
う
例
な
ら
ず
も
の
の
す
ず
ろ
は
し

げ
に
の
み
お
は
し
ま
せ
ば
、
中
納
言
な
ど
も
御
お
ほ
ん

宿と
の
ゐ直

が
ち
に
つ
か
う
ま
つ
り
給
ふ
ほ
ど
に
、
寛く

わ
ん和な

二
年
六
月
二
十
二
日
の
夜よ

、
に
は
か
に
失う

せ
さ
せ
給
ひ
ぬ
と
の
の
し
る
。

　内う

裏ち

の
そ
こ
ら
の
殿
上
人
、
上か

ん

達だ
ち

部め

、
あ
や
し
の
衛ゑ

士じ

、
仕し

丁ち
や
うに

至
る
ま
で
、
残
る
所
な
く
火

を
と
も
し
て
、
至
ら
ぬ
く
ま
な
く
求
め
奉
る
に
、
ゆ
め
に
お
は
し
ま
さ
ず
。
太
政
大
臣
よ
り
は
じ

6

7

8

9

4
説
経

　経
文
を
説
く
こ
と
。
説
法
。

5
花
山
の
厳
久
阿
闍
梨

　花
山
寺
（
一
〇
三

ペ
ー
ジ
注
3
参
照
）
の
高
僧
。

6
妻
子
珍
宝
及
王
位

　『大だ
い

方ほ
う

等ど
う

大だ
い

集じ
っ

経き
ょ
う』

に

あ
る
句
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
命
尽
き
る
際
に

ど
れ
も
従
っ
て
こ
な
い
と
い
う
意
味
。

7
惟
成
の
弁

　藤
原
惟
成
。
九
五
三
年
～
九
八

九
年
。「
弁
」
は
太だ
い
じ
ょ
う
か
ん

政
官
の
役
人
。

8
冷
泉
院

　九
五
〇
年
～
一
〇
一
一
年
。
花

山
天
皇
の
父
。

9
衛
士
、
仕
丁

　「衛
士
」
は
諸
国
か
ら
選
抜

さ
れ
、
宮
中
警
護
に
当
た
っ
た
兵
士
。「
仕

丁
」
は
雑
用
に
従
事
し
た
者
。

51015

栄花物語
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読
み
比
べ

　
　
　東
海
道
往
来

　都み
や
こ路ぢ

は
五い

十そ

次じ

余
り
に
三
ツ
の
宿
、
時
え
て
咲
く
や
江
戸
の
花
、
波
し
づ
か

な
る
品
川
や
、
頓や

が

て
越
え
来
る
川
崎
の
、
軒
端
な
ら
ぶ
る
神
奈
川
は
、
は
や
程ほ

ど

谷が
や

の
ほ
ど
も
な
く
、
昏く

れ

て
戸
塚
に
宿
る
ら
ん
、
紫
匂
ふ
藤
沢
の
、
野
も
せ
に
続

く
平
塚
も
、
元
の
哀
れ
は
大お

ほ

磯い
そ

歟か

、
蛙

か
は
づ

鳴
く
な
る
小
田
原
は
、
箱
根
を
越こ

え
て

伊い

豆づ

の
海
、
三み

島し
ま

の
里
の
神
垣
や
、
宿
は
沼
津
の
菰

ま
こ
も

草ぐ
さ

、
さ
ら
で
も
原
の
露
払は

ら

ふ
、
冨ふ

士じ

の
根
ち
か
き
吉
原
と
、
と
も
に
語
ら
ん
蒲か

ん

原ば
ら

や
、
休
ら
ふ
由ゆ

井ゐ

の
宿

な
る
を
、
お
も
ひ
奥を

き

津つ

に
焼
く
し
ほ
の
、
後
は
江
尻
の
朝
ぼ
ら
け
、
今
日
は
駿す

る

河が

の
国こ

く

府ぶ

を
ゆ
き
、
暮く

れ

に
数
あ
る
鞠ま

り

子こ

と
は
、
わ
た
る
岡お

か

部べ

の
蔦つ

た

の
み
ち
、
千

と
せ
の
松
の
藤
枝
と
、
よ
し
や
島
田
の
大
井
川
、
渡
る
お
も
ひ
は
金か

な

谷や

と
て
、

照
ら
す
ひ
か
り
は
日
坂
に
、
賑に

ぎ

は
ふ
里
の
掛か

け

川が
は

と
、
か
け
て
袋
井
ふ
く
風
の
、

の
ぼ
る
見み

付つ
け

の
八や

幡は
た

と
は
、
浜
松
が
へ
の
年
久
し
。

参
考

　
　東
海
道
往
来

　往
来
物
。
作
者
不
明
。
江
戸
時
代
刊
。
一
冊
。
江
戸
か
ら

京
都
ま
で
の
東
海
道
の
宿
駅
の
名
称
を
記
す
。
別
名
「
都
路
往
来
」。

10 5

甲斐
か　い

伊豆
い　ず

相模
さ が み

武蔵
む さ し

駿河
す る が

遠江
とおとうみ

富士山
ふ　じ さん

▲

浜
松
見
付

み
つ
け

袋
井

掛
川
か
け
が
わ

日
坂

金
谷
島
田

藤
枝

岡
部
鞠
子

ま
り
こ

府
中
江
尻

奥
津（
興
津
）

お
き
つ

お
き
つ

由
井

か
ん
ば
ら

蒲
原
吉
原

原

沼
津
三
島

箱
根 小
田
原

大
磯

お
お
い
そ

平
塚
藤
沢

程
谷（
程
ヶ
谷
）

ほ
ど
が
や
ほ
ど
が

　や

神奈川
川崎

品川

戸塚

江戸

東海道の宿駅

227

随
筆
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精選 古典探究 古文編
組見本

●
教
材

学
習
進
度
と
入
試
を
意
識
し
て
教
材
を
配
置
し
た
。

●
単
元
の
言
語
活
動

主
体
的
に
学
び
、探
究
す
る
力
を
身
に
付
け
る
活
動

●
読
み
比
べ
前
編「
花
山
天
皇
の
退
位
」（『
大
鏡
』⇔『
栄
花
物
語
』）

後
編「
鬼
界
が
島
の
場
」（『
俊
寛
』⇔『
平
家
女
護
島
』）

●
古
文
の
窓　
古
典
の
変
遷
を
学
べ
る
書
き
下
ろ
し
コ
ラ
ム

●
古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文
探
究
学
習
に
役
立
つ
近
代
以
降
の
評
論
文

前
編「『
徒
然
草
』を
よ
み
な
お
す
」小
川
剛
生

後
編「
言
葉
か
、心
か
」俵
万
智

●参考　古典の面白さを実感する関連教材
前編「春はあけぼの」・後編「さまざまな『源氏物語』
の現代語訳」・「東海道往来」

言語活動
「単元の言語活動」の
ステップとなる問題。

重要古語
巻末にまとめの解説・
索引を掲載。

脚問
読解の注意点に設問
を設けた。

脚注
読解のポイントとな
る語句を解説。

言葉と表現
学習指導要領の知識及び技能
に対応した問題。

学習のポイント
学習指導要領の思考力・判断
力・表現力等に対応した問題。

最新の研究を反映
（2019年）

発表、議論　➡【前１】【前２】【後４】
読み比べ　➡【前３】【前７】【後５】【後９】
文語文創作　➡【前８】【後２】
朗読　➡【前４】
プレゼン、議論、レポートなど
　　➡【前６】【前９】【後１】【後３】【後７】【後１０】
言葉の変遷、古語と現代語の比較
　　➡【前５】【後８】
名句・名言を読み随筆を書く　➡【後６】

精
選 

古
典
探
究 

古
文
編



精
選 

言
語
文
化

精
選 

古
典
探
究 

古
文
編

『
精
選
　
言
語
文
化
』　（
古
文
編
）

『
精
選
　
古
典
探
究
　
古
文
編
』　（
前
編
）

『
精
選
　
古
典
探
究
　
古
文
編
』　（
後
編
）

入門・説話

1 古文入門

はじ
めに

な
ぜ
古
典
を
学
ぶ
の
か

1 説話 2

宇
治
拾
遺
物
語	

児
の
そ
ら
寝

	

絵
仏
師
良
秀

十
訓
抄	

大
江
山

1 説話 1

古
今
著
聞
集　

	

安
養
の
尼
の
小
袖

沙
石
集　

	

兼
盛
と
忠
見

宇
治
拾
遺
物
語	

伴
大
納
言
の
こ
と

宇
治
拾
遺
物
語　

	

晴
明
の
術
比
べ

常
山
紀
談	

太
田
持
資
歌
道
に
志
す
こ
と

随筆

2 随筆

徒
然
草	

亀
山
殿
の
御
池
に

	

大
事
を
思
ひ
立
た
ん
人
は

	
奥
山
に
猫
ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て

	
花
は
盛
り
に

	

【
参
考
】つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

古
文
の
窓
１	

無
常
の
世
を
生
き
る

2 随筆 1

徒
然
草　

	

世
に
語
り
伝
ふ
る
こ
と

	

能
を
つ
か
ん
と
す
る
人

	

世
に
従
は
ん
人
は

	

こ
れ
も
仁
和
寺
の
法
師

	

九
月
二
十
日
の
こ
ろ

	

あ
だ
し
野
の
露
消
ゆ
る
と
き
な
く

2 随筆 3

枕
草
子　

	

虫
は

	

五
月
ば
か
り
な
ど
に
山
里
に
あ
り
く

	

野
分
の
ま
た
の
日
こ
そ

	

雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を

	

二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に

	

頭
の
弁
の
、職
に
参
り
給
ひ
て

方
丈
記	

ゆ
く
河
の
流
れ

	

養
和
の
飢
饉

	

日
野
山
の
閑
居

古
典
に
つ
い
て
の	

徒
然
草
を
よ
み
な
お
す（
小
川
剛
生
）

評
論
文
1　

	

古
文
の
窓
１　

	

無
常
観
と『
徒
然
草
』

6 随筆 4

折
た
く
柴
の
記	

六
歳
の
夏
の
こ
ろ

蘭
学
事
始	

フ
ル
ヘ
ツ
ヘ
ン
ド

古
文
の
窓
７　

	

往
来
物
と
は
何
か

	

【
参
考
】東
海
道
往
来

5 随筆 2

枕
草
子　

	

う
つ
く
し
き
も
の

	

す
さ
ま
じ
き
も
の

	

九
月
ば
か
り

	

中
納
言
参
り
給
ひ
て

	
【
参
考
】春
は
あ
け
ぼ
の

古
文
の
窓
２　

	
後
宮
の
女
房
た
ち
の
活
躍

物語と日記

3 物語１

竹
取
物
語	

か
ぐ
や
姫
の
生
ひ
立
ち

	

か
ぐ
や
姫
の
嘆
き

古
文
の
窓
２　

	

古
典
文
学
と
月

3 物語 1

伊
勢
物
語	

初
冠

	

狩
り
の
使
ひ

	

小
野
の
雪

	

つ
ひ
に
ゆ
く
道

大
和
物
語	

姨
捨
山
の
月

3 日記

蜻
蛉
日
記　

	

町
の
小
路
の
女

	

鷹
を
放
つ

和
泉
式
部
日
記　

	

夢
よ
り
も
は
か
な
き
世
の
中
を

紫
式
部
日
記	

秋
の
け
は
ひ

	

和
泉
式
部
・
清
少
納
言

4 物語 2

伊
勢
物
語	

芥
川

	

東
下
り

	

筒
井
筒

	

梓
弓

◆
読
み
比
べ
◆	

沖
つ
白
浪（
大
和
物
語
）

古
文
の
窓
３　

	

平
安
文
学
の
恋

   6 物語と　日記 2

源
氏
物
語	

光
源
氏
誕
生

	

小
柴
垣
の
も
と

更
級
日
記	

門
出

	

源
氏
物
語
を
読
む

古
文
の
窓
３　

	

『
源
氏
物
語
』の
伝
来

5 物語 3

源
氏
物
語	

物
の
怪
の
出
現

	

心
づ
く
し
の
秋
風

	

三
日
が
ほ
ど

	

紫
の
上
の
死

	

浮
舟

堤
中
納
言
物
語	

虫
め
づ
る
姫
君

	
【
参
考
】さ
ま
ざ
ま
な『
源
氏
物
語
』の

	
現
代
語
訳
―
「
物
の
怪
の
出
現
」よ
り
―

5 日記

土
佐
日
記	

門
出

	

阿
倍
仲
麻
呂

	

帰
京

古
典
に
関
す
る
文
章	

男
の
文
章
と
女
の
文
章（
橋
本
治
）

古
文
の
窓
４　

	

真
名
と
仮
名

7 物語 2

大
鏡	

雲
林
院
の
菩
提
講

	

南
院
の
競
射

	

花
山
天
皇
の
退
位

◆
読
み
比
べ
◆	

花
山
天
皇
の
退
位（
栄
花
物
語
）

古
文
の
窓
４	

歴
史
物
語

6 物語 3

平
家
物
語	

木
曽
の
最
期

	

【
参
考
】祇
園
精
舎

古
文
の
窓
５　

	

和
文
と
和
漢
混
交
文

7 物語 4

大
鏡	

道
真
の
左
遷

	

三
船
の
才

	

肝
試
し

	

鶯
宿
梅

増
鏡	

新
島
守

古
文
の
窓
８	

『
和
漢
朗
詠
集
』の
世
界

4 物語と日記 1

平
家
物
語	

忠
度
の
都
落
ち

	

壇
の
浦

建
礼
門
院
右
京	

こ
の
世
の
外
に

大
夫
集	

今
や
夢
昔
や
夢

8上代
の文学

古
事
記	

倭
建
命
の
望
郷
の
歌

近世の作品と芸能

7 近世の文学

お
く
の
ほ
そ
道	

旅
立
ち

	

平
泉

	

種
の
浜

古
文
の
窓
６　

	

写
本
の
本
文
―
「
青
々
た
り
」と「
草
青

	

み
た
り
」

玉
勝
間　

	

田
舎
に
雅
言
の
残
れ
る
こ
と

9 近世の文学

世
間
胸
算
用	

蛸
売
り
の
八
助

雨
月
物
語	

浅
茅
が
宿

鹿
の
子
餅	

蜜
柑

古
文
の
窓
６	

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
誕
生

10 評論 2

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛	

も
の
の
あ
は
れ
の
論

風
姿
花
伝	

秘
す
れ
ば
花

難
波
み
や
げ	

虚
実
皮
膜
の
間

9 芸能

俊
寬	

◆
読
み
比
べ
◆	

「
鬼
界
が
島
の
場
」（
平
家
女
護
島
）

文
学
と
芸
能

詩歌と詩歌論

１和歌・短歌

和
歌　

	

万
葉
集
／
古
今
和
歌
集
／
後
拾
遺
和
歌

	

集
／
新
古
今
和
歌
集

	

和
歌
の
修
辞

詩
歌
の
窓	

見
立
て

短
歌	

俵
万
智
ほ
か

8 詩歌

和
歌	

狂
歌	

歌
論	

古
今
和
歌
集	

仮
名
序

歌
謡	

俳
諧	

川
柳	

俳
論	

去
来
抄

古
文
の
窓
５　

	

詩
歌
の
歴
史

4 評論 1

俊
頼
髄
脳	

沓
冠
折
句
の
歌

無
名
抄　

	

お
も
て
歌
の
こ
と

去
来
抄　

	

こ
の
木
戸
や

三
冊
子　

	

不
易
流
行

古
典
に
つ
い
て
の	

言
葉
か
、心
か（
俵
万
智
）

評
論
文
2

２俳諧・俳句

俳
諧	

松
尾
芭
蕉
・
与
謝
蕪
村
・
小
林
一
茶

	

俳
句
の
修
辞

俳
句
の
英
訳	

俳
句
の
英
訳（
長
谷
川
櫂
）

『
精
選
　
言
語
文
化
』（
詩
歌
編
）
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文
漁
父
辞（
屈
原
）   

 

54

桃
花
源
記（
陶
潜
）   

 

57

愛
蓮
説（
周
敦
頤
）   

 

61

　
　

 

中
国
の
散
文   

 

63

   
 

　

 

自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る 

 

64

5 

史
話
・
史
伝 

　

史
記（
司
馬
遷
）

鴻
門
之
会   

 

66

四
面
楚
歌   
 

74

　古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文

　
　
　
1

 

『
史
記
』の
笑
い（
田
中
謙
二
）   

 

79

　
　

 

『
史
記
』   

 

83

   
 

　『史
記
』の
登
場
人
物
の
心
情
と
場
面
を 

 
 

　想
像
し
て
群
読
す
る   

 

84

6 

思
想 

　

 

─
儒
家
と
道
家

論
語

　正
名   

 

86

　
　長
沮
・
桀
溺   

 

88

3

漢
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
4

2

4

漢
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
5

1

老
子

　大
道
廃
、
有
　仁
義
　／
小
国
寡
民   

 
90

荘
子

　曳
　尾
於
塗
中
　

   
 

92

参
考 

弟
子（
中
島
敦
）   

 

94

   
 

　「長
沮
・
桀
溺
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朗
読
劇
を
創
作
し
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　演
じ
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96
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説

周
式（
干
宝
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98

枕
中
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沈
既
済
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100

人
面
桃
花（
孟

）   
 

106

　
　

 

中
国
の
小
説   

 

110

   
 

　小
説
の
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ラ
イ
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に
挑
戦
す
る   

 

111

漢
文
の
名
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・
名
言   

 

112

   
 

　「漢
文
の
名
句
・
名
言
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つ
い
て
随
筆
を
書
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114
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一

二

一

単
元
の
言
語
活
動
6

5

漢
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
7

言
語
活
動

5

2 

史
話
・
史
伝 

　

十
八
史
略（
曽
先
之
）

三
年
不
　飛
不
　鳴   

 

24

燕
雀
安
知
　鴻
鵠
之
志
　哉   

 

26

背
水
之
陣   

 

28

水
魚
之
交   

 

30

赤
壁
之
戦   

 

33

　
　

 

『
十
八
史
略
』と
日
本   

 

37

   
 

　浮
か
ん
だ
疑
問
を
共
有
し
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え
を
自
由
に
出
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合
い
、
発
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す
る   
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レ
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漢
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窓
単
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の
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推
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事
』）   

 

11

不
死
之
薬（『
韓
非
子
』）   

 

12

塞
翁
馬（『
淮
南
子
』）   

 

13

画
竜
点
睛（『
歴
代
名
画
記
』）   
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五
十
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18
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国
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20

   
 

　故
事
・
寓
話
の
お
も
し
ろ
さ
や
魅
力
を 

 
 

　伝
え
る
ス
ピ
ー
チ
を
す
る   

 

22

レ

単
元
の
言
語
活
動
1

目
次

は
じ
め
に

漢
文
の
豊
か
さ
に
触
れ
る  �

 

2

3 
詩 

　

 

─
近
体
詩

竹
里
館（
王
維
）／
登
　楽
遊
原
　（
李
商
隠
）   

 

40

望
　廬
山
瀑
布
　（
李
白
）／
磧
中
作（
岑
参
）   

 

41

黄
鶴
楼（
崔
顥
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旅
夜
書
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杜
甫
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42

香
炉
峰
下
、新
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43

春
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里
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44
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45
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50
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の
流
れ   
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特長1
学習の流れに適した
教材配列・単元構成

特長2
探究的な視点を取り入れた

言語活動

特長3
古典の変遷がわかるコラムや
参考・古典についての評論文で

深い学びに導く

帰か
へ

り
な
ん
い
ざ
。
田で

ん

園ゑ
ん

将ま
さ

に
蕪あ

れ
ん
と
す
。
胡な

ん

ぞ
帰か

へ

ら
ざ
る
。

帰
─

去
─

来
兮
。
田
園
将
　

蕪
。
胡
不
　
帰
。�

�

（「
帰
去
来ノ
辞
」
陶と
う
潜せ
ん
）

さ
あ
帰
ろ
う
。
故
郷
の
田
畑

は
今
ま
さ
に
荒
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
ど
う
し
て
帰
ら
ず

に
お
ら
れ
よ
う
か
。

レ

レ

悪あ
く

の
顕あ

ら
は

る
る
者も

の

は
禍

わ
ざ
は
ひ

浅あ
さ

く
し
て
隠か

く

る
る
者も

の

は
禍

わ
ざ
は
ひ

深ふ
か

し
。
善ぜ

ん

の
顕あ

ら
は

る
る
者も

の

は
功こ

う

小せ
う

に
し
て
隠か

く

る
る
者も

の

は
功こ

う

大だ
い

な
り
。

�

（『
菜さ
い

根こ
ん
譚た
ん
』
前
集
一
三
八
）

悪
之
顕
者
禍
浅
而
隠
者
禍
深
。
善
之
顕
者
功
小
而
隠
者
功
大
。

表
面
に
現
れ
た
悪
事
は
禍
い
の
根
は
そ
れ
程
で
も
な
い
が
、
隠
れ
た
悪
事

は
禍
い
の
根
が
深
い
。
表
面
に
現
れ
た
善
行
は
善
い
効
果
は
そ
れ
程
で
も

な
い
が
、
隠
れ
た
善
行
は
効
果
が
大
き
い
。

合が
ふ

抱は
う

の
木き

も
毫が

う

末ま
つ

よ
り
生し

や
う

じ
、
九き

う

層そ
う

の
台う

て
な

も
累る

ゐ

土ど

よ
り
起お

こ

り
、
千せ

ん

里り

の
行か

う

も
足そ

く

下か

よ
り
始は

じ

ま
る
。�

（『
老
子
』
第
六
十
四
章
）

合
抱
之
木
生
　
於
毫
末
、
九
層
之
台
起
　
於
累
土
、
千
里
之
行
始
　
於

足
下
。

一
抱
え
も
あ
る
大
木
も
毛
の
先
ほ
ど
の
萌
芽
か
ら
成
長
し
、
九
階
建
て
の

高
殿
も
最
初
は
わ
ず
か
な
土
を
固
め
る
基
礎
工
事
か
ら
起
こ
り
、
千
里

の
長
旅
も
足
元
の
一
歩
か
ら
始
ま
る
。

二

一

二

一

二

一

蝸く
わ

牛ぎ
う

角か
く

上じ
や
う

何な
に

事ご
と

か
争あ

ら
そ

は
ん
、
石せ

き

火く
わ

光く
わ
う

中ち
ゆ
う

此こ

の
身み

を
寄よ

す
。

蝸
牛
角
上
争
　
何
事
　
　
石
火
光
中
寄
　
此
身
　�

（「
対ス
レ
酒ニ
」
白
居
易
）

か
た
つ
む
り
の
角
の
上
で
一
体
何
を
争
う
の
か
、
火ひ

打う
ち
石い
し
の
火
花
の
よ
う

な
は
か
な
い
一
生
に
身
を
置
い
て
い
る
の
に
。

二

一

二

一

倉さ
う

廩り
ん

実み

つ
れ
ば
則す

な
は

ち
礼れ

い

節せ
つ

を
知し

り
、
衣い

食し
よ
く

足た

れ
ば
則す

な
はち
栄え

い

辱じ
よ
く

を
知し

る
。�

（『
管
子
』
牧
民
）

倉
廩
実
則
知
　
礼
節
、
衣
食
足
則
知
　
栄
辱
。

穀
物
の
倉
庫
に
食
料
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
人
々
は
礼
儀
の
節
度

を
知
る
よ
う
に
な
り
、
衣
服
や
食
物
が
十
分
に
満
た
さ
れ
れ
ば
名
誉
や
恥

辱
を
知
る
よ
う
に
な
る
。

二

一

二

一

漢
文
の
名
句
・
名
言

帰去来図

112

●�漢文の名句・名言
名句名言には普遍的価値がある。
高校生がどの言葉を選び、そこにど
のような価値を見付け出すか。楽し
みだ。（前田康晴／城西国際大学講師）

編集委員の
おすすめ

精
選 

古
典
探
究 

漢
文
編

前編は、「言語文化」からの流れを意識しながら、
定番で読みやすく、短めの教材を配置
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文
・
随
筆

師
説（
韓
愈
）   

 

164

捕
　蛇
者
説（
柳
宗
元
）   

 

168

正
午
牡
丹（
沈
括
）   

 

172

西
湖（
袁
宏
道
）   

 

174

   
 

　中
国
の
名
文
に
文
章
の
書
き
方
を
学
ぶ   

 

176

5 

日
本
人
と
漢
詩
文

日
本
の
漢
詩
文   

 

178

読
　家
書
　（
菅
原
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九
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十
三
夜（
上
杉
謙
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）   

 

179

夜
下
　墨
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　（
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部
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郭
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送
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目
漱
石
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予
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岡
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180
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漱
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181

無
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漱
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182
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史
』）   

 

183

筋
篇（『
解
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』）   

 

186

   
 

　な
ぜ
漢
詩
文
で
表
現
し
た
の
か   

 

188

レ単
元
の
言
語
活
動
4

二

一

二

一

三

二

一

二

一

単
元
の
言
語
活
動
5

6 

「
長
恨
歌
」と
日
本
文
学

「
長
恨
歌
」と
日
本
文
学   

 

190

長
恨
歌（
白
居
易
）   

 
191

源
氏
物
語─

桐
壺（
紫
式
部
）   

 
199

枕
草
子─

木
の
花
は（
清
少
納
言
）   

 

200

謡
曲
楊
貴
妃（
金
春
禅
竹
）   

 

202

　
　

 

『
白
氏
文
集
』と
日
本
文
学   

 

204

   
 

　

 

日
本
文
学
に
お
け
る「
長
恨
歌
」受
容
の 

諸
相
を
探
る   

 

206

8

漢
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
6

　古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文

　
　
　
2

 

本
の
中
の
世
界 

　『
荘
子
』（
湯
川
秀
樹
）   

 

207

付
録

漢
文
の
基
本
句
形   

 

212

漢
文
の
重
要
単
語   

 

218

読
書
の
す
す
め   

 

222

7

墨
子

　兼
愛   
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162

レ
レ

6

漢
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
2

3

7

漢
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
3

後
編

1 

詩 

　

 

─
古
体
詩

桃
夭（『
詩
経
』）   

 

116

秋
風
辞（
漢
武
帝
）   

 

117

行
行
重
行
行（『
文
選
』）   

 

118

飲
酒（
陶
潜
）   

 

119

代
　悲
　白
頭
　翁
　（
劉
希
夷
）   

 

120

月
下
独
酌（
李
白
）   

 

122

兵
車
行（
杜
甫
）   

 
123

   
 

　詩
の
背
景
に
あ
る
物
語
を
想
像
す
る  

 
126

2 

思
想 

　

 

─
諸
子
百
家

孟
子

　性
善   

 

128

荀
子

　性
悪   

 

130

老
子

　上
善
若

　水
／
無
用
之
用   

 

132

荘
子

　夢
為

　蝴
蝶
　

   
 

134

　
　
　桓
公
読

　書
於
堂
上

　

   
 

135

2

下

二

一

上

単
元
の
言
語
活
動
1

2レ
二

一

二

一

6

定

定

定

定

定 定

定
定

定

定

定定 定

定

定

定

定

定

この教科書は環境に配慮した紙及びインキを使用しています。

束＝ 10mm

古
典
探
究

明
治
書
院

精
選古

典
探
究

漢
文
編

精
選

明
治
書
院

漢
文
編

文部科学省検定済教科書
高等学校国語科用
117明治 古探 714 ISBN978-4-625-00429-2

C4381   ¥00000E

9784625004292

1924381000000

2022.3.9 \\ws-svr02\Macshar\ したく \ 明治書院 \ 検定教科書 _ 精選古典探究 漢文編 \ 表紙 \ 検定教科書 _ 精選古典探究 漢文編（文字あり）_hyoshi_ レベル 1.indd

検定教科書_精選古典探究 漢文編（文字あり）_hyoshi_レベル1.indd   すべてのページ 2022/03/09   15:39:06

4849 明治書院　先生専用フリーダイヤル　0120-595-170

精選 古典探究 漢文編
目次（後編）

筋篇（解体新書）
オランダ語の『解体新書』は
なぜ漢文で訳されたのか。ど
んな漢文なのか。科学を伝え
た漢文の役割を考えてみよう。

（齋藤希史／東京大学教授）

編集委員の
おすすめ

定
＝
定
番
教
材

�

長
編
の
漢
詩
で
あ
る
「
長
恨
歌
」
を
読
み
味
わ
う
。

�「
長
恨
歌
」
が
日
本
文
学
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

�「
長
恨
歌
」
と
日
本
の
古
文
を
読
み
比
べ
、
思
想
や
感
情
な
ど
の
共
通
点
や
相

違
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
発
表
す
る
。

「
長
恨
歌
」と
日
本
文
学

長
恨
歌（
白
居
易
）

源
氏
物
語─

桐
壺（
紫
式
部
）

枕
草
子─

木
の
花
は（
清
少
納
言
）

謡
曲
楊
貴
妃（
金
春
禅
竹
）

　
　

 

『
白
氏
文
集
』
と
日
本
文
学

　日
本
文
学
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」
受
容
の
諸
相
を
探
る

8

漢
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
6

「
長
恨
歌
」と
日
本
文
学

6

紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

日
にっ

記
き

絵
え

詞
ことば

　中宮彰
しょう

子
し

に『白氏文集』を進講する紫式部が描かれている。
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「
長
恨
歌
」
と
日
本
文
学

　白は
く

居き
ょ

易い

、
字あ
ざ
なは

楽ら
く

天て
ん

の
文
学
は
、
作
者
在
世
中
よ
り
す
で
に
人
々
の
好
ん
で
口
に
す

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
詩
文
集
で
あ
る
『
白
氏
文
集
』
は
日
本
に
も
い
ち
早
く
も
た

ら
さ
れ
て
、
平
安
朝
の
人
々
の
圧
倒
的
支
持
を
得
た
。
中
で
も
、
玄げ
ん

宗そ
う

皇
帝
と
楊よ
う

貴き

妃ひ

の
悲
劇
に
終
わ
っ
た
恋
愛
を
題
材
に
詠
じ
た
「
長
恨
歌
」
は
、
恋
愛
と
い
う
日
本
文
学

に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
テ
ー
マ
と
、
そ
れ
を
平
易
流
麗
な
表
現
に
託
し
て
語
る
巧
み

な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
と
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
人
々
に
も
広
く
愛
読
さ
れ
、『
源げ
ん

氏じ

物
語
』

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
古
典
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
。

　こ
の
単
元
で
は
、「
長
恨
歌
」
と
『
源
氏
物
語
』、『
枕
ま
く
ら
の

草そ
う

子し

』、
謡
曲
「
楊
貴
妃
」

と
を
比
較
し
な
が
ら
読
む
こ
と
で
、「
長
恨
歌
」
の
文
学
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
日
本
と
中
国
の
作
品
間
に
共
通
す
る
心
情
、
さ
ら
に
は
日
本
文
学
に
見
ら

れ
る
独
自
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
よ
う
。

『白氏文集』（金沢文庫本）

白楽天図
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源げ
ん

氏じ

物
語

─
桐き

り

壺つ
ぼ�

紫
む
ら
さ
き

　式し
き

部ぶ

　か
の
贈
り
物
御
覧
ぜ
さ
す
。
亡
き
人
の
住
み
か
尋

ね
出い

で
た
り
け
む
し
る
し
の
釵

か
ん
ざ
しな

ら
ま
し
か
ば
、
と

思
ほ
す
も
い
と
か
ひ
な
し
。

　帝��

尋
ね
ゆ
く
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
つ
て
に
て
も
魂た

ま

の

あ
り
か
を
そ
こ
と
知
る
べ
く

　絵
に
描か

け
る
楊や

う

貴き

妃ひ

の
か
た
ち
は
、
い
み
じ
き
絵

師
と
い
へ
ど
も
、
筆
限
り
あ
り
け
れ
ば
い
と
に
ほ
ひ

少
な
し
。
太た

い

液え
き

の
芙ふ

蓉よ
う

、
未び

央あ
う

の
柳
も
、
げ
に
か
よ

ひ
た
り
し
か
た
ち
を
、
唐か

ら

め
い
た
る
よ
そ
ひ
は
う
る

は
し
う
こ
そ
あ
り
け
め
、
な
つ
か
し
う
ら
う
た
げ
な

り
し
を
お
ぼ
し
出
づ
る
に
、
花は

な

鳥と
り

の
色
に
も
音ね

に
も

よ
そ
ふ
べ
き
方か

た

ぞ
な
き
。
朝
夕
の
言こ

と

ぐ
さ
に
、
翼は

ね

を

な
ら
べ
、
枝
を
か
は
さ
む
と
契ち

ぎ

ら
せ
給た

ま

ひ
し
に
、
か

な
は
ざ
り
け
る
命
の
ほ
ど
ぞ
尽
き
せ
ず
恨
め
し
き
。

1

2

3

〈
現
代
語
訳
〉

　（
命
み
ょ
う

婦ぶ

は
）
あ
の
（
母
君
か
ら
の
）
贈
り
物

を
（
帝
み
か
ど
に
）
お
目
に
か
け
る
。（
帝
は
、
こ
れ

が
「
長
恨
歌
」
に
い
う
）
亡
く
な
っ
た
人
の
居

場
所
を
探
し
当
て
た
と
い
う
証
拠
の
釵
で
あ
っ

た
な
ら
ば
、
と
お
思
い
に
な
る
に
つ
け
て
も
誠

に
か
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　

�

更
衣
の
魂
を
探
し
に
行
く
幻
術
士
が
い
て

ほ
し
い
も
の
よ
。
人
づ
て
に
で
も
（
更
衣

の
）
魂
の
あ
り
か
を
ど
こ
そ
こ
と
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
。

　絵
に
描
い
た
楊
貴
妃
の
容
姿
は
、
ど
れ
ほ
ど

優
れ
た
絵
師
で
も
、
筆
力
に
限
界
が
あ
っ
た
の

で
匂
い
立
つ
美
し
さ
は
ひ
ど
く
乏
し
い
。
太
液

池
の
蓮は
す

の
花
、
未
央
宮
の
柳
に
も
、
な
る
ほ
ど

似
通
っ
て
い
た
（
楊
貴
妃
の
）
容
姿
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
唐
風
の
装
い
は
さ
ぞ
端
麗
で
あ
っ
た

ろ
う
が
、（
一
方
更
衣
は
）
親
し
み
や
す
く
か

わ
い
ら
し
か
っ
た
こ
と
を
お
思
い
出
し
に
な
る

に
つ
け
、
ど
ん
な
花
の
色
や
鳥
の
声
に
も
例
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
帝
は
）朝
夕
の
お
話
に
、

比
翼
の
鳥
、
連
理
の
枝
の
よ
う
に
む
つ
ま
じ
く

い
よ
う
と
約
束
な
さ
っ
た
の
に
、（
そ
れ
が
）

か
な
わ
な
か
っ
た
（
更
衣
の
）
命
の
は
か
な
さ

が
こ
の
上
な
く
恨
め
し
い
。

51015

長恨歌絵巻（狩
かのう

野山
さん

雪
せつ

筆）
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「
長
恨
歌
」
と
日
本
文
学

　

��

長
恨
歌
・
源
氏
物
語

枕
ま
く
ら
の

草さ
う

子し

─
木
の
花
は�

清せ
い

少せ
う

納な

言ご
ん

　梨
の
花
、
よ
に
す
さ
ま
じ
き
も
の
に
し
て
、
近
う
も
て
な
さ
ず
、
は
か
な
き
文ふ

み

つ
け
な
ど

だ
に
せ
ず
。
愛あ

い

敬ぎ
や
うお

く
れ
た
る
人
の
顔
な
ど
を
見
て
は
、
た
と
ひ
に
言
ふ
も
、
げ
に
、
葉
の

色
よ
り
は
じ
め
て
、
あ
は
ひ
な
く
見
ゆ
る
を
、
唐も

ろ

土こ
し

に
は
限
り
な
き
も
の
に
て
、
文
に
も
作

る
、
な
ほ
さ
り
と
も
や
う
あ
ら
む
と
、
せ
め
て
見
れ
ば
、
花
び
ら
の
端
に
、
を
か
し
き
に
ほ

ひ
こ
そ
、
心
も
と
な
う
つ
き
た
め
れ
。
楊や

う

貴き

妃ひ

の
、
帝み

か
どの

御
お
ほ
ん

使つ
か

ひ
に
会
ひ
て
泣
き
け
る
顔
に

1

2

〈
現
代
語
訳
〉

　梨
の
花
は
、
実
に
お
も
し
ろ
み
の
な
い
も
の

で
あ
っ
て
、
身
近
に
も
て
は
や
す
こ
と
も
せ
ず
、

ち
ょ
っ
と
し
た
手
紙
を
結
び
付
け
る
こ
と
さ
え

も
し
な
い
。
魅
力
の
劣
っ
て
い
る
人
の
顔
な
ど

を
見
て
は
、（
梨
の
花
の
よ
う
だ
と
）
例
え
に

言
う
の
も
、
な
る
ほ
ど
（
そ
の
と
お
り
で
）、

葉
の
色
を
は
じ
め
と
し
て
、
色
の
取
り
合
わ
せ

の
妙
に
欠
け
る
と
思
わ
れ
る
が
、
中
国
で
は
こ

の
上
な
い
（
す
ば
ら
し
い
）
も
の
と
し
て
、（
こ

の
梨
の
花
を
）
漢
詩
の
題
材
に
も
す
る
の
は
、

1
一
九
九
ペ
ー
ジ
の
『
源
氏
物
語
』
の
文
章
は
、「
長
恨
歌
」
の
ど
の
部
分
に
基
づ
い
て
い
る
か
、
調
べ
て
み
よ
う
。

深
い
学
び
の
た
め
に　

　源
氏
物
語

　物
語
。
五
十
四
帖
。
作
者
は
紫
式
部
。
十
一
世
紀
初
め
頃
成
立
。
壮
大
な
構
想
、
典
雅
な
文
章
に
よ
っ
て
平
安
貴
族
社
会

を
描
き
、
後
世
の
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

　
　紫
式
部

　生
没
年
未
詳
。
漢
詩
文
に
優
れ
た
中
流
貴
族
藤

ふ
じ
わ

原ら
の

為た
め

時と
き

の
娘
。
一
条
天
皇
の
中
宮
彰し

ょ
う

子し

の
も
と
に
出
仕
し
た
。
日
記
に
『
紫

式
部
日
記
』、
家
集
に
『
紫
式
部
集
』
が
あ
る
。

（
注
）

1
か
の
贈
り
物

　桐
壺
帝
の
使
の
女
官
が
、
亡
き
桐
壺
更
衣
の
実
家
か
ら
預
か
っ
て
き
た
形
見
の
品
々
。

2
し
る
し
の
釵

　楊
貴
妃
の
証
拠
の
釵
。「
長
恨
歌
」
に
歌
わ
れ
る
。

3
ま
ぼ
ろ
し

　幻
術
士
。
こ
こ
で
は
「
長
恨
歌
」
の
「
道
士
」
を
い
う
。

15
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謡
曲
　楊や

う

貴き

妃ひ�

金こ
ん

春ぱ
る

禅ぜ
ん

竹ち
く

　我
が
ま
だ
知
ら
ぬ
東し

の

雲の
め

の
、
我
が
ま
だ
知
ら
ぬ
東
雲
の
、
道
を
い
づ
く
と
尋
ね
ん
。

　こ
れ
は
唐も

ろ

土こ
し

玄
宗
皇
帝
に
仕
へ
奉
る
方は

う

士じ

に
て
候さ

ふ
ら

ふ
。
さ
て
も
我
が
君

政
ま
つ
り
ご
と

正
し
く
ま

し
ま
す
中
に
、
色
を
重
ん
じ
艶え

ん

を
専
ら
と
し
給た

ま

ふ
に
よ
り
、
容
色
無ぶ

双さ
う

の
美
人
を
得
給
ふ
。

楊や
う

家か

の
娘
た
る
に
よ
つ
て
そ
の
名
を
楊
貴
妃
と
号か

う

す
。
し
か
れ
ど
も
さ
る
子
細
あ
つ
て
、
馬ば

嵬ぐ
わ
いが

原
に
て
失
ひ
申
し
て
候
ふ
。
あ
ま
り
に
帝

み
か
ど

歎な
げ

か
せ
給
ひ
、
急
ぎ
魂こ

ん

魄ぱ
く

の
あ
り
か
を
尋
ね

て
参
れ
と
の
宣せ

ん

旨じ

に
ま
か
せ
、
上か

み

碧へ
き

落ら
く

下し
も

黄く
わ
う

泉せ
ん

ま
で
尋
ね
申
せ
ど
も
、
さ
ら
に
魂
魄
の
あ

り
か
を
知
ら
ず
候
ふ
。
こ
こ
に
い
ま
だ
蓬
萊
宮
に
至
ら
ず
候
ふ
ほ
ど
に
、
こ
の
た
び
蓬
萊
宮

に
と
急
ぎ
候
ふ
。

　尋
ね
行
く
、
幻

ま
ぼ
ろ
しも
が
な
伝つ

て

に
て
も
、
幻
も
が
な
伝
に
て
も
、
魂た

ま

の
あ
り
か
は
そ
こ
と
し
も
、

波
路
を
分
け
て
行
く
舟
の
、
ほ
の
か
に
見
え
し
島
山
の
、
草
の
仮
寝
の
枕

ま
く
ら

結ゆ

ふ
、
常と

こ

世よ

の
国

に
着
き
に
け
り
、
常
世
の
国
に
着
き
に
け
り
。

＊

1

2

3

4

5

6

7

8

〈
現
代
語
訳
〉

　私
の
ま
だ
知
ら
な
い
東
方
の
雲
の
か
な
た
の
、

私
の
ま
だ
知
ら
な
い
東
方
の
雲
の
か
な
た
の
、

道
を
（
仙
界
は
）
ど
こ
か
と
尋
ね
行
こ
う
。

　私
は
唐
土
の
玄
宗
皇
帝
に
お
仕
え
申
し
上
げ

て
い
る
方
士
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て
我
が
君
は

政
治
を
正
し
く
な
さ
っ
て
お
い
で
で
す
が
、
女

性
の
容
色
を
重
ん
じ
艶え
ん

麗れ
い

を
第
一
と
お
考
え
に

な
さ
る
の
で
、
顔
か
た
ち
他
に
並
ぶ
も
の
な
い

美
人
を
得
（
て
お
妃
き
さ
き
と
）
な
さ
っ
た
。
楊よ
う

家け

の

娘
な
の
で
そ
の
名
を
楊
貴
妃
と
名
付
け
る
。
し

か
し
な
が
ら
あ
る
事
情
が
あ
っ
て
、
馬
嵬
が
原

で
（
楊
貴
妃
の
命
を
）
亡
き
も
の
に
い
た
し
ま

し
た
。
あ
ま
り
に
も
皇
帝
は
お
嘆
き
な
さ
り
、

急
い
で
楊
貴
妃
の
霊
魂
の
あ
り
か
を
尋
ね
て
参

る
よ
う
に
と
の
ご
命
令
に
従
い
、
上か
み

は
大
空
の

天
上
界
、
下し
も

は
地
下
の
黄よ

泉み

の
国
ま
で
お
尋
ね

申
す
け
れ
ど
も
、
い
っ
こ
う
に
霊
魂
の
あ
り
か

＊
謡
曲

　能
の
脚
本
。

510

　玄
宗
の
命
を
受
け
て
、
神
仙
の
術
を
使
う
方
士
が
、
楊
貴
妃
の
魂
の
行
方
を
尋
ね
て
蓬ほ

う

萊ら
い

宮き
ゅ
うへ

や
っ
て
く
る
。
以
下
は
、
全
て
方
士
の
せ
り
ふ
で
あ
る
。

202

1「
断ツ

　鐘
鼓
之
懸ヲ

。」（
二
四
・
6
）
と
い
う
行
為
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

1
こ
の
話
か
ら
生
ま
れ
た
「
鳴
か
ず
飛
ば
ず
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
か
、

ま
た
元
々
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
か
、
辞
書
な
ど
で
調
べ
て
み
よ
う
。

2「
諫か

ん

言げ
ん

」「
讒ざ

ん

言げ
ん

」
と
い
う
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
辞
書
な
ど
で
調
べ
て
み
よ
う
。

1
荘
王
が
三
年
間
無
為
に
過
ご
し
て
い
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
、
話
し
合
っ
て
み

よ
う
。

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

二

一

言
葉
と
表
現

言
語
活
動

深
い
学
び
の
た
め
に

荘王

史
話
・
史
伝
1

　

��

十
八
史
略

2551015

弟
子�

中な
か

島じ
ま

　敦
あ
つ
し�

　『弟
子
』
は
、
中
島
敦
の
短
編
小
説
。
主
人
公
・
子
路
が
孔
子
の
弟
子

に
な
っ
て
か
ら
、
衛
国
の
政
変
で
死
ぬ
ま
で
の
物
語
。
直
情
径
行
な
性
格

の
子
路
が
儒
学
を
学
び
成
長
す
る
姿
や
、
子
路
を
叱
り
つ
つ
も
彼
を
導
く

孔
子
の
姿
が
情
感
豊
か
に
描
か
れ
、
読
者
の
心
を
打
つ
。

　
　
　十
一

　許き
ょ

か
ら
葉し
ょ
うへ

と
出
る
途み
ち

す
が
ら
、
子
路
が
ひ
と
り
孔
子
の
一
行
に
遅
れ

て
畑
中
の
路
を
歩
い
て
行
く
と
、

あ
じ
か

を
荷に
の

う
た
一
人
の
老
人
に
会
っ
た
。

子
路
が
気
軽
に
会
釈
し
て
、
夫ふ
う

子し

を
見
ざ
り
し
や
、
と
問
う
。
老
人
は
立

ち
止
ま
っ
て
、「
夫
子
夫
子
と
言
っ
た
と
て
、
ど
れ
が
い
っ
た
い
汝な
ん
じ
の
い

う
夫
子
や
ら
俺
に
分
か
る
わ
け
が
な
い
で
は
な
い
か
。」と
突つ
っ

堅け
ん

貪ど
ん

に
答
え
、

子
路
の
人に
ん

態て
い

を
じ
ろ
り
と
眺
め
て
か
ら
、「
見
受
け
た
と
こ
ろ
、
四
体
を

労
せ
ず
実
事
に
従
わ
ず
空
理
空
論
に
日
を
暮
ら
し
て
い
る
人
ら
し
い
な
。」

と
蔑
む
よ
う
に
笑
う
。
そ
れ
か
ら
傍
ら
の
畑
に
入
り
こ
ち
ら
を
見
返
り
も

せ
ず
に
せ
っ
せ
と

0

0

0

0

草
を
取
り
始
め
た
。
隠
者
の
一
人
に
違
い
な
い
と
子
路

は
思
っ
て
一い
ち

揖ゆ
う

し
、
道
に
立
っ
て
次
の
言
葉
を
待
っ
た
。
老
人
は
黙
っ
て

一
仕
事
し
て
か
ら
道
に
出
て
き
、
子
路
を
伴
っ
て
己お
の

が
家
に
導
い
た
。
す

1

2

3

で
に
日
が
暮
れ
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
老
人
は
鶏
を
つ
ぶ
し
黍き
び

を
炊か
し

い
で
、
も
て
な
し
、
二
人
の
子
に
も
子
路
を
引
き
合
わ
せ
た
。
食
後
、
い

さ
さ
か
の
濁
り
酒
に
酔
い
の
ま
わ
っ
た
老
人
は
傍
ら
な
る
琴き
ん

を
執
っ
て
弾

じ
た
。
二
人
の
子
が
そ
れ
に
和
し
て
唱う
た

う
。

　
　湛た

ん

々た
ん

タ
ル
露
ア
リ

　
　陽
ニ
非あ
ら

ザ
レ
バ
晞ひ

ズ

　
　厭え

ん

々え
ん

ト
シ
テ
夜
飲
ス

　
　酔
ハ
ズ
ン
バ
帰
ル
コ
ト
ナ
シ

　明
ら
か
に
貧
し
い
生く
ら
し活

な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
こ
と
に
融ゆ
う

々ゆ
う

た
る

裕ゆ
た

か
さ
が
家
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
和
や
か
に
充み

ち
足
り
た
親
子
三
人
の

顔
つ
き
の
中
に
、
時
と
し
て
ど
こ
か
知
的
な
も
の
が
閃ひ
ら
めく
の
も
、
見
逃
し

が
た
い
。

　弾
じ
終
わ
っ
て
か
ら
老
人
が
子
路
に
向
か
っ
て
語
る
。
陸
を
行
く
に
は

車
、
水
を
行
く
に
は
舟
と
昔
か
ら
決
ま
っ
た
も
の
。
今
陸
を
行
く
に
舟
を

以も
っ

て
す
れ
ば
、
如い
か
ん何
？

　今
の
世
に
周
の
古
法
を
施
そ
う
と
す
る
の
は
、

ち
ょ
う
ど
陸
に
舟
を
行や

る
が
如ご
と

き
も
の
と
い
う
べ
し
。

さ

狙る

に
周
公
の
服

を
着
せ
れ
ば
、
驚
い
て
引
き
裂
き
棄す

て
る
に
決
ま
っ
て
い
る
。
云う

ん

々ぬ
ん

…
…
…
…
子
路
を
孔
門
の
徒
と
知
っ
て
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

老
人
は
ま
た
言
う
。「
楽
し
み
全
く
し
て
は
じ
め
て
志
を
得
た
と
い
え
る
。

4

5

6

7

8

参
考
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三
　年
　不ず

　飛バ

　不
　鳴カ

レ

レ

1
荘
王

　春
秋
時
代
の
楚そ

の
王
。
前
六
一
三
年

～
前
五
九
一
年
在
位
。

2
為
楽

　（酒
宴
や
音
楽
な
ど
の
）楽
し
み
に
ふ

け
る
。

3
伍
挙

　楚
の
重
臣
。

「
有
」
と
「
在
」
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
の

違
い
が
あ
る
か
。

4
蘇
従

　楚
の
重
臣
。

5
鐘
鼓
之
懸

　鐘
や
太
鼓
な
ど
の
楽
器
を
掛
け

る
ひ
も
。

6
聴
政

　政
務
を
執
る
。

7
孫
叔
敖

　楚
の
賢
者
。

8
相

　宰
相
。

9
覇

　（諸
侯
同
盟
の
）
盟
主
に
な
る
。

＊
敢

　将

　相

何ノ

　～ゾ

　也
（
疑
問
）

問

十
八
史
略�

曽そ
う

　
　先せ

ん

　之し

荘さ
う

　王わ
う

　即つ

　
キ
テ

　位ニ

　三
　年
　不
　出い

　
ダ
サ

　令ヲ

、
日
　夜
　為な

　
ス

　楽シ
ミ
ヲ。
令ス

　国
　中ニ

、

敢あ

　
ヘ
テ

　諫い
さ
ム
ル

　者ハ

　死セ
ン
ト

　伍ご

　挙き
よ

　曰い

　
ハ
ク

　有リ

　鳥
　在リ

　阜を
か
ニ

。
三

　年
　不
　飛バ

　不
　鳴カ

。

是こ

　
レ

　何ノ

　鳥ゾ

　也や

　
ト

　王
　曰ハ

ク

　三
　年
　不ざ

　
ル
モ

　飛バ

、
飛バ

バ

　将ま
さ
ニ

　衝つ
カ
ン
ト

　天ヲ

。
三

　年
　不ル

モ

　

鳴カ

、
鳴カ

バ

　将ニ

　驚
　人ヲ

　蘇そ

　従じ
ゆ
う
モ

　亦ま
た

　入リ
テ

　諫ム

。
王

　乃す
な
は
チ

　左ニ

　執リ

　従ノ

　手ヲ

、
右ニ

　

抽ぬ

　
キ
テ

　刀ヲ

、
以も

つ
テ

　断ツ

　鐘
　鼓
　之の

　懸ヲ

。
明め

い

　日じ
つ

　聴キ

　政ヲ

、
任ズ

　伍
　挙･

蘇
　従ヲ

。

国
　人
　大イ

ニ

　悦よ
ろ
こ
ブ。
又

　得テ

　孫そ
ん

　叔し
ゆ
く

　敖が
う
ヲ

　為シ

　相し
や
う
ト、
遂つ

ひ
ニ

　覇タ
リ

　諸
　侯ニ

。

�

（
春
秋
戦
国
・
楚そ

）

1

レ

レ

レ

2

レ

二

一

「
＊

。」 3

、「●

レ

●

レ

レ

レ

。」

、「

レ

　す
＊

レ

レ

レ

　
　トレ

　カ
サ

　
　ン
トレ

。」4

二

一

レ

二

5

一

6

レ

二

一

二

7

一

レ
8＊

9

二

一
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24

　『
史
記
』
に
登
場
す
る
人
物
た
ち
は
、
よ
く
怨う

ら

（
恨
）
み
、
怒
（
憤
）

り
、
泣
き
、
喜
（
歓
・
説
・
悦
）
び
、
か
つ
笑
う
。
司
馬
遷
は
さ
な
が

ら
、
人
間
は
理
知
よ
り
も
情
念
の
命
ず
る
ま
ま
に
う
ご
め
き
、
か
れ
ら

の
衝
動
的
言
動
が
し
ば
し
ば
歴
史
の
潮
流
を
お
し
な
が
す
、
と
主
張
す

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
情
念
に
関
す
る
上
記
の
動
詞
の
う
ち
、〈
笑
〉
は
〈
泣
〉

と
と
も
に
、
た
だ
ち
に
顔
面
の
表
情
を
想
起
さ
せ
る
、
い
わ
ば
具
象
性

を
も
つ
点
で
、
ま
ず
他
と
区
別
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
具
象
性
を

も
つ
動
詞
で
あ
り
な
が
ら
、
二
語
の
間
に
も
か
な
り
差
違
が
あ
る
ら
し

い
。
た
と
え
ば
、〈
笑
〉
は
単
に
、
嘲
侮
を
意
味
す
る
抽
象
動
詞
と
し

て
、
か
な
ら
ず
し
も
表
情
を
問
わ
ず
に
頻
用
さ
れ
る
が
、〈
泣
〉
は
抽

象
化
さ
れ
た
用
法
を
欠
く
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
と
関
係
す

る
か
も
し
れ
な
い
が
、〈
笑
い
〉
の
背
後
に
あ
る
感
情
は
、〈
泣
く
〉
場

合
に
比
し
て
は
る
か
に
多
様
複
雑
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
表
情
も
明

暗
の
間
を
去
来
す
る
。

　〈
笑
い
〉
は
ま
ず
歓
喜
の
表
徴
と
し
て
あ
る
。
う
れ
し
い
か
ら
笑
う
、

滑
稽
を
感
ず
る
か
ら
笑
う
、
明
朗
な
〈
笑
い
〉
が
そ
れ
の
基
本
的
な
あ

り
か
た
で
あ
る
こ
と
は
、
な
に
よ
り
も
こ
ど
も
の
そ
れ
で
理
解
さ
れ
よ

う
。
だ
が
、
滑
稽
感
は
と
か
く
嘲
侮
の
感
覚
を
誘
発
し
が
ち
で
あ
り
、

〈
笑
い
〉
の
明
る
さ
は
一
転
し
て
冷
暗
な
も
の
と
化
す
る
。
し
か
も
、

嘲
侮
は
か
な
ら
ず
し
も
他
人
に
の
み
向
け
ら
れ
る
の
で
な
く
、
み
ず
か

ら
を
も
そ
の
対
象
に
え
ら
ぶ
。
か
く
て
〈
笑
い
〉
に
は
哄こ
う

笑し
ょ
う・
爆
笑
か

ら
微
苦
笑
を
ふ
く
む
冷
笑
・
嘲
笑
あ
る
い
は
惨
笑
と
い
う
多
様
の
種
類

が
生
ま
れ
る
。
ほ
ん
ら
い
明
朗
で
あ
る
べ
き
も
の
が
冷
た
く
暗
い
も
の

と
化
す
る
こ
の
〈
笑
い
〉
に
、
司
馬
遷
は
特
別
の
関
心
を
寄
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
筆
者
が
こ
の
書
物
で
鮮
烈
な
〈
笑
い
〉
に
気
づ
い
た
最
初
の
例
は
、

巻
九
十
二
「
淮わ
い

陰い
ん

侯こ
う

列
伝
」
に
お
い
て
だ
っ
た
。
項
羽
打
倒
戦
の
功
績

に
よ
っ
て
斉
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
韓
信
は
、
つ
づ
い
て
楚そ

王お
う

に
昇
進
す
る

が
、
や
が
て
か
れ
の
武
力
示
威
の
行
動
が
高
祖
の
疑
惑
を
ま
ね
き
、
陳

平
が
進
言
し
た
欺ぎ

瞞ま
ん

策
に
か
か
っ
て
逮
捕
さ
れ
る
。
さ
い
わ
い
、
身
に

覚
え
の
な
い
こ
と
が
い
ち
お
う
は
認
め
ら
れ
、
反
逆
罪
に
問
わ
れ
る
こ

と
は
免
れ
た
け
れ
ど
も
、
か
れ
は
た
ち
ま
ち
淮
陰
侯
に
降
格
さ
れ
て
、

1

2

『
史
記
』
の
笑
い

田た

中な
か

謙け
ん

二じ

　古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文

　
　
　
1

5101579

史
話
・
史
伝
2
　  

古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文
１

2

漢
文
の

窓

漢
詩
の
流
れ

　中
国
に
お
け
る
詩
（
漢
詩
）
の
歴
史
は
三
千
年
近
く
に
も
及
び
、

時
代
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
き
た
。
中
国
最
古
の
詩
集

『
詩
経
』
は
、
紀
元
前
六
世
紀
末
か
ら
紀
元
前
五
世
紀
に
か
け
て
成

立
し
、
当
時
は
『
詩
』『
詩
三
百
』
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。『
詩
経
』
に

は
、
黄
河
流
域
を
中
心
に
生
ま
れ
た
素
朴
な
歌
謡
に
加
え
、
朝
廷
の

宴
や
儀
礼
の
歌
な
ど
が
収
め
ら
れ
、
古
代
人
の
哀
歓
や
習
俗
を
伝
え

て
い
る
。
紀
元
前
四
世
紀
頃
、
長
江
流
域
に
生
ま
れ
た
『
楚そ

辞じ

』
は
、

屈
原
や
宋そ

う

玉ぎ
ょ
くに
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
、
自
己
の
人
生
を
振
り
返

り
胸
中
の
思
い
を
述
べ
る
長
編
の
作
品
を
収
め
て
い
る
。

　漢
代
に
は
、「
楽が

府ふ

」
と
呼
ば
れ
る
民
謡
が
発
達
し
、
さ
ら
に
「
古

詩
十
九
首
」
を
は
じ
め
と
す
る
五
言
詩
が
生
ま
れ
た
。

　三
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
か
け
て
、
中
国
は
分
裂
状
態
が
続
い
た
。

こ
の
時
代
は
魏ぎ

晋し
ん

南
北
朝
（
六り
く

朝ち
ょ
う）

時
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ

の
時
期
に
も
貴
族
を
中
心
に
修
辞
を
凝
ら
し
た
詩
が
盛
ん
に
作
ら
れ

た
。
名
高
い
詩
人
が
多
く
現
れ
、
そ
の
代
表
的
な
存
在
が
、
曹そ

う

植ち

・

阮げ
ん

籍せ
き

・
陶
潜
・
謝
霊
運
な
ど
で
あ
る
。

　唐
代
に
な
る
と
、
絶
句
、
律
詩
な
ど
の
詩
形
や
韻
律
の
定
型
が
完

成
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
基
準
に
当
て
は
ま
ら
な
い
「
古
体
詩
」

（
古
詩
）
と
、
厳
格
な
基
準
が
施
さ
れ
た
「
近
体
詩
」（
律
詩
・
絶
句
）

と
に
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
唐
代
は
、
ま
さ
に
漢
詩
の
黄
金
時

代
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
詩
人
が
数
多
く
の
作
品
を
残
し
た
。
唐
代

は
次
の
四
つ
の
時
期
に
分
け
て
考
え
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
劉り

ゅ
う
希き

夷い

・
駱ら
く

賓ひ
ん

王の
う

ら
が
活
躍
し
た
初
唐
。
日
本
で
も
名
高
い
李り

白は
く

・
杜と

甫ほ

・
王
維
ら
、
優
れ
た
詩
人
を
輩
出
し
た
盛
唐
。
白
居
易
・
韓か
ん

愈ゆ

ら

が
活
躍
し
た
中
唐
。
杜
牧
・
李
商
隠
な
ど
を
輩
出
し
た
晩
唐
。
こ
れ

ら
の
時
期
を
経
て
、
漢
詩
は
次
の
時
代
を
迎
え
る
。

　宋
代
に
な
る
と
、
唐
代
に
確
立
し
た
韻
律
・
詩
形
を
継
承
し
つ
つ
、

日
常
生
活
を
題
材
に
し
た
平
穏
で
冷
静
な
詩
が
多
く
な
り
、
理
知
的

な
詩
風
が
主
流
と
な
る
。
そ
う
し
た
詩
風
の
代
表
的
な
詩
人
と
し
て
、

蘇そ

軾し
ょ
く・
黄
庭
堅
・
楊よ
う

万ば
ん

里り

・
陸り
く

游ゆ
う

な
ど
の
名
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
一
句
の
字
数
が
不
定
で
楽
曲
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た

「
詞
」
と
呼
ば
れ
る
形
式
も
発
達
し
た
。

　そ
の
後
、
明み

ん

代
に
は
、
唐
詩
を
手
本
と
し
て
詩
を
作
ろ
う
と
す
る

人
々
と
そ
れ
に
反
対
す
る
人
々
と
の
間
に
論
争
が
起
こ
る
な
ど
、
詩

を
い
か
に
作
る
べ
き
か
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
十
七
世
紀
に
成

立
し
た
清し

ん

代
に
も
詩
を
め
ぐ
る
議
論
は
展
開
し
、
多
く
の
詩
が
作
ら

れ
続
け
、
近
代
に
至
る
ま
で
優
れ
た
詩
人
が
現
れ
て
い
る
。
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漢
詩
を
創
作
す
る  

　漢
詩
の
表
現
に
習
熟
す
る
に
は
、
実
際
に
漢
詩
を
作
っ
て
み
る
の
が

よ
い
。
一
見
難
し
く
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
た
漢
詩
の
表
現

を
借
り
る
な
ど
の
工
夫
を
す
れ
ば
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
創
作
さ
れ
た
漢
詩
を
読
み
合
う
こ
と
で
、
漢
詩
独
自
の
表
現

に
対
す
る
理
解
も
進
み
、
新
た
な
日
本
語
表
現
の
ヒ
ン
ト
も
得
ら
れ
る
。

 
 

五
言
詩
が
二
字
＋
三
字
、
七
言
詩
が
二
字
＋
二
字
＋
三
字
を
基
本

構
成
と
す
る
こ
と
に
留
意
し
、
漢
詩
の
構
成
要
素
と
な
る
二
字
句
と

三
字
句
を
収
集
し
よ
う
。

①�

こ
の
単
元
の
漢
詩
か
ら
、
意
味
の
ま
と
ま
り
を
な
し
て
い
る
二
字

を
十
個
以
上
抜
き
出
す
。
三
字
句
か
ら
二
字
を
抜
き
出
し
て
も
よ

い
。

②�

こ
の
単
元
の
漢
詩
か
ら
、
意
味
の
ま
と
ま
り
を
な
し
て
い
る
三
字

を
十
個
以
上
抜
き
出
す
。
韻
を
踏
ん
で
い
た
句
か
ら
抜
き
出
し
た

 
 

こ
の
単
元
で
学
習
し
た
漢
詩
を
主
な
素
材
と
し
て
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
絶
句
（
五
言
も
し
く
は
七
言
）
を
作
っ
て
み
よ
う
。

課
題

１

も
の
に
つ
い
て
は
、
韻
字
の
音
を
カ
タ
カ
ナ
で
付
記
し
て
お
く
。

③�

二
字
句
と
三
字
句
の
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
類
似
す
る
イ
メ
ー
ジ

ご
と
に
集
め
る
と
よ
い
。

 
 

詩
句（
五
言
も
し
く
は
七
言
）を
組
み
立
て
て
み
よ
う
。

①� 

で
抜
き
出
し
た
二
字
句
と
三
字
句
を
組
み
合
わ
せ
て
、
詩
句

（
五
言
も
し
く
は
七
言
）
を
三
個
以
上
作
る
。
意
味
を
整
え
る
た

め
に
、
こ
の
単
元
以
外
の
漢
詩
を
利
用
し
た
り
、
字
を
替
え
て
も

よ
い
。
ま
た
、
同
じ
字
句
を
繰
り
返
し
用
い
て
も
よ
い
。

②�

①
で
作
っ
た
詩
句
を
一
句
ご
と
に
提
出
用
の
カ
ー
ド
に
写
す
。

 
 

絶
句（
五
言
も
し
く
は
七
言
）を
作
っ
て
み
よ
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に� 

の
カ
ー
ド
を
集
め
て

一
覧
表
に
す
る
。
共
通
の
韻
を
踏
む
も
の
が
あ
れ
ば
韻
ご
と
に
分

類
す
る
。

②�

一
覧
表
の
句
を
利
用
し
て
、
起
承
転
結
を
考
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

絶
句
を
グ
ル
ー
プ
も
し
く
は
各
自
が
一
首
ず
つ
作
る
。
転
句
以
外

は
、
音
読
み
で
同
じ
韻
を
踏
む
よ
う
に
し
て
も
よ
い
。
意
味
を
整

え
る
た
め
に
字
を
替
え
た
り
、
一
覧
表
を
参
考
に
新
た
な
詩
句
を

作
っ
て
も
よ
い
。
詩
題
は
つ
け
な
い
。

２

１

３

２

単
元
の
言
語
活
動
3
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精選 古典探究 漢文編
組見本

●
教
材

前
編（
２
年
生
）で
は
、定
番
で
読
み
や
す
く
、短
め
の
教
材
を
、後
編（
３
年
生
）で
は
、読
み
応
え
の
あ
る

長
め
の
教
材
・
入
試
を
意
識
し
た
教
材
な
ど
を
配
置
し
た
。

●
単
元
の
言
語
活
動

探
究
的
な
視
点
を
身
に
付
け
る
活
動

●
漢
文
の
窓

古
典
の
変
遷
を
学
べ
る
書
き
下
ろ
し
コ
ラ
ム

●
古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文

前編「『史記』の笑い」田中謙二
後編「本の中の世界『荘子』」湯川秀樹

●
読
み
比
べ�

「
長
恨
歌
」×『
源
氏
物
語
』（
桐
壺
）・『
枕
草
子
』（
木
の
花
は
）・「
謡
曲『
楊
貴
妃
』」

●参考 古典の面白さを実感する関連教材
前編「弟子」中島敦・後編「天道是邪非邪」

「長恨歌」と日本文学の間に見られる
心情やものの見方・感じ方等の共通点と相違点を探る。

言語活動
単元の言語活動のス
テップとなる問題。

言葉と表現
学習指導要領の「知識及び技
能」に対応した問題

学習のポイント
学習指導要領の「思考力・判断
力・表現力等」に対応した問題。

重要単語・重要句形を取り
上げ、巻末付録に句形ごと・
用法ごとにまとめた。

脚問
読解の注意点に設問
を設けた。

脚注
主として固有名詞、
難語句などを解説。

探究学習に役立つ近
代以降の評論文。

漢詩創作

精
選 

古
典
探
究 

漢
文
編



精
選 

言
語
文
化

精
選 

古
典
探
究 

漢
文
編

入門・故事・寓話

1 漢文入門

訓
読
の
世
界	

漢
和
辞
典
の
使
い
方	

故
事
成
語	

蛇
足（
戦
国
策
）

	

朝
三
暮
四（
列
子
）

	

断
腸（
世
説
新
語
）

漢
文
の
窓
1　

	

中
国
の
寓
話

漢
文
の
窓
2	

現
在
も
使
わ
れ
る
故
事
成
語

	

1 故事・寓話

漱
石
枕
流（
世
説
新
語
）

推
敲（
唐
詩
紀
事
）

不
死
之
薬（
韓
非
子
）

塞
翁
馬（
淮
南
子
）

画
竜
点
睛（
歴
代
名
画
記
）

杞
憂（
列
子
）

五
十
歩
百
歩（
孟
子
）

三
人
成
虎（
戦
国
策
）

史伝

2 史伝

十
八
史
略	

先
従
隗
始

	

鶏
口
牛
後

	

管
鮑
之
交

	

臥
薪
嘗
胆

古
典
に
関
す
る
文
章	

中
国
英
傑
伝（
海
音
寺
潮
五
郎
）

2 史話・史伝

十
八
史
略	

三
年
不
飛
不
鳴

	

燕
雀
安
知
鴻
鵠
之
志
哉

	

背
水
之
陣

	

水
魚
之
交

	

赤
壁
之
戦

漢
文
の
窓
１	

『
十
八
史
略
』と
日
本

3 史話・史伝 3

史
記	

　

廉
頗
・
藺
相
如	

澠
池
之
会

	

刎
頸
之
交

　

荆
軻	

風
蕭
蕭
兮
易
水
寒

	

図
窮
而
匕
首
見

	

【
参
考
】天
道
是
邪
非
邪

5 史話・史伝 2

史
記	

鴻
門
之
会

	

四
面
楚
歌

古
典
に
つ
い
て
の	

『
史
記
』の
笑
い（
田
中
謙
二
）

評
論
文
１

漢
文
の
窓
４	

『
史
記
』

漢
文
の
窓
７	

司
馬
遷

詩文

3 詩文

詩
　

絶
句　

四
季	

春
暁
／
【
参
考
】春
あ
け
ぼ
の（
土
岐
善
麿
）

	

江
南
春
／
秋
風
引
／
江
雪

　

絶
句　

送
別　

	

送
元
使
安
西
／
勧
酒
・

	

【
参
考
】コ
ノ
サ
カ
ヅ
キ
ヲ（
井
伏
鱒
二
）

　

絶
句　

望
郷　

	

涼
州
詞
／
静
夜
思

　

律
詩	

春
望
／
八
月
十
五
日
夜
、禁
中
独
直
、対
月

	

憶
元
九

　

日
本
漢
詩　

	

富
士
山（
石
川
丈
山
）・

	

烏
児
塞
宮（
成
島
柳
北
）

漢
詩
の
手
引
き	

文　

	

雑
説

	

春
夜
宴
桃
李
園
序

古
典
に
関
す
る
文
章	

名
月
―
―
八
月
の
詩（
一
海
知
義
）

3 詩 1

詩	

竹
里
館
／
登
楽
遊
原

	
望
廬
山
瀑
布
／
磧
中
作

	
黄
鶴
楼
／
旅
夜
書
懐

	

香
炉
峰
下
、新
卜
山
居
、草
堂
初
成
、偶

	

題
東
壁

	

春
夜
／
凍
蠅

	

遊
山
西
村

近
体
詩
の
形
式	

漢
文
の
窓
２	

漢
詩
の
流
れ

1 詩 2 ─古体詩

桃
夭

秋
風
辞

行
行
重
行
行

飲
酒

代
悲
白
頭
翁

月
下
独
酌

兵
車
行

4 文

漁
父
辞	

桃
花
源
記	

愛
蓮
説	

漢
文
の
窓
３	

中
国
の
散
文

4 文・随筆　　

師
説

捕
蛇
者
説

正
午
牡
丹

西
湖

思想

4 思想

論
語	

学
問　

六
章

	

政
治　

四
章

	

人
生　

八
章

慎
思
録	

笑
話
出
思
録	

古
典
に
関
す
る
文
章	

知
る
と
い
う
こ
と（
金
谷
治
）

6 思想 1 ─儒家と道家

論
語	

正
名

	

長
沮
・
桀
溺

老
子	

大
道
廃
、有
仁
義
、小
国
寡
民

荘
子	

曳
尾
於
塗
中

	

【
参
考
】　

弟
子（
中
島
敦
）

2 思想 2 ─諸子百家

孟
子	
性
善

荀
子	

性
悪

老
子	

上
善
若
水
／
無
用
之
用

荘
子	

夢
為
蝴
蝶

	

桓
公
読
書
於
堂
上

墨
子	

兼
愛

韓
非
子	

侵
官
之
害

孫
子	

百
戦
不
殆

漢
文
の
窓
６	

諸
子
百
家

小説

7 小説

周
式	

枕
中
記	

人
面
桃
花	

漢
文
の
窓
５	

中
国
の
小
説

日本人と漢文

1 漢文入門

な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か

はじ
めに

漢
文
の
豊
か
さ
に
触
れ
る

5 日本人と漢詩文

日
本
の
漢
詩
文	

	

読
家
書（
菅
原
道
真
）

	

九
月
十
三
夜（
上
杉
謙
信
）

	

夜
下
墨
水（
服
部
南
郭
）

	

送
夏
目
漱
石
之
伊
予（
正
岡
子
規
）

	

題
自
画
／
無
題（
夏
目
漱
石
）

	

壇
ノ
浦（
日
本
外
史
）

	

筋
篇（
解
体
新
書
）

漢
文
の
名
句
・
名
言

6「長恨歌」と日本文学

「
長
恨
歌
」と
日
本
文
学	

長
恨
歌（
白
居
易
）

	

源
氏
物
語
─
桐
壺（
紫
式
部
）

	

枕
草
子
─
木
の
花
は（
清
少
納
言
）

	

謡
曲　

楊
貴
妃（
金
春
禅
竹
）

漢
文
の
窓
８　

	

『
白
氏
文
集
』と
日
本
文
学

古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文
2

　

本
の
中
の
世
界　
『
荘
子
』（
湯
川
秀
樹
）

『
精
選
　
言
語
文
化
』（
漢
文
編
）

『
精
選
　
古
典
探
究
　
漢
文
編
』　（
前
編
）

「
精
選
　
古
典
探
究
　
漢
文
編
』　（
後
編
）
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指
導
資
料

5455 明治書院　先生専用フリーダイヤル　0120-595-170
※印刷版をご入用の際は、明治書院までご連絡ください。

付属資料のご案内
指導資料を完全デジタル化。

DVD-ROM１枚でお届けします。Web版・インストール版でご利用が可能です。

指
導
ガ
イ
ド

教
材
ご
と（
古
典
は
単
元
ご
と
）に
、

指
導
ガ
イ
ド
画
面
を
作
成
し
ま
し
た（
指
導
計
画
案
）。

テスト問題は難易度別のほか、複
数テキストの問題も用意しました

〜〜〜〜例〜〜〜〜
『自分の時間で読み継ぐ』／『「ふ
と」と「思わず」』

『わかりあえないことから』／実用
的な文章「案
内」

『生命誌から
の メッセ ー
ジ』／『生物
と無 生 物 と
のあいだ（福
岡伸一）』

（一例・『精選 
現代の国語』
から）

板書例はパワーポイント
データで保存できます

古文では・・・
敬意の方向を示した
品詞分解を用意

言語活動に適した
ワークシート

評価規準
評価する指導事項を挙げ、評価する
ポイントに言及

要旨・構成
要旨は100字・200字
の２パターンを用意

参考
本文の理解を助ける他の文章の一部を掲載

マウスクリックで表示

「深い学びのために」の解答
例と解説

明治書院「精選 現代の国語」指導資料 R4 
単元１「自分の時間で読み継ぐ」参考●1 
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読
書
離
れ
に
つ
い
て
扱
っ
た
書
籍
を
二
点
引
用
す
る
。
一
点
目
は
、
筆
者

自
身
の
著
作
、
二
点
目
は
、
電
子
書
籍
に
台
頭
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
日
的
状
況

も
交
え
て
述
べ
た
著
作
で
あ
る
。 

 

・
『
本
と
い
う
不
思
議
』
長
田
弘 

み
す
ず
書
房 

一
九
九
九 

 

今
ま
で
本
と
い
う
文
化
は
、
若
い
う
ち
に
本
を
読
め
と
い
う
よ
う
な
掛
け

声
と
と
も
に
、
と
も
す
れ
ば
若
い
世
代
の
「
た
め
の
」
文
化
の
よ
う
に
と
ら

え
ら
れ
が
ち
で
、ま
た
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
疑
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
今
日
に
し
て
や
っ
と
若
い
世
代
の
本
離
れ
、
活
字
離
れ
が
社
会

的
に
ひ
ろ
く
云
々
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
よ
う

や
く
本
と
い
う
文
化
が
社
会
的
に
成
熟
の
兆
し
を
み
せ
て
、
と
も
す
れ
ば
若

い
文
化
と
し
て
し
か
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
時
代
が
終
わ
り
つ
つ

あ
る
結
果
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
べ
き
だ
、
と
思
う
の
で
す
。 

 

子
ど
も
の
「
た
め
の
」
本
と
い
う
考
え
方
が
失
効
し
て
い
る
よ
う
に
、
若

い
世
代
の
「
た
め
の
」
本
と
い
う
考
え
方
も
す
で
に
失
効
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。（
中
略
）
い
い
年
に
な
っ
た
ら
ち
ゃ
ん
と
本
を
読
み
、
若
い
と
き
に

ち
ゃ
ん
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
た
ほ
う
が
ず
っ
と
い
い
、
と
思
う
。 

 

い
い
年
に
な
っ
た
ら
と
い
う
の
は
、
一
人
に
返
さ
れ
る
年
齢
に
な
っ
た
ら
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
じ
ぶ
ん
と
い
う
も
の
が
一
人
に
返
さ
れ
て
は
じ
め
て
、

ほ
ん
と
う
に
本
へ
の
欲
求
と
い
う
も
の
が
じ
ぶ
ん
の
な
か
に
切
実
な
思
い
と

し
て
で
て
く
る
と
思
え
る
。
本
を
読
む
と
い
う
の
は
、
言
葉
に
対
し
て
じ
ぶ

ん
か
ら
一
対
一
の
関
係
を
む
す
ぶ
こ
と
な
の
で
す
か
ら
、
本
と
付
き
あ
う
と

は
、
す
な
わ
ち
一
人
の
じ
ぶ
ん
の
姿
勢
、
あ
り
よ
う
を
い
ま
、
こ
こ
に
み
ず

か
ら
質
す
機
会
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

・
『
読
書
と
日
本
人
』
津
野
海
太
郎 

岩
波
書
店 

二
〇
一
六 

 

 

人
が
本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
。
あ
れ
ほ
ど
堅
固
に
見
え
た
〈
紙
の
本
〉
へ

の
信
頼
感
が
ぐ
ら
り
と
揺
ら
い
だ
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
さ
き
私
た
ち
の
読

書
環
境
は
ど
う
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
う
し
た
不
安
を
も
た
ら
し
た
犯
人
は
デ
ジ
タ
ル
革
命
だ
と
い
う
説
が
あ

り
ま
す
。
ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
せ
い
だ
と
か
、
な
に
も
か
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
わ
る
い
の
だ
と
か
―
―
。 

 

で
も
、
は
た
し
て
そ
う
簡
単
に
い
い
き
っ
て
し
ま
え
る
の
か
ど
う
か
。 

 

だ
い
い
ち
若
者
の
「
本
ば
な
れ
」
が
顕
著
に
な
っ
た
七
〇
年
代
末
に
は
、

デ
ジ
タ
ル
時
代
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
。
戦
後
は
じ
め
て
本
の
総
売
上

が
下
降
に
転
じ
た
の
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
が
広
く
定
着
し
た

の
も
、
す
べ
て
九
〇
年
代
が
終
わ
り
近
く
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
な
の
で
す
。

で
あ
る
か
ら
に
は
、
ど
う
考
え
て
も
読
書
習
慣
の
お
と
ろ
え
の
責
任
を
ま
る

ご
と
デ
ジ
タ
ル
革
命
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
は
む
り
が
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、

こ
の
お
と
ろ
え
は
二
十
世
紀
後
半
、
デ
ジ
タ
ル
革
命
の
開
始
以
前
に
、〈
紙
の

本
〉
の
世
界
の
内
側
で
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
き
た
と
考
え
て
お
く
ほ
う
が
、

よ
ほ
ど
自
然
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

も
う
ひ
と
つ
い
え
ば
、
新
し
く
興
隆
し
た
メ
デ
ィ
ア
が
〈
紙
の
本
〉
を
ほ

ろ
ぼ
す
と
い
う
危
機
の
構
図
に
し
て
も
、
そ
れ
自
体
は
新
し
い
も
の
で
は
な

く
、
す
で
に
出
版
産
業
化
が
本
格
化
し
た
一
九
二
〇
年
代
に
は
す
が
た
を
現

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
本
の
敵
は
映
画
（
無
声
映
画
）
で
す
。
た
と

え
ば
チ
ェ
コ
の
人
気
作
家
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
カ
レ
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク
。

か
れ
は
一
九
二
五
年
に
、
早
く
も
成
熟
期
に
足
を
踏
み
入
れ
た
映
画
の
力
を
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教
材
横
断
型
テ
ス
ト
問
題 

 
 

わ
か
り
あ
え
な
い
こ
と
か
ら
（
平
田
オ
リ
ザ
）
／
実
用
文
「
案
内
」 

テ
ー
マ
：
自
己
・
他
者 

 

次
の
Ａ
の
文
章
と
図
Ｂ
に
つ
い
て
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
［
50
点
］ 

 

Ａ 

〔
一
〕 

演
劇
は
他
者
を
必
要
と
し
、「
対
話
」
の
構
造
を
要
請
す
る
。 

 

さ
て
し
か
し
、
日
本
社
会
に
は
、
こ
の
「
対
話
」
と
い
う
概
念
が
希
薄
で
あ
る
。
い
や
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
、
な
か
っ
た

、
、
、
、
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な

い
。 

 

こ
れ
は
し
か
た
の
な
い
側
面
も
あ
る
。 

 

一
般
に
、
日
本
社
会
は
、
ほ
ぼ
等
質
の
価
値
観
や
生
活
習
慣
を
持
っ
た
者
同
士
の
集
合
体
＝
ム
ラ
社
会
を
基
本
と
し
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
中
で
独
自
の

文
化
を
培
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
き
た
。 

 

こ
れ
は
例
え
ば
、
皆
で
い
っ
し
ょ
に
田
植
え
を
し
、
草
刈
り
を
し
、
稲
刈
り
を
し
な
け
れ
ば
収
量
が
な
か
な
か
上
が
ら
な
い
稲
作
文
化
の
宿
命
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
極
端
に
人
口
流
動
性
の
少
な
い
社
会
を
作
っ
た
徳
川
幕
藩
体
制
が
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
、
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
と
も

言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

私
は
こ
の
よ
う
な
日
本
社
会
独
特
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
を
、
「
わ
か
り
あ
う
文
化
」「
察
し
あ
う
文
化
」
と
呼
ん
で
き
た
。 

 

一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
異
な
る
宗
教
や
価
値
観
が
、
陸
続
き
に
隣
り
あ
わ
せ
て
い
る
た
め
に
、
自
分
が
何
を
愛
し
、
何
を
憎
み
、
ど
ん
な
能
力
を
持
っ

て
社
会
に
貢
献
で
き
る
か
を
、
き
ち
ん
と
他
者
に
言
葉
で
説
明
で
き
な
け
れ
ば
無
能
の
烙
印
（
ら
く
い
ん
）
を
押
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
を
形
成
し
て
き
た
。

こ
れ
を
私
は
、
「
説
明
し
あ
う
文
化
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

 

両
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
文
化
体
系
で
あ
る
か
ら
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
と
か
、
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。 

 

実
際
、
私
た
ち
は
、
こ
の
「
わ
か
り
あ
う
文
化
」「
察
し
あ
う
文
化
」
の
中
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
す
ば
ら
し
い
芸
術
文
化
を
生
み
出
し
て
き
た
。
例
え
ば
、

「
柿
く
へ
ば 

鐘
が
鳴
る
な
り 

法
隆
寺
」
と
い
う
句
を
聞
い
た
だ
け
で
、
多
く
の
人
々
が
夕
暮
れ
の
斑
鳩
（
い
か
る
が
）
の
里
の
風
景
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
た
い
へ
ん
な
能
力
だ
。 

 

こ
の
均
質
性
、
社
会
言
語
学
な
ど
で
言
う
と
こ
ろ
の
ハ
イ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
な
（
相
手
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
、
相
手
が
何
が
言
い
た
い
の
か
を
察
し
や
す
い
）

社
会
が
、
日
本
を
ア
ジ
ア
の
中
で
い
ち
早
く
近
代
国
家
へ
と
導
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
組
織
だ
っ
て
、
一
丸
と
な
っ
て
何
か
を

行
う
と
き
に
、
ま
さ
に
阿
吽
（
あ
う
ん
）
の
呼
吸
で
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
。 

 

だ
が
、
や
は
り
文
化
的
に
少
数
派
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
ど
う
し
て
も
必
要
だ
。
そ
う
で
な
い
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
日
常
生
活
の
場
面
で
は
、
日
本
人

は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
理
解
不
能
な
変
わ
り
者
扱
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

そ
し
て
、
否
（
い
や
）
が
応
で
も
国
際
社
会
を
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
の
子
供
た
ち
、
若
者
た
ち
に
は
、
察
し
あ
う
・
わ
か
り
あ
う
日
本

文
化
に
対
す
る
誇
り
を
失
わ
せ
な
い
ま
ま
で
、
少
し
ず
つ
で
も
、
他
者
に
対
し
て
言
葉
で
説
明
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
。 

 

だ
が
し
か
し
、「
説
明
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
虚
（
む
な
）
し
い
こ
と
で
も
あ
る
。「
柿
く
へ
ば 

鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
。
柿
を
食
べ
て
い
た
ら
偶
然
鐘
が
鳴
っ
た
の
か
。
鐘
が
鳴
っ
た
か
ら
、
柿
を
食
い
た
く
な
っ
た
の
か
。
法
隆
寺
は
何
の
象
徴
か
。
こ
ん
な
身
も
蓋
も

な
い
説
明
を
、
し
か
し
私
た
ち
は
、
他
者
に
向
か
っ
て
繰
り
返
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 〔
二
〕 

ａ

「
『
対
話
』
と
『
対
論
』
は
ど
う
違
う
の
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
も
よ
く
受
け
る
。 

「
対
論
」
＝
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
、
Ａ
と
Ｂ
と
い
う
二
つ
の
論
理
が
戦
っ
て
、
Ａ
が
勝
て
ば
Ｂ
は
Ａ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｂ
は
意
見
を
変
え
ね
ば
な

ら
な
い
が
、
勝
っ
た
Ａ
の
方
は
変
わ
ら
な
い
。 

 

「
対
話
」
は
、
Ａ
と
Ｂ
と
い
う
異
な
る
二
つ
の
論
理
が
摺
（
す
）
り
あ
わ
さ
り
、
Ｃ
と
い
う
新
し
い
概
念
を
生
み
出
す
。
Ａ
も
Ｂ
も
変
わ
る
。
ま
ず
は
じ

め
に
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
両
者
と
も
に
変
わ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
話
を
始
め
る
。 

 

だ
が
、
こ
う
い
っ
た
議
論
の
形
も
日
本
人
は
少
し
苦
手
だ
。
最
初
に
自
分
が
言
っ
た
こ
と
か
ら
意
見
が
変
わ
る
と
、
何
か
噓
（
う
そ
）
を
つ
い
て
い
た
よ

う
に
感
じ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
そ
こ
に
、
敗
北
感
が
伴
っ
て
し
ま
う
。 

 

「
対
話
的
な
精
神
」
と
は
、
異
な
る
価
値
観
を
持
っ
た
人
と
出
会
う
こ
と
で
、
自
分
の
意
見
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
潔
し
と
す
る
態
度
の
こ
と
で
あ

る
。
あ
る
い
は
、
で
き
る
こ
と
な
ら
、
異
な
る
価
値
観
を
持
っ
た
人
と
出
会
っ
て
議
論
を
重
ね
た
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
喜
び
さ

え
も
見
い
だ
す
態
度
だ
と
言
っ
て
も
い
い
。 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
些
細
（
さ
さ
い
）
な
こ
と
で
も
、
と
に
か
く
や
た
ら
と
議
論
に
な
る
。
議
論
を
す
る
こ
と
自
体
楽
し
い
の
だ
ろ
う

と
し
か
思
え
な
い
と
き
も
往
々
に
し
て
あ
る
。 

 

三
十
分
ほ
ど
の
議
論
を
経
て
、
し
か
し
、
大
抵
日
本
人
の
私
（
Ａ
）
の
ほ
う
が
計
画
的
だ
か
ら
、
そ
の
「
対
話
」
の
結
末
は
、
Ｃ
と
い
う
よ
り
は
、
当
初

の
私
の
意
見
に
近
い
「
Ａ´
」
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
。
そ
こ
で
私
が
、「
こ
れ
っ
て
結
局
、
最
初
に
オ
レ
が
言
っ
て
い
た
の
と
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
じ

ゃ
な
い
か
」
と
言
う
と
、
議
論
の
相
手
方
（
Ｂ
）
は
必
ず
、「
い
や
、
こ
れ
は
二
人
で
出
し
た
結
論
だ
」
と
言
っ
て
く
る
。
だ
が
、
こ
の
三
十
分
が
、
彼
ら

に
と
っ
て
は
大
切
な
の
だ
。
と
こ
と
ん
話
し
あ
い
、
二
人
で
結
論
を
出
す
こ
と
が
、
何
よ
り
も
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
な
の
だ
。 

 

幾
多
の
（
恐
ら
く
私
よ
り
も
明
ら
か
に
才
能
の
あ
る
）
芸
術
家
た
ち
が
海
外
に
出
て
行
っ
て
、
し
か
し
必
ず
し
も
そ
の
才
能
を
伸
ば
せ
な
い
の
は
、
恐
ら

く
ｂ

こ
の
対
話
の
時
間
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
推
測
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
舞
台
芸
術
の
国
際
協
働
作
業
の
失
敗
例
を
見
て
い
く

と
、
日
本
の
多
く
の
芸
術
家
は
、
こ
の
時
間
に
耐
え
ら
れ
ず
、
あ
き
ら
め
る
か
切
れ
る
か
し
て
し
ま
う
の
だ
。
日
本
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
に
慣

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
、
海
外
で
の
対
話
の
時
間
に
耐
え
き
れ
ず
に
、「
何
で
わ
か
ら
な
い
ん
だ
」
と
切
れ
る
か
、「
ど
う
せ
、
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
あ

き
ら
め
て
し
ま
う
。
演
劇
に
限
ら
ず
、
音
楽
、
美
術
な
ど
、
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
も
海
外
で
成
功
し
て
い
る
芸
術
家
の
共
通
点
は
、
粘
り
強
く
相
手
に

説
明
す
る
こ
と
を
い
と
わ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。
日
本
で
は
説
明
し
な
く
て
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
事
柄
を
、
そ
の
虚
し
さ
に
耐
え
て
説
明

す
る
能
力
が
要
求
さ
れ
る
。 

 

私
は
こ
の
能
力
を
、「
ｃ

対
話
の
基
礎
体
力
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

 

異
な
る
価
値
観
と
出
く
わ
し
た
と
き
に
、
物
怖
（
も
の
お
）
じ
せ
ず
、
卑
屈
に
も
尊
大
に
も
な
ら
ず
、
粘
り
強
く
共
有
で
き
る
部
分
を
見
つ
け
出
し
て
い

く
こ
と
。
た
だ
そ
れ
は
、
単
に
教
え
込
め
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
恐
ら
く
、
そ
う
し
た
対
話
を
繰
り
返
す
こ
と
で
出
会
え
る
喜
び
も
、
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 

意
見
が
変
わ
る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
い
や
、
そ
こ
に
は
、
新
し
い
発
見
や
出
会
い
の
喜
び
さ
え
あ
る
。
そ
の
小
さ
な
喜
び
の
体
験
を
、

少
し
ず
つ
子
供
た
ち
に
味
わ
わ
せ
て
い
く
以
外
に
、
対
話
の
基
礎
体
力
を
身
に
つ
け
る
近
道
は
な
い
。 

（
「
わ
か
り
あ
え
な
い
こ
と
か
ら
」
（
平
田
オ
リ
ザ
）
よ
り
） 
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Ｂ 

案
内
ポ
ス
タ
ー 

               

問
一 

─
─

線
部
ａ
と
あ
る
が
、
対
話
と
対
論
は
ど
の
よ
う
な
点
で
異
な
っ
て
い
る
か
。
こ
の
問
い
に
次
の
よ
う
に
答
え
た
場
合
、
空
欄
１
・
２
に
当
て
は

ま
る
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
字
数
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 
 
 

対
論
は
１ 

二
十
字
以
上
三
十
字
以
内 

が
、
対
話
は
２ 

三
十
字
以
上
四
十
字
以
内 

と
い
う
点
。 

 

問
二 

─
─

線
部
ｂ
と
あ
る
が
、
日
本
人
が
対
話
が
苦
手
な
理
由
を
、
〔
一
〕
に
あ
る
言
葉
を
使
っ
て
八
十
字
以
上
百
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
三 

─
─

線
部
ｃ
と
あ
る
が
、「
対
話
の
基
礎
体
力
」
を
つ
け
る
た
め
の
活
動
を
一
つ
考
え
、
そ
の
活
動
の
名
称
を
三
十
字
以
内
で
表
し
な
さ
い
。
ま
た
、

そ
の
活
動
が
な
ぜ
「
対
話
の
基
礎
体
力
」
を
つ
け
る
こ
と
に
資
す
る
の
か
を
、
本
文
の
内
容
に
即
し
て
百
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
四 

Ｂ
の
よ
う
に
、
地
域
の
住
民
や
中
学
生
向
け
に
、
校
内
の
演
劇
発
表
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。
〔
一
〕
の
「
説
明
し
あ
う
文
化
」
と
い
う
考
え

方
に
基
づ
き
書
き
加
え
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
要
素
が
必
要
か
。
そ
れ
を
話
し
合
っ
た
と
き
の
次
の
会
話
文
を
読
み
、
空
欄
に
入
る
内
容
と

し
て
適
切
な
具
体
例
を
二
つ
、
箇
条
書
き
で
挙
げ
な
さ
い
。 

 

生
徒
１ 

案
内
ポ
ス
タ
ー
は
本
来
、
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
、
だ
れ
が
見
て
も
わ
か
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。 

生
徒
２ 

で
も
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
初
め
て
見
る
人
に
は
少
々
不
親
切
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
例
え
ば
、
日
程
の
と
こ
ろ
で
、
一
時
間
目
と
あ
る
け
れ

ど
、
具
体
的
に
何
時
か
が
こ
の
学
校
の
生
徒
で
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。 

生
徒
３ 

こ
の
学
校
の
生
徒
な
ら
説
明
が
な
く
て
も
理
解
で
き
る
と
い
う
の
は
、
同
質
社
会
の
「
察
し
あ
う
文
化
」
と
似
た
特
徴
で
す
ね
。 

生
徒
４ 

他
に
も
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

生
徒
５ 

そ
の
よ
う
に
書
き
加
え
た
方
が
、
分
か
り
や
す
い
で
す
ね
。 

             

問一  学年 
 

２ １   
  

      
      
      
      
      
      
      
      
     組 
     
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
     番号 
     
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
     氏名 
     
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
     得点 
     
      
      
      
      
      

近隣の皆様 
中学生の皆様へ 
 

〇〇高校演劇発表会 
 
演目 「走れメロス」 
 
日程 10 月 15 日 

１時間目より開始 
 
場所 体育館メインアリーナ 
 
申込方法 
事前に本校ホームページより 
お申し込みください。 

 

特色1
指導の流れを視覚化した
「指導ガイド」画面
（指導計画案）

特色2
Web版でいつでもどこでも

特色3
アプリで課題配信

データを生徒さんと共有



指
導
資
料

5657 明治書院　先生専用フリーダイヤル　0120-595-170

付属資料のご案内
指導資料を完全デジタル化。

DVD-ROM1枚でお届けします。Web版・インストール版でご利用が可能です。

テストの窓 アプリ版（生徒用）
スマートフォンやタブレットで、
いつでも学べるので、自学自習に最適！

テストの窓 配信版（先生用）
先生が配信設定する場合、
生徒の成績管理ができます

読解型問題

漢字語句問題

選択形式・
入力形式の
問題に挑戦！

解答すると
その場で正誤を
確認できる！

URLを作成し、グーグル
クラスルームなどで共有

授業に役立つリンク
を埋め込み
クリックで、より発展的
な学びにつなげます

2023年5月10日発売予定
加工できる入試問題検索ツールの決定版！

現代文問題データベース Vol.8
令和2〜4年度版
定価：33,000円（税込）　ＩＳＢＮ：978-4-625-52422-6

古文・漢文問題データベース Vol.8
令和2〜4年度版
定価：33,000円（税込）　ＩＳＢＮ：978-4-625-52423-3

別売の「問題データベース」とリンク
教材ごと（古典は単元ごと）に、5月発売予定の

「問題データベース Vol.8」とのリンクボタン
を設置。
Vol.8をご購入であれば、同じ教材や著者の入
試問題を、すぐに授業に取り入れられます。

指導
ガイド

指導書
（PDF） 原文 品詞

分解
白文

（漢文編）
訓読

（漢文編）
現代語訳

（古文編・
漢文編）

テスト
問題

漢字・
語句問題

ワーク
シート

振り返り
シート

学習課題
ノート

テスト
の窓

問題ＤＢ  
リンク 付録

現代の国語 ◯
単元解説・教材のねらい・指導計画案・筆者・出典・
参考文献・要旨・構成・板書例（PPT）・発問例と語
句の研究・解説・参考・深い学びのために（Word
保存可能）・活動の詳細

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF PDF ◯

原文データ（一太郎）
書く力を高める記述式問題（Word）
振り返りシート（Word）
学習課題ノート解答

言語文化（古
文編・漢文編） ◯

単元解説・指導計画案・教材のねらい・教材の詳細・
筆者・出展・参考文献・板書例・深い学びのために・
その他・活動の詳細

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF PDF ◯

品詞分解略号一覧
原文データ（一太郎）
学習課題ノート解答

言語文化（近
現代文編・詩

歌編）
◯

単元解説・指導計画案・教材のねらい・教材の詳細・
筆者・出展・参考文献・主題・構成・発問例と語句
の研究・解説・鑑賞・参考・板書例・深い学びのた
めに（Word 保存可能）・活動の詳細

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF PDF ◯ 原文データ（一太郎）

学習課題ノート解答

論理国語 ◯
単元解説・教材のねらい・指導計画案・筆者・出典・
参考文献・要旨・構成・板書例（PPT）・発問例・語
句の研究・解説・参考・深い学びのために（Word
保存可能）・活動の詳細

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF PDF ◯

原文データ（一太郎）
書く力を高める記述式問題（Word）
振り返りシート（Word）」
学習課題ノート解答

文学国語 ◯
単元解説・教材のねらい・指導計画案・筆者・出典・
参考文献・主題・要旨・構成・板書例・発問例と語
句の研究・解説・参考・深い学びのために（Word
保存可能）・活動の詳細

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF PDF ◯ 原文データ（一太郎）

構成・読解ノート解答

古典探究古文
編 ◯

単元解説・教材のねらい・指導計画案・作者・出典・
参考文献・要旨・構成・品詞分解と現代語訳・発問例・
語句の研究・鑑賞　解説・参考・深い学びのために・
古文の窓・活動の詳細

Word
PDF

Word
PDF Word Word

PDF
Word
PDF

Word
PDF PDF ◯

品詞分解略号一覧
原文データ（一太郎）
学習課題ノート解答

古典探究漢文
編 ◯

単元解説・教材のねらい・指導計画案・作者・出典・
参考文献・主題・構成・訓読と現代語訳・発問例・
語句の研究・鑑賞　解説・参考・深い学びのために・
漢文の窓・活動の詳細

Word
PDF

Word
PDF

Word
PDF Word Word

PDF
Word
PDF

Word
PDF PDF ◯ 原文データ（一太郎）

学習課題ノート解答

指導ガイド　コンテンツ一覧

教科書準拠の問題をアプリ化　テストの窓
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付属資料のご案内

学習課題ノート（生徒用教材）

精選 現代の国語 B5 判 792 円（税込）
精選 言語文化 B5 判 1,056 円（税込）
精選 論理国語 B5 判 1,045 円（税込）
精選 文学国語 構成・読解ノート B5 判 　880 円（税込）
精選 古典探究 古文編 B5 判 1,045 円（税込）
精選 古典探究 漢文編 B5 判 770 円（税込）

《収録教材》
精選 言語文化〈古文編〉「児のそら寝」宇治拾遺物語／「絵仏師良秀」宇治拾遺物語／「大江山 」十訓抄／

「つれづれなるままに」徒然草序段　兼好／「かぐや姫の生ひ立ち」竹取物語／「東下り」伊勢物語第九段／
「門出」土佐日記　紀貫之／「祇園精舎−平曲−」平家物語巻第一／「旅立ち」おくのほそ道　松尾芭蕉
精選 言語文化〈漢文編〉「春暁」孟浩然／「江南春」杜牧／「秋風引」劉禹錫／「江雪」柳宗元／「送元二使安西」王維／

「静夜思」李白／「春望」杜甫／「八月十五日夜、禁中独直、対月憶元九」白居易　※漢文編は日本語、中国語の双方で収録。
精選 言語文化〈近現代文編〉「羅生門」芥川龍之介
精選 言語文化〈詩歌編〉「小景異情」室生犀星／「汲む」茨木のり子
精選 古典探究〈古文編〉「小柴垣のもと」 源氏物語 若紫巻　紫式部
精選 文学国語「山月記」中島敦／「舞姫」森鷗外

【朗読者紹介】※収録順
●大滝 寛：俳優 / 声優　●白坂 道子：ナレーター　●長津 慧：ナレーター　●館山 甲午：平曲家●松永 英晃：俳優　●岡本 隆生：
俳優　●山本 郁子：俳優　●大西 多摩恵：俳優　●菅生 隆之：俳優 / 声優 / ナレーター　●魚 健：声優 / ナレーター
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《
言
語
》

　
・�

反
復
可
能
ゆ
え
に
指
向
対
象
や
意
味
の
自
己
同
一
性
の
⑧
　
　
　
　
　
が
起

き
る

主
題
理
解 

本
文
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
文
の
中
か
ら
、
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の

を
二
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア�

　「
人
間
関
係
」「
師
弟
関
係
」
と
い
っ
た
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
人

間
や
師
弟
と
い
う
存
在
自
体
を
絶
対
的
な
も
の
の
よ
う
に
捉
え
が
ち
で
あ
る
。

イ�

　「
民
主
主
義
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
、
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
誰
が

ど
う
い
う
場
面
で
用
い
る
か
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
依
存
す
る
。

ウ�

　「
モ
チ
」
と
い
う
言
葉
は
何
の
腹
の
足
し
に
も
な
ら
な
い
た
め
、言
葉
が
〈
価

値
〉
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
は
感
覚
的
に
は
理
解
し
に
く
い
。

エ�

　
一
万
円
紙
幣
が
一
万
円
分
の
価
値
を
持
つ
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
が
、

円
相
場
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
は
揺
れ
動
く
。

オ�

　
私
た
ち
は
、
価
値
が
貨
幣
や
言
葉
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実

に
無
自
覚
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
価
値
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
。

カ�

　
商
品
の
交
換
価
値
は
、
共
同
体
の
中
で
発
生
し
た
文
化
的
欲
望
の
対
象
で
あ

り
、
関
係
が
実
体
と
錯
視
さ
れ
る
物
神
化
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。

�

・

11
　
言
葉
と
貨
幣
の
本
質
に
つ
い
て
、
明
治
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
ノ
ー
ト
に
整
理
し

た
。
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
本
文
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
な
さ
い
。

【
明
治
さ
ん
の
ノ
ー
ト
】

貨
幣
と
言
葉
に
共
通
す
る
本
質

⑴ 

①
　
　
　
　
　
か
ら
成
り
立
つ

　 

＝
全
体
か
ら
切
り
離
し
た
〈
個
〉
と
し
て
の
存
在
は
無
価
値

《
貨
幣
》

　
・
交
換
可
能
な
物
と
の
関
係

　
・
同
じ
②
　
　
　
　
　
　
　
　
内
で
の
他
の
貨
幣
と
の
相
関
関
係

　
・
他
の
　
　 

と
の
均
衡

《
言
葉
》

　
・
言
葉
が
属
す
る
③
　
　
　
　
　
の
中
で
の
関
係

　
・
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
全
て
の
④
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
関
係

⑵ 

⑤
　
　
　
　
　
　
の
価
値
を
創
り
だ
す

　 

＝
⑥
　
　
　
　
　
　
関
係

《
貨
幣
》

　
・�

交
換
可
能
を
保
証
す
る
こ
と
で
商
品
の
⑦
　
　
　
　
　
　
が
起
き
る

�

�

②

�

�

�

�

�

66

❖貨幣は言葉である（教科書 p.182 ～ 188）

単
元
８

明治書院「精選　論理国語」指導資料R5
b08_02_04_ 貨幣は言葉である _学習課題ノート _kahei_note

9
　「
言
語
の
物
神
性
」（
一
八
六
・
13
）
に
つ
い
て
、

⑴ 

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

⑵ 

具
体
的
な
例
を
あ
げ
て
説
明
し
な
さ
い
。

10
　「
事
態
」（
一
八
七
・
５
）
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
次
の
中
か
ら
適
当
な
も
の

を
一
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア�

　
人
間
が
、
常
に
変
化
し
て
い
く
言
葉
に
翻
弄
さ
れ
、
言
葉
の
価
値
を
過
信
す

る
こ
と
。

イ�

　
人
間
が
、
商
品
の
使
用
価
値
は
貨
幣
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
幻
想
だ
と
看
破
す

る
こ
と
。

ウ�

　
人
間
が
、
価
値
の
基
盤
と
し
て
の
貨
幣
を
手
に
入
れ
よ
う
と
躍
起
に
な
る
こ

と
。

エ�

　
人
間
が
、
商
品
価
値
や
使
用
価
値
と
は
関
わ
り
な
く
、
皆
と
同
じ
物
を
欲
す

る
こ
と
。

オ
　
人
間
が
、
物
に
は
価
値
が
内
在
す
る
と
錯
覚
し
、
そ
の
対
象
を
欲
す
る
こ
と
。

6
　「
実
体
論
的
な
関
係
」（
一
八
四
・
15
～
一
八
五
・
１
）
と
あ
る
が
、
⑴
貨
幣
、
⑵
言
葉
、

そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、「
実
体
論
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
簡
潔
に
説
明
し

な
さ
い
。

⑴ 

貨
幣

⑵ 

言
葉

7
　「
存
立
的
関
係
」（
一
八
五
・
７
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
次
の
空
欄
に
あ

て
は
ま
る
語
句
を
本
文
か
ら
二
十
二
字
で
抜
き
出
し
て
説
明
文
を
完
成
さ
せ
な
さ

い
。

�

関
係
の
こ
と
。

8
　「
自
然
的
有
用
性
」（
一
八
六
・
８
）
と
は
何
か
。
二
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。
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4
　「
二
つ
の
本
質
」（
一
八
三
・
12
）
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
次
の
中
か

ら
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

�

〔
一
九
九
三
・
セ
ン
タ
ー
追
試
験
〕

ア�

　
言
葉
も
貨
幣
も
、
価
値
は
〈
関
係
〉
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の

関
係
は
存
立
的
関
係
を
も
っ
て
本
質
と
す
る
と
い
う
こ
と
。

イ�

　
言
葉
も
貨
幣
も
、「
価
値
は
関
係
で
あ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ
、

そ
の
関
係
は
実
体
論
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

ウ�

　
言
葉
も
貨
幣
も
、
形
成
的
関
係
と
存
立
的
関
係
と
い
う
二
つ
の
本
質
的
関
係

を
も
ち
、
価
値
は
そ
の
両
者
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
。

エ�

　
言
葉
も
貨
幣
も
、
あ
ら
か
じ
め
在
る
〝
も
の
〟
と
〝
も
の
〟
と
の
関
係
に
規

定
さ
れ
、
さ
ら
に
本
質
的
に
存
立
的
関
係
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

オ�

　
言
葉
も
貨
幣
も
、
言
語
体
系
と
貨
幣
体
系
と
い
う
二
つ
の
価
値
体
系
の
中
で

そ
の
本
質
的
な
働
き
を
す
る
と
い
う
こ
と
。

5
　「
日
本
語
の
『
兄
』
と
い
う
語
は
英
語
のbrother

と
同
じ
意
味
を
持
つ
よ
う

だ
が
、
そ
の
価
値
は
異
な
っ
て
い
る
。」（
一
八
四
・
５
～
６
）
と
あ
る
が
、「
兄
」
と

「brother

」
の
価
値
は
、
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
。
分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ

い
。

内
容
理
解 

次
の
各
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

1
　「〈
価
値
〉」（
一
八
二
・
４
）
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
。

同
様
の
意
味
を
持
つ
言
葉
を
本
文
か
ら
三
つ
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。

2
　「
生
理
的
欲
求
に
直
接
か
か
わ
る
次
元
」（
一
八
三
・
２
～
３
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。
次
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
本
文
か
ら
三
十
字
以
内
で
抜
き
出
し

て
説
明
文
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

　
に
関
す
る
こ
と
。

3
　「
そ
の
よ
う
に
」（
一
八
三
・
４
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
二
十
五
字
以
内

で
説
明
し
な
さ
い
。
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貨
幣
は
言
葉
で
あ
る�

丸
山
圭
三
郎

第一段
（一八二・２～一八三・10）

　
貨
幣
と
言
葉
は
、
と
も
に
①
　
　
　
　
の
基
盤
で
あ
る
。
現
今
の
貨
幣
経
済
下
で
は
、

②
　
　
　
　
の
価
値
は
ほ
ぼ
自
明
だ
が
、
③
　
　
　
　
の
価
値
に
つ
い
て
は
実
感
し

に
く
い
。
し
か
し
、
価
値
観
が
④
　
　
　
　
　
　
　
の
産
物
で
あ
る
以
上
、
③
　
　
　

　
は
さ
ま
ざ
ま
な
⑤
　
　
　
　
　
　
　
を
作
り
出
す
基
盤
な
の
で
あ
る
。

第二段
（一八三・11～一八四・13）

　
貨
幣
と
言
葉
が
共
有
す
る
⑥
　
　
　
　
　
を
掘
り
下
げ
る
と
、
以
下
の
二
つ
の
本
質

が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
第
一
に
、
い
ず
れ
の
価
値
も
⑦
　
　
　
　
　
か
ら
成
り
立
っ
て

い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
貨
幣
も
言
葉
も
、
全
体
か
ら
切
り
離
し
た
⑧
　
　
　
と
し
て

は
、
何
の
価
値
も
持
た
な
い
。

第三段
（一八三・14～一八七・５）

　
第
二
に
、
貨
幣
と
言
葉
に
共
通
す
る
関
係
は
、
あ
ら
か
じ
め
在
る
〝
も
の
〟
と
〝
も
の
〟

が
い
か
な
る
関
係
を
取
り
結
ぶ
か
と
い
う
⑨
　
　
　
　
　
　
　
で
は
な
く
、「〈
物
〉
を

生
み
出
す
関
係
」、
⑩
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た

諸
価
値
が
創
り
出
さ
れ
る
と
、
⑪
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
現
前
し
、
⑫
　
　
　
　
　

　
が
成
立
す
る
状
況
は
、
貨
幣
に
も
言
葉
に
共
通
し
て
い
る
。

語
句
理
解 

次
の
各
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

1
　
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
ひ
ら

が
な
で
書
き
な
さ
い
。

⑴ 

登
場
人
物
の
ソ
ウ
カ
ン
ズ
。�

⑵ 

ゴ
カ
ン
可
能
な
部
品
。�

⑶ 

サ
ク
シ
を
利
用
し
た
デ
ザ
イ
ン
。�

⑷ 

輸
出
先
と
し
て
シ
コ
ウ
す
る
国
。�

⑸ 

国
家
間
の
均
衡
が
崩
れ
る
。�

2
　「
相
同
性
」（
一
八
二
・
３
）
と
は
、
例
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
も
の
同

士
の
関
係
を
指
す
か
。
調
べ
て
、
具
体
例
を
あ
げ
な
さ
い
。

3
　「
物
神
性
」（
一
八
六
・
13
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
調
べ
な

さ
い
。

構
造
理
解 

次
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
本
文
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
な
さ
い
。

①構造理解
段落を追いながら
空欄を埋め、全体
像を把握

②語句理解
漢字・語彙を
チェック

③内容理解
順 序 立てて読 解 のス
テップを踏み、教科書の
内容理解を深めます。

朗読CD 国語朗読 CD（精選 言語文化、精選 古典探究、精選 文学国語　対応）
11,000 円（税込）

作品の世界観を広げ、リアルな音声で話し方の効果を知る音声教材

1 教科書に準拠

2 言葉の響きを大切にした朗読

国語の教科書に掲載されている教材のうち、古文・漢文・小説・近
現代詩の各分野における中心教材と、唐詩の全教材を収録しました。

確かな技術を持つ俳優・ナレーターの方々に朗読をお願いしました。
言葉の響きを大切に朗読しておりますので、日本語、中国語の美し
さを耳で感じることができ、より理解が深まることでしょう。

【朗読者紹介】
大滝 寛：俳優 / 声優
DISC.1　児のそら寝（宇治拾遺物語）、大江山
（十訓抄）、つれづれなるままに（徒然草序段）、
江南春（七絶・杜牧・晩）

白坂 道子：ナレーター
DISC.1　絵仏師良秀（宇治拾遺物語）、旅立
ち（おくのほそ道）、DISC.2　源氏物語

長津 慧：ナレーター
DISC.1　かぐや姫の生ひ立ち（竹取物語）、東
下り（伊勢物語９段）、門出（土佐日記）、春暁
（五絶・孟浩然・盛）、江雪（五絶・柳宗元・中）、
送元二使安西（七絶・盛・王維）、静夜思（五絶・
李白・盛）、春望（五律・杜甫・盛）、八月十五日夜、
禁中独直、対月憶元九（七律・白居易・中）

館山 甲午：平曲家
DISC.1　平家物語ー平曲ー祇園精舎

松永 英晃：俳優
DISC.1　秋風引（五絶・劉禹錫・中）

岡本 隆生：俳優
DISC.1　羅生門

山本 郁子：俳優
DISC.1　小景異情

大西 多摩恵：俳優
DISC.1　汲む

菅生 隆之：俳優 / 声優 /ナレーター
DISC.2　山月記

魚 健：声優 /ナレーター
DISC.2　舞姫

（精選言語文化、精選古典探究、精選文学国語 対応）

国語教科書準拠

言文 /711/古探713/文国707117
明治

国語朗読CD

丁寧な解説が入った別冊解答解説付き。自学自習にも最適な教科書の準拠版ノートです。

教科書をまるごと一冊デジタル化 デジタル教科書

Lentrance®︎（レントランス）は、同じコンテンツを同じUI（ユーザーインターフェイス）・同じ操作感で、さまざまな端末から利用
できることを前提とした、教育用デジタルコンテンツ提供
プラットフォームです。
○Lentranceは、Windows、iOS、ブラウザでの利用に対応しているた
め、端末の種類を問わず、タブレットやPCからいつでも・どこでも学習で
きます。一斉授業での演示、様々な電子媒体を使った学習をサポートし
ます。

○「Lentrance」（レントランス）の主な特長
・教科書・教材紙面のそのものの固定レイアウト表示と拡大表示
・複数の教科書・教材を並べて見ることができる２画面表示
・教科書・教材紙面への書き込みやURLリンクの追加

○明治書院版デジタル教科書はクラウド配信方式に対応しております。

＜学校向けデジタル教科書・教材プラットフォーム＞

初期画面
本棚から登録された教科書デー
タを選択して表示します。

画面の拡大
教科書に掲載されているイ
ラスト、地図、写真など
を拡大して理解しやすく
します。

２画面表示
２つの教科書・同じ教科書の別ペー
ジ・教材を並べて表示できるので、横
断的な学習に役立ちます。

書き込みツール
手書きや、直線・四角囲み、URL
リンク追加などの基本的な書き
込み機能を備えています。

教科書を
完全マスター

機能2

機能1

機能3

学習者用デジタル教科書 個別ライセンス
（3 年間）

学校フリーライセンス
（1 年間）

精選 現代の国語 1.650 円 99,000 円

精選 言語文化 1.650 円 99,000 円

精選 論理国語 3.300 円 99,000 円

精選 文学国語 3.300 円 99,000 円

精選 古典探究 古文編 1.650 円 99,000 円

精選 古典探究 漢文編 1.650 円 99,000 円

※税込価格

入試問題
も採録！

NEW



指
導
資
料

6061 明治書院　先生専用フリーダイヤル　0120-595-170

付属資料のご案内

書　　　名 内　　　容 価格（税込） ご購入方法 詳細

指
導
資
料

精選 現代の国語　指導資料セット
①指導ガイド
②テストの窓（アプリ版・配信版）

（DVD-ROM）
19,800円

教科書
特約書店へ

➡P54~57

精選 言語文化　指導資料セット
①指導ガイド
②テストの窓（アプリ版・配信版）

（DVD-ROM）
24,200円

精選 論理国語 指導ガイド 指導ガイド（DVD-ROM） 44,000円

精選 文学国語 指導ガイド 指導ガイド（DVD-ROM） 44,000円

精選 古典探究 古文編 指導ガイド 指導ガイド（DVD-ROM） 30,800円

精選 古典探究 漢文編 指導ガイド 指導ガイド（DVD-ROM） 28,600円

※印刷版については明治書院に直接お問い合わせください。 明治書院へ

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

精選 現代の国語
学習者用デジタル教科書

①個別ライセンス（３年間）
②学校フリーライセンス（１年間）

①1,650円
②99,000円

Lentrance ECサ
イトもしくは
明治書院へ

➡Ｐ58

精選 言語文化
学習者用デジタル教科書

①個別ライセンス（３年間）
②学校フリーライセンス（１年間）

①1,650円
②99,000円

精選 論理国語
学習者用デジタル教科書

①個別ライセンス（３年間）
②学校フリーライセンス（１年間）

①3,300円
②99,000円

精選 文学国語
学習者用デジタル教科書

①個別ライセンス（３年間）
②学校フリーライセンス（１年間）

①3,300円
②99,000円

精選 古典探究　古文編
学習者用デジタル教科書

①個別ライセンス（３年間）
②学校フリーライセンス（１年間）

①1,650円
②99,000円

精選 古典探究　漢文編
学習者用デジタル教科書

①個別ライセンス（３年間）
②学校フリーライセンス（１年間）

①1,650円
②99,000円

学
習
課
題
ノ
ー
ト

精選 現代の国語　学習課題ノート 792円

学校出入り
の書店へ

➡Ｐ59

精選 言語文化　学習課題ノート 1,056円

精選 論理国語　学習課題ノート 1,045円

精選 文学国語　構成・読解ノート（小説・評論） 880円

精選 古典探究　古文編　学習課題ノート 1,045円

精選 古典探究　漢文編　学習課題ノート 770円

朗読 CD
国語朗読CD

（精選 言語文化、精選 古典探究、
精選 文学国語　対応）

ＣＤ２枚組 11,000円
教科書
特約書店へ

➡Ｐ59

漱石、鷗外から村上春樹、小川洋子まで、文学のとびらを開く23作品を収録。
授業での指導を想定し、指導資料をご用意しております。

●副読本（小説）

文学のとびらを開く
近現代文学名作選
中島　国彦 監修
定価：990円（税込）
Ａ5判・240頁

指導用ＣＤ−ＲＯＭの内容
1.原文データ
2.テスト問題
3.指導資料（あらすじ・読みのポイント・
　作者解説・構成・発問例と解答解説・
　「読みの道しるべ」解答例と解説・発展資料）

夢十夜…………………  夏目漱石
刺青………………… 谷崎潤一郎
鼻……………………  芥川龍之介
小さき者へ …………… 有島武郎
よだかの星 …………… 宮沢賢治
蠅……………………… 横光利一
山椒魚………………… 井伏鱒二
檸檬………………… 梶井基次郎
セメント樽の中の手紙 葉山嘉樹
黄金風景……………… 太宰　治
山月記 ………………… 中島　敦
　〔発展資料〕『古潭』のあらすじ

小切…………………… 川端康成
赤い繭 ………………… 安部公房
おきみやげ …………… 幸田　文
朝のヨット …………… 山川方夫
駝鳥…………………… 筒井康隆
途中下車……………… 宮本　輝
沈黙…………………… 村上春樹
神様…………………… 川上弘美
バグダットの靴磨き … 米原万里
口笛の上手な白雪姫 … 小川洋子
こころ ………………… 夏目漱石
舞姫…………………… 森　鷗外
　〔発展資料〕鷗外の遺書

●表現教材（言語活動）

書いて伝える・
声で伝える
表現ワークブック
石黒　圭 監修・坂口陽子 編著
定価：1,188円（税込）
B5判・104頁

●文法

必携 古典文法
増補改訂版
稲澤好章 監修
浅田孝紀・神尾康彦・酒井清香・
塩田妙子・中矢由花・畠山 俊  編著
定価：726円（税込）
Ａ5判・180頁

●古典教材 2024年2月発売予定

古典読本（仮） 古文編・漢文編 明治書院編集部　編
定価：未定

目次（古文編）

説話
・博雅の三位と鬼
の笛（十訓抄）
・秦兼久の悪口
（宇治拾遺物語）

源氏物語
・光源氏誕生
・小柴垣のもと
・物の怪の出現
・野分の朝

大鏡
・花山天皇の退位
・三船の才
・肝試し
・南院の競射

方丈記
・ゆく河の流れ
・養和の飢饉

目次

付属資料一覧

目次（漢文編）

十八史略
・背水之陣
・赤壁之戦

史記
・鴻門之会
・四面楚歌

思想
・孟子
・荀子
・老子
・荘子
・韓非子

副教材のご案内
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中島国彦	 （早稲田大学名誉教授）
渡部泰明	 （国文学研究資料館館長）
安藤信廣	 （東京女子大学名誉教授）

小川洋子	 （小説家）

佐野摩美	 （元光塩女子学院中・高等科校長）
十重田裕一	 （早稲田大学教授）

小澤	純	 （慶應義塾志木高等学校教諭）
小平麻衣子	 （慶應義塾大学教授）
中村早知	 （新渡戸文化学園中学・高等学校教諭）
田口麻奈	 （明治大学准教授）
橋本陽介	 （お茶の水女子大学准教授）
植田敦子	 （お茶の水女子大学附属高等学校教諭）
川村	大	 （東京外国語大学教授）
小林俊洋	 （浅野中学・高等学校教諭）

馬場祐一	 （慶應義塾高等学校教諭）
美谷島秀明	 （早稲田大学高等学院・中学部教諭）
皆川裕紀	 （埼玉県立川越女子高等学校教諭）
横堀利明	 （東京都立豊多摩高等学校教諭）
石黒	圭	 （国立国語研究所教授）
石出靖雄	 （明治大学教授）
坂口陽子	 （富士見丘中学高等学校教諭）
廣瀬	愛	 （東京都立白鷗高等学校・附属中学校教諭）
和智	潔	 （文京学院大学女子中学・高等学校教諭）

佐藤至子	 （東京大学准教授）
田村	隆	 （東京大学准教授）
畠山	俊	 （お茶の水女子大学附属高等学校教諭）
平野多恵	 （成蹊大学教授）
齋藤希史	 （東京大学教授）
坂口三樹	 （文教大学教授）
前田康晴	 （城西国際大学講師）
宮	利政	 （開成中学・高等学校教諭）

教科書編集委員のご紹介

出
会
い
を
求
め
て

　「
国
語
」の
教
科
書
を
め
ぐ
る
思
い
出
は
数
多
い
。
中

で
も
、
新
し
い
教
科
書
の
目
次
に
並
ん
で
い
る
文
章
の

題
名
や
書
き
手
の
名
に
接
す
る
時
は
、
特
別
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
読
む
詩
や
小
説
は
ど
ん
な
作
品
だ
ろ
う
か
、

載
っ
て
い
る
評
論
か
ら
ど
う
い
う
問
題
が
発
見
で
き
る

だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
る
が
、
振
り
返
っ
て

み
る
と
、そ
の
底
に
は
、何
ら
か
の「
出
会
い
」を
実
感
し

た
い
と
い
う
強
い
感
情
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　
宮
沢
賢
治「
永
訣
の
朝
」の「
あ
め
ゆ
じ
ゆ
と
て
ち
て

け
ん
じ
や
」
の
一
行
に
接
し
、
そ
の
瞬
間
か
ら
忘
れ
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
、
夏
目
漱
石「
現
代
日
本
の
開
化
」の

「
日
本
の
現
代
の
開
化
は
外
発
的
で
あ
る
」
と
い
う
明

晰
な
説
明
に
納
得
し
た
経
験
は
、
い
つ
も
新
鮮
だ
。
言

葉
を
通
し
て
、
自
分
の
中
の
何
か
が
変
わ
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
高
校
の
教
壇
に
立
っ
て
い
た
時
、
教
材
を
読

み
込
み
、生
徒
の
日
々
の
感
情
の
動
き
に
寄
り
添
う
毎

日
を
送
り
な
が
ら
、い
つ
も
思
い
出
し
て
い
た
の
は
、そ

の
こ
と
で
あ
る
。

　
若
い
時
に
知
っ
て
ほ
し
い
文
学
作
品
の
一
節
に
、
漱

石
の
『
三
四
郎
』
に
出
て
く
る
広
田
先
生
の「
日
本
よ

り
頭
の
中
の
方
が
広
い
で
し
ょ
う
」の
ひ
と
言
が
あ
る
。

「
頭
の
中
」
が
生
き
た
言
葉
で
で
き
て
お
り
、
言
葉
で

考
え
る
こ
と
で
無
限
の
世
界
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
を
知
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
大
切
だ
と
思
う
。
し

か
も
、言
葉
を
使
う
難
し
さ
と
言
葉
の
可
能
性
を
感
ず

る
こ
と
と
は
、実
は
背
中
合
わ
せ
な
の
だ
。言
葉
に
よ
っ

て
一
瞬
の
う
ち
に
世
界
が
広
が
る
体
験
を
、
生
徒
と

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
時
、
本
当
に
幸
せ
だ
と
思
う
。

よ
く
整
え
ら
れ
た
教
科
書
が
、
そ
の
手
伝
い
に
な
れ
ば

と
願
う
。

新
し
い
船
出
に

　
い
よ
い
よ「
現
代
の
国
語
」と「
言
語
文
化
」の
新
し
い

枠
組
み
の
二
冊
が
、
船
出
を
す
る
。
新
し
い
教
科
書
を

手
に
し
た
印
象
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
現
代
の
問
題
を
論
じ
た
文
章
を
通
し
て

世
界
と
自
分
を
見
つ
め
直
し
、新
鮮
な
世
界
の
文
学
に

接
し
て
感
性
を
育
み
、古
典
に
描
か
れ
た
先
人
の
知
恵

に
学
び
、生
き
た
言
語
活
動
を
手
が
か
り
に
自
分
を
世

界
に
ぶ
つ
け
て
い
く
、
そ
う
し
た
理
念
は
教
科
書
編
集

の
基
本
で
あ
る
。〈
伝
統
と
革
新
〉の
旗
じ
る
し
の
も
と
、

二
年
生
以
降
に
使
用
す
る「
論
理
国
語
」「
文
学
国
語
」

「
古
典
探
究
」
へ
の
接
続
を
十
分
考
慮
し
た
編
集
作
業

を
支
え
て
く
だ
さ
る
、現
場
感
覚
の
豊
か
な
多
数
の
編

集
委
員
に
参
加
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、幸
い
で
あ
る
。

　
教
材
の
選
び
方
に
つ
い
て
は
、
定
番
教
材
を
し
っ
か

り
と
配
置
し
、
同
時
に
、
明
日
を
担
う
高
校
生
の
心
に

響
く
新
教
材
を
多
数
発
掘
し
た
。
そ
う
し
た
方
向
は
、

二
年
生
か
ら
使
う
教
科
書
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
加
速
す

る
は
ず
だ
。
世
界
の
新
時
代
の
様
相
、多
様
化
す
る
人

間
と
平
等
社
会
へ
の
視
点
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
の
明

治
書
院
の
見
識
に
加
え
て
、
思
い
切
っ
た
新
た
な
冒
険

と
も
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
教
室
で
の「
言
語
活
動
」実

践
へ
の
て
い
ね
い
な
ガ
イ
ド
も
、工
夫
し
た
。
短
文
で
も

印
象
に
残
る
現
代
の
文
章
を
添
え
、編
者
の
執
筆
し
た

コ
ラ
ム
も
充
実
さ
せ
た
。

　
現
代
の
文
学
の
最
先
端
に
お
ら
れ
る
と
同
時
に
、文

学
作
品
の
読
み
の
巧
者
で
も
あ
る
小
川
洋
子
さ
ん
も
、

作
家
委
員
と
し
て
編
集
の
歩
み
を
支
え
て
く
だ
さ
り
、

教
科
書
に
も
素
晴
ら
し
い
文
章
を
書
き
お
ろ
し
て
下

さ
っ
た
。

　
端
々
ま
で
使
う
ひ
と
へ
の
配
慮
を
込
め
た
こ
れ
ら
の

教
科
書
が
、現
場
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
先
生
方
の
共

感
を
得
て
、
全
国
の
多
く
の
生
徒
の
手
に
届
け
ら
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

　
仲
の
良
い
友
人
同
士
だ
っ
た
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
言
葉
は
最
小
限
で
足
り
ま
す
。
し
か
し
年

齢
や
生
活
環
境
が
違
う
な
ど
、
距
離
の
あ
る
間
柄
で

あ
っ
た
ら
、
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
ま
し
て
相
手
が
複

数
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
不
特
定
多
数
で
あ
っ
た
り
す

れ
ば
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
格
段
に
難
し
く
な
り
ま

す
。
意
味
が
分
か
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
深
く
理
解

し
合
い
た
い
と
思
っ
た
ら
、困
難
さ
は
倍
加
し
ま
す
。

　
遠
い
距
離
の
あ
る
人
間
相
互
に
、強
く
て
深
い
理
解

を
も
た
ら
す
。
古
典
は
、
古
来
そ
う
い
う
威
力
を
発
揮

し
て
き
ま
し
た
。
我
が
国
の
文
化
の
中
で
培
わ
れ
た
共

通
の
知
恵
で
あ
り
、
皆
の
価
値
観
の
源
泉
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
日
本
だ
け
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
の
人

た
ち
は
日
本
人
以
上
に
古
典
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
、
自
分
た
ち
の
古
典
を
大
事
に
す
る
か
ら
こ
そ
、

異
な
っ
た
文
化
の
古
典
も
尊
重
す
る
の
で
す
。
古
典
は

異
文
化
理
解
の
礎
で
も
あ
り
ま
す
。

　
古
典
は
た
だ
古
い
だ
け
の
文
章
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
人
々
に
支
持
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の

で
す
。
後
世
に
遺
そ
う
と
い
う
意
志
を
持
っ
て
、
現
代

ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
支
持
さ
れ
、
伝
え

ら
れ
て
き
た
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
価
値
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
か
ら
で
し
た
。

　
価
値
観
の
源
泉
と
な
る
ほ
ど
古
典
が
時
代
時
代
の

人
た
ち
を
惹
き
つ
け
て
き
た
の
は
、
ど
う
し
て
で
し
ょ

う
。そ
れ
は
、
日
本
の
古
典
が
情
理
を
兼
ね
備
え
た
言

葉
で
あ
る
こ
と
と
関
わ
り
ま
す
。

　
ど
の
作
品
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
、
明
治
書
院
の
国
語

の
教
科
書
で
取
り
上
げ
た
古
典
の
文
章
を
読
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
人
の
情
緒
や
情
念
に
ふ
か
ぶ
か
と
入
り

込
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
感
情
に

流
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
社
会
や
人
間
に
対
す
る
し
っ

か
り
と
し
た
観
察
・
省
察
に
基
づ
い
て
い
る
部
分
が
必

ず
あ
る
。
あ
る
い
は
、
物
事
を
客
観
的
に
描
写
し
た
り

論
理
を
構
築
し
た
り
す
る
古
典
も
少
な
く
な
い
。
で

も
そ
こ
に
、
人
の
心
の
機
微
を
こ
ま
や
か
に
汲
み
取
る

筆
遣
い
を
、き
っ
と
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

社
会
も
思
想
も
歴
史
も
、そ
れ
を
背
負
い
動
か
す
人
間

を
通
し
て
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
論
理
的

骨
格
の
し
っ
か
り
し
た
中
国
の
古
典
を
、
漢
文
と
い
う

形
で
日
本
文
化
に
取
り
入
れ
、十
分
に
消
化
し
て
き
た

長
い
歴
史
も
、そ
れ
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
感
情
や
情
熱
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
確
か
な
こ
と
は

言
え
な
い
。
理
屈
や
論
理
だ
け
で
は
人
の
心
の
深
い
と

こ
ろ
に
届
か
な
い
。
情
理
を
兼
備
す
る
こ
と
で
、
人
は

心
か
ら
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
情
理
を
尽
く
し

た
言
葉
だ
か
ら
こ
そ
、
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
共
感
を

得
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
考
え
方
や

感
じ
方
を
、
他
者
に
確
信
を
も
っ
て
伝
え
る
言
葉
を
獲

得
し
て
き
た
の
で
す
。

　
明
治
書
院
の
教
科
書
で
は
、古
典
の
言
葉
が
人
々
の

間
で
ど
う
活
用
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
し
て
私
た
ち
は
古

典
の
持
っ
て
い
る
潜
在
能
力
を
ど
う
発
揮
さ
せ
れ
ば
よ

い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
現
代
社

会
を
生
き
る
た
め
の
古
典
。
私
た
ち
の
目
指
す
と
こ
ろ

は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

現
代
社
会
を 

生
き
る
た
め
の
古
典

渡
部
泰
明	

（
国
文
学
研
究
資
料
館	

館
長
）

　『
万
葉
集
』、『
源
氏
物
語
』、『
平
家
物
語
』
な
ど
、

日
本
に
は
優
れ
た
古
典
が
ひ
し
め
い
て
い
ま
す
。
そ
し

て
ど
の
作
品
に
も
、
中
国
の
文
学
と
思
想
、
つ
ま
り
漢

文
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
影

響
を
受
け
る
と
は
、ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。そ
れ

は
模
倣
と
同
じ
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
も
ち
ろ
ん
模
倣
は
大
切
で
す
。人
間
が
言
葉
を
身
に

つ
け
る
と
い
う
根
源
的
な
事
態
が
、
す
で
に
模
倣
に
も

と
づ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
影
響
は
模
倣
と
同
義
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
、
模
倣
に
終
始
す
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
影
響
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

外
か
ら
の
刺
激
を
受
け
と
め
て
、
自
ら
の
内
部
に
秘
め

ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
開
花
さ
せ
る
こ
と
で
す
。『
万

葉
集
』、『
源
氏
物
語
』、『
平
家
物
語
』
な
ど
の
日
本

の
優
れ
た
古
典
は
、
ど
れ
も
が
漢
文
の
刺
激
を
そ
れ
ぞ

れ
に
受
け
と
め
て
、
日
本
語
の
持
っ
て
い
た
可
能
性
を

開
花
さ
せ
、
日
本
人
の
心
の
な
か
に
潜
在
し
て
い
た
豊

か
な
感
性
や
思
索
を
結
晶
さ
せ
た
も
の
で
す
。
万
葉
の

歌
人
も
、源
氏
の
作
者
も
、平
家
の
語
り
手
も
、そ
れ
ぞ

れ
に
漢
文
の
教
養
を
我
が
物
に
し
て
、
新
し
い
日
本
の

文
学
を
創
造
し
た
の
で
し
た
。
日
本
文
学
が
新
た
な

出
発
を
し
た
と
き
、
漢
文
は
日
本
の
古
典
と
な
っ
た
の

で
す
。

　
明
治
書
院
の『
言
語
文
化
』漢
文
編
は
、
東
ア
ジ
ア

全
体
で
受
容
さ
れ
て
き
た
古
典
と
し
て
の
漢
文
と
い

う
位
置
づ
け
の
上
に
立
っ
て
、
何
よ
り
も
広
く
知
ら
れ

て
い
る
作
品
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

漢
文
作
品
そ
の
も
の
の
持
つ
力
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

漢
文
の
持
つ
深
い
知
性
と
感
性
、
表
現
力
が
、
そ
の
ま

ま
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
届
く
こ
と
を
大
切
に
し
、
理

解
し
や
す
い
、
し
か
し
奥
の
深
い
作
品
を
選
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
漢
文
と
日
本
文
学
と
の
関
わ

り
を
大
切
に
し
、「
古
典
に
関
す
る
文
章
」や「
漢
文
の

窓
」、「
参
考
」欄
な
ど
で
、
日
本
の
古
典
と
し
て
の
漢

文
の
位
置
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
教
材
に
も
、
長
く
日
本
の
古
典
と
し
て
読
み
継
が

れ
、
豊
か
な
知
恵
を
日
本
人
に
も
た
ら
し
て
き
た
作
品

を
選
ん
で
い
ま
す
。
漢
文
編
の
冒
頭
に
は
、
簡
単
な
導

入
の
文
章
を
置
き
、中
国
と
日
本
の
古
典
と
し
て
の
漢

文
の
位
置
づ
け
を
示
し
ま
し
た
。
漢
文
は
東
ア
ジ
ア
全

体
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
も
触
れ

て
、
日
本
の
内
と
外
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
の
漢
文

の
位
置
を
明
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
日
本
漢
文
の
作
品
と
し
て
、
分
か
り
や
す
い
江

戸
期
の
笑
話
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
出
会
い
を
示
す
明

治
期
の
漢
詩
な
ど
を
選
び
、
漢
文
に
よ
っ
て
新
し
い
世

界
を
開
こ
う
と
し
た
先
人
の
試
み
が
分
か
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の「
単
元
の
言
語
活
動
」で
は
、
主

体
的
な
活
動
を
提
案
し
、多
様
な
発
見
の
場
と
な
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　
明
治
書
院
の
教
科
書
は
、安
心
し
て
手
に
取
れ
る
斬

新
な
教
科
書
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
先
生
方
と
生
徒
の

皆
さ
ん
が
教
室
で
安
心
し
て
一
つ
の
教
科
書
を
共
有

で
き
る
こ
と
は
、
授
業
の
豊
か
な
展
開
の
基
礎
に
な
る

と
考
え
ま
す
。
活
発
で
積
極
的
な
討
論
も
、そ
の
基
礎

の
上
に
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
皆
さ
ん
が
一
人

で
読
む
と
き
も
、
漢
文
の
言
葉
に
心
動
か
さ
れ
、
励
ま

さ
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
豊
か
さ
を
持
っ
た
教
科
書
で
あ

り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

中
国
と
日
本
の 

古
典
と
し
て
の
漢
文

安
藤
信
廣	

（
東
京
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

言
葉
の
宇
宙
は 

す
ば
ら
し
い中

島
国
彦	

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）　

代表編者メッセージ
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松田雄馬 先生2023年度の予定
日程（予定） 講師 テーマ

4月29日
（土・祝）

古田島洋介　先生
（明星大学教授・『漢文訓読入門』著者）

「今さら聞けない漢文初回授業の工夫
――三つの試案――」

秋 松田雄馬　先生
（『精選 現代の国語』「未来を予測する最善の方法」著者）

「未来を予測する最善の方法
10年後、20年後に何が起こるのか」




